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「アセンションへの道」について   

 

 

この本で御紹介しているブルースカイさんは、かつてレムリア時代にアセンションし

た地球の人々とファーストコンタクトを行ったシリウス星系の種族が、地球の種族と

共に進化してきた末に生まれた種族です。 

彼らが存在している世界は、今私たちが存在している世界とはすこしばかり異なる

パラレルワールドの世界ですが、ブルースカイさんの種族はアセンションを繰り返し

大変進化しておりますので、私たちの世界に入り、私たちの世界のアセンションをサ

ポートしてくださっています。 

ブルースカイさんたちの種族は現在の地球のように、天の川銀河の中でアセンショ

ンしようとしている種族たちをサポートすることを主な仕事としているようです。 

彼らは地球人の遺伝子を持っておりますので、地球人の考え方や生活習慣あるい

はこの地球の特質などについてとても詳しく知っております。 

そしてそのことを理解した上で私たち地球人がどのようにしたらアセンションでき

るのか、あるいは五次元意識になって自分が望む世界を実現することができるの

か、ということを詳しくお話してくださっています。 

またいくつもの瞑想ワークを使って私たちが５次元意識になることをサポートして

おります。 

彼らが持つ高次のエネルギーはこの本や動画で体験することができます。 

ぜひ Youtube（Vimeo）の動画をご覧になっていただき、ブルースカイさんたち

の瞑想ワークを体験して、皆さんの意識を五次元意識へと拡張していってください。

そしてこれから起こるアセンションをぜひ体験してみてください。 

またブルースカイさんは「フォトンベルト」についても今回かなり詳しい情報を私た

ちに与えてくれました。 

確かに「フォトンベルト」は現代の科学では実証されておりませんが、このアセンショ
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ンのエネルギーの原動力となるようなものです。 

この本ではフォトンベルトについて科学的な実証を行うということはできませんで

したが「フォトンベルト」をくぐり抜けることによって、私たちにどのような変化が起

きてくるのかということを非常に詳しく教えてくれました。 

これからアセンションを目指す者達にとっては、この本はなくてはならないガイドブ

ックとなると私は考えております。 

 

私のチャネリングによるブルースカイさんのお話は、YouTube の「宇宙の光のチャ

ンネル」でも見ることができますので、ブルースカイさんのエネルギーを体験し瞑想

ワークをおこなっていただくことができるかと思います。 

私のアメーバー・ブログ「アセンション 光の世界へ」では、ブルースカイさんをはじ

め高次現存在たちのメッセージを読むことができますのでぜひ御訪問ください。 

尚、この本は素人編集による本ですので誤字脱字は御容赦ください。 

この本はアセンションを志す方たちのために書かれた本ですので、一般の方全てに

当てはまる内容ではありませんのでご了承ください。 

また私を支えてくれた宇宙の光のメンバーたちにも感謝いたします。 

                                TAKESHI（瀬戸 武志） 

 

【YouTube動画のご案内】 

ブルースカイさんの動画はこちらからご覧ください。 

「Vimeo 瀬戸武志」でご検索ください、ショーケースの中にブルースカイさんのリス

トがあります。公式チャンネルは動画サイト Vimeoとなります。 

               

アメバーブログ     Youtube ブルースカイ   動画サイト Vimeo 
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PART１ ブルースカイ種族のご挨拶 

 

 

今日は地球人の皆さまたちにお知らせしたいことが有りましてまいりました。 

私が存在できるもっとも低い次元は７次元、そして私たちが存在できるもっとも高

い次元は１２次元です。 

私たちは７次元から１２次元の間で存在することが可能です。 

今地球の皆さまは３次元という世界に存在していると思います。 

物理的な世界にフォーカスする世界に存在しているのです。 

これから皆さまはアセンションというイベントに参加され、そしてそのイベントを無

事に成功させる日を迎えようとしています。 

アセンション後の皆さまは３次元世界に存在しながら、意識は４次元、５次元と広が

っていくのです。 

物質的な肉体を持ちながら４次元、５次元、６次元を感じることが可能となります。 

皆さまは今まで感じたことのない世界をこれから感じることになるでしょう。 

さて本日皆さまにお話したいことがございます。 

私たちは最近この３次元世界である地球に関わるようになりました。 

ただ３次元の地球に関わっているといっても私たちが存在できる一番低い次元と

いうのは７次元が限界となります。 

私たちは、７次元に存在しながら３次元の世界にエネルギーを送っているのです。 

今皆さまは日本という土地にいらっしゃると思います。 

私たちは、その日本という土地の上空に滞在しております。 

その私たちが行っているサポートを地球人の皆さまが受け取るために心掛けなけ

ればいけないことがございます。 

それは皆さまが「今肉体が存在している３次元の物質世界が自分たちの世界で、そ

の世界以外に自分たちは存在していないし関わることはできない」と強く思い込ん

でいますが、それが私たちと密に交流するためのブロックとなっているのです。 
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今、皆さまの体や精神にとって有害となる物や有害となることが起こっております

が、それらを完全に無効化するところまではいかないのですが、有害となる物や有

害となるエネルギーなどを軽減することが私たちのサポートによって可能なのです。 

その軽減するためのサポートを受け取るためには「３次元の世界こそが全てで、３次

元の世界のことだけが自分にとって有効なんだ」という考え方を捨てなければいけ

ません。 

７次元世界から送られてくるサポートを３次元世界に存在する皆さまが受け取るた

めには、肉体を３次元に置きながら意識は４次元世界、５次元世界、６次元世界、７

次元世界と拡張していかなければなりません。 

皆さまが感じている３次元世界だけが自分の世界で、３次元世界以外の世界はあり

えないと強く思っている意識をしっかりとした形で外さなければいけないのです。 

物質的な肉体は３次元の世界しか存在することができません。 

それは確かに事実です。 

ただ意識は自由にどこの次元にもフォーカスすることができるのです。 

その感覚を皆さまは身につける必要がございます。 

私たち以外にもたくさんの地球外存在たちが地球に介入しサポートを行っています。 

ただそのサポートがうまく皆さまに届いていないようです。 

それはなぜかと言いますと、皆さまは３次元世界が全てで、３次元世界以外には自

分は存在しないとかたくなに思っているからです。 

「自分はそうではない、しっかりと４次元、５次元、６次元、７次元、それ以上の世界に

意識を広げることができる」と思われている方でも、地球に存在している半分以上

の方は心の深いところでは実はそう思われていないのです。 

これは事実です。 

 

まずは皆さまが３次元の世界だけが自分の世界で、３次元以上の高い意識の世界は

見ることも感じることもできないのだから分からない、という思い込みを外されて

ください。 

外す方法は私たちが送っているエネルギーやサポートを受け取られることです。 



13 

 

まず目をつぶって感じてみてください。 

外に出てそのサポートのエネルギーを感じられください。 

感じることができましたら、その感じた後の感覚を物理世界の肉体を持つ自分自身

と重ね合わせるようにひとつにするイメージをされてみてください。 

肉体を持っている意識とサポートのエネルギーを合わせるのです。 

「３次元意識世界はこういう形でこういうことが起こっていて、今現状はこうなんだ」

ということはあくまで３次元意識の世界での出来事です。 

３次元世界の中で、３次元世界の中にある４次元意識の世界、３次元世界の中にあ

る５次元意識の世界は全く違った形になっております。 

皆さまは長年の経験で３次元世界の３次元意識世界に自然と周波数と視点を合わ

せ、その世界こそが自分の世界だと思うようになっております。 

それも全て思い込みなのです。 

皆さまはすでに３次元の世界に肉体を置きながら４次元世界、５次元世界、６次元世

界、７次元世界の意識を感じられるようになっているのです。 

皆さまの本当の姿、また皆さまの肉体を作っているのは非物質体の意識です。 

その意識こそが本当の姿なのです。 

その姿は次元を問わず、空間も時間も無い多次元やあらゆる世界にアクセスしまた

存在することが可能です。 

今は十分に理解できないかと思いますが、このことを理解するためには体験するし

かないのです。 

体験されたら必ず理解できます。 

 

私たちは今も日本の上空に滞在し、皆さまに必要だと思うエネルギーやサポートを

送っています。 

どうか私たちを感じ、そのエネルギーを自分のものだと思われてください。 

自分が今現実と思っている世界とひとつに重ね合わせてください。 

そうすることで今皆さまが感じられている悩みや問題が一気に解決いたします。 

それでは実際に感じられてみてください。 
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今私たちは皆さまの物理世界に起こっているエネルギーや問題を解決するための

方法やエネルギーを送っています。 

そのエネルギーを体に取り込み、自分のものにされてください。 

物質的な肉体と感覚をそのエネルギーとひとつにされてください。 

 

（ブルースカイさんがエネルギーを送られています。） 

 

いかがでしょうか。 

このエネルギーはいつでも絶え間なく皆さまに送っておりますので、お好きな時に

お受け取りください。 

また今録音されましたこの音声を聞くことで、いつでも私たちが送っているサポー

トのエネルギーを感じ、受け取ることができるでしょう。 

今私がお伝えしたいことは以上になります。 

それではまたお伝えしたいことがございましたらお声かけいたします。 
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PART1シリウス星系の星の人たちの歩み 

 

 

今日は私たち「ブルースカイ」という種族がどのようにして生まれたのかというお話

をさせていただきます。 

私たちがブルースカイ種族になる前、私たちの先祖はシリウス星系と呼ばれる場所

に存在しておりました。 

その頃、私たちの祖先はこの地球と同じように、物質的な世界に生きておりました。 

そして祖先たちはその星に生きる種族がひとつになって、自分たちの星の平和のた

めに働いていたのです。 

私たちの祖先はすでに物質世界の様々な問題を解決しておりました。 

物質世界の様々な問題というのは、今地球の皆さまが直面しているような問題です。 

私たちの祖先の星にもその当時、祖先たちよりも高い叡智を持つ存在たちが入りこ

み、私たちの祖先をコントロールして、祖先の星を支配しようとしていたこともござ

いました。 

しかしながら、私たちの祖先はそのことに気付き、自分たちの星の平和を守るため

に戦いました。 

もちろん戦うといっても戦争を起こしたのではございません。 

私たちの祖先のひとりひとりが宇宙の愛に繋がり、宇宙の愛で自分たちを満たすこ

とによって、自分たちの星以外の種族が自分たちをコントロールしようとするエネ

ルギーを送ることができなくなったのです。 

祖先は、全ての者たちが手を取り合いました。 

そしてお互いに愛を送り合い、宇宙の愛で自分たちの星をしっかりと包むことで、

自分たちの星を支配しようとする者たちの侵略を止めることができたのです。 

そして祖先は過度に文明を発達させることもやめました。 

自分たちが「この星の自然を守る」ということを前提として、自然にとって良くない

影響が出ないように、科学技術を発展させることにしたのです。 
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自然に対して負荷がかからないようなやり方、自然に対して有害とならないような

物質を私たちは考えました。 

今の地球においては原子力発電や化石燃料による発電などがございますが、その

ような発電方法ではなく、皆さまがフリーエネルギーと呼ばれているような発電方

法を私たちは開発しました。 

そして、この宇宙空間の中から取り出せるエネルギーや原子と原子の安全な働きに

よって生み出されるエネルギーを祖先の星では採用し、そのエネルギーを使って祖

先たちは暮らしておりました。 

皆さまの地球とは異なり、自分たちの利益のために科学技術を進歩させたのでは

ありませんので、有害な物質を排出する工場や物を作るシステムは存在しませんで

した。 

祖先が肉体を持っていた頃は、皆さまと同じように農業も行っておりましたので、

野菜や果樹あるいは自分たちにとって有益な植物を育てて食べていたのです。 

 

祖先たちはそのような時代から少しずつ意識を成長させてきました。 

祖先たちの意識が成長してくると、今皆さまが「肉体」と呼んでいるものは、自分た

ちが物理的な世界で生きるために必要なものであることも理解できましたし、物理

世界で生きている「肉体」が自分たち自身ではなく、その「肉体」を動かしている意

識が自分自身なのだということも理解したのです。 

例えば、自分たちが瞑想をし、宇宙意識に入っているときは、肉体は自分の肉体を

維持するための最低限度の働きしか行いません。 

祖先たちは宇宙意識とひとつになり、とても幸福な感覚や自分の意識が宇宙に広

がるという感覚を味わうことができました。 

私たちの祖先たちはこの意識こそが自分たち自身であると理解できたのです。 

そして自分たちが宇宙意識とひとつになったとき、肉体は自分たちの星で自分たち

のことを待っていてくれたのです。 

自分たちが宇宙意識から戻ると、自分たちは再び自分の肉体とともに生活すること

ができますし、自分たちが宇宙意識に入ることにより、自分たちの肉体も良い影響
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を受けることが分かりました。 

自分たちが宇宙意識や宇宙の愛の意識とひとつになった状態で自分の肉体に戻る

と、自分の肉体も光り輝き、とても健やかな状態になることが分ったのです。 

祖先たちは頻繁に宇宙意識や宇宙の愛の意識になることによって、自分の肉体を

とても良い状態に保つことができました。 

自分たちが使用していた肉体は、自分たちが住んでいた星の意識と深く関わってい

ますので、私たちが愛の意識になることで肉体も愛の波動を大きく受けることにな

ります。 

そしてその愛の波動は肉体を支えている星の意識へと送られていくのです。 

そうすることで私たちの星の意識も大きな愛の意識とひとつになるのです。 

もともと惑星というのは恒星の光を受けることで、大きな愛の意識を持って生み出

されたものです。 

皆さまが地球意識と呼んでいる意識あるいは「マザーガイア」と呼んでいる意識は

とても大きな愛の意識を持っているのです。 

皆さまもこの愛の意識によって育てられたと言っても過言ではないでしょう。 

皆さまもこの宇宙意識に戻り、宇宙の愛とひとつになることで、皆さまが住む地球

の意識に対しても愛を送り、お互いの愛を交流させることができるのです。 

そうすることでこの地球の意識はどんどん成長していくのです。 

その星に住んでいる人たちの多くが愛の意識になることによって、その惑星自身が

アセンションを実現することができます。 

私たちの祖先の星は、星の種族全てが愛の意識に変わることによって、アセンショ

ンを実現しました。 

祖先たちはアセンションをすることで、その星に生きる全ての種族たちがひとつの

集合意識となることができたのです。 

アセンションをする前は、祖先たちは「愛の意識」を持っていましたが、まだまだ「個」

の意識が強く、「個」の意識が完全に統合されておりませんでしたので、それぞれが

それぞれの考え方を持ち、それぞれの生き方をしていました。 

しかしながら祖先たちがアセンションをすることによって、祖先たちの中にある愛の
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意識が同じ星に住む者たち全てをひとつに繋げていったのです。 

祖先たちは孤独を感じることはありませんでした。 

不安も恐れも感じることもありませんでした。 

この星に生きる者全てが「ひとつの愛の意識によって繋がれている」という安心感

が祖先たちにあったからです。 

祖先たちは、更に深い愛の意識に繋がり、何度も何度もひとつに繋がって瞑想を繰

り返しました。 

そうすることで私たちの星は更に愛の星として輝いていったのです。 

祖先たちはそのような状態になってから、同じシリウス星系の星の人たちに対して

自分たちができることをサポートするようになりました。 
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PART2 宇宙連合との出会い 

 

 

祖先たちはその当時宇宙連合と呼ばれているグループの方たちと出会いました。 

祖先たちが愛の意識、宇宙意識になっているときに、自分たちよりも更に深い愛の

意識になっている人たち、宇宙意識になっている人たちと交流することができたの

です。 

祖先たちが愛の意識になっているとき、とても強い愛の光が祖先たちに近づいて

きました。 

それは宇宙の愛の意識というよりも、もう少し小さな個々の意識でした。 

祖先たちがその意識を迎え入れると、その意識のエネルギーやその意識が思ってい

ることが自分たちの心の中に流れ込んでくるのです。 

ちょうど今 TAKESHIさんが私たちの言葉を受け取っているのと同じように、とて

も深い愛を持っている生命体の想いが祖先たちの中に流れ込んできたのです。 

そして祖先たちはその生命体を受け入れ、自分たちの星の上で彼らと会いました。 

これは皆さまがファーストコンタクトと呼んでいる現象にも似ているかと思います。 

その頃、祖先たちはまだ自分たちの肉体を持って物理的な世界に生きておりました

ので、その星に肉体を持った他の星の人たち、祖先たちよりも更に深い愛を持った

人たちを迎えることになりました。 

彼らは祖先たちを前にしてこのように言われたのです。 

「私たちは皆さまが宇宙意識、愛の意識になることをとても喜んで見ていました。 

皆さまの星に入ろうとしていた支配的な種族の方たちを、皆さまが愛の意識で押し

戻し、皆さまの意識をひとつにして、自分たちの星を愛の星にされたことも見守っ

ておりました。 

私たちはとても心配しながら見守っていたのですが、皆さまは自分たちが愛の意識

になることで自分たちの星を守れることに気付き、それを実現されました。 

私たちは、そのことに対してとても素晴らしい気付きを得られたと感動しておりま
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した。 

そして皆さまがアセンションを行った後に、私たちは皆さまとともにこの宇宙の平

和のために働きたいと思い、皆さまと関われるときを待っておりました。 

そして皆さまが、更に高い宇宙意識、愛の意識に入られたことで、私たちは皆さまと

具体的に接触することが可能となりました。 

私たちは皆さまの元に意識体として訪れ、そして皆さまの星にこのようにしてやっ

てきたのです。 

私たちは皆さまよりも少しばかり早くアセンションを成し遂げ、宇宙意識、愛の意識

となって他の星へ訪れ、愛の意識を持った種族たちと交流しておりました。 

私たちはこの宇宙を守るために、この宇宙を更に愛で満たすために、お互い協力し

合っているのです。 

私たちはそのような場所に皆さまを御招待したいと思いやってきたのです。 

私たちは皆さまに対して、皆さまが更に進化するためにお手伝いすることもできま

すし、また私たちと一緒に皆さまの愛や叡智をこれからアセンションをしようとする

星の人たちに対して提供することもできるかと思います。 

私たちは皆さまが更に更に深い愛の意識になることを喜んでいるのです。」 

とこのようにおっしゃったのです。 

 

私たちの祖先はとても喜びました。 

自分たちの星以外にも、宇宙の意識、愛の意識になっている星々が有るのだという

ことが分ったからです。 

この宇宙に自分たちよりも更に深い愛の意識を持っている人たちが存在している

ということは、祖先たちの種族にとってはとても大きな喜びでした。 

「これから自分たちがどのように進化していくのか」ということについて、その方た

ちは明快な答えを祖先たちに与えてくれたからです。 

私たちはその種族の方たちとともに行動することになりました。 

自分たちが瞑想し宇宙意識、愛の意識になったときに、その方たちは自分たちのも

とにやって来て、自分たちといろんな話をしたり、その方たちの星に案内してくれた



22 

 

り、あるいは他の種族の方たちも紹介してくださりました。 

祖先たちにとってはとても楽しい日々でした。 

祖先たちはいろんな星の人たちがいろんな形で存在しているということ、そして自

分たちの知らない星もまだまだたくさんあるということに気付きました。 

祖先たちはそのようにして、皆さまがシリウス星系と呼ばれている周りの星を訪ね、

その星の種族たちとお互いが成長し合うように交流していたのです。 

やがて祖先たちは、他の星系にも出かけ交流を深めていきました。 

その時に皆さまが「レムリア時代にアセンションをした地球」と呼ばれている星に出

会ったのです。 

その星の人たちは、祖先たちの星ととても良く似た星に住んでいました。 

自然がとても豊かで海や川、山が有る星です。 

祖先たちは、その星をとても美しい星だと感じました。 

その星はとても輝いており、とても豊かな愛のエネルギーに満たされていたのです。 

祖先たちはその星の人たちと交流することになりました。 

その星の人たちも祖先たちと同じように、幾つもの種族の人たちがひとつに統合さ

れた星だったのです。 

祖先たちの星に比べると、その星の種族の人たちはアセンションの段階がさほど高

くないように思われました。 

地球の人たちはその星に住む種族たちの統合の種族を生み出し、その種族の人た

ちの意識がひとつになろうとしているような状態だったのです。 

祖先たちはしばらくその星の人たちの様子を見ていました。 

その星の人たちが自分たちの力でアセンションをすることを見守っていなければな

らなかったからです。 

祖先たちは長い間その星の人たちを見守りました。 

そしてその星の人たちも祖先たちと同じように宇宙意識になり、また愛の意識にな

ることで、その地球と呼ばれている星をアセンションさせていったのです。 
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PART3 地球人とファーストコンタクトを行う 

 

 

祖先たちは宇宙連合の方から次のようなお誘いを頂きました。 

「皆さまはまだ物理的な肉体を持っています。 

よろしかったらこの星に降り立ち、この地球の人たちと交流しませんか」 

私たちの祖先は喜びました。 

自分たちと同じように肉体を持っている星の人たちと愛の意識、宇宙の意識をとお

して交流ができる、ということを喜んだのです。 

祖先たちは宇宙連合の方たちの助けを借りてその星に降り立ちました。 

もちろん事前に、祖先たちが深い愛を持つ人たちから訪問を受けたように、この地

球の人たちが宇宙意識や愛の意識になっている時に、自分たちの意識体で地球の

人たちにコンタクトを行いました。 

祖先が意識体で現れたとき、地球の人たちはとても驚かれたようです。 

その星も、祖先たちと同じように、今まで自分たちの星以外の方たちと正式にコン

タクトを取ったり、交流したりすることがなかったからです。 

その星の人たちは高次元の意識とも深く繋がっていましたので、高次の星の人たち

からメッセージを受けとったり、あるいはエネルギーを受け取ったりすることを日頃

から行っていたようですし、またそのようなサポートがあることを彼等はよく知って

おりました。 

しかしながら、実際に意識体としてコンタクトを行っていた存在と現実世界でお会

いするということは初めてだったようです。 

祖先たちがファーストコンタクトを経験したように、自分たちもその星の人たちと物

理的な肉体を持ってお会いすることになったのです。 

祖先たちが物理的な肉体を持ってこの地球に来るためには宇宙連合の助けが必要

でした。 

皆さまが「宇宙船」と呼ばれるものに、祖先たちは肉体を持って乗せていただきまし
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た。 

そうしなければ祖先たちの肉体をこの星に運ぶことはできなかったからです。 

祖先たちの星から最初に百名近くの者たちが宇宙船に乗り、そしてこの地球に降り

立ちました。 

祖先たちはそれ以前に自分たちが皆さまとお会いすること、そして自分たちの様子

も地球の方たちに伝えておりましたので、祖先たちが宇宙船に乗ってこの地球に降

り立ったときも、地球の皆さまはとても喜んでくださいました。 

地球の種族の方たちにとって、私たちの祖先たちは初めて物質世界で会う他の星

の種族となったからです。 

祖先たちは自分たちの肉体をまだ保っておりましたので、地球の星の人たちと違和

感なく交流することができました。 

確かに姿形は少し違いますが、見た目は地球の人たちと良く似た姿形をしていまし

たので、地球の方たちと祖先たちはお互いを恐れることなく楽しく交流することが

できました。 

地球の星の人たちは祖先たちと同じように宇宙意識、愛の意識になっていらっしゃ

いましたので、お互いのエネルギーもさほど反発することなく、少しばかりの期間を

持つことで次第に仲良くなっていきました。 

そしてやがて、祖先たちの意識とこの地球に住んでいる者たちの意識もひとつに融

合されていきました。 

 

祖先たちの意識は、地球の人たちの意識と少しばかり異なりました。 

それは、私たちの祖先がすでに自分たちの星以外の種族の人たちと交流していた

ために、地球の人たちよりも更に高い次元の愛や宇宙意識に移り変わろうとしてい

るという違いが有ったかと思います。 

しかしながら、私たちの祖先がこの地球の人たちと融合することによって、地球の

人たちもそのような意識に変わってきました。 

地球外種族の人たちを受け入れ、その人たちが持っている叡智や愛、考え方を受け

入れるというような状態に変わっていったのです。 
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そうすることによって祖先たち以外の星の者たちも、この地球に関わることができ

るようになりました。 

もちろん肉体を持っていない存在たちも意識体として地球人の意識と交流するこ

とができるようになったのです。 

地球の人たちは、私たちの祖先と関わることでそのような準備ができたのです。 

そして祖先たちと地球人の間には統合の種族が生まれました。 

祖先たちと地球人たちはお互いまだ肉体を持っておりましたので、お互いの遺伝子

を交換し合うことによって新しい種族を生み出すことが可能だったのです。 

そして更に時間が経つと、祖先たちと地球人の意識や肉体は更に近いものになりま

したので、新しく生まれた統合の種族と地球人、そして統合の種族と私たちの祖先

たちが肉体の中に新しい子供を宿す形で子供を産むということも成功いたしました。 

やがて地球には祖先たちと地球人の間に新しい種族が形作られていったのです。 

実を言いますと、この種族が私たち「ブルースカイ」という種族の始まりなのです。 

私たち「ブルースカイ」種族の遺伝子の中には、地球人の遺伝子がたくさん含まれて

いるのです。 

私たちは皆さま地球人と同じ資質を持っておりますので、皆さまと関わることが他

の種族に比べて簡単にできるのです。 
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PART4ブルースカイ種族の誕生 

 

 

その後、祖先たちはシリウス星系の星に戻っていった者たちもおりましたが、地球に

残った者たちは更に他の種族とも統合を繰り返していきました。 

そして祖先たちは「ブルースカイ」という新たな種族として宇宙連合に加わることに

なったのです。 

祖先たちは統合の種族となって、独自の宇宙意識や愛の在り方を生み出し、新たな

資質を目覚めさせていきました。 

地球人が持っている「自然と交流する能力、自然を愛し自然界の精霊たちと繋がり、

おたがいを慈しむ能力」そしてシリウス星系の星が持っていた「宇宙を愛する力、宇

宙の叡智、宇宙の真実を理解する能力」そういったものもひとつに統合されていっ

たのです。 

そして祖先たちの中でも多くの者たちが「ブルースカイ」種族としてお互いの星から

独立していきました。 

もちろん祖先たちは、地球やシリウス星系の星とそこに住む人たちを心から愛して

いましたので、仲間たちの中には、今までの星に残り、その星で生き続けた者たち

もいますので、私たちの遺伝子は地球人の方々にも受け継がれています。 

新たに自分たちが住む星を見つけてそこに移住した祖先たちは、新たな挑戦を行っ

たのです。 

ブルースカイ種族が自分たちの星を持つことで、自分たちはどのような成長ができ

るのか、どのような発展ができるのかということを楽しみに行っていったのです。 

祖先たちはその星で新たにアセンションを行いました。 

もちろん、もうすでにアセンションを行っている種族たちの遺伝子を持っています

ので、祖先たちは次のアセンションをその星で迎えることになったのです。 

それから祖先たちは長い間、自分たちの中で宇宙の愛を育み、宇宙の意識を使って

成長してきました。 
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もちろん宇宙連合にも参加して様々な星のサポートも行いました。 

そして祖先たちはアセンションを繰り返し、やがて皆さまが 10次元と呼ばれるよう

な次元へと入っていったのです。 

 

現在の私たちはすでに意識体として存在しておりますので肉体は持っておりません。 

ただ私たちの意識を使って、多くの宇宙種族の皆さまと深く交流することを私たち

は行っています。 

そして、私たちと同じ遺伝子を持つ地球の人たちが、アセンションを迎えているのに、

アセンションがうまく進んでいない、地球の人たちがなかなか目覚めてこないと言

うことをお聞きしまして、地球の人たちがどのような状態であるのかということを

見させて頂きました。 

また地球をサポートしている者たちからも地球の状況を聞きました。 

そして、私たちはこのままでは地球のアセンションがこの機会に成功しないのでは

ないか、と思い地球人のサポートに入ることにしたのです。 

私たちが見たところ、地球の人たちは地球外種族によって意識をコントロールされ、

物質的な世界で地球外種族の者たちに従わざるを得ないような状況に有るのでは

ないかと考えております。 

私たちも、かつてそのような経験を持っております。 

しかしながら、私たちは宇宙の愛、宇宙の意識とひとつになることによってそのよ

うな状況から脱し、アセンションをすることができました。 

確かに地球の状況というのは、その時の私たちの状況よりも良くありません。 

また地球人の皆さまも宇宙意識、愛の意識に目覚めていない方たちもたくさんいら

っしゃるようです。 

しかしながら諦める必要は全くありません。 

本当にこれから皆さまは、愛の意識、宇宙の意識に目覚め、この地球と地球に生き

る多くの人たちに愛を送ることでこの危機を脱し、そしてアセンションをすることが

できるのではないかと考えているからです。 

私たちはそのような自分たちのアセンションの経験をとおしてこの地球に関わるこ
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とを決めたのです。 

その判断を宇宙連合の方たちも喜んでくださっております。 

私たちはこれからブルースカイ種族として多くの人たちのサポートに入りたいと思

います。 

ブルースカイ種族の者たちがたくさんこの地球の上で待機しております。 

そして自分たちと関わることができる人たちを探し求めているのです。 

その方たちが宇宙の意識、宇宙の愛の意識に繋がることができるように、私たちは

サポートを行っています。 

そしてそのような人たちが手を取り合って、宇宙の愛を地球に送り、地球人を目覚

めさせることでアセンションを望んでいる人たちはしっかりとアセンションをするこ

とができるようになるのではないかと考えているのです。 

どうか皆さまの意識をしっかりと目覚めさせてください。 
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PART1 日本人の集合意識と思考の現実化 

 

 

こんにちはブルースカイです 

今日は皆さまに「思考の現実化」についてお話をしたいと思います。 

皆さまは自分の思考が現実化する、自分の思考によって自分の現実世界が作られ

る、ということを御存知だと思います。 

しかしながら「自分はこのような現実を望んでいるのだけれどなかなか実現しない」

と考えている方がたくさんいらっしゃるのではないかと思います。 

私たちが見ておりましても、自分の思考どおりの現実が作れている方はさほど多く

ないように思えます。 

また自分の思考が現実化しないことによって、とても多くのストレスを感じていらっ

しゃる方もたくさんいらっしゃいます。 

「皆さまの思考が現実化する」ということについて少しお話しいたしますが、皆さま

の思考がこの現実世界の流れに沿っているならば思考は現実化しやすくなります。 

その理由は、この地球の現実は、地球に生きる多くの人たちの集合意識が作り出し

ているからです。 

今の日本人の集合意識は、マスコミや政治あるいは教育や宗教によって作り上げら

れたものですので日本の政治家たちによって埋め込まれた考え方が日本人の集合

意識の基本になっております。 

例えば裕福な暮らしをするためにはしっかりと働かなければいけない。 

そして効率良くお金を得なければいけない。 

そのためには人々をだましたり、他人の家族を犠牲にしたりしても仕方がない、と

いうような考え方もあります。 

そのような日本人の集合意識と合いたした世界を皆さまが思考なさるのであれば、

その思考の現実化はさほど無理することなく実現すると思います。 

多くの人たちが自分の欲望が現実化するということを願っていらっしゃいます。 
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たくさんのお金を得たい、 

あるいは理想の相手と結婚して幸福な家庭を作りたい、 

自分が有名になりたい、 

多くの人から慕われたい、 

そのような意識がこの日本人の現実世界の基盤を作っているので、その基盤の中

で自分はお金持ちになりたい、あるいは有名になりたいということを一生懸命思考

されている方はそのことが簡単に現実化していきます。 

またそれはこの３次元世界を統治する者たちにとっても都合の良い現実なので３次

元世界を統治している者たちや霊的存在たちもそのことについて強くサポートを行

います。 

また、そのような願いを持つ者たちを利用して更に多くの地球人たちをコントロー

ルすることを彼らは考えていますので、思考の現実化が簡単に起こります。 

ただ日本人の集合意識とは異なる思考を持っていらっしゃる場合、その現実化は日

本人の集合意識と異なりますのでなかなか現実化していきません。 

「現実をつくる思考」はその本人だけの思考ではないのです。 

日本人の集合意識プラス本人の意識が現実世界を作りますので、日本人の集合意

識と異なる思考は、いくら本人が一生懸命その思考を描いたとしても、それがその

ままかなうわけではございません。 

本人の思考と日本人の集合意識がお互いにぶつかり合ってしまい、なかなか現実

化しないのです。 

例えば、自分は「お金を必要としない世界に行きたい」などと考えているとしても、

日本人の集合意識が「お金は必要だ」というふうに思えば皆さまの思考は打ち消さ

れてしまうのです。 

 

それでは、日本人の集合意識と異なる自分の思考を現実化させるためにはどうした

ら良いのかということについて少し皆さまにアドバイスをしたいと思います。 

そのひとつはまず自分の波長を高めていくということ。 

つまり皆さまの思考あるいは意識状態が通常の日本人と同じようなレベルである
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ならば、皆さまは自分の思考を実現することはなかなかできません。 

日本人の集合意識に捕まってしまい、自分の意識、自分の思考が打ち消されてしま

うからです。 

自分の思考を実現するためには、日本人の集合意識と同じ意識や波長ではなく、更

に高い意識に持っていかなければいけないのです。 

皆さまが通常生活している時に、お金のことを考えている時間、生活のことを考え

ている時間、あるいは仕事のことを考えている時間がとても長い時間であるならば、

それは日本人の集合意識の中にあるというふうに考えてもよろしいかと思います。 

自分が目覚めている時に、より長い時間、自分の波長が高まるような意識状態にい

ることが必要です。 

愛について考えている、 

平和について考えている、 

この宇宙の愛と意識をひとつにしている、 

というような状態であるならば皆さまはこの日本の集合意識とさほど関わりのな

い場所にいると思われます。 

そのような場所にいる状態で自分の思考をしっかりと現実化させていく方法を考

えていかなければいけないのです。 

これはひとつのアセンションの方法でもありますが、皆さまの思考がこの現実世界

に捉えられている以上はなかなかアセンションをしていくことはできません。 

自分の生活の中で「愛について考えている時間」「祈りをおこなっている時間」「宇宙

意識と繋がっている時間」を確実に作ることによって、自分を日本人の集合意識と

は異なる意識状態に持っていかなければいけないのです。 

皆さま自身が日本人の集合意識と同じような考え方をしていれば、皆さまのアセン

ションというのはこれから更に難しくなっていくでしょう。 

 

しかしながら、多くの皆さまが日本人の集合意識と同じような考え方をするように

コントロールを受け、皆さまの思考の仕組みが作られているのです。 

私たちはそのような仕組みが有ることに最近気付きましたので、皆さまが日本人の
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集合意識から少しずつ離れることができるように、これからサポートを行っていき

たいと考えているのです。 

皆さまが日本人の集合意識とは異なる意識状態になったときに初めて皆さまが願

っている現実が生まれてくるのではないかと考えております。 

以前ササニ文明のサファイアさんたちが「アセンションの扉をくぐることによって、

日本人の集合意識から皆さまは自由になりました。 

これからアセンションをする人たちは、今までのカルマや物理世界の制限から自由

になりました。 

あるいはアカシックレコードが書き換えられました」というようなことをおっしゃっ

ていたと思います。 

それは皆さまがアセンションをするために、地球を今の状態で存続させようという

日本人の集合意識から一時的に自由になったということをおっしゃったのです。 

その時、皆さまの意識はこの地球の集合意識、あるいは日本人の集合意識から一時

的に自由になりましたが、皆さまがまた３次元世界にフォーカスしてお金のことや

生活のこと、仕事のことなどにずっとフォーカスをしていたために再び日本人の集

合意識に繋がれてしまいた。 

そのために、アセンションをしていくための高次元の波長に乗ることができなくなっ

ている人たちがたくさんいらっしゃるのです。 

この数年、日本ではいろんな問題が起こりました。 

もちろん世界でもそうなのですが、感染症の問題などで皆さまはいやがうえでも３

次元世界を意識しなくてはいけないような状態になっていたために、一時的に日本

人の集合意識から離れ、自由になった皆さまであったとしても、再び日本人の集合

意識と同調してしまったということも言えるのではないかと思います。 

また同じように皆さまがアセンションをするために、様々なカルマやトラウマそうい

ったものも一時的に解消されたのですが、同じように感染症や生活不安などによっ

て多くの恐れや不安を持つことで、３次元世界を統治する者たちによっていろんな

コントロールを受けてしまったために、また同じようなパラレルワールドや過去世に

つなぎ直されてしまったということもあるでしょう。 
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そして皆さまのアカシックレコードもそうです。 

一旦皆さまはアカシックレコードをリセットして、新しいアカシックレコードを形づく

るというところまではいったのですが、そのアカシックレコードに自分の本当に望む

未来を書き込むことがまだできていなかったのです。 
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PART２ 肉体の波長を上げて高い意識の世界に同

調する 

 

 

これからは皆さまが自分の生活や経済、宗教、インターネットなどの３次元世界を象

徴するようなものから自分の意識を切り離し、自分の意識を５次元意識の世界、ア

センションをする世界へと変えていく必要がございます。 

前回は高次元存在たちの働きによってそのことが自動的に行われました。 

皆さまの意識は、皆さまが意識することなく３次元世界の集合意識から切り離され

自由になったのですが、また再び３次元世界の集合意識に繋がってしまったために、

今度は自分の意志で３次元世界にフォーカスする部分や３次元世界の集合意識に繋

がっている部分を外していかなければいけないのです。 

また皆さまの体、皆さまの肉体の遺伝子についても、もう一度見直さなければいけ

ません。 

皆さまはこの現実世界で身体にとって良くない食べ物を食べ、体に負担がかかる環

境で生きています。 

皆さまの本質は皆さまの意識ですが、この肉体は皆さまの意識にとって、３次元世

界を生きるために必要なものなのです。 

先日のコズミックワークで皆さまは地球の意識とひとつになり、また宇宙の愛の世

界へと入っていきました。 

地球意識とひとつになり、宇宙の愛と融合している意識が皆さまの本体なのです。 

そしてその意識がこの地球で生きるために、肉体をお借りして、肉体の中に皆さま

の意識が収まり、皆さまとして生きているのです。 

ところがこの肉体の波長が低ければ、皆さまの意識も高次の意識に繋がりにくくな

ってしまいます。 

毎日、食品添加物や体に良くないものがたくさん入った食品を食べ、あるいは高次
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の意識が喜ばないものを食べることによって、皆さまの肉体の波長が落ちてしまい

ますので皆さまの高次の意識がこの肉体と一致することができません。 

そのために肉体が持っている波長、物理世界の意識に皆さまが閉じ込められてしま

うことにもなってしまうのです。 

３次元の肉体が持つ世界、物質的な世界というのは幾通りもあるのです。 

例えばお肉や添加物が含まれる食品をたくさん食べて体が病気になってしまう世

界や自分の波長が落ちてしまい不運なことが続く世界、そのような世界をその肉体

は体験するのです。 

食べ物や健康に気をつけていると、肉体を健やかな状態に保つことができますので、

皆さまが体験する現実世界も非常に健やかでさほど病気のない健康的な世界に変

わっていくのです。 

また皆さまが肉体を使って瞑想したり、体に良い健康法を取り入れ、自然の中にい

る時間が長いと皆さまが体験する世界も然とひとつになった波動の高いとても優

しい世界を体験するようになるのです。 

ですから皆さまの意識に合わせた肉体を皆さまは作っていかなければなりません。 

これから皆さまがアセンションをした世界で自分の肉体を必要とするならば、自分

の肉体の波動を上げていかなければ、アセンションをした物理世界でしっかりと生

きていくことはできません。 

皆さまの意識が高くなったとしても、現実世界を体験する入れ物である肉体をおろ

そかにしてはいけないのです。 

そのために皆さまが飲まれるお水や料理に使われるお水、あるいは食物をしっかり

と波動が高いものにしていく必要があります。 

農薬や添加物あるいは遺伝子組み換え食品、あるいは人間として食べるには適切

ではない食べ物、そういったものから自分の肉体を守らなければいけないのです。 

肉体というのは地球意識からの大切な贈り物だと考えられてください。 

例えば、皆さまが、自分が住むためにお部屋を借りているとするならば、そのお部

屋を傷つけないように大切にされると思います。 

あるいは、自分が理想の家を作ったとするならばその家が痛まないように気をつけ
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られると思います。 

それと同じように自分の肉体が痛まないように、病気にならないように気をつけて

いかなければいけないのです。 
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PART３ 自分が望む現実を生きる 

 

 

私たちは、皆さまが自分自身の意識をより高次の意識と同調させることが必要で

はないかと考えております。 

皆さまの意識は今３次元世界にフォーカスしていますが、先ほども言いましたよう

にこの３次元世界から意識のフォーカスを外すことが必要なのです。 

ではどこにその意識を置くかということがとても大事なのです。 

今まで高次元存在たちは高次の光をしっかりと皆さまに送ってきました。 

高次元存在ラナさんが皆さまに送られた「コズミック・ツインライト」これは非常に高

次元のエネルギーです。 

皆さまがこの「コズミック・ツインライト」に常に意識を同調させているならば、皆さ

まはもうすでにアセンションをしているかもしれません。 

この「コズミック・ツインライト」というのは「宇宙の愛と創造の光」です。 

しかしながら、自分の意識が３次元世界にフォーカスする時間が長くなってくると、

少しずつこの高次元の波長と自分自身の波長の間に差ができてしまいます。 

現実世界をしっかりと意識して現実世界を作っていくことは大切なことです。 

しかしながらこの３次元意識によって作られた現実世界に自分自身が強くフォーカ

スしてしまうと、自分の意識を拡張して高次元の意識と繋がることはできません。 

「現実世界を大切にする、現実をしっかりと見る」ということは、今まで３次元の常

識によって作られた世界に対して意識を強く合わせるのではありません 

「自分が望んでいる現実とは一体どのような現実なのか」 

「自分が望んでいる現実をどのように作れば良いのか」 

「自分が望んでいる現実を作るためには、どのように行動すれば良いのか」 

というところに意識を合わせなければいけないのです。 

「現実世界を生きる」「現実世界をしっかりと歩んでいく」ということに関して、皆さ

まは、どのような世界に自分の意志を向けているのか、明らかにしなければいけな
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いのです。 

既存の３次元の物理的な制限の中で作られている現実世界ではなく、これから皆さ

まが望んでいる現実世界に近づいていくための現実世界、今は橋渡し的な現実世

界ではあるかもしれませんが、そのような世界にしっかりとフォーカスを定めて歩ん

でいかなければなりません。 

皆さまが今までの３次元意識で作られた現実世界にフォーカスし、そこにしっかりと

根を張っていこうとするならば、皆さまは自分本来の意識である高次元の意識とは

異なる意識状態になっていくでしょう。 

しかしながら「自分が望む現実はなんなのか」ということをしっかりと考えた上でそ

の新しい現実世界に向かうために歩むならば、高次元の意識に皆さまはどんどん近

づいていくことになるのではないかと私は考えているのです。 

私たちは「宇宙の光」で企画されたチャネリングライブなどをとおして、高次元存在

たちが直接皆さまの前に現れて、皆さまとお話をする機会を何度もいただきました。 

その会に参加された皆さまの意識は更に引き上げられ、高次元の意識に近い状態

へと変わってきておりました。 

高次元存在ラナさんのチャネリングライブやサファイアさんのチャネリングライブ、

あるいはスターライトプログラムを受けている時というのは皆さまの意識はとても

高い状態に引き上げられていたのです。 

しかしながら、その意識状態を現実世界でしっかりと反映させるという枠組みが皆

さまにはまだありませんでした。 

チャネリングライブやスターライトプログラムの時だけ、高次元の意識に波長が合っ

てとても意識が高い状態になることはありましたが、それを現実世界で維持し続け

ることは皆さまにとってはなかなか難しかったようです。 

高次元存在と交流している時間に得られた体験や意識状態をそのまま現実世界で

維持するということができれば、皆さまはすでにアセンションの道を半分以上歩ん

でいるということになったでしょう。 

しかし、皆さまは「チャネリングライブはチャネリングライブ、現実は現実」というふう

にそこで意識状態を切りかえてしまい、通常の現実世界では制限の多い地球を意識
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してしまったためにチャネリングライブなどで得られた意識状態からまた３次元世

界の意識状態へと戻っていってしまったのです。 

宇宙連合の皆さまはその様子をずっとモニターしながら、地球人のアセンションが

なかなか難しいということを考えられていたようです。 

通常であればこのような高次元存在と出会うことによって、皆さまの物理世界には

大きなゲートが開き、この地球の物理世界の制限を受けないような意識状態になっ

ていくということが通常起こるのですが、皆さまの意識が３次元世界にフォーカス

するようにコントロールされていたために、そのゲートが開いたとしてもそのゲート

を通って５次元意識の世界、アセンションをした世界にスムーズに入っていける人た

ちはあまり多くなかったようです。 

 

これから皆さま自身がアセンションをしていくための作業を自分自身でしっかりと

行う必要がありますので、高次現存在たちは「宇宙の光」に関わる皆さまに対して新

しいワークをお与えし、自分自身の力で５次元意識になってアセンションをすること

をサポートさせていただいております。 

それらのワークに関して、とても良い効果が出ている方とそうでない方がいらっし

ゃいますが、それも自分自身がどちらの世界にフォーカスを強く行っているか、とい

うことによるようです。 

しっかりと前を向いて自分が望む世界を実現したいと考えていらっしゃる方は、そ

れらのワークを使って３次元意識にとらわれている自分をどんどん切り離し、自分

の意識状態を３次元世界の制約のある世界から更に自由な世界へと移動していら

っしゃいます。 

しかしながら「この３次元世界は変えられない」あるいは「この３次元の物理世界か

ら自分は抜け出すことができない」と心の中で思っている方は、それらのワークを

行ったとしても新しい意識状態の世界へと入ることができないでいるようです。 

そのことを改善するために、私たちは皆さまをもう少ししっかりとサポートするため

に、この地球の現実世界に介入することにいたしました。 

皆さまが今までの制限の多い３次元世界から離れられない理由も新たに分かりま
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したので、そのことから皆さまを自由にし、皆さまの意識を３次元の制限の多い世

界からそうではないもっと自由な世界へと移し替えていきたいと考えております。 

 

その第１段階としてレムリア時代にアセンションをした地球の方たちがアセンション

をした地球の様子を皆さまに見せてくださいました。 

アセンションをした地球では、幾つもの地球人の種族が仲良く暮らし、やがて地球種

族として統合の種族となりました。 

またアセンションをした地球では、地球人以外の種族である宇宙種族もそこに関わ

ることで、非常にグローバルで豊かな愛に満ちあふれた世界が実現し、そこに多く

の人たちが生きていることを皆さまは教えていただきました。 

そしてそのような世界を見られた皆さまは、今は制限の多い物理世界に生きていた

としても、自分たちは必ずアセンションできるのだ、ということを再度認識されたの

ではないかと思います。 

そして私たちのグループはこの地球に入り、皆さまとさほど離れていない高次元の

世界から、皆さまのことをしっかりとサポートしたいと思っております。 

皆さまが生活している在り方、皆さまが使用されている水や食べ物、そういったも

のの波長を変える方法も私は皆さまに教えたいと思います。 

そして皆さまが３次元世界で生活しながらも、高次元世界にしっかりと意識を保つ

方法も皆さまと一緒に行っていきたいと思います。 

またそういうことを行う中で、私たちは皆さま方の精神的な問題、あるいは皆さま

の意識がコントロールされている問題なども、地球の皆さまたちと協力しながら解

決していこうと思います。 

決して皆さまの前にある道のりは簡単なものではないかもしれません。 

しかしながら、それは超えていける道のりです。 

皆さまが新しい地球の種族となるために、皆さまが新しい意識の世界へと入るため

に、私たちは今までよりも強くサポートすることが許されましたので、そのことをし

っかりと行っていきたいと考えております。 
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PART１ 宇宙の星々を生み出す意識について 

 

 

それでは今日は今皆さまが生きている地球そして皆さまの世界についてお話をし

たいと思います。 

まず皆さまが生きているこの地球についてです。 

皆さまは「この地球が人工的に作られた星である」と聞かれたらとても驚くかもしれ

ません。 

これだけ自然豊かで人工的な要素など全くないのに、どうしてこの地球が人工的に

作られたのかと皆さまは思うことでしょう。 

しかしながら、皆さまの思考の中にある「人工的」という概念がとても３次元的な概

念なのです。 

人工的に作られるということは何か機械のようなものを使って作る物、例えば機械

仕掛けのロボットのようなものを感じられるかもしれませんが、地球は惑星意識に

よって作られたのです。 

本来、星を生み出す元となる大きな惑星意識というのは、私たちや皆さまのような

意識体が最終的に進化して生み出されていく意識体なのです。 

皆さまは高次元存在ラナさんのお話を昨年はずっとお聞きになっていたと思いま

すが、高次元存在ラナさんというのはとても高次元の大きな意識体です。 

そして全ての生命たちの意識が統合された存在です。 

このようにラナさんの中には、たくさんの意識体の生命や意識がひとつに統合され

ているのです。 

ラナさんのような存在が更に進化していくと「宇宙の根源の愛」とひとつになってい

くのか、あるいは自分自らが惑星意識となって多くの生命体をそこに育てることを

行うのか、という選択をする時期がくるのです。 

そして自分は惑星意識となり、自分の中で多くの生命や多くの動物あるいは植物た

ちを育てるための母体となろうと考えた意識が惑星になっていくのです。 
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また惑星とは別に恒星があります。 

皆さまの太陽系で言うと太陽が恒星です。 

この恒星は、惑星意識が更に成長した意識体がこの恒星意識となって周りの惑星た

ちに光を与え、多くの生命たちを育てるような存在となるのです。 

この宇宙で育ったとても大きな意識は、まず惑星意識となり更に自分をアセンショ

ンさせ、自分の意識を高めることによって恒星意識となることができるのです。 

またどの星が宇宙のどの場所に存在するのかということは、更に恒星よりも大きな

意識、宇宙意識の総合体とも言える意識体がその配置について決めるのです。 

まず惑星は恒星の周りを巡ることから始めます。 

そうすることで恒星の愛のエネルギーを沢山受け取りながら成長していくのです。 

そして自分が恒星になりたいと思ったときは、恒星としての場所を与えられ、そして

そこに大きな宇宙意識体からできた惑星たちが配置されることになります。 

そう考えれば、皆さまのこの太陽系の意識、そして更に天の川銀河の意識がどれだ

け広大でどれだけ大きな意識なのかということが理解できるかと思います。 

天の川銀河の意識というのは、この恒星の意識がたくさん融合されて生み出され

た意識ですので、この恒星の意識がたくさん融合してもっと大きな意識体になった

ときに新たな銀河や星雲が生み出されることになっていくのです。 

この宇宙は本来全てが意識によって生み出されているのです。 

地球も高次元存在ラナさんのような宇宙意識体であった者たちが更にアセンション

をして惑星になることを望んで地球となったのです。 
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PART2地球は多くの種族が生きる人工の星 

 

 

この地球に対しては、大きな宇宙意識は特別な働きをもたせようと思いました。 

それは、地球に天の川銀河の多くの種族の者たちを集めて、統合の種族を生み出す

星にしようと考えたのです。 

その当時天の川銀河はまだまだ若い銀河でした。 

幾つもの星で皆さまのような生命体が生まれ、星の上で暮らしておりました。 

中には星の内部で暮らす者たちもおります。 

星の上で暮らすと隕石の衝突を受けたり、あるいは太陽から受ける日光や温度がそ

の星の表と裏ではとても大きく違ったりしますので、自分たちの生存に適していな

い環境である場合には一旦地下に入り生存します。 

星には地下に大きな空洞や空間などがある場合が非常に多く、そのような空洞や

空間を利用して人々は生きていたのです。 

もちろん皆さまが住む地球にも皆さまが地上に住んでいるのと同じように、地球の

内部に住んでいる者たちもたくさんいます。 

皆さまとは波長が違いますので、そのような者たちの姿を見ることはできませんが

確実にそのような者たちは地球の地下にも住んでいるのです。 

ですから「地球が人工的に作られた」というのは、この地球が多くの種族たちを受け

入れやすいような環境に初めから計画されて作られたということなのです。 

地球の内部にたくさんの機械が有るわけでもありませんし、地球が人工的にロボッ

トのような状態に作られたというわけでもありません。 

地球となった意識体によって地球は自然に成長していったのですが、初めから多く

の星の人たちが住めるような環境、あるいは地球が統合の種族を生み出しやすい

ような温暖で生命体たちが繁殖しやすく進化しやすいような環境を持った星に作ら

れていったということが「地球が人工の星」という意味なのです。 

そのために、地球のどこを掘っても人工的に作られた跡などは見つかることはござ
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いません。 

しかしながらこれだけ生命の繁殖や進化に適した星というのはこの宇宙にもそうあ

るものではないのです。 

地球が成長する過程において宇宙意識は様々な工夫をこの地球に行いました。 

海があるのもそうです。 

山々があって平地と異なる環境を持っているのもそうです。 

海の中の環境もそうです。 

そしてまた川が流れる場所には水が充分にありますので、砂漠とは違う環境を持っ

ております。 

このようにひとつの星の中で様々な自然環境があるということはとても珍しいこと

なのです。 

皆さまが同じ太陽系の星々を見られたらお分かりになるかと思います。 

砂漠しかない星もありますし、ガスで囲まれている星もあります。 

もちろんその中にも生命体、意識体は存在しておりますが、そのような星では肉体

を持って存在することはなかなかできないのです。 

その中でも地球は皆さまのように肉体を持って存在することができるような環境

に作り替えられております。 

そして、この星に様々な種族が降り立ち、この地球で生きていた幾つかの動物や幾

つかの生命体たちと遺伝子を交換し合いながら新しい生命体を作り出すという試

みを行ったのです。 

このようなことも通常の星では起こりません。 

通常の星ではひとつの生命体が成長するためにはたくさんの時間がかかります。 

幾つもの種が進化しながら、お互いの遺伝子を交換したり、あるいは自然環境の中

で変異を繰り返しながら成長してゆくのです。 

ところが地球に関しては、天の川銀河の幾つもの優秀な種族がこの地球に降り立ち、

地球人の遺伝子と自分たちの遺伝子を融合するような実験を繰り返しながら、地球

人を幾種類も作り上げてきたのです。 

それはどのような遺伝子配合が地球の自然に適応しているのか、あるいはどのよう
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な遺伝子配合が統合の種族を生み出すためには適切なのか、ということを長い時

間かけて調べていったのです。 

そのためにたくさんの種族が生み出されました。 

もちろんそれらの種族が全て生き残っているわけではありません。 

この地球に適さない種族は当然滅んでいきました。 

この地球の自然環境に合った種族そして統合の種族として進化する可能性が有る

種族だけがこの地球に残されていったのです。 

そのために肉体を持って存在している地球外種族の皆さまたちがこの地球に集め

られて、地球人とのハイブリッドの種族を作られたのです。 

その後この地球には幾種類もの種族が生み出され、そして幾つかの種族を中心とし

てこの地球は成長していきました。 

地球人の進化と惑星の意識の進化はとても強く影響を及ぼし合っておりますので、

この地球という星の中で地球人が愛に満ちた生き方をするならば地球もまた愛に

満ちた星となることができます。 

また地球人たちが争いや暴力あるいは怒りや憎しみの中で生きるのならば、地球に

もそのようなエネルギーが影響していくのです。 

地球人は当初とても大きな愛の意識を持って生きていくように設計されました。 

そして地球の意識とお互いの愛を交流し合いながら成長するように仕組まれてい

たのです。 

しかしながら何度も皆さまにお話ししたように、ある時点から地球の種族は変わっ

てしまいました。 

それは地球外種族の中でもとても大きな支配力を持つ者たちがこの地球に入って

きたからなのです。 

そして地球人の遺伝子も変更を加えられ、愛の意識よりも競争の意識、自己中心的

な意識が強い種族へと地球人は変えられていたのです。 

もちろん愛の意識を保ち続けた種族たちもいらっしゃいます。 

そういった種族たちがレムリアなどの文明を作っていったのです。 

しかしながら時代が経つにつれて、そのような支配意識あるいは競争意識、自己中
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心的な意識を持つ人たちがこの地球では優勢になり、今のこの地球の社会を作っ

ていったのです。 

この地球というのは本来、天の川銀河の統合の種族を生み出すために作られた場

所であるということをどうか覚えておいてください。 

地球は今再び、その目的のために動き出し、アセンションをしようとしているのです。 
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PART１ 皆さまの本質である意識体 

 

 

皆さまが今生きている３次元という世界のことですが、これはこの地球に作られた

物質的な世界を象徴しているものです。 

皆さまたちは、本来は霊的な意識でありスピリチュアルな意識です。 

皆さまが「宇宙意識」になったり「宇宙の愛の意識」とひとつになられたときに感じ

られたように、皆さまは本来制限のない高い意識の状態で生きていらっしゃいます。 

そのような方たちがこの地球の物理世界で生きるためには肉体を持つ必要があり

ました。 

肉体というのは地球の意志によって生み出されたものです。 

人間の肉体は地球意識や多くの遺伝子を提供した地球外種族によって長い期間を

かけて作り出され進化してきたものです。 

これは皆さまの本質である意識体にとってみるならば、まるで宇宙服のようなもの

と考えても良いかもしれません。 

皆さまの意識は多くの星を転生してきました。 

地球だけでなくシリウスやプレアディスあるいはアルクトゥールスなどの星々を転

生してきたということを記憶の中に持っていらっしゃる方もいますし、皆さまが意

識体となった時にそういった光景を思い出される場合もあります。 

皆さまの本質は意識体ですので、それぞれの星に生まれるときにはそれぞれの星

にあった肉体が必要になります。 

地球の自然環境とシリウスやアンドロメダの星々の環境は大きく異なります。 

恒星との距離も異なりますし、その星に水がない場合もございますので、地球で生

きるための肉体とは、その姿や性能が大きく異なることもございます。 

地球で生きるには地球に合わせた肉体が必要になりますので、霊的な意識体でこ

の地球に降りてくる人たちのために、地球人の肉体が準備されているのです。 

ただこれには幾つかのパターンが有ります。 
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つまり地球由来の意識体、当初からこの地球意識によって生み出された意識体も存

在しております。 

地球意識と幾つもの魂の意識がひとつになって生み出した地球用来の意識体は、

あまり他の星に転生することなく、地球の中だけでしっかりと生きております。 

そのような人たちというのは、この地球人の肉体が自分の肉体として定着している

ようです。 

自分が生まれ変わるときも、自分たちの両親や先祖によって作り出されたこの地球

の肉体をスムーズに身に着けることができます。 

これらの意識体は地球から出たことが無いために宇宙のことはあまり知りませんが、

地球の環境や社会システムを熟知しておりますので、何の不都合もなく地球人とし

て生きていくことができます。 

ただ地球由来の意識体はあまり宇宙意識とか宇宙の愛の意識も経験したことがな

いために「宇宙意識になる」「宇宙の愛の意識になる」また「自分の霊的な世界を見

る」ということがあまり得意ではありません。 

しかしながら、このような地球生まれの意識体も私たちと触れ合うことで、その本

質は宇宙意識であることを思い出し、宇宙の愛の意識に入ることも充分にできるよ

うになります。 

 

もうひとつケースでは、様々な星を転生してきた宇宙意識体が、あえて物理的な地

球で多くの学びをしたいと思って地球にやって来る場合がございます。 

今回この地球のアセンションの時期に合わせてこの地球に降りてくる意識体たちも

たくさんいます。 

そのような意識体は、アセンションを体験したいと思い、今この地球に降りてきてい

るのです。 

またこの地球は類まれな３次元世界を持っている世界です。 

物質的な世界を持ち、物質的な制限を受ける世界ですが、そのような世界を体験し

たいと思っている意識体もたくさんいます。 

現在宇宙に存在している多くの意識達の中には、生まれた時から肉体を持たず３次
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元世界を体験していない意識体もたくさんいます。 

この宇宙の意識体の中では３次元世界を体験している意識体の方が圧倒的に少な

いのです。 

私たちのように７次元、８次元に存在するものは、完全に肉体を持たない意識体で

すが、５次元、６次元に存在しているまだ肉体を持っている意識体、また物質的では

ないけれど半物質的な肉体を持っている意識体もございます。 

このように地球が生み出した地球人とスピリチュアルな意識体が地球に降りてきて

地球人となった存在があるのです。 

地球にやってきた意識体はこの地球意識が準備した宇宙服のような人間の肉体を

まとってこの３次元世界を体験することになっているのです。 

宇宙から来た意識体は昔からずっとこの地球に住んでいたわけではありませんの

で、この地球の中で生きるということが少々苦手です。 

苦手というよりも慣れていないと言った方が良いかもしれません。 

人間の社会に入って何か馴染めない、あるいはうまく適応できない人たちは、地球

で何度も転生した経験がなく、初めてあるいは２度目、３度目の転生を迎えている

意識体なのです。 

そのような意識体は、地球での転生が少ないのでまだ宇宙意識や「宇宙の愛の意識」

と深く繋がっている意識体もたくさんいます。 

その中には、その状態を覚えている意識体もありますので、私たちのような高次元

存在に出会うとすぐに宇宙意識を思い出されます。 

そのような意識体はスピリチュアルなこと、あるいはこのような瞑想ワークなどが

大好きなので皆さまのようなグループやスピリチュアルなことを行っているグルー

プに属され、そして自分たちの意識をこの宇宙意識とつなげることを行っていらっ

しゃるのです。 

そのようにして地球の３次元世界を体験している人たち、この地球で多くの学びを

得て自分を成長させようと思っている人たち、そういった人たちが今回この地球の

アセンションの時期に合わせて新たな意識体へと変わっていく取組みをこの地球で

行っているのです。 
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PART2 3次元世界の仕組み 

 

 

アセンションをする前の時代には、この地球に来ている宇宙意識体の中には充分な

成長を行っていない者たちもいます。 

それが「アセンション」という惑星の次元上昇のイベントを通して、自分の意識を更に

進化させより高次元の意識になるために、この地球に来ているのです。 

そのような意識体は、この時期にアセンションをすることで、新たな世界へと入って

いきます。 

新たな世界とは、高次元存在たちが何度も語ってくださった５次元意識、６次元意

識の地球ということです。 

今皆さまの多くは３次元意識の地球を体験しています。 

アセンションを体験するために地球にやってきた意識体たちも、そのほとんどが現

在、３次元意識の地球を体験しているのです。 

この３次元意識の地球を体験しないことには、５次元意識の地球も体験することが

できないからです。 

しかしながら今問題となっているのは、宇宙からやって来た宇宙意識の者たち、こ

の地球で３次元世界を体験して５次元意識になろうとしている意識体たちがスムー

ズにアセンションをしていないことなのです。 

そのような意識体は、３次元世界を体験するために自分の意識の本質を忘れ去り、

宇宙の意識、宇宙の愛の意識と分断されて地球に降りて来たのですが、そのような

意識体たちは時が来れば、自分たちの本質を思い出し、５次元意識に目覚めるよう

になっていたのです。 

しかしながら、地球がアセンションをしようとするときに、地球の次元上昇の波にう

まく乗ることができずに３次元世界に止められていることが非常に問題なのです。 

３次元世界というのは多くの方たちが語っているように、ある意味ホログラム的な

ところもあります。 
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これは地球の現実世界が、地球意識や地球に存在する多くの人々の意識によって

作られているためなのですが、この３次元世界のように皆さまが非常に物理的な世

界と感じている世界も、地球と地球に生きている人たちの意識が作り出している世

界なのです。 

ただ全く物理的な要素がないということではなく、確かに物理的な要素はあります。 

また地球人の集合意識が作り出している世界ということでもありますので、大きく

見ると同じような世界なのですが、ひとりひとりの人間の意識によって見る世界が

違う、あるいはその人の考え方によって体験する世界が違う、というように全ての

人たちが全く同じ世界を体験しているのではなく、それぞれの人たちの思考や考え

方あるいは価値観によって体験する世界が違うという性質が有ります。 

つまりこの地球の物質世界が何層も有って、自分に合った世界を自分が体験すると

いう仕組みになっているのです。 

これを宇宙の高次元存在から見ると、地球はたくさんの映画館があるホログラムの

ような世界だというふうになるのです。 

ホログラムというのは自分たちが思考した世界が、現実の世界となってその人が体

験する仕組みになっています。 

ひとりひとりの人間の思考や考え方、概念がこの現実世界に投影されて、その人が

望む生き方ができる、望む現実を生きることが可能になっているのです。 

これは他の星にはない特別な仕組みなのです。 

他の星にはこのようなホログラム的な仕組みがありませんので、皆さまが同じ世界

を見ます。 

そして皆さまは同じ価値観、同じ意識になりますのでひとつの統合の意識になりや

すいのです。 

そしてその意識が愛の意識になれば、その世界を体験している種族の全ての人たち

が愛の意識になり、そしてその愛の意識が高まったときにアセンションをすることに

なるのです。 

しかしながら、地球はそれぞれの人たちが学びを深めるために、自分が望んでいる

世界、自分が体験したい世界を作り出し、同じような考えを持っている人たちがそ
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こに集まって同じ世界を体験し合うというような仕組みが有るのです。 

地球人の皆さまはその仕組みの中にすっぽりとはまっていらっしゃいますので、こ

の仕組みが理解できないと思います。 

「自分が見ている世界が全てだ、自分が体験している世界が全てだ」と思われてい

るからです。 

しかしながらそれはこの地球と宇宙が作り出した大いなる仕組みなのです。 

 

皆さまが自分の思考が変化して、自分が愛の意識になるならば、同じ愛の意識を持

っている人たちのグループに入り、そして愛を基調とした地球の３次元世界を見る

ことができるようになります。 

簡単に言うならば、大きな映画館があり、ひとつの建物の中で映画を上映している

部屋が８部屋から１０部屋あってそれぞれが異なる映画を映しているということに

似ているかと思います。 

皆さまがラブストーリーを見たければラブストーリーを上映している映画館に入り

ますし、宇宙を旅するような映画を見たければ、そのような映画を上映していると

ころに行きます。 

また戦争の映画を見たければ、戦争をテーマにした映画館へと入るでしょう。 

そのように自分の好みによって見る映画を変えることが地球では可能なのです。 

そのような仕組みが、この地球が人工的に作られたという本当の意味なのです。 

この地球では自分が望む世界を体験することによって、自分の意識進化を起こし、

自分の体験を増やしていくことができるのです。 

そのためにこの地球には、たくさんの人たちの思考や意識が集合体として有ります

のでなかなかひとつの意識に統合するということはできません。 

高次元の方たちはその仕組みを上から見ていらっしゃるので、地球人の意識が全て

愛の意識に変われば地球は統合の種族になれるはずだと考えていらっしゃいます

が、実際私たちがこの地球の中に入ってみますと、幾つもの段階に分けられた部屋

が無数にありますので、その壁を取り払って地球人がひとつの集合意識になる、地

球人がひとつの愛の意識になるということは難しいのです。 
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もちろん地球人の集合意識が有りますが、その集合意識というのは、ある意味野生

的なものです。 

食べるものを食べて生きる、あるいは自分にとって一番楽しい世界を作る、あるい

は自分の欲望を満たす、お金持ちになる。 

あるいは自分の好きな人と一緒になりたい、この地球を支配したい、というような

非常に欲望的な意識が地球人の集合意識の中にありますので、他の星のようにこ

の星に住む人たちが愛でひとつにまとまることができないのです。 

またお互いがお互いの壁を作り合っていますので、お互いのことを認められない、

お互いのことを信じられない、というようなことも起こります。 

その結果この地球では多くの争いが起こっているのです。 

この地球で優勢となる意識を持つ者たちは、地球人を支配したい、この地球を自分

のものにしたい、というふうに考えております。 

多くの地球人の意識がその意識に同調し、現在の地球はそのような意識を持ってい

る者たちによって運営されているのです。 
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PART3 意識体が５次元意識に目覚めるために 

 

 

「自分は愛の意識になりたい、アセンションをしたい」という意識を持っている人た

ちは小さな映画館の中に一塊になっていらっしゃるような状態です。 

しかしながらその映画館の中も、地球人の集合意識に影響を受けますので、本質的

な愛の世界に入る、本質的なアセンションを体験することがまだできない状態でい

るのです。 

宇宙から地球に降りてきた意識体も、地球で長い間、転生を繰り返して生きること

によって「自己中心的な世界を創る」あるいは「地球の中で自分の欲望を実現した

い」というような地球人の集合意識に影響されてしまいますので「自分はこの地球

に何をするために生まれて来たのか」ということを忘れてしまい、地球人の集合意

識に飲み込まれた形で生きていらっしゃいます。 

魂や高次の意識は、自分の分身である意識を生み出して地球に降ろしているのです

が、それは、地球に降りた自分の分身をとおして地球のアセンションを経験したいと

思っているからです。 

しかしながら、分身である皆さまの意識が、地球でアセンションを経験するためにや

って来たにも関わらず、アセンションを全くしないことに対して、魂たちは不安を持

っていらっしゃいます。 

地球の中にいる意識体の中で、３割ほどの意識体が宇宙からやって来た意識体です

ので、それらの意識体の多くが地球とともにアセンションを行い、新たな５次元意識

の地球に入っていく予定なのですが、そのほとんどの意識体が３次元意識の地球に

とどまっている状態なのです。 

つまり３次元意識の地球でずっと３次元意識の地球が作り出している映画を見てい

て、なかなか５次元意識の地球が作り出している映画館に入ってこないというよう

な状況になっているのです。 

もうすでにこの仕組みに気付いた方たちは３次元意識が作り出した映画館から出て
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５次元意識が作り出した映画館へと移っています。 

そこで５次元意識が作り出した地球を体験しながら、新たな世界で新たな体験を始

めようとしているのです。 

実際そこに来ている人たちの人数が予定よりもまだまだ少ないので、私たちは「ど

うしたのだろう」と思っているのです。 

皆さまの魂、皆さまの高次の意識が地球のアセンションを体験して、５次元意識の

地球に入りたいと考えているにも関わらず、その世界に入ろうとする人たちがまだ

まだ少ないのです。 

３次元意識の地球と５次元意識の地球はとても大きな違いが有ります。 

それは３次元意識の地球を支えている集合意識と５次元意識の地球を支えている

集合意識が全く異なっているので、生み出される世界も大きな違いが生まれます。 

３次元意識の地球を支えている集合意識というのは、この物理世界を楽しむこと、

物理的な豊かさや繁栄、自己中心的な世界を体験し、他人を支配したいという思い

を実現させるような意識が中心になっております。 

そのためにこの３次元意識の地球では、自然破壊が横行し、戦争や略奪が繰り返し

行われているのです。 

そのような世界を体験した意識体が「このままではいけない、本来の愛の意識に戻

りたい」と思い、新たな５次元意識の集合意識になっていきます。 

５次元意識の集合意識というのは、愛が基盤となっております。 

「全ての生命体たちを愛したい、そして愛によって共存していきたい」また「高次元

の存在と繋がり、自分を更に高次の意識へと引き上げ、新たな地球を生み出したい」

というような意識が５次元意識の地球の集合意識となっております。 

皆さまはこの３次元意識の地球の集合意識の中からなかなか出ることができない

でいるのです。 

高次元存在たちの働きによって、アセンションを考えている人たちがこの３次元意

識の地球の集合意識から一度分離されて、５次元意識に繋がる集合意識の中に繋

がれたことがありましたが、多くの人たちがその５次元意識の地球の集合意識から

また３次元意識の地球の集合意識へと戻ってしまったのです。 
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あるいは「戻らされた」といっても良いかもしれませんが、今までと同じように３次

元世界を強く意識してしまったために、本来アセンションすべき人たちが３次元意識

の集合意識に再び繋がってしまったのです。 

私たちはそのことを解決するために、私たちの種族や私たちと協力的な種族がとも

に地球の物質世界に介入し、５次元意識になることを望んでいる人たちを再び５次

元意識の集合意識に繋げるためにこの地球に降りてきたのです。 

地球がホログラムであるという意味は、皆さまはお分かりになったかと思います。 

皆さまが本当に心の在り方、意識の在り方を変えることによって、私たちのサポー

トを使って、皆さまが５次元意識の自分へと変わることができるのです。 

また皆さまの肉体も何度もお話ししているように、この地球の集合意識が作り出し

たものですので皆さまが愛の意識、宇宙意識になることによって皆さまの肉体その

ものが本来愛の意識で作られた肉体であることを思い出すことができるのです。 

そして皆さまの肉体が愛の意識に同調することによって、皆さまは５次元意識の地

球で生きることができるような状態に変わっていくのです。 
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PART1 アセンションを助ける意識の在り方 

 

 

今日は地球人の生き方について少し話をしたいと思います。 

皆さまが現在体験している「生き方」というのは、物質的な世界に中心を置いてい

ると思います。 

豊かな生活をする、お金がたくさんもらえる仕事をする、良い学歴を作る、また理想

的なパートナーを得て家族で楽しく豊かに暮らす。 

もちろんそれらは決して悪いことではありません。 

皆さまがこの物質世界を豊かに生き抜いていくためには必要なことでしょう。 

皆さまは幸い日本という国に生まれていらっしゃいますので、さほど不自由するこ

となく生きていらっしゃいます。 

また自分の意志、自分の考えによって、自分の人生を理想通り作り上げることがで

きる社会の中で生活されています。 

世界にはこの日本のように皆さまの自由を尊重し、ある意味自分の思い通りに生き

られる国はさほど多くありません。 

地球の中にある多くの国が、支配欲が強い政治家や独裁者たちによって統治され

ているために、人々は多くの制限を受け非常に厳しい状況の中で生きています。 

上に立つ政治家や権力者たちの争いにより、その国の治安が非常に悪くなっている

国もありますし、食べるものを生産し分配するシステムがうまく機能せずに、豊かな

者がいる一方で貧しい者たちがたくさん存在する国もあります。 

中には毎日の食事さえもまともに食べることができないという国もたくさんあるの

です。 

また他の国から侵略を受け自分たちの自由を奪われている国もあれば、表立って

は友好的な関係であるように見えても裏では非常に多くの搾取や物質的あるいは

人的な収奪を繰り返されている国もあります。 

そのような国では、自分たちが望む自由な生き方はなかなかできず、厳しい状況に
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国民の人たちは立たされております。 

しかしながらそのような国の人たちは決して心が貧しいということはありません。 

お互いが協力し、助け合って生きている人たちもたくさんいらっしゃいます。 

彼らは、とても豊かな精神性を持っているように思われます。 

ただその国を運営する政治家たちは、このように高い精神性を持っている人たち、

自然を大切に扱い、お互いを愛し支えあうような精神性を持っている人たちに対し

て、とても厳しい制限を設けて弾圧を行い、彼らが生きにくい社会状況を作りだし

ております。 

今までも多くの戦争や侵略によって、そのような人たちの生活や文化は奪われ、自

分たちの心の豊かさを手放さなければならない状況に追い込まれています。 

私たちはそのような地球の歴史や地球の現状を見てこのままではいけないという

ふうに考えております。 

地球人がアセンションをするためには、本来持っていた優しい気持ち、自然を愛し大

切にして周りの人たちを思いやり助け合う、地球人が意識進化していくためにはそ

のような気持ちが必要なのです。 

今地球人が向かっている世界は「物質的な豊かさがあればそれで良い」というよう

な世界です。 

人々は機械やコンピューターに頼ることによって、自分の意識や精神性を進化させ

ることには興味を失っていきました。 

機械を進化させる、AI を進化させる、物質的な生産方法を進化させる、自分たちが

楽に暮らせる方法を今以上に広げていくことに現代の地球人は興味があります。 

自分自身を精神的に高めるのではなく、自分が楽に暮らせるやり方や物質的な豊か

さばかりを追い求めているために自分の心が空っぽにされてしまったのです。 

そのような人たちが進む道というのは物質的なことばかりにフォーカスされた世界

であることに変わりありません。 

物質的な進化によってアセンションをした星というのは今までにありません。 

そのような星というのはお互いが奪い合い、お互いが支配しあうような星となって

しまうからです。 
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地球人が本来持っていた「自然を愛し大切にする気持ち」そして「他人を慈しみ大切

に支え合う気持ち」そのような気持ちを進化させることによって、アセンションが起

こっていくのです。 
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PART2 高まった意識を支える肉体 

 

 

皆さまが生きているこの地球には、目に見える世界だけではなく目に見えない世界

もたくさんございます。 

皆さまは今地球人として肉体を持って生きていらっしゃいますが、あくまでもその

肉体は皆さまが物質世界を生きるためのものなのです。 

この地球からお借りしている肉体と言っても良いかもしれません。 

そしてまたこの肉体は皆さまの意識や皆さまの考え方に応じていかようにでも変

化していくのなのです。 

皆さまが物質的な豊かさや物質的な欲望の実現を求めるのであれば、皆さまの肉

体は食欲や性欲あるいは物質欲を求めるような肉体、そのような物から快楽を得る

ような肉体になってしまいます。 

皆さまの肉体は自分の体に合わない欲望によって得られた物を取り入れることで

様々な体の異変が起こり、いつしか病気になってしまいます。 

そのような世界で生きる人たちの多くが、ある一定の年齢になると様々な病気や精

神的な障害を起こしてしまい、この物質世界をしっかりと生きることができません。 

今の地球は確かに医療が発達しておりますが、その医療は本当に地球から与えられ

た肉体を癒やすものであるのか、皆さまは良く考えなければならないと思います。 

皆さまは本来、意識体として存在しております。 

その意識体は目に見えない豊かさ、あるいは宇宙から与えられた愛、お互いの豊か

さを分かち合うための調和そのようなものをよく知っております。 

今の皆さまは物質的な欲望に目を眩ませておりますが、皆さまの本当の意識は、宇

宙に存在する大いなる魂や高次元の意識、ハイヤーセルフによって作り出されたも

のなのです。 

物質的な欲望によって作り出されたものではございません。 

皆さまが皆さまを作り出した魂や高次元の意識に目を向けるならば、皆さまは自分
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が何者であるのかということに気付くはずです。 

皆さまは本来とても豊かな心を持っています。 

その心を育てていくがまさにアセンションなのです。 

皆さまの肉体は、そのような意識体の思いを実現するために本来準備されている

ものですから、皆さまの意識と肉体の働きがひとつに合わさることで、肉体と意識

体は健全な生き方ができるようになるのです。 

ただこの地球では、皆さまがそのような豊かな心を育てることを妨げる者たちもた

くさん存在しております。 

皆さまがそのように豊かな心を育て、目に見えない世界のことをしっかりと理解で

きるようになるならば、自分たちにとってとても都合の悪い状況になると考えてい

る者たちです。 

その者たちは長い間地球を支配してきました。 

地球人を使ってたくさんの争いを起こし、多くの人たちを傷つけ、多くの動物や多く

の植物たちを絶滅へと導きました。 

動物や植物たちは地球の意志と深く繋がっておりますので、動物や植物たちが受け

た苦しみや悲しみは全て地球の大いなる意識も受け取っております。 

地球は今まで自分の力を抑え、人間と人間を利用している地球外種族たちがやりた

いようにやらせていたのです。 

地球は地上で起きていることは、人間たちにとって大切な学びであると思い、その

行為を認めておりました。 

いつか地球人が、自分が行ったことを反省し、地球の意識とともに新たな道を歩ん

でくれると地球人を信頼していたのです。 

しかしながら今までそのようなことは起こりませんでした。 
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PART3 偶像崇拝から自然崇拝に戻る 

 

 

もちろんこの地球に生きるある程度の人たちは、地球に対して愛を持って祈りを捧

げてきました。 

ただ人々の祈りも地球の大地の神、自然界の神に対する祈りではなく、地球人を支

配するために作られた偶像の神へと祈りを捧げるようにされてしまいました。 

それが宗教なのです。 

皆さまは古い時代には、地球の意識、大地の意識とひとつでした。 

皆さまは天と大地に祈りを捧げ、地球に対してたくさんの光を導いてきたのです。 

自然界の精霊たちとともに愛の道を歩んできたのです。 

しかしながら多くの地球人を支配しようとする者たちはそのことを一番恐れており

ました。 

地球人が地球とひとつになることによって、この地球の意識、宇宙の意識を使って

目覚めていくのではないかということを恐れていたのです。 

そのために地球人が大地や宇宙を信仰するのではなく、地球人を救うために降りて

きたイエスキリストやブッダのような者たちを偶像崇拝に作り変え、そのような偶像

へと祈りを向けさせていったのです。 

そうすることで地球人がこの地球や大地の意識から目を背け、自分たちを救ってく

れるという偶像たちに向かって祈りを捧げるようになったのです。 

そのような地球人たちの祈りは、この地球を豊かにすることはありませんでした。 

地球人たちの祈りがその偶像を作った者たちに向けられていったからです。 

そうすることで偶像を作った者たち、宗教を作った者たちは、この地球の人々の意

識からとても大切な愛の意識を奪い去ることができたのです。 

そして自分たちに向けられた信仰の思い、愛の思い、すがるような思いを高めるこ

とによって、地球人を支配し、地球人の心をこの物質的な世界へとつなぎ留めてい

たのです。 
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今の皆さまの祈りは３次元世界の物質的な支配の中に飲み込まれています。 

祈りとともに皆さまが働いて得たお金や物質も全てその宗教団体にお納めすると

いうとても愚かな循環の中に生きているのです。 

皆さまはこのような信仰のあり方に関しても深く理解しなければなりません。 

「本当に自分を生み出した者は誰なのか」、「本当に自分を支えているものは誰なの

か」、「自分を生かしている者は誰なのか」、ということを考えた時、それはおのずか

ら理解できると思います。 

 

皆さまはこの地球の上で生きています。 

太陽の光を受け取っているからこそ生きることができるのです。 

そして私たちの意識を生み出した高次元の光の存在たちや魂たちに向かって、皆さ

まの祈りを繋げていかなければならないのです。 

大地は皆さまから何も求めません。 

大地は皆さまにたくさんのものを与えましたが、その代わりに皆さまから何かを求

めるということは全くいたしません。 

太陽もそうです。 

２４時間絶えることなく地球に光を送り続けてきました。 

しかしながらそのことによって皆さまからその対価を得ることなどいたしません。 

地球も太陽もそして宇宙も無償の愛によって皆さまを支えているのです。 

そのことを理解するならば、皆さまがどのような存在に繋がり、そしてどこに向かっ

て祈りを捧げれば良いのかおのずから分かってくるのです。 

皆さまの肉体を生み出した皆さまの御両親や御先祖様、これらの方たちも皆さまを

生み出した対価を求めることはいたしません。 

皆さまの御両親も、皆さまを育てるために一生懸命努力してくださいました。 

皆さまを思い、自分のことも犠牲にして皆さまを愛で育ててくれたのです。 

御先祖様のかけがえのない愛によって、皆さまの肉体が生み出され、皆さまが肉体

を持ってこの地球で生きる準備が整ってきたのです。 

皆さまの意識の元となった魂や皆さまの高次元の意識もそうです。 
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皆さまがこの地球で自由に、そして自分の望みのままに生きるために、全ての物を

用意してくださいました。 

そのために皆さまに何かを求めることはいたしません。 

魂も高次の意識も、皆さまがこの地球で自分の使命にもとづいて生きることで、全

てを「良し」とされているのです。 

物質世界に皆さまを留めようとする者たちが作り上げた偶像等に祈りを捧げるの

ではなく、自分の魂や高次存在にしっかりと意識を繋げ感謝をしなければならない

のです。 

皆さまの意識は本来とても大きいものです。 

皆さまの魂は皆さまの意識を作り出したときに、全てを自分が生み出すことができ

るように作りました。 

この地球の制限の中であったとしても、皆さまが自由に自分の人生を創造できるよ

うに皆さまの意識を作ったのです。 

しかしながら皆さまは偶像崇拝に頼り、偶像崇拝に一生懸命祈りを捧げることによ

って皆さまの心の自由、創造性を失っていったのです。 

皆さまがそのような偶像崇拝や偶像のものに対して自分の意識を向けなければ、皆

さまは本来の自分の在り方、自分の生き方を見つけることが出来ます。 

皆さまを生み出してくれた大地、太陽そして宇宙をしっかりと見つめてください。 

そうすることによって皆さまは、自分本来の生き方をもう一度見出すことができる

でしょう。 
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PART4 高次元のエネルギーと繋がって生きる 

 

 

今この地球を見守っている宇宙連合は、「この地球は地球人のものである」というこ

とをしっかりと定めております。 

そしてもともと地球人として生きていた者たち、今は霊的存在となっている者たち

ともしっかりと協力しながら、地球をより良いものにしていかなければならないと

しております。 

ただそのような宇宙連合の考えにも関わらず、新たに地球を支配するために入りこ

もうとしている者たちもたくさんいます。 

そのような者たちは、地球人の皆さまを自分たちの世界へとつなぎ止めるために

様々な仕組みを作り、皆さんの心を捕らえようとしているのです。 

皆さまは非物質世界や霊的な世界は見ることができません。 

物質的な肉体を持たない者たちの姿が見えない状態で暮らしておりますので、その

ような仕組みがどのように作られているのか、またその仕組みをとおしてどのよう

な存在が皆さまに関わろうとしているのか、ということも理解できないのです。 

皆さまがそのような仕組みや罠に取り込まれないように、光の存在たちや地球の良

心的な霊的存在たちが、皆さまを守護しようとしておりますが、皆さまの意志が最

優先されますので、皆さまがそのような仕組みに魅力を感じ、その仕組みを受け入

れるならば私たちはそれを拒むことはできないのです。 

新たに地球に入ってきた者たちが作り出した仕組みは皆さまにとってとても魅力

的です。 

何も苦労せずに自分が豊かな生活ができる、何も苦労せずに人々から尊敬される、

人々の愛を受け止めることができる、というような幻覚を皆さまに与えます。 

それが幻覚であったとしても、皆さまはそれを事実だと思い込み、その仕組みを作

った者たちの指示に従おうとするのです。 

その結果、その仕組みを作った者たちは、皆さまを通して他の者たちをコントロー
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ルし、皆さまに従うようにしたり、皆さまが苦労せずに豊かになるための手助けを

するようになるのです。 

しかしながら、これはあくまでも作られた仕組みです。 

その仕組みの中に入ることによって、皆さまは宇宙の愛の意識、皆さまを作った高

次の意識とも切り離されてしまいますので、私たちがサポートできる範囲の中から

外れてしまいます。 

それは皆さまの意志であり、皆さまの選択であるので、私たちはそれを止めること

ができません。 

しかしながら、私たちにできることはそれを見破るためのやり方を皆さまにお教え

することなのです。 

宇宙の光で行われている「戸締まりワーク」もそうですが、私たちのエネルギーや波

長を皆さまがしっかりと理解することによって、地球外種族によって作られた仕組

みや罠に対して違和感や不快感を持つことができるようになるのです。 

 

高次元の意識、高次元のエネルギーに触れた方は、そのエネルギーを体が覚え感じ

ることができます。 

高次の意識やエネルギーに自分自身の意識を合わせていくならば、地球人以外の

種族によって地球人をコントロールするために作られた仕組みやグループに関わる

ことに違和感を持つようになるのです。 

皆さまが目先の豊かさ、目先のお金や目先の名声、そのようなものに囚われてしま

うと、皆さまの意識が高次の意識から外れてしまいますので、そのようなものを見

分けることができなくなります。 

常に皆さまが高次の意識と繋がっている状態、高次の意識からメッセージや思いを

受け取ることができる状態に皆さまを保たなければいけないのです。 

そのために私たちは皆さまにとても近いところで皆さまとの意識をつないでいき

たいと考えているのです。 

私たちができることは多くはありませんが、皆さまが私たちを通して高次の意識と

深く繋がってくだされば、決して皆さまは道を間違えることは無いと思います。 
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たまには家の中から出て、とても暖かい日ざしを受け、大地に素足をつけ、そして高

次元のエネルギーをしっかりと浴びてください。 

そうすることによって皆さまの体と意識をリフレッシュしていただきたいのです。 

そのようなときは私たちも皆さまにしっかりと高次元の意識、高次元のエネルギー

を送っていきたいと思います。 

どうか皆さまのハートに手を当ててブルースカイ、ブルースカイと青空に向かって呼

びかけてください。 

私たちはその場所から皆さまへ光を送り、皆さまの気力と体力を高め、皆さまが地

球の物理世界でしっかりと生きていくことができるように、そしてアセンションをす

る世界に向かって歩むことができるようにサポートしていきます。 
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第７章 

地球人のパラレル種族ブルースカイ 

人間にとっての寿命と時間軸 

２０２３年４月２０日 
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PART1 肉体を大切に扱うことで寿命が延びる 

 

 

それでは今日は、皆さまに「老いる」ということについてお話をしたいと思います。 

皆さまはこの３次元世界に肉体を持って生きていらっしゃいます。 

そのために年を取ると病気になって死んでしまうというふうに考えられていらっし

ゃいますが、それは少し異なります。 

本来皆さまの肉体はそんなに早く老いるものでもなく、肉体の死を迎えるものでも

ありません。 

本来はもっと長い間生き続けることが可能な体なのです。 

しかしながら皆さまが「時間」という概念を持つことによって「自分はこのくらいの

年齢まで生きるだろう」というふうに考えるようになったのです。 

皆さまの社会には、平均寿命と呼ばれているものがあります。 

それは地球人の皆さまが大体このくらいの年齢まで生きている、という目安なので

すが、この目安に従って皆さまは自分の寿命を想定されているのです。 

もし「地球人の平均寿命が１５０歳ですよ」と言われると、皆さまは１５０歳まで生き

るということを普通に思われますので、多くの方々が１５０歳ぐらいまで生きられる

ことになるでしょう。 

ところが現在地球の平均寿命は７５歳から９０歳ぐらいに設定されておりますので、

皆さまはそれが自分の肉体の寿命だというふうに考えて、そのぐらいの年齢で自分

の肉体の役目を終わらせようとするのです。 

それは皆さまが自分の肉体に対する制限を自分自身で作り出しているということ

になります。 

その制限が取り除かれれば、皆さまはもっと長生きできるのです。 

皆さまはこの物質的な世界を生きることをとても楽しいと思われれば、もっと長生

きしたいと思われます。 

この世界を楽しみ、自分の夢を実現し、自分の希望通りの人生を生きるのならば、
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ストレスもなく、病気にかかることもなく、とても健康で長生きできるのです。 

しかしながら、多くの人々がこの人生を生きることは苦しい、あるいは自分が病気

になったり、死んだりすることに対して大きな不安や恐怖を持たれているので、そ

の不安や恐怖をこの世界で実現してしまうことになるのです。 

皆さまが「自分の体は病気にならない、そしてこの社会もとても楽しく自由に生きら

れる」と感じられれば、皆さまの寿命も自然に延びていくことになるでしょう。 

 

また皆さまは自分の体の寿命を短くするような食べ物をとられ、自分の体に合わな

い環境に生きていらっしゃいます。 

本来自然にある物を自然な形で食べるならば、皆さまの体は健康になり病気をあ

まりしなくなります。 

ところが皆さまは、農薬を使用された野菜や食品添加物が入っている食品、加工さ

れて食品本来のエネルギーが無くなった食品ばかりを食べられますので肉体が生

命力を保つことが困難になるのです。 

その結果、肉体というのはとても大きなストレスを受けて、健やかな肉体を保つこ

とができなくなるのです。 

皆さまが自然の中で育っているものをあまり加工することなく喜びを持って食べる

ならば、皆さまの肉体はもっともっと長い寿命を保つことができるのではないかと

思います。 

そして人間の意識の中で自分が病気になることや体が弱り寿命を迎えることを具

体的に想定しているために、皆さまの肉体はその想定を現実化していくだけに過ぎ

ないのです。 

皆さまが自分の肉体をとても大切に想って丁寧に扱うのであるならば、肉体はもっ

ともっと長生きするでしょう。 
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PART2 時間の概念 

 

 

次に時間の概念についてお話したいと思います。 

時間は皆さまがこの物質世界を生きていくために必要なものです。 

なぜ必要かというと、皆さまは、物理世界で他の方たちと一緒に活動するために時

間が必要になります。 

皆さまが肉体を持たない霊的な存在ならば、時間という概念は必要ではありません。 

霊的存在は物理的な世界で時間に従って、何かをするという必要が無いからです。 

皆さまが３次元世界に生きているからこそ、複数の人々が協力して様々な物を生産

し、いろんな活動を行うために時間が必要となるのです。 

５次元世界、６次元世界は皆さまが考えているような物を作るということはありま

せん。 

私たちは肉体を持っておりませんので、家も服も必要ではありませんし、食べ物も

必要ではありません。 

また人々のために大きな施設を作る必要もありません。 

ただ私たちは存在しているだけなのです。 

もちろん私たちの中でも高次の存在になれば、この宇宙を創造するという役目を狙

うようになりますので、お互いが協力し合ってこの宇宙を作り、星々を作り、生命体

を作るということになりますが、それは時間の概念で縛られたものではありません。 

そのようなことを担う意識体たちは、既にひとつの意識に統合されておりますので、

「これからこのことをしよう」とひとつの意識が考えるならば、多くの意識がその意

識に賛同して集まり、役割分担しながらひとつの世界、ひとつの宇宙を創り始める

のです。 

皆さまの３次元世界では、皆さまが生活するために様々な物を作る必要があります

が、テレパシーが使えたり自分たちの意識が共通しているわけではありませんので、

この時間という概念を使って、同じ時間に仕事をすることになっているのです。 
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この時間を設定するときには、時間が３次元世界でどのような働きをするのかとい

うことを考えて設定しなければいけません。 

例えば地球人の進化についてもそうです。 

本来皆さまの進化は、地球の原始的な種族に対して、宇宙種族が遺伝子の融合や

様々なことを行って地球人を作り上げたのですが、地球人の多くの方がそのような

宇宙人の関与は無かったというふうに考えております。 

そのためにダーウィンの進化論のように、猿や類人猿が少しずつ進化して地球人に

進化したと考えておりますが、このような進化の仕組みにおいても、時間という概

念はとても大切な役目を果たしているのです。 

「地球人が生まれてくるためには、およそこのくらいの年代が必要であった」という

ふうに、地球人が地球外種族によってコントロールを受けていないというような証

拠を作るために、この時間軸の中でそのようなことを設定してきたのです。 

またこの時間軸というのは皆さまにとって、過去、現在、未来を表すために必要なこ

となのです。 

宇宙には時間がありませんので、たくさんのパラレルワールドが同時に存在してお

りますし、私たちは幾つものパラレルワールドを知り、そしてそのパラレルワールド

と関わることができます。 

皆さまも幾つかのパラレルワールドに関わることができるのですが、同じ時間帯に

皆さまのパラレルワールドが同時に存在するという考え方は、皆さまに大きな混乱

を起こしますので、それらのパラレルワールドを皆さまの過去と未来というふうに

位置づけてあるのです。 

特に皆さまにとって多くのパラレルワールドが、皆さまの過去世として考えられて

います。 

それは皆さまが「過去にこのようなことが起こった、過去にこのような人生を送った」

というふうにパラレルワールドを時間軸に並べて、今の自分が存在している、とい

うことを説明するために作られているのではないかと思います。 

今の自分の特徴や性格、あるいは記憶が自分の魂によってもたらされているという

ふうに考えるのではなく、過去の人生の積み重ねの中から、自分の記憶や自分の特
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質あるいは自分の思考が作り出された、と考えた方が皆さまにとって理解しやすい

のです。 

それはまた進化論とも繋がる話でもあります。 

そして皆さまが「未来世でこうなるんだ、こういう風な人生を生きたいんだ」という

希望を持つことによって、皆さまは今の人生をより良く生きていこうとされるでし

ょう。 

そのように時間軸というのは皆さまにとって、今の人生を生きるためにはとても便

利なものとなっているのです。 

ただ先ほども言いましたように、この時間軸を設定することによって、皆さまはお

よそ７５歳から９０歳の間で肉体を失いそしてまた生まれ変わるという考え方にも

なっているのです。 

 

ではここで皆さまの寿命という制限を外してみましょう。 

私が何度も皆さまに語っているように、皆さまがこの物理世界にフォーカスするの

ではなく、皆さまの意識の本質である宇宙意識、宇宙の愛の意識にフォーカスする

ことによって皆さまの体には止めどもなく宇宙の愛のエネルギー、宇宙の創造のエ

ネルギーが流れ満たされていくことになります。 

皆さま方の肉体も本質はエネルギー体ですので、皆さまが常に高次の世界と繋がり

高次の宇宙のエネルギーが肉体に流れるならば、肉体は新たな栄養、新たなエネル

ギーを皆さまの意識から受け取ることができるのです。 

皆さまが高次の世界と繋がることによって、皆さまの肉体には素晴らしい高次のエ

ネルギーが満ちあふれてくるのです。 

皆さまがたとえ食物をあまり取らなかったとしても、皆さまの体に栄養が満ち足り

てくることでしょう。 

いいえ、それだけでなく皆さまが偏った食物を取らないことによって、この素晴らし

いエネルギーを肉体が摂取することができれば、皆さまの体は病気になることも無

く、衰えることもなく、今よりも更に長生きできるのです。 

今皆さまが常に宇宙意識と瞑想ワークで繋がることによって、皆さまの肉体はもう
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すでに大きな進化を遂げつつあるのです。 

前回のワークの時にも申しましたように皆さまの体は新しい５次元仕様の肉体に向

かって進化を行っている途中なのです。 

皆さまが３次元の物理世界しか見ることなく、３次元の食べ物だけで肉体の栄養を

得ようと思うのならば、皆さまの肉体はこの地球の平均寿命の中で生きていくこと

になるでしょう。 

しかしながら皆さまが新しい栄養素である宇宙エネルギーを体の中に満たすことに

よって、体は老いること無く更に機能を更新し続け皆さまは長生きをされます。 

そして病気や老いを知る体ではなく、肉体的に健やかでとても若々しく、常にパワ

フルな肉体へと変わっていくことができるのです。 

そのためにも、皆さまは人間の肉体の寿命は、８０歳、９０歳であるという制限を自

ら外してくださいますようお願いいたします。 
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PART3 瞑想ワーク 寿命の制限を外す 

 

 

ではこれから皆さまは「自分は何歳までどのような状態で生きるのか」ということ

を想像してみてください。 

TAKEESHIさんであるならば「きっと１５０歳まで生きてとても元気で若々しくて、

宇宙存在とともに宇宙船に乗っていろんな星に出かけるんだけどな」と考えられる

ことでしょう。 

皆さまはそのようなことを想像し実現させることもできます。 

皆さまは今自分が何歳ごろまで生きる、どのような状態でどのようなことをして生

きるということを自分の中で設定してください。 

 

もちろん 150歳でなくても結構です。 

１００歳まで生きる、そこそこに健康で楽しく生きる、というふうに設定されても結

構です。 

これは皆さまが自由に選択できることです。 

それでは皆さま何歳までどのような状態で生きて、そしてどのようなことをしてい

るのか想像してみてください。 

そして感情を持って想像してください。 

「自分は１５０歳までとても健康で若々しく生きて、やりたいことを毎日やれて幸せ

だ、幸福だ、なんて素晴らしい人生を自分は生きているんだろう」というふうに喜び

の感情を持って想像してください。 

そしてその感情を宇宙に届けてください。 

ではお願いいたします。 
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PART1 地球人の意志と地球の意志 

 

 

それでは皆さまに大切なことをお話したいと思います。 

私たちは今地球の上空から皆さまの様子を常に見守っています。 

地球がどのようなエネルギーでどのような方向に向かっているのか、私たちは皆さ

まの思いと皆さまの現実そして地球がこれから進んでいく道が本当にひとつに統

合されているのか、あるいは何かしらの理由で地球の現実やこれから皆さまが歩ん

でいく道が皆さまの思いと異なっているのではないかと常に見守っております。 

確かに今まではそのような状況がこの地球の中には有りました。 

地球人以外の種族がこの地球の主導権を握り、その者たちの意志によって皆さま

の生活や皆さまの未来が、皆さまの意志とは異なる形で生み出されていたと私た

ちは考えております。 

しかしながら、そのことを許容し、地球外種族の者たちが構想する社会やその未来

に自ら手を貸し、自分たちもともに作ろうとされている人間もいらっしゃいますの

で、たとえ地球外種族が作り上げてきた世界であったとしても、それは皆さま地球

人が希望し、地球人が作り上げてきた未来ということになるのです。 

彼らはやや横暴な方法を使いましたが、それはあくまでも地球人たちの意志であり、

また地球人たちの希望であったと彼らは言っております。 

確かに地球人の中にも地球を支配し、この地球を自分たちの方法で運営しようとす

る者たちもおりましたのでそれは間違った言い方ではございません。 

ただそのような状態がこれからも続くのであれば、この地球は正しい在り方でアセ

ンションをすることができないのではないかと考えております。 

地球人の意志とこの地球を裏で支配したいという地球外種族の意志がひとつにな

って今の地球は運営されておりますので、そのような意志の中でこの地球がアセン

ションをするということは起こりません。 

ただどうして地球が「地球の意志」としてアセンションをすることを決めたかと申し
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ますと、それは本来地球に与えられた使命を、地球は果たさなければいけないと考

えたからです。 

地球に最初に与えられた使命とは、天の川銀河の「統合の種族」を作るということで

したので、この地球には様々な種族が生存できるような環境が作られていきました。 

地球の意志は、地球の中で天の川銀河の統合の種族を作ることなので、そのことを

実現するに、地球自らがアセンションをしなければならないのです。 

ただ地球に住む多くの地球人が地球の意志と同調しているのではありません。 

多くの地球人が、地球の自然を自分のものと思い込み、自分の都合の良いように作

り変えて物質的な繁栄を享受しております。 

地球はそのようなことのために存在しているのではありませんが、地球に生きてい

る多くの人たちの意志がそのような意志であるならば、地球はその意志が生み出し

た状況に自分の身を任せてきたのです。 

しかしながら、地球は自分の本来の使命を全うするために、自分自身をアセンション

させ、統合の種族を生み出すための準備を今は行っております。 

皆さまのように地球の本来の目的を理解して、地球の意志と同調し、地球で統合の

種族を生み出すことを理解できる者たちを地球は増やし、その者たちを中心に地球

をアセンションさせていこうと考えているのです。 

もうすでにアセンションは始まっておりますので、地球の物質世界を享受しようとす

る者たちと５次元意識に自分の意識を拡張しながら、地球の統合の種族を生み出す

ために歩む人たちが、これから分かれていくと思います。 

地球は太陽という恒星の助けを受けて、また天の川銀河というとても大きな宇宙意

識の助けを借りて、今までにない方法でアセンションを行おうとしているのです。 

その方法というのが皆さまに何度もお伝えしましたように、アセンションのための

地球を生み出すということなのです。 

それは地球にとってはとても大きな試みとなります。 

ある意味、地球を２つに分けてそれぞれが自分の意志にふさわしい地球を作り出す

ことにもなるからです。 

これは物理世界にとっても大きな影響が出ることになると思われます。 
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今まで物理的な世界を作り上げ運営してきた者たちの地球と新たに統合の種族を

作り出そうとする者たちの地球が二つに分かれていくからです。 

しかも、地球人が肉体を持ったまま、新しい地球に移るということは今までになか

ったことなのです。 

そのとき、地球と地球人がどのような形で分かれていくのか、本当は私たちも予測

ができているわけではありません。 

このようなことはかつて今まで起こらなかったからです。 

ただし、ひとつの星がアセンションをするときに、新しい惑星意識によって新しい惑

星が生み出され、今までの惑星に住んでいた人たちが宇宙船や生まれ変わりのタイ

ミングで新しい惑星に移っていくということは、今までも起こったことがございます。 

新しい惑星に移り変わった人たちは、新しいやり方で生活し、新たな文化も発展さ

せることになったのです。 

新しい惑星には、今まで住んでいた惑星のような文化あるいは生活の技術、皆さま

が使用している電気やインターネットあるいは物を生産するシステム、交通の手段、

そういったものは全く有りません。 

本当に皆さまが原始的な生活を送りながら、その惑星の中で一からやり直していか

なければいけないのです。 

ただその星に移り住む人たちの意識は、今まで生きていた星の中で様々なことを経

験してきましたので、新しい文化や文明を作るときには同じ過ちを繰り返さないよ

うに今までの経験を活かして新しい世界を作り上げようとされるでしょう。 

またその星に適応した肉体ということについても私は皆さまにお話しましたが、新

しい惑星に皆さまが移り住むときは、今までの肉体ではなく、新しい肉体を身につ

けることも必要になります。 

今この地球で皆さまが使用している肉体というのは、この地球の中の生活システム

や環境に順応した肉体です。 

おそらく電気や今までの生活のスタイルがない世界では、今の皆さまの肉体は順応

できないかもしれません。 

そのために皆さまが新しい星に移るときには、その星に適応した新しい肉体をまた
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一から作り直さなければいけないかもしれません。 

それは今皆さまが使用している肉体の遺伝子と他の宇宙種族の遺伝子を掛け合わ

せて、新たな設計図をもとに新しい遺伝子配列を作り、その星に適応した肉体が作

られていくのではないかと考えております。 

かつて地球はそのような方法で皆さまの肉体を作り、皆さまの意識がその中で充

分な働きができるようにその肉体を進化させてきました。 

新しい星に移った場合も同じように、新たな肉体の設計図に基づいてその星に適応

した肉体を作り出し、皆さまの意識、今度は天の川銀河の統合の種族を作るという

意志を持った意識がその肉体の中に入ることになるでしょう。 

そしてその惑星の中で幾つもの種族と出会い、肉体の中における遺伝子の統合を

繰り返しながら、新たな天の川銀河の統合の種族が作られていくということになる

のではないかと考えております。 

このことはまだ地球人の皆さまにはお伝えできないお話でもありますが、そのよう

なことが起きる可能性も全くないわけではありません。 
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PART２ 地球人の意識とアセンションをした地球 

 

 

皆さまは、このような話を聞くと、理解できないと思われるかもしれません。 

それは、自分自身の肉体が自分の本質であると考えているからです。 

自分の肉体が変化する、自分の肉体が他の肉体に変わる、ということに関して、今

の皆さまの常識ではまず受け入れがたいことになるかと思います。 

しかしながら、そのことをしっかりと理解しておかなければ、このような形でアセン

ションが行われたときに、皆さま方は新しい地球に生まれ変わる、あるいは移動す

ることができなくなり「自分の意識が自分の肉体を離れたときに、それで自分は死

んでしまった、自分は終わりだ」というふうに考えてしまうからです。 

「皆さまの本質が皆さまの肉体である」と考えた時にはそのようなことが起こります。 

地球では長い間、皆さまが身に着けている肉体が皆さまの本質であるということを、

皆さまに教えてきました。 

皆さまは本来であるならば「皆さまの意識が本質であり、その意識という本質がこ

の地球上で生きていくために皆さまの肉体を身に着けている」ということに本当は

理解しているのですが、この物理的な３次元世界の仕組みによってそのことを忘れ

させられているのです。 

今皆さまがいろんなことを考えているのは、この肉体の意識が考えていると皆さま

は思い込んでおりますので、肉体が死を迎えた時は「自分の全てが失われる、自分

は死ぬ」ということに皆さまの考えではなるのです。 

しかしながら、皆さまの本質が宇宙意識とひとつに繋がった意識であり、今までこ

の肉体をもって経験したことやこの肉体を持つ前に経験したことなども全て覚えて

いる意識が本質である、ということが分かったならば、皆さまが新しい地球にアセ

ンションをするとき、この肉体を一度脱ぎ捨てて新しい肉体を身に着けて、アセンシ

ョンをした地球で生きるということも充分に可能なのです。 

新しい地球は今までの地球と似ているかもしれませんが、やはり環境は異なります。 
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今までの地球のように多くの建物や工場あるいは交通機関、情報のシステムなどは

ありません。 

新しく生まれてきた地球の人たちが生きるために最低限必要な物が揃っているぐ

らいでしょう。 

安心して飲める水や食べ物そして寒さなどを防げる家そのようなものを皆さまは

得ることができるかと思います。 

そしてそこから皆さまたちは「これからどのような世界を作っていくのか、どのよう

な社会を作っていくのか」ということを話合いながら、新しい文明を産み出していく

のです。 

ただ今までのやり方と違って、その世界は５次元意識の世界になりますので「有害

な物質を生み出しながら人間にとって必要とされるようなものを作る」というよう

な発想は無くなり、自分たちに必要な物を、地球に害のない形で、自分たちの意志

や想念を使って作り出していくという方法を皆さまは学ぶことになるでしょう。 

これは物質世界のルールに従っている意識ではできないことです。 

物質を作るためにはその物質を作る元が有り、それを科学的な方法で組み立てて

いかなければいけない。 

そのためには資材も時間もかかる、特別な熱であるとか、特別な要素も必要である、

というふうに皆さまは考えているからです。 

しかしながら５次元意識の地球になりますと、そこに生きる皆さまは自分や地球に

とって不要なものは作る必要がないと考えています。 

自分たちが生活するために充分な物があれば良いと考えているからです。 

そのために今までの地球で皆さまが必要としてきた工場などの生産システムや社

会のシステムを皆さまは作り出すことをもうなさらないでしょう。 

ただこの地球の豊かな環境の中で、自由にそして豊かに、地球の意識と同調しなが

ら生きていくということをなさるでしょう。 

もちろん今までの記憶も皆さまは持っていらっしゃいますので、皆さまはそのよう

な物を作ろうと思えば作ることができます。 

ただし不必要な物は作る必要がないということを皆さまは判断し、それよりももっ
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と大切な物、地球の自然を大切にして自然の意識と同調し、自分たちが進化してい

くという方法を望まれるのではないかと考えております。 

この地球のアセンションがどのような形で行われるのか、まだまだ未定です。 

今私が話したこととは異なる方法、つまり今の３次元世界をある程度維持しつつ、

皆さまが新しい５次元意識に対応した世界をこの３次元世界の中で作り変えるとい

う方法もございます。 

そのときは今皆さまが身に着けている肉体をそのまま使用し続け、今まで３次元世

界を作ってきた人たちと共存しながら生きていくことになるでしょう。 

ただしこのような方法で５次元意識の世界を作ることはかなり時間がかかります。 

また皆さまが行おうとしていることを、現在３次元世界を統治している者たちは決

して快く思いませんのでその妨害も皆さまが思っている以上に起こると思います。 

今回のコロナウイルスやコロナワクチンもある意味そういう要素もございました。 

多くの人たちが３次元意識の世界に残るために、地球の全ての人たちがコロナワク

チンを打つように３次元世界の統治者たちは計画していたのです。 

そうすることによって皆さまの意志や思考がとてもコントロールしやすくなり、この

地球と同じ地球の中で５次元意識の地球が生み出されることが無くなるからです。 

以前はこの地球の中で５次元意識の人たちが同じ場所に集まり、その場所からコミ

ュニティなどを形成し、５次元意識の地球を作り出して行くという計画でした。 

ある程度、今までの世界と共存しながら５次元意識の地球を作り、そして今までの３

次元世界の地球から独立して行くというような方法を取ることを地球の意識は考

えていたようです。 

もちろん、そのような方法でアセンションをしていくパラレルワールドもあるかもし

れません。 

今回コロナウイルスやコロナワクチンによってもたらされた地球人の意識の変化、

あるいは地球の統治の在り方がより徹底してきたことによって、今まで考えていた

地球のアセンションの方法をある程度変更する必要が有るのではないかと地球の

意志は判断したのです。 

そして新たなアセンションのやり方が、この地球の意志と宇宙連合の中で話し合わ



88 

 

れているようです。 

今私が述べたことは、あくまでもひとつのアセンションの形ですので、このことが必

ず起こるというわけではございませんが、ただアセンションの方法としてはこのよう

な方法も有るということを私は皆さまにお伝えしたかったのです。 

そして皆さまがこのような方法もあるということを理解し、そしてもしこのような方

法で地球がアセンションをするならば、その時のために備えていただきたいと考え

ているからです。 

このような方法でアセンンションするためには、まず自分の肉体が自分の本質では

なく、宇宙意識と繋がっている皆さまの意識、自分の魂やスピリットとひとつになっ

た意識こそが自分の本質であることを理解しなければいけません。 

そして今の肉体が終わったときは、皆さまの「死」ではなく、ただ洋服を着替えるよ

うに新しい肉体を自分が身に着けていくためのきっかけに過ぎないということを分

かっていなければいけません。 

そうしなければ皆さまの意識の中で、皆さまの意識の継続性が切られてしまい、３

次元世界から全く出ることができない状況になるのです。 

皆さまの肉体が終わったときには、皆さまは死を迎え、また地球の中で生まれ変わ

り、輪廻転生を繰り返すという意識を持っていますので、その意識に応じたことが

起こってくるのです。 

ただ皆さまの肉体は、皆さまの本質的な意識がこの地球で生活するために身に着

けている洋服のようなものだと考えるならば、皆さまはためらうこともなく新しい

次元に移り、そして新しい次元に適応した洋服という肉体を身に着けてその世界で

生きることができるのです。 

皆さまがそのような意識になるということが、ある意味５次元意識に近づくための

大切な要素ではないかと思います。 
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PART3 3次元世界の制限の壁を超える 

 

 

前回はレムリア時代にアセンションをした地球の人たちから、皆さまの愛の意志に

よって物理世界の制限を取り去るというワークを行わせていただきました。 

これは皆さまが新しい次元、新しい世界に行くためにはとても重要なワークです。 

つまり皆さま方は「地球の物理社会という仕組みの中に閉じ込められて生きている」

ということをまったく理解していないからです。 

例えばかつて地球には「ベルリンの壁」というようにお互いの生活を制限する壁の

ようなものが有りました。 

そのような壁が有ると皆さまは「自分たちが制限されている」ということが理解で

きるのですが、皆さまの周りには目に見える壁や制限の檻というのは見えません。 

そのために自分が制限を受けていることに気付かないのです。 

確かに自分は自由だと考えることは大切です。 

自分の中にはたくさんの可能性があり、自分が望むことによってその可能性を実現

できると考えることも大切です。 

そうしなければ皆さまは自分の本質を理解することもなく、自分の可能性を開くこ

ともございません。 

しかしながら、皆さまが生活する範囲を超えたところに大きな制限の壁がございま

すので、皆さまはその制限の壁を感じることはあまりありません。 

ただ日本から他の国に出かける人、外国と外国の間を移動しているような人たちは、

国という制限を現実的に感じることもございます。 

ただ日本という国を出ることがない方たちは、自分たちの世界に制限があるという

ことに気付かないでしょう。 

たとえ気付いたとしても「それは自分に力がないから、自分の能力がないから」とい

うふうに自分のせいにしたり「それが社会なんだ」というふうに受け入れたりされる

ことでしょう。 
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ただそのように考えるのではなく、自分の意識を拡張することによって幾つもの制

限を超え、大きな視点で皆さまの世界を見ることも非常に重要なことなのです。 

そのような視点を持っていなければ、皆さまが新たな世界に移ることも難しくなり

ます。 

自分自身が「制限に満ちあふれた世界の中で生きていくことが当たり前だ」と思っ

ていると、制限の無い世界に対してとても大きな恐怖を持ってしまうからです。 

また制限は、皆さまが生きているこの世界のシステムに依存することでもあります。 

皆さまはお金を支払うことによって食物や生活道具を全て買うことができます。 

現在の皆さまの生活に必要な電気や水、ガス、そのようなライフラインがしっかりと

準備されていますので、何の苦労をすることなく快適な生活を送ることができます。 

この快適な生活こそが皆さまの本当の制限となっているのです。 

皆さまは電気が無い生活、水が無い生活、あるいは家が無い生活、そしてこのよう

な便利な生活が無い世界を想像することはできないでしょう。 

またそのような世界に自分が移行することは全く不可能だと考えていらっしゃいま

すので、この３次元世界の枠組みから皆さま自身が出ることができないのです。 

これこそが一番大きな制限なのです。 

そして皆さまの宇宙と繋がっている意識も、この制限の枠の中で生きていかなけれ

ばならないということを教え込まれているのです。 

皆さまが今生きている生活の枠組みを取り除くことは、おそらく今の皆さまには不

可能なことであり、またそのことを望む方もいないかと思います。 

しかしながら、これからその制限の本質を皆さまがしっかりと理解し、３次元世界を

統治する人たちが作っている物理世界のシステムの中から、皆さまの意識が拡張し

て外に出ることによって、宇宙の本当の姿や皆さまの意識の本当のあり方に気付く

ことになるかと思います。 

それがアセンションということなのです。 

皆さまがスムーズにそのような状態に移行できるように、私たち高次元存在たちは

皆さまのことをサポートしているのです。 

そして皆さまの意識の本質がそのことを思い出し、再び気付くように、今様々なワ
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ークを行っているのです。 

そのことの重要性に気付いてらっしゃる方もまだ少ないようですが、これから多く

の人たちがそのことに気付き、この地球の物理世界という制限の本質を知り、この

ホログラムのような物質世界から自分の意識を更に拡張させて真実の宇宙のあり

方に気付かれていくことになるでしょう。 
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PART1 3次元世界を体験するための実験 

 

 

宇宙連合も今この地球のエネルギーがとても軽やかになり、そして皆さまの意識が

大きな制限から解き放たれたように柔軟になってきていることを感じます。 

ただ日本の方に関して言うならば、まだまだ自分の固い殻の中に閉じこもり、自分

の意識をあえて解放していない方も多くいらっしゃるように見受けられます。 

私たちはもう「皆さまが自由である」ということ、「皆さまが自由な生き方をしたい

と望むのならば、それができる時代になったのだ」ということをお伝えしたいと思

います。 

皆さまが幾つものパラレルワールドに関わって、様々なエネルギーを皆さまの意識

の中に取り込んでいらっしゃいますが、それも皆さまの力で外すことができる時代

になっているのです。 

また皆さまは様々な種族の方から支配を受けてきましたが、「支配を受けないとい

うパラレルワールド」に移り変わることもできるのです。 

今時代が大きく変わってきておりますので、皆さま自身が新しい時代に変わる大き

な波に自分の意識を合わせていくことが必要になります。 

今日はそのことについて皆さまにお話をして、瞑想ワークを行っていきたいと思い

ます。 

今までの地球にはとても大きな制限が有りました。 

その制限によって、皆さまが物理的な制限の有る地球を楽しみ、そして多くの人生

経験を得るために何度も何度も地球に生まれ変わることで、この地球が持っていた

物質的な世界を色濃く経験することができたのです。 

そのことは、３次元世界の知識を得たいと考えている皆さまの魂にとってはとても

重要な体験でした。 

長い間物質世界に存在することによって皆さまの本質的な意識がどのような影響

を受けるのか。 
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あるいは物質世界しかないと考えている意識体がどのようなことを経験し、どのよ

うなことを学びとして得るのか、ということは皆さまを生み出した魂たちにとって

も興味のある実験であったと思います。 

そのために皆さまの本質的な意識は、この物理世界の制限を受けること、この地球

から外にでないこと、という条件を受け入れ、皆さまが肉体を持ち、肉体の意識が

自分の本質であると思わせるようなことをしてきたのです。 

「自分の意識の本質の姿を隠して存在する」ということは、ある意味地球人にとって

も地球人を作っている魂にとっても壮大な実験であり、非常に密度の高い学びだっ

たということも言えるかと思います。 

しかしながら、魂たちもそろそろ自分の意識の本質に皆さまが気付き、この物理世

界から抜け出すという体験を行っても良いのではないかと考えているのです。 

皆さまが物理的な世界で長い間暮らしていた時代を終了して、本来の意識に戻るこ

とはとても重要なプロセスのひとつなのです。 

そのプロセスがなければ、皆さま方の意識はこの宇宙意識に繋がった本来の意識に

戻ることなく、物理的な制限を受けたままの肉体の意識とひとつになって終わりを

迎えてしまうからです。 

そうなってしまいますと皆さまの本質的な意識が、この物理世界の中に閉じ込めら

れてしまうことも起こり得るのです。 

皆さまの意識の本質は、宇宙意識と繋がったとても自由でとても豊かでそして多彩

な意識です。 

そのような意識が皆さまには有るにもかかわらず、今は制限を受けた物理的な意

識とひとつになって存在しているために、物理的な世界から本質的な意識を解き放

つことは、皆さまがこの地球で長い間経験してきた人生の中でも最も重要なことと

なるのです。 

そしてこの物理世界から皆さまが解放されて元の宇宙意識に戻ることを、魂は重大

な経験として皆さまに与えているのです。 

その過程がもうすでに始まっております。 

皆さまの意識は今どんどんと解き放たれ、この物理世界で得た様々な経験も素晴
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らしい記憶として整理されて皆さまの意識の中に残されています。 

皆さまはもう物理世界にとどまる必要は無くなってきましたし、皆さまをこの世界

にとどめる制限も無くなっていきます。 

皆さまは本来であるならば、地球で過ごしてきた物理的な意識から宇宙意識に戻っ

て地球を飛び立ち、魂の元へと帰っていくプロセスを実行するときなのです。 

しかしながら、多くの皆さまがそのことに気付かず、もう必要ではない地球の中で

の輪廻転生や生まれ変わりを更に続けようとされております。 

また皆さまの意識はこの地球から出ることができるのに、自分の意識が地球の中に

留まりたいと考えているために、皆さまの本質的な意識がこの地球から出ることが

できないでいるのです。 

私たちは、そのような意識がこの地球から飛び立つことをサポートするために皆さ

まに関わっているといっても良いでしょう。 

魂が作ったプログラムに従って、皆さまの意識がこの地球から飛び立っていくこと

をサポートしているのです。 
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PART2 瞑想ワーク 意識を開放するワーク 

 

 

今日は「意識を開放するワーク」を皆さまとともに行いたいと考えております。 

ではゆっくりと深呼吸してください。 

今まで皆さまはこの３次元というとても大きなそして長くて暗いトンネルの中をず

ーっと歩んでいました。 

山を走る高速道路に例えて言うならば、山を抜ける時にはとても大きなトンネルを

超えていかねばなりません。 

長いトンネルを越えてそして青空のもとに出る。 

またトンネルに入りしばらく暗い道を真っすぐ走り、トンネルが終わると青空が広が

る空間を走る。 

そしてまたトンネルに入ると暗い空間を走る、というふうに皆さまは、３次元という

世界の中で、幾つもの人生をトンネルを駆け抜けるようにして走り抜けてきました。 

そして本来ならば、そのトンネルを走り抜けた後は、光の世界に帰ることもできます

し、また違う世界に行くこともできるのですが、皆さまこの地球の中で何度も何度

もトンネルの中を走り続けてきたのです。 

そして今ようやく大きなトンネルを抜けた後、自分自身が望む世界へと帰ることが

できるようになりました。 

 

では皆さまの目の前に、トンネルを抜けた後、まっすぐに走っている道路が一本有

ることを想像してください。 

そしてその道路の先にはまた同じように山があり、山の中をくぐっていくトンネルが

有ります。 

皆さまはこの高速道路を真っすぐ走ることによってまた同じトンネルの中を走り抜

け、この地球の物理世界を経験することができるのです。 

そしてこのまっすぐ走っている高速道路にどちらかに分かれる道があるとしましょ
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う。 

右でも左でもどちらでも結構ですが、左側にまっすぐな高速道路から別の方向に分

かれる道を作った方が良いでしょう。 

左側に皆さまは車のハンドルを切ってその新しい道路へと乗ります。 

皆さまにとってその新しい道路は初めて走る道路です。 

それはこの地球から本来の皆さまの世界へと向かっている道路なのです。 

その道路を走るとトンネルは無く、とても美しい青空、見渡す限りの平野、そして海、

あるいは様々な光景も見えてきます。 

皆さまは自然豊かで明るくて美しい道を心地よく走っています。 

そうすると今度はその道が少しずつ傾斜をつけて空に向かって走っていく様子を想

像してください。 

山を登っているわけではないのですが、道路が空に向かって斜めになっております

ので、皆さまは自分の車で斜めの道を走りながら美しい空の中に入っていきます。 

まるで自分の車が美しい青空に吸い込まれるように想像してみてください。 

皆さまが青空の中に吸い込まれ、とても心地よい風を感じています。 

 

そうするとあなたが今まで乗っていた車はすっと光になって消えていきます。 

透明になって皆さまの目からは見えないようになっていきます。 

今度は皆さまの体だけが青空の中に吸い込まれていくように想像してください。 

美しい青空、美しい光の世界でも結構です。 

その中を皆さまの体だけが進んでいきます。 

そして次は皆さまの体も光の中で溶けていくように想像してください。 

皆さまの肉体が少しずつ透明になっていきます。 

皆さまの肉体が光輝いていく肉体に変わっていく様子を想像しましょう 

そして皆さまは自分の肉体が無くなり意識だけになっていく様子を想像しましょう。 

そこにあるのは、ただ光、光の意識、愛の意識だけが皆さまの中に残っています。 

そしてその意識が今度は宇宙の中に入っていきます。 

宇宙の中に入り、地球を超えて太陽系を超えて、そして大きな宇宙の中に入ってい
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きます。 

自分の姿が消え去って宇宙の中に入ったとしても、あなたは一切の恐怖を感じるこ

ともありません。 

不安を感じることもあるいは恐れを感じることもありません。 

宇宙の中に入ると周りに美しい星が輝いています。 

美しい星々が輝き、星々のエネルギーや宇宙のエネルギーが皆さまの意識を包み込

んでいきます。 

そうすると皆さまの意識はこの宇宙の中に大きく広がり、皆さまは簡単に自分の本

当の意識と出会うことができます。 

自分の意識が落ち着いていきます。 

そして柔らかいエネルギーの中に包まれていく様子を想像してください。 

ここは皆さまのふるさとでもあります。 

皆さまを生み出してくれた宇宙の愛の世界でもありますし、また皆さまの意識の本

質の世界でもあります。 

ゆっくりとその世界にいる自分を感じてください。 

 

 

ではゆっくりと深呼吸して、自分の世界に戻っていきましょう。 

戻るときは自分のハートを感じてください。 

自分のハートに手を当てるようにして自分の身体の音やあるいは呼吸によって揺れ

る胸、あるいは血液が流れている感覚、お腹が動いている感覚などを感じながら、

自分の肉体にしっかりと戻っていきます。 

皆さまが高い意識になればなるほど、皆さまの肉体はこの意識を支えるために変

容していくのです。 

より高い意識が実現できるような、より繊細で機能の高い肉体へと皆さまの肉体も

アップデートしていきます。 

皆さまが３次元世界だけにフォーカスしていたときは、そのような機能だけを持つ

肉体でも良かったのです。 



99 

 

しかしながら皆さまが４次元意識、そして５次元意識になっていくと、宇宙の意識と

ひとつになるような機能や高次元のエネルギーを受け止めるような機能が皆さま

の肉体にもアップデートされていきます。 

今皆さまの肉体もこの瞑想を行うことによって、少しばかりアップデートされました。 

それは皆さまの意識の本質がこの物理的な肉体の意識と一緒に共存できるように

なることです。 

肉体の物理的な世界を意識していることも可能だけれど、宇宙の意識と繋がった本

当の意識でいることもできる肉体に皆さまはこれから変わっていくのです。 

そのアップデートされた皆さまの肉体に感謝をしていきましょう。 

ではゆっくりと自分の肉体を感じて、この肉体にしっかりと自分の意識が入ってい

るのか、しっかりと自分の意識がこの肉体にフィットしているかどうかを感じてくだ

さい。 
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PART1 地球が行っている物質世界のクリアリング 

 

 

今日は皆さまに大切なお話をさせていただきたいと思います。 

これから皆さまがどのような生き方、あるいはどのような暮らし方をしていけば良

いかということです。 

これはあくまでも私たちからのアドバイスというふうに考えられてください。 

私たちは皆さまに「こうしてください」というふうに命令する立場ではございません

し、またそういったことは決して良いことではありません。 

皆さまが自分で考え、自分の責任と判断で実行することが必要なのです。 

しかしながら、皆さまは今この物理的な世界しか見えていない状況にありますので、

皆さまの判断は全て正しいとしても、それが皆さまの魂の意図に基づいて行われて

いる判断なのか、あるいはそうでないのかということについて、皆さまは理解する

ことができないかもしれません。 

私たちは皆さまのことを「大変素晴らしい存在である」と思っております。 

素晴らしい魂が皆さまをこの地球に生み出したのですから、皆さまはその魂の一部

として本当に素晴らしい資質を持ってこの地球で生きております。 

これから皆さまが歩んでいく地球は、今までの地球の不要なエネルギーをクリアリ

ングしていくと思います。 

今この地球に住む皆さま自身のクリアリングを私たちは行っておりますが、本来は

皆さまの力だけでクリアリングを行っていかなければならないのですが、皆さまの

パラレルワールドや皆さまの別次元に対しても、私たちはクリアリングが必要だと

考えておりますので、その部分に関しまして、私たちは皆さまへのサポートを行って

おります。 

皆さまひとりひとりがクリアリングを行うことによって、皆さまに関わる人たちに対

しても少しずつクリアリングが行われていくことになります。 

特に皆さまの家族や皆さまの友人に対して、皆さまのクリアリングの影響が及んで
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いくのではないかと考えています。 

つまり皆さまが行った過ちや皆さまが迷惑をおかけした行為を謝罪しクリアリング

することによって、皆さまの家族や友人たちに対して、皆さまが迷惑をかけた部分

がクリアリングされていきますので、皆さまの家族や友人たちもその部分に関して

クリアリングが行われることになります。 

また私たちは家族や友人たちに対しても光を送っていきますので、皆さま同様その

方たちが気付いてない様々な感情や不要なエネルギーなどもクリアリングされてい

くのではないかと考えております。 

そのようにして、地球に住む多くの人たちが自分自身のクリアリングを行ってくだ

さることで、地球そのものの負担が減っていくことになります。 

この地球は今まで生きてきた多くの人たちの不要なエネルギー、ネガティブな感情

そして様々な思いを抱きかかえて生きています。 

皆さまから発散された言葉や感情、思いがこの地球の中に留まり続けているのです。 

もちろん地球は独自のクリアリングの方法を持っております。 

皆さまもよくご存じのように風が吹いてその場を清らかにしたり、また海の波が押

し寄せる力によって多くの不要なエネルギーがクリアリングされたりしていきます

が、多くの地球人たちがたくさんのネガティブな感情、不要なエネルギーを毎日毎

日生み出しているために、地球のクリアリングがなかなか進まない状況になってい

ます。 

そのようなエネルギーがある程度たまってきますと、今度は風や波だけでなく大地

を揺るがすことによって、その不要な感情やエネルギーをクリアリングする必要が

生まれてきます。 

これは皆さまが地震と呼ばれているような現象です。 

この地震を行って大地を大きく震わせることによって、その中に溜まりこんでしま

った不要なエネルギーや感情をクリアリングしているのです。 

また大きな嵐や台風もそうです。 

皆さまは台風や嵐が来ると「とても嫌だな」と思われるかもしれませんが、この台風

がくることによって大気中に残っている皆さまの感情や皆さまの思いが一掃され
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るのです。 

台風が通り過ぎた後のすがすがしい気持ちは皆さま方も体験なさっていることと

思います。 

台風や嵐によってこの空気中に残っている皆さまの感情やエネルギーが一掃され

なければ、この大気中には皆さまの感情やエネルギーが溜まり込み過ぎて、この空

気を吸われている方、大気中に存在している者たちに精神的な問題を引き起こして

しまうことになるのです。 

そのために皆さまたちが常に良い環境の中で生きていけるように、時折台風など

が起こり、大気中のエネルギーを浄化しているのです。 

そのように皆さまが作り出した様々な感情や不要なエネルギーを地球は独自のやり

方でクリアリングしていますが、一番大切なことは皆さまひとりひとりがその不要な

エネルギーや不要な感情を生み出さないことなのです。 

 

皆さまは物質世界にフォーカスしているために、物質世界で起こっていることがと

ても大変なことのように思い、様々な感情や思いを持つことが多いようです。 

そのことを皆さまが理解し、この現実で起きていること、あるいは皆さまの人間関

係の中で起きていることをニュートラルに捉え「そういったこともあるかもしれない」

と考えていただき、自分の中から不要な感情や思いが発散されないようにしていた

だくことが一番良いのではないかと考えております。 

そのために私たちは、皆さまが物理世界の事柄に執着するのではなく、物理世界で

起きていることを上から見ることができるように、皆さまの意識が宇宙意識になる

ことを皆さまとともに行っているのです。 

そして皆さまひとりひとりが自分自身をクリアリングすることで、皆さまの中から生

まれてくる感情やネガティブなエネルギーもクリアリングすることができます。 

そのようにして地球の中における不要なエネルギーや不要な感情をどんどん減らし

ていかなければいけないのです。 

この地球が抱えきれないほどの感情やエネルギーがこの地球にあふれてくると、地

球は更に大きな地震や台風などを起こしてそのエネルギーを浄化していかなけれ
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ばならないのですが、地球にも限界があります。 

その限界を超えたならば、地球は現在の文明、現在の現実社会を自分が抱えきれな

い、自分は対応できないと判断することでしょう。 

そして地球は宇宙意識のエネルギーの力を借りて、地球の中に存在する多くの文明

を一掃するようなことさえも起こしてしまうのです。 

過去に起こったレムリアやアトランティスの崩壊、あるいはその前に存在した文明の

崩壊など、何度かこの地球は大きなリセットを行いました。 

リセットをすることによって、地球はその文明を大地の中に飲み込み跡形もない状

態にしていったのです。 

そして、新たな地球に転生してくる人類たちによって新たな文明が発展するように、

この大地を再構成していったのです。 

もちろんその場所にすぐに地球人たちが生まれ変わって来るわけではありません。 

一旦崩壊された文明そして形を変えた大地がしっかりと新しい文明を生み出すよう

な形になるまではしばらくの間時間が必要です。 

その間この地球に生きていた人たちは意識世界に戻り、新しい地球にとって本当に

必要な人たちだけがこの地球の中に生まれ変わるようにして戻ってくるのです。 

あるいは宇宙連合の宇宙船によって一時期避難をし、そして時が来たらこの地球に

戻ってくるやり方もあるかもしれません。 

皆さまが知っている「ノアの方舟」という話は決して空想の物語ではないのです。 

実際に地球がリセットされるときには、このようなことが起きるということを皆さま

にお伝えしているお話なのです。 

皆さま自身がそのような経験をしたくないと思うのならば、皆さまの中にある不要

なエネルギーやネガティブな感情をこれからどんどんリセットしていく必要が有るこ

とになります。 
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PART２ 不要なエネルギーをため込まない生き方 

 

 

それではどのようにしたら、ネガティブなエネルギーやネガティブな感情をため込

むことなく、この地球で生きていけるかということに関してお話しいたしましょう。 

まず一番大事なのは私が何度も言うように、皆さまの本質は宇宙意識であることを

しっかりと理解することです。 

魂が作り出した意識の一部が皆さまの肉体の中に収まっているのです。 

皆さまの魂が作り出した本当の意識に、皆さまが戻ることが一番大事なことです。 

そうすることによって、この地球で起きていること、皆さまの周りで起きていること、

そして皆さまがこの地球で生きてきたこと、そういったことなどもしっかりと理解で

きるようになります。 

そして皆さまの物理世界を少し上の方から見るようになりますので、皆さまはこの

地球や皆さまの肉体にとって良くないと思われるようなことを一切しなくなります。 

家族や他人に対して暴力的な言葉を吐くことや家族や他人を支配しようと考えたり、

あるいは自己中心的な生き方をしようと考えたり、お金儲けや自分の名誉欲を満た

すことばかりを目的とした仕事をしたりすることなど、自分の魂の本質、意識の本

質が望まないようなこともしなくなります。 

そして自分の意識が「自分の体を大切にする」ということを考えますので、食べるも

のや飲む水にも気を付けるようになりますし、自分の体を酷使するような労働や生

活の仕方、生き方をいたしません。 

また自分のスピリットに対して良くないこと、ストレスがかかるようなことや自分自

身に対して否定的な感情を持ち、自分の魂の意志と異なるような生き方をやめて、

魂の意志に従って生きることを実現するようになるでしょう。 

そうすることによって、皆さまが受けていたストレスもかなり軽減されるのではな

いかと考えております。 

今の皆さまはストレスを受けることによって、多くの方々が病気になることも増え、
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自分の自由を手放し、自分が望んでいる世界を生きることを諦めてしまいがちです。 

それは、ストレスをたくさん受けると「自分は価値のない人間なのだ、自分は生きて

いる必要のない人間なのだ」と皆さまは思い始めるからです。 

そうすると皆さまの想念が、皆さまの肉体に影響を及ぼして病気や老化が起こり、

不自由な肉体へと変わってしまうのです。 

皆さまのストレスによって生み出された想念は、皆さまから生きる気力を奪ってし

まいますので、皆さまの肉体もその意識の状態に合わせた形で病気になってしまう

のです。 

そのために自分の魂の意志をしっかりと皆さまが理解し、その意志のとおりに行動

することによって、皆さまは愛と生命力にあふれ、とてもパワフルに生きていくこと

ができるようになります。 

そうしますと皆さまの肉体も意識の活性化されたエネルギーを受け止めて、病気を

しない体、常に健康でそしてパワフルで疲れを知らない体に変わっていくのです。 

皆さまが高次の意識と常に繋がることによって、皆さまの体に今まで以上に高次元

のエネルギーが降り注いできますので、皆さまの体は今までよりも精密でより広い

次元に自由に存在できるような体になるのです。 

今までの体は３次元世界にフォーカスし、この３次元世界で様々な思いを持って生

きる皆さまの意識体を反映しておりましたので、病気にもなりましたし自分の体が

老化する現象も起こっていました。 

しかしながら皆さまが宇宙意識によって生きるときには、皆さまの体は生命力にあ

ふれ病気も老化もしない体になっていきますので、もっと長い時間を生きていくこ

とができます。 

この物理世界の地球では９０年あるいは１００年たつと、皆さまの肉体が持ちこたえ

ることができず、皆さまは「死」を迎えますが、皆さまの意識体はもっと長く生きる

ことができます。 

そのために皆さまが自分の肉体に対してストレスをかけることなく、生命力に満ち

あふれた状態で生きていくならば、皆さまが肉体を持っていたとしても１５０歳、２

００歳まで生きることも決して夢ではありません。 
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皆さまがアセンションをすることによって新たな環境の中で生きるようになると私

たちは思います。 

そこでは今までのようにストレスを受けることもありませんし、自分がやりたくない

仕事を無理にすることもありません。 

皆さまは自分の希望どおりの世界を生きることができますので、更に長い時間、肉

体を持って生きることができるのではないかと考えております。 
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PART1 ３次元意識のホログラム 

 

 

今日のテーマは、皆さまが自分自身をクリアリングするために、３次元意識で見てい

る皆さまの生活や現実を５次元意識で見る皆さまの生活や現実に移し替えること

についてお話したいと思います。 

皆さまが様々なストレスや自分の中に持つ必要がない感情を持つ、それは皆さまが

生きている３次元世界のホログラムを体験し楽しむために、あえてそのような出来

事を自分の思考によって現実化させているのです。 

そしてもうひとつ大切なことは、皆さまがこの現実世界を作っている３次元の人間

の集合意識に深く繋がっていることにあります。 

皆さまが３次元世界の集合意識に繋がることによって、３次元世界の集合意識が持

つ制限を自ら受け入れてしまいます。 

その制限とは「目に見えるものが全てである」「自分の生命や物質は有限であり長い

期間存在することができない」という制限です。 

また「自分には限界があり、自分にできないことがたくさんある」「努力したとしても

それを実現することができない」という制限もあります。 

またそれらの制限に満ちた人生を生きていくことによって、皆さまは自分に対して

自信と信頼を無くし自己否定をしてしまいます。 

皆さまが自分に対して自己否定をすることが起これば、皆さまが持っている素晴ら

しい能力や叡智はその力を発揮することができなくなります。 

皆さまは自分で「能力のない自分」「生きる価値がない自分」「他人に愛される価値

がない自分」を自分の中に生み出してしまい、そのような自分が生きている現実世

界をホログラムの中に描いていくのです。 

ただしこのホログラムの前提として、３次元世界に生きる地球人の集合意識が有り

ますので、そのような制限の中で皆さまは自分の人生を組み立てていくことになる

のです。 
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皆さまがそのような「制限の檻」の中で生きているような人生を送っていると、私た

ちのような高次的存在の者たちが皆さまに手を差し伸べたとしても、皆さまはその

手に気付くこともありませんし、またその手をしっかりと握り、自分をその制限が多

い世界から外の世界へ連れ出すこともできません。 

まるで動物園で檻の中で行ったり来たりしている動物たちと同じように、自分が作

った３次元世界の檻の中で自分にできることを見つけ、ささやかな幸福を味わいな

がら生きていこうとしているのです。 

しかしながら皆さまはそのような人生を体験するために、この地球に降りてきたわ

けではありません。 

地球に来る前の皆さまはとても自由な存在でした。 

多くの宇宙を自由に飛び回り、自分が望んだ人生を何度も何度も送ってきたとても

自由で創造性にあふれる意識体でした。 

そのような意識体が、とても制限の多い地球の中で生きることは、今までの世界で

は経験できなかったことですのでとても魅力的に思えるのです。 

そのためにこの制限に満ちた人生を一度送ってみたい。 

そのような制限の中で自分が一体どのようなことができるのか体験してみたい、と

いうことを思われてこの地球にやってきたのです。 

皆さまは制限の多い世界を生きることで自分自身の価値観、自分自身の素晴らし

さを再度見出そうとしたのです。 

しかしながら、この地球は「忘却の星」と呼ばれています。 

皆さまは制限の多い３次元世界をしっかりと味わうために、自分が持っている能力、

自分自身がどのような存在だったのか、宇宙意識との深い繋がり、などを全て忘れ

去って、地球の制限の多い檻の中に飛び込んできたのです。 

この地球の物理世界を充分に味わえるのは良いですが、自分が帰る道、自分が一体

どのような存在だったのか、ということを忘れ去ってしまったために、この地球から

出ることができない状況になってしまったのです。 

これから皆さまはこの地球を出て行くことになります。 

それがアセンションなのですが、最初に今皆さまが暮らしている世界が３次元世界
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に生きる地球人の集合意識と皆さまの思考によって作られたホログラムの世界で

あることを理解しなければいけません。 

皆さまが見ている世界は真実のものではなく、自分の居場所を作るために、皆さま

が制限の多い檻の中で組み立てたホログラムという幻想であることを知らなけれ

ばならないのです。 

そしてその幻想は、皆さまの肉体を維持するためには必要なものでした。 

逆に言うならば、この幻想の物理世界を生きるために、皆さまの意識体が地球人と

しての肉体をまとったとも言えるでしょう。 

皆さまの本質的な意識の状態では、この地球の中で生きていくことはできません。 

この地球のホログラムは皆さまの本質的な意識の中では全く無価値のようにも思

えてしまうからです。 

そのために自分の本質がこのホログラムを見ることができないようにカモフラージ

ュしてこの地球を生きてきたのです。 

その役目がこの地球人の肉体ということです。 
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PART2 ５次元意識のホログラム 

 

 

ただ皆さまは地球人の肉体をまとうことによって、とても素晴らしい利点を得るこ

ともできます。 

それは物理世界に身を置くことによって３次元、４次元、５次元、６次元という幾つ

もの次元を体験することができることです。 

また皆さまが体験し、目に見えているホログラムは、皆さまの思考によって３次元的

なホログラム、４次元的なホログラム、５次元的なホログラムに書き換えることもで

きます。 

皆さまが３次元意識を持つときは３次元意識が作り出したホログラムを見るでしょ

うし、皆さまが４次元意識にいるときは皆さまの４次元意識が作り出したホログラ

ムを見るでしょう。 

そして皆さまが５次元意識になったときには５次元意識のホログラムを見ることに

なるのですが、やがて皆さまはそのホログラムの裏にある本当の世界を知ることに

なるのです。 

皆さまの意識が物理世界にフォーカスしている間はそのホログラムを見ることにな

りますが、皆さまの意識が自分の本質である宇宙意識になったとき、このホログラ

ムの後ろに有る世界を知ることになるのです。 

では今日は、いつも皆さまが見ている３次元意識世界のホログラムを５次元意識の

ホログラムに変えてみましょう。 

今皆さまが生きている３次元世界のホログラムは「目に見えないものは存在しない」

というホログラムです。 

しかしながら今皆さまは４次元意識のホログラムを身につけておりますので、３次

元の物理世界も存在しておりますし、また目に見えない存在たちが存在する４次元

世界も存在するという２つの次元にわたるホログラムを皆さまは見ています。 

そして皆さまが５次元意識になられたとき、３次元意識のホログラムは５次元意識
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のホログラムへと変わります。 

その変わる要点は何かというと、３次元的なホログラムは「物質が全て、物質が中心、

お金や自分の利益あるいは自分の欲望が中心の世界」でした。 

皆さまが見るホログラムは自分の欲望や自分の望みを中心として形作られるホロ

グラムでした。 

しかし５次元意識の地球のホログラムは「愛や癒やし、分かち合うことを中心にして

作られる世界」を映し出しているホログラムです。 

そこには過度の競争意識や自分のために他人を犠牲にしても良いというような意

識は全く有りません。 

自分の中に有る愛を分かち合う意識になりますので、自分の愛を多くの人と分かち

合い協力して新しい地球を作るというホログラムに変わってくるのです。 

 

これから私たちは皆さまが３次元世界の地球人の集合意識に繋がっている部分を

一旦外していきたいと思います。 

かつてササニ文明のサファイアさんや高次元存在ラナさんがいらっしゃった頃、その

ことが一度行われました。 

ちょうど月食の時だったでしょう。 

皆さまが３次元世界で生きていくために必要だった３次元世界の集合意識から離

され、一時的に５次元意識の集合意識へと繋がれたときがありました。 

そのとき皆さまは５次元意識の自分を生きていらっしゃいましたが、やはり３次元

世界にフォーカスすることが多く、３次元世界の集合意識へと皆さまは戻っていか

れました。 

もちろんそのときに３次元意識の世界へ戻ることなく、そのままアセンションされた

方も少ない数ですがいらっしゃったようです。 

しかしながら多くの方々がまた３次元の集合意識へと戻っていかれたようです。 

これからはアセンションの大きな波が皆さまを覆っていくことになります。 

皆さまが本当に３次元の集合意識から自分を切り離して、５次元意識の集合意識に

繋がりたいと思えば、そのことができる状況になっているのです。 
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５次元意識に繋がる扉はすでに開かれておりますので、皆さまの中で本当に５次元

意識になってアセンションをしたいと思われる方は、ただその扉を開いて５次元意

識の世界へと入っていけば良いのです。 

そうすることによって皆さまを今まで捕らえていた３次元意識の集合意識から皆さ

まは解き放たれ、５次元意識の集合意識へと繋がっていくことができるのです。 

もちろんしばらくの間は、皆さまはこの３次元意識の中で生きるかも知れませんが、

少しずつ皆さまの意識は５次元意識である愛の意識へと変わっていくのです。 

皆さまが５次元意識の集合意識に繋がることによって、皆さまの意識は愛の意識へ

と変わっていくのです。 
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PART3 瞑想ワーク ５次元意識のホログラムを作る 

 

 

ではそのことをこれから行っていきましょう。 

今皆さまが実際に見ていらっしゃる自分たちの暮らしや社会があります。 

仕事をした帰りにスーパーで買い物をして子供たちのお世話をしたり、御両親のお

世話をしたり、あるいは３次元世界の中で競争を行いながら生きている世界です。 

ではそのような生活を映画のスクリーンのように想像してください。 

そしてそのスクリーンを真ん中から大きく切り裂きましょう。 

その世界をスパッと立ち切っていきます。 

そうするとそこには３次元世界の仕組みが現れてきます。 

皆さまその仕組みを更にスパッと切って自分たちはそこから出て行くというふうに

考えられてください。 

 

３次元世界の仕組みを断ち切って、更に歩んでいくと５次元意識の世界が有ります。 

皆さま５次元意識の世界の扉を開いてそこに入り、皆さまの意識を５次元意識へと

つないでください。 

まるで自分の中にある電源のコードをカチッと５次元世界のコンセントに差し込む

と５次元意識世界の電気が皆さまの体に流れ込み、皆さまが愛のエネルギーで光り

輝くように想像されてみてください。 

明かりがついた皆さまの周りに広がるのはとても優しくて心地よい光景です。 

人と人とが助け合い、励まし合い、愛しあって生きている世界です。 

皆さんひとりひとりは少しずつ異なる思考を持っていますので、皆さんが見る世界

は自分の思考が現実化したものとなります。 

自然に満ちあふれた優しい世界もあります。 

あるいは地球外種族とともに暮らしている世界もあります。 

あるいは自分の家族がとても理想的な環境で生きている世界もあります。 
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ひとりひとりがやりたいことをやる世界です。 

ひとりひとりの愛に基づいて自分のやりたいことを実現している世界です。 

それが５次元世界のホログラムです。 

 

皆さまの周りに新しい５次元世界のホログラムが生まれていると想像してください。 

これはパラレルシフトというよりも皆さまのホログラムを新しい５次元仕様のホログ

ラムに書き換えることです。 

あるいは皆さまが使用されている眼鏡を３次元仕様の眼鏡から愛と調和に満ちた

世界を見ることができる５次元仕様の眼鏡に変えることでもあります。 

そうすることによって皆さまの周りに生まれた世界、これもひとつのホログラムで

ありますが、愛と調和に満ちあふれた世界が皆さまの周りに３６０度全ての面にお

いて広がっていくのです。 

そしてそれはホログラムという映像だけではなく、この愛と調和のエネルギーがそ

の世界を満たすことによって、皆さまの細胞ひとつひとつに愛と調和のエネルギー

が満ちあふれてくるのです。 

そうすることによって皆さまの中にある３次元的なことや今までのカルマやトラウ

マ、制限を持った世界の癖、考え方、好みそういったものが皆さまの体の中から浮

かび上がってきます。 

今皆さまの体は５次元意識のホログラムの中にありますので、５次元意識でないも

の、愛と調和と反発するものは、皆さまの体から浮かび上がり、皆さまの体から解

放されていくことになります。 

つまり皆さまの意識が５次元意識になることによって、皆さまの周りは５次元意識

のエネルギーが満ちあふれ、５次元意識に合わないエネルギーや感情、記憶をそぎ

落としていくことになるのです。 

ではしばらく高次元意識に満ちあふれたあなたの世界を瞑想してみてください。 
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PART１ アセンションをする体―「ライトボディ」 

 

 

皆さまがアセンションをするための体を「ライトボディ」と私たちは呼んでおります

が、そのような「ライトボディ」を皆さまが得るために今から準備をしていく必要が

有るのでは、と思います。 

この「ライトボディ」に関してもう少し皆さまに説明いたしましょう。 

私たちが皆さまの状況に合わせて「ライトボディ」という言葉を使うときは、皆さま

が３次元の物理世界でも５次元意識の世界でも両方の次元をともに生きることが

できる肉体というふうに考えております。 

３次元の物質的な世界でしっかりとした肉体を持って生きることも重要です。 

私たちは「３次元世界はホログラムであり本質ではない」ということを申しておりま

すが、この３次元世界を生きていくためにはしっかりとした肉体を持って生きてい

くことも必要になります。 

皆さまの魂、皆さま本質の意識から見たら、この３次元世界の肉体もホログラムに

見えるかもしれません。 

しかしながら物理的な要素が有ることもまた確かなことなので、その物理的な要素

に対応した肉体も必要になってくるのです。 

３次元世界で必要とされるただの肉体と違って「ライトボディ」の体は、そのときの

皆さまの意識や状況に応じて少しばかり形を変えることもできます。 

物理世界で生きていくときの肉体と５次元意識になって高次元の光を受け取り、５

次元、６次元の世界をみるときの肉体はすこしばかり異なってきます。 

どのような違いが有るかといいますと、常に高次元のエネルギーを受け止めること

ができるように、皆さまの肉体が高次元のエネルギーに向かってもっと開かれた形

になっていくのです。 

そして皆さまの意識の本質がもつ機能や働きを実現できるような肉体へと変わっ

ていくのです。 
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皆さまが５次元意識になりますと次のようなことができるようになります。 

テレパシーを使えるようになる。 

自分自身の意識と感応するような人たちを探し出し、そのような方たちと言葉にな

らないコミュニケーションを行う。 

目に見えない存在たち、肉体を持たない存在たちとコミュニケーションを取り、その

ような存在たちとともに働く。 

５次元意識の世界では、３次元世界では起こり得なかった新しいコミュニケーション

の方法も起こってくるのです。 

そのようなときに皆さまの肉体が持っている感性にとても大きな変化が現れてく

ることでしょう。 

今まで皆さまは物理世界に存在するものしか見ることができませんでした。 

それは皆さまの中で肉体を持たない存在、あるいは目には見えない存在を見る、と

いう感性や感覚がまだ育っていなかったからなのです。 

もちろん３次元世界を生きている人間の中にも目に見えない世界を見ることがで

きる人たちもたくさんいらっしゃいます。 

そのような人たちは３次元にありながらも、３次元仕様の肉体ではなく４次元仕様

の肉体を持っていらっしゃるからなのです。 

これから「ライトボディ」というのは４次元仕様ではなく、５次元仕様の肉体になって

いきます。 

４次元世界には波長の低い存在たちもたくさんいらっしゃいます。 

肉体を持たないだけでまったく人間と同じような考え方あるいは感情を持ってい

る存在たちもたくさんいるのです。 

そういう存在たちに皆さまが波長を合わせると、皆さまの意識も影響を受けてしま

い、とても不調和な状態になってしまいます。 

４次元世界に深く関わってしまうと、皆さまの５次元意識はあまり良い影響を受け

ないことになりますので「ライトボディ」は４次元の波長とあまり関わらないような

状態を皆さまに作る働きもあります。 

これは非常に重要な働きなのです。 
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４次元と５次元の境はあまりはっきりとしておりません。 

何が違うのかと言いますと、５次元存在は愛をもとに生きていますが４次元存在に

は憎しみや苦しみ、悲しみ、妬みや嫉妬、そういった感情やエネルギーを持って生き

ている存在たちもいます。 

また、そのような感情から愛の意識に移り変わろうとする者たちもたくさんいます。 

４次元世界の存在たちは、高次元存在たちの光を受けることもございますので、そ

の光を受け止めることによって愛のエネルギーを持ち、４次元からまるで体が軽く

なって気球が空に浮かび上がるように、５次元意識の世界に入っていくのです。 

現在、３次元世界に生きている人たちの中でも、５次元のエネルギー、６次元のエネ

ルギーを受け止めることができる方たちもいらっしゃいますので、その方たちが３

次元の世界で５次元、６次元のエネルギーを広げることを行っておられます。 

そうしますと、その方の周りにいらっしゃる霊的存在や霊人たちもその光を同じよ

うに受け取り、自分の中のネガティブな感情や思いを浄化して愛の光を再び見出す

ことで４次元世界から５次元世界へと移り変わっていくのです。 

皆さま方の「ライトボディ」は、この５次元、６次元の光を３次元、４次元の皆さまに広

げる働きを持っていますので、５次元、６次元のエネルギーがしっかりと皆さまの体

をとおして周りに広がっていくことになります。 

物理世界にフォーカスした３次元仕様の肉体は、そのようなことはできません。 

皆さまの中でもある程度目覚められた方々は、高次元のエネルギーを受け止めるこ

とができますが、皆さまの肉体が３次元に合った肉体である場合には、そのエネル

ギーが皆さまの周りに大きく広がっていくことはありません。 

皆さまの意識が高次元のエネルギーを受け取り、愛のエネルギーが目覚めることに

よって、皆さまの肉体は少しずつ高次元エネルギーを周りに放射することができる

「ライトボディ」に変わっていくのです。 

皆さまが様々な瞑想ワークをとおして高次元のエネルギーを受け取り、そして自分

自身が高次元の宇宙意識とひとつになることを繰り返し行うことによって、皆さま

の体を「ライトボディ」に近づけ、常に生命力の高い状態にしていきたいと私たちは

考えているのです。 
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「ライトボディ」になることによってまず何が起きるかと言いますと、皆さまの体に

合わない思いや記憶、エネルギーがどんどん皆さまの体や皆さまの意識から抜け出

していきます。 

この「ライトボディ」になるための瞑想ワークを始めた方は、様々な記憶、自分が幼

いときに行ったことの記憶、特に悲しかったこと、嫌だったこと、苦しかったこと、あ

るいは人に対して迷惑をかけたことなど、そのような記憶が心の中に浮かび上がっ

てくるのではないかと思います。 

そして浮かび上がった記憶はどんどん開放されていきます。 

若い頃に受けた心の傷、あるいは自分の間違えた考え方、そして自分が体験した不

愉快だったことなど、皆さまが覚えていないことも記憶の中から沸き起こり開放さ

れていきます。 

そして私たちも力をお貸ししているのですが、皆さまがこれから必要ではない世界

と触れあっていたエネルギーや自分を否定するように思わせていたエネルギー、皆

さまがこれから５次元意識になる時に必要ではないエネルギーなども浄化されてい

きます。 

そのような浄化やクリアリングが進むたびに、皆さまの体は更に軽くなって光り輝

き「ライトボディ」に変わっていくのです。 

そして皆さまの意識が皆さまの意識の本質である宇宙意識としっかりと繋がり、宇

宙意識で皆さまが物事を見たり考えたりするようになると、皆さまの体にはネガテ

ィブな感情や皆さまにとって不要なエネルギーが入ってくることはありません。 

皆さまはもうその時には５次元意識になられ、自分の愛の意識に基づいて全てを判

断し、行動されることになるからです。 

皆さまの周波数が非常に高くなると、４次元世界のネガティブな周波数を持ってい

る者たち、この地球を支配しようとする者たち、皆さまたちを傷つけようとする者

たちとは全く異なる次元に移り変わることになりますので、そのような者たちの影

響を受けることが無くなります。 

そしてまた非常に低い周波数帯にいる地球人の人たちとも皆さまは関わることが

無くなりますので、自分自身を傷つけたり、あるいはお互いを傷つけあったりする
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ようなことも無くなるでしょう。 

皆さまが自分の愛の意識に基づいた周波数帯にいることによって、同じように愛の

意識に基づいた人たちだけが皆さまの周りに集まり、そして皆さまとともに新たな

社会を作っていくことになるのではないかと私たちは考えているのです。 

またそうすることによって、皆さまたちには独自のアセンションが行われてきます。 

アセンションには幾つかの方法が有ると思いますが、皆さまがどのようなパラレル

ワールドに存在しているかということによっても大きく変わってきます。 

アセンションのひとつの形が、皆さまの体が３次元に適した肉体から５次元にも適

応する肉体「ライトボディ」に変わることなのです。 

５次元の意識を持って３次元世界を生きることがアセンションのひとつの形でもあ

ります。 

これからアセンションはいろんな形のアセンションを生み出していくと思います。 

サファイアさんや他の方もおっしゃっているように、この地球のアセンションはひと

りひとりが異なる形で行うことに特徴があります。 
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PART２ パラレルワールドとアセンション 

 

 

アセンションにも幾つかの方法が有りますが、その方がどのパラレルワールドに入

るかによってアセンションの形が変わるといっても良いかもしれません。 

今私が話しましたように、３次元に適した肉体から５次元世界にも通用する肉体に

移り変わることや３次元の物理世界で生きながらも５次元意識を持って生きるとい

う生き方、それもひとつのパラレルワールドのアセンションであります。 

これはとても穏やかで、皆さまにとって負担の無いアセンションの方法ではないか

と私は考えております。 

主に私が行っているワークは、このようなパラレルワールドの中に入り、皆さまがさ

ほど無理すること無くアセンションをしていく方法を皆さまに提案しているのです。 

もちろん全ての方がこの方法でアセンションできるわけではありません。 

自分の体を「ライトボディ」化できなかった方たち、３次元世界の肉体のまま人生を

終わろうとされている方たち、そのような方たちに、もしアセンションをしたいとい

う意識があるとするならば、それは自分の肉体を捨てたときにアセンションが起こ

る可能性もあります。 

今地球は昔と違って「同じ周波数帯の人たちが同じ場所で生きていく」という法則

が出来上がりつつありますので、皆さまはこれから異なった周波数の方たちと一緒

に生きていくことは難しくなります。 

また皆さまの経験や体験をとおして皆さまの意識状態が変化していきますが、皆さ

まが肉体を失ったときの意識状態によっても、皆さまがこれからいく世界が異なっ

てくるのです。 

たとえ肉体を「ライトボディ」化できなかったとしても、皆さまの意識の中でとても

大きな愛が芽生えているならば、皆さまは新しくアセンションをする地球に生まれ

変わることもできるのではないかと思います。 

ただ皆さまの中で愛が育っていない、３次元世界にフォーカスしたままの自己中心
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的な思考、あるいは物体を持った物しか存在しないと思っているような意識、その

ような意識のまま皆さまの肉体が終わったとするならば、今まで皆さま方が過ごし

ていた地球と同じような地球に皆さまは生まれ変わっていくことになるでしょう。 

つまり皆さまの周波数が、現在皆さまが体験しているこの地球の周波数と同じであ

れば、同じ周波数の地球にしか存在することができないのです。 

たとえ、自分の体が「ライトボディ」化した肉体となってスムーズにアセンションがで

きなかったとしても、皆さまがアセンションをする意志を捨てなければ、皆さまが亡

くなって生まれ変わるときに、新しいアセンションをする世界に入ることも充分に可

能なのです。 

私たちが提供しているワークを行っても「なかなか宇宙意識になれない」あるいは

「自分は愛の意識になれない」と思っている方々も、毎日毎日努力なさることで皆

さまの意識が大きく変わりアセンションを実現されたり、新しく生まれ変わるときは

アセンションをする世界に生まれ変わったりすることも可能なのです。 

また皆さまが自分の意識の本質を理解されたならば、皆さまが新しく生まれ変わっ

たとき、今までと同じような地球人の体ではなく、新しいアセンションをした世界に

適応できるような体に皆さまが生まれ変わることもございます。 

そのとき皆さまの意識体はある程度の連続性を持っていますので、今までの地球

の肉体とは異なることに驚かれないようにされてみてください。 

私たちが「ライトボディ」はこういうものだ、ということを皆さまにお話ししておりま

すので、そのような体に生まれ変わるかもしれないということをしっかりと心の中

にとどめておいて、毎日を過ごされてください。 

また異なるパラレルワールドでは地球がもっと大きな動きをするかもしれません。 

前回お話ししましたように、あまりにもたくさんの人間の想念や感情が地球の中に

たまり過ぎますと、大きな地震や様々な自然の働きによって、この地球がリセットさ

れていく可能性もございます。 

そのようなときも、皆さまがある程度宇宙意識と繋がった状態や皆さまが宇宙意識

を何度か経験したような状態、あるいは宇宙意識があることを理解されたような状

態であれば、そのような大きな自然災害が起こったとしても、皆さまはしっかりと転
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生して自分が望む世界へいくこともできるのではないかと考えております。 

さて、どのような形で皆さまがアセンションを迎えるのか、私にはまだ分かりません

が、どのような形であったとしても、皆さまが宇宙意識を知る、自分の本質が魂が

作り出した素晴らしい宇宙意識の一部であることを体感することが大事なのではな

いかと思います。 
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PART３ 瞑想ワーク ライトボディが作る５次元意識

のホログラム  

 

 

ではゆっくりと深呼吸していきましょう。 

ゆっくりと深呼吸して皆さまの胸の中央のチャクラに地球の愛のエネルギーを満た

していきましょう。 

今までの３次元意識の地球から足を上げて一歩前に降ろしていきます。 

そこは３次元意識の地球ではなく５次元意識の地球になります。 

５次元意識の地球の大地にしっかりと足をつけて、大地に自分の根を伸ばしていく

ようにいたしましょう。 

今皆さまは５次元意識の地球にしっかりと足をつけて呼吸をしている状態を保って

いらっしゃると思います。 

この５次元意識の地球では皆さまの周りでどのようなことが起きるのか想像してみ

ましょう。 

 

まず皆さまの家族を感じてください。 

皆さまのパートナーや子供たちがとても仲良く過ごしています。 

そして言葉に頼らないテレパシーで会話している状況を想像してみてください。 

家の中はとても静かで安らぎに満ちています。 

自分がして欲しいと思ったことを子供たちはしてくれています。 

自分がくつろぎたいときには、皆さまはあなたのことを気遣ってあなたをひとりに

してくれます。 

あるいは楽しい食事をしたいなと考えるとパートナーや皆さまが楽しく食事を作っ

てくれています。 

そして自分の仕事も自分にとってふさわしい心地の良い仕事をしております。 
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どのような仕事をしているのか、自分で想像してみましょう。 

野菜や果物、お花を育てたり、洋服を作ったり、誰かの体や心のケアをしてあげたり、

あるいは子供達と一緒に楽しい家を作ったりしています。 

自分の家族を中心として自分の心の中に５次元意識の世界を作りましょう。 

そして重要なことは言葉ではなく心で会話をしていることです。 

 

そして次にひとりで時をすごすときが来ました。 

これは夕方でも良いし夜でも結構です。 

自分の部屋に座っていても良いですし、心地よい野外に座られても結構です。 

皆さまは目を閉じて、自分のクラウンチャクラを解放して自分の意識を開きます。 

 

自分の意識を開くとそのエネルギーが皆さまの高次の意識と繋がっていきます。 

皆さまの目にはまるで銀色の光、あるいは銀色の針金のように見えるものが皆さま

のクラウンチャクラと皆さまの高次の意識を繋げているように思えます。 

あるいは黄金色の光でも結構です。 

そしてしっかりとした意識の繋がりができていることを感じます。 

皆さまが目を閉じて高次の意志と繋がりたいと願われるならば、皆さまのクラウン

チャクラが開き高次の意識が皆さまとしっかりと繋がっています。 

 

そうすることによって皆さまの心や頭の中には高次元の自分が考えていることや自

分のハイヤーセルフ、自分の魂が考えていることが伝わってきます。 

皆さまの頭は優秀な受信機能を持っている機械と一緒です。 

皆さまが高次の意識や皆さまの魂、ハイヤーセルフと繋がることによって、皆さま

の脳には彼らの声が荘厳に響き渡ってきます。 

決して邪魔になるような音ではないのですが、皆さまの心に染み渡るような声で皆

さまに高次の意識がどのようなことを考えているのか、今の皆さまにどのようなこ

とをしてもらいたいのか、ということを皆さまのハートの中に伝えてきます。 
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そしてまた皆さまは肉体を持たない存在たちも見ることができます。 

例えば自分の亡くなった御両親やおじいちゃん、おばあちゃん、あるいはとても親し

かった友人や先生たち、そのような方たちとお会いしたいと思うのならば、その方

の姿を心に思い浮かべ、名前を呼ぶことでその方が皆さまの前に現れてきます。 

もし皆さまの御父様か御母様が亡くなっていらっしゃったなら、心の中で「御父様お

元気ですか」「御母さん何をしていらっしゃいますか」と呼びかけてみてください。 

御父様の意識、御母様の意識がスーッとあなたの中に入ってきて、御父様や御母様

が考えていることやあなたに伝えたいことなどを伝えてくださることでしょう。 

あるいはあなたの仲の良かった友達、そのような方もあなたの心の中に入ってくる

ことができます。 

自分の御両親やおじいちゃんおばあちゃん、親しかった友人たちそして自分と面識

のある人たち、そのような方で肉体を失っている方がいらっしゃったらそのような

方たちとも皆さまは楽しく交流することができます。 

ただし皆さまの意識をある一定以上の波長に保っていなければ同じ肉体を失った

人たちでも怒りや憎しみ、不安や苦しみを持っている方たちが皆さまに関わってく

ることがあります。 

４次元世界に生きている人たちの多くがそのような存在たちですので、自分と波長

の合わないような存在たち、自分にとって好ましくないような存在たちがいらっし

ゃった場合には扉を閉めてその方たちが中に入らないようにされてみてください。 

自分のことを愛してくださっている御両親やおじいちゃん、おばあちゃんであれば

よろしいかと思われます。 

 

そして次に自分の毎日を想像してみましょう。 

５次元意識の世界では、あなたは自分がやりたくない仕事はしていません。 

行きたくもないのにお金のために通っていた会社や工場、様々な施設に行く必要も

ありません。 

自分がしたいと思っている仕事をあなたはしています。 

そしてくつろぎたいと思っていればくつろぐこともできます。 
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５次元意識の肉体、ライトボディは、自分が望んでいる思考を現実化させることがで

きますが、３次元意識の肉体は本当の意味で自分が望んでいる世界を現実化させ

ることはできません。 

自分が本当は何を望んでいるのか、ということさえも分からない人たちがたくさん

いるからです。 

しかしながら皆さまが５次元意識になることで、皆さまは自分が何をしたいのか、何

をする必要があるのか、ということがしっかりと理解されますので、その思考が現

実化された世界に生きていくことになります。 

それがライトボディの特徴のひとつでもあります。 

今皆さまはライトボディの肉体で体験することができる５次元世界を体験していま

す。 

たとえそれがホログラムの世界であったとしても、３次元意識で見るホログラム、５

次元意識で見るホログラムは全く異なっております。 

皆さまが５次元意識でホログラムを見るようになれば、皆さまはアセンションをした

地球のホログラムの中で生きていくことができるのです。 

そしてやがてホログラムも必要でなくなり、皆さまの本当の意識である宇宙の意識

で５次元世界、６次元世界を生きていくことになるかと思います。 

 

ただしばらくの間、皆さまはこの３次元で生きるための特別な肉体を持っています

ので、肉体を捨てることなく新たなホログラムを見ることができるようになると思

います。 

皆さまが見るホログラムは３次元世界に限定されたホログラムから５次元世界も見

えるホログラムへと移り変わっていくのです。 

皆さまの肉体が３次元世界しか見ることができない肉体であるならば、アセンショ

ンをすることはなかなか難しいかもしれませんが、皆さまの肉体は高次のエネルギ

ーを受け止めることで、とても大きな可能性が広がってきているのです。 

例えば皆さまの目が物理的に存在していないものを見ることができたとしても、３

次元意識の肉体の脳では目に見えないものは存在していないと考えておりますの
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で、目に見えないものを脳の中でビジョン化することはできません。 

しかし５次元意識のホログラムは目に見えないものも存在する世界ですので、皆さ

まの脳は物理的な姿を持っていない存在であったとしても、物理的ではない姿で皆

さまの脳の中にイメージ化することができます。 

そのように皆さまが高次元意識に基づいたホログラムをしっかりと想像することが

できれば、皆さまの肉体はそのホログラムを実現するために今まで使っていなかっ

た能力や体の働きを目覚めさせますので皆さまの肉体が５次元意識世界に生きる

ライトボディの肉体になってくるのです。 
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PART４ ５次元意識のホログラムの特徴  

 

もう少しこのライトボディの肉体でできることを考えていきましょう。 

やはりライトボディになると一番大切なことは、地球外種族の方たちとお会いする

ファーストコンタクトを迎えられるということです。 

実を言いますと３次元意識の世界では高次元の地球外種族とのファーストコンタク

トは起こりません。 

つまり高次元の地球外種族の方たちはとても高い波長を持っていますので、その波

長に対応できるような波長に自分の肉体をしておかなければいけないのです。 

全く異なる波長のままでは、皆さまは地球外種族とファーストコンタクトをすること

はできません。 

ライトボディの必要性はまさにこのことに有るといっても過言ではないでしょう。 

皆さまが地球外種族の方や宇宙種族の方たちとお会いするためには、波長が高く

愛の意識に基づいた肉体を持つことが必要なのです。 

そうすることによって地球外種族の方たちと現実的に交流し、様々なお話をしたり、

ともに時間を過ごしたりすることもできるようになるでしょう。 

そしてやがてはお互いの遺伝子を提供し合うことで新たなハイブリッドの種族が生

まれる可能性もあります。 

このように皆さまが地球外種族と出会うためにも皆さまの肉体の波長を高めライト

ボディ化しておかなければならないのです。 

そしてファーストコンタクトもそうですが、やがて生まれてくるハイブリッド・チルドレ

ンたちと会うためには、皆さまのチャクラが今まで以上にオープンになっていなけ

ればその周波数帯に上がることはできません。 

ライトボディの体の特徴は、個々のチャクラが活性化されていることなのです。 

皆さまがアセンションをして目に見えないものをしっかりと見ることができるよう

になったなら、皆さまは自分自身や他人のチャクラの色やオーラの形なども見える

ようになるでしょう。 
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皆さまが自分の身体から発しているチャクラのエネルギー、また皆さまの友人が発

しているチャクラのエネルギーやオーラ、そういったものも少しずつ見るようになっ

てきます。 

これもライトボディの特徴のひとつだと言えるでしょう。 

 

そして皆さまはこの地球の中に存在する様々な精霊たちの姿やフェアリーや妖精と

呼ばれる者たちの姿も見えることができるようになります。 

皆さまが植物や花を注意深く見たとき、そこに見え隠れしているフェアリーの姿を

見ることができるかもしれません。 

また森の中や林の中、小さな小川のほとり、そのような場所で皆さまは物質的な存

在ではない柔らかい姿をした存在たちを見ることができるようになるでしょう。 

皆さまがライトボディ化しますと、このような自然界の精霊たちを見ることも皆さま

の脳の中に許可されていきますので、そのような存在たちも見えてくるようになる

でしょう。 

これも５次元意識のホログラムの特徴として理解しておいてください。 

 

さて他には何が変わってくるでしょうか。 

皆さまの体はどんどん感受性が高まってきます。 

自分の体が感じるエネルギーも理解できるようになります。 

そうなってきますと自分が食べているものの中に自分の体に合わないものや自分

の体に害となるものが入っている物を食べることができなくなります。 

農薬や食品添加物そのようなものが使用されていない自然のままの食物を皆さま

は今まで以上に美味しく食べるようになるのです。 

これはどういったことかと言いますと、３次元世界の肉体はその食物の物質的な要

素ばかりを食べてきました。 

タンパク質や炭水化物、ビタミンなどの物質世界で数値化されるような物質的な要

素ばかりを食べていたのです。 

皆さまがライトボディになっていくとその食べ物が持っているエネルギーや波長、そ
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のようなものを自分の体の中に取り込むことを重要視されます。 

そうしますと単に「物を食べる」ということから「そのもののエネルギーをいただく」

という形に変わっていきます。 

皆さまがライトボディに変わってくると食べ物のエネルギーも見えるようになりま

すのでそのエネルギーによって皆さまが生かされていることを充分に感じられるよ

うになってくることでしょう。 

 

今私が幾つもの事柄をあげましたが、そのような事柄が、皆さまが３次元世界の肉

体から５次元意識の肉体「ライトボディ」へと移り変わることで変化していく点です。 

そしてこれはまだ皆さまがホログラムと呼んでいる世界の中で、皆さまが視覚化し

体験していくことになるでしょう。 

ではしばらく、皆さまが５次元意識世界のホログラムの中に生きている様子を想像

してください。 

そしてしっかりと自分の意識をこの５次元意識に繋ぎ止めて、５次元意識のホログ

ラムが皆さまの周りを覆っているように設定してください。 
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PART５ 瞑想ワーク 地球に愛を伝えるライトボディ 

 

 

皆さまは５次元意識に触れることによって皆さまの意識だけではなく、皆さまの肉

体や様々な体の働き、あるいは感情なども変化させていくことができます。 

そして皆さまはこの５次元意識をしっかりと自分の中で実現させることによって、こ

れからアセンションをしていくことになるのかと思います。 

今日は皆さまが更にアセンションを達成しやすくするために、私たちの瞑想ワーク

を皆さまと一緒に行わせていただきます 

ライトボディというのは高次元の光を受け止めたら、その光を皆さまの家族や知人

そして周りの方々に広げていくことができる体です。 

反対に３次元意識の体は、光を吸収しよう、吸収しようとします。 

そのような光が自分には無いと考えているから、少しでもたくさんの光を高次元存

在や他の方からもらおうとするのです。 

それは「自分の中に光が欠如している、愛が無い」と考えているから光が欲しい、光

をくださいということになるのです。 

しかしながら皆さまの意識が５次元意識になり肉体もライトボディになりますと、皆

さまの中に常に愛の光が満ちあふれていることを実感するようになります。 

そして宇宙から送られてきた更に素晴らしい愛の意識は、皆さまの体を通ってこの

地球の物理世界へと広がっていくのです。 

５次元意識になったあなたは高次元から送られてくる光を増幅する存在になってい

くのです。 

そして高次元の光がこの地球の物理世界でしっかりと機能できるように、この地球

の次元に合わせた光へと変換されて周りに広がっていくのです。 

皆さまがライトボディになるために必要なことは、まずこのことなのです。 

自分はライトボディになる、自分はライトボディになりたいと考えているとしたら、

皆さまが光をください、光をくださいと言っていたら、ライトボディから程遠いもの
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になってしまいます。 

まず自分の体に愛が満ちあふれていると気付いてください。 

なぜなら皆さまは全て宇宙の根源の愛から生まれていますので、あなたが自分の

中に愛が満ちあふれていると気付くだけで、皆さまの体は愛に満ちあふれ、その愛

が周りに広がっていくのです。 

そしてそこに高次元の光が降り立つことによって、皆さまの体からこの物理世界に

適用した光がたくさんあふれてくるのです。 

これは今皆さまが存在しているパラレルワールドだけではなく、皆さまを作られた

魂が生み出した異なる世界の皆さまの周りにもこの光が広がってくるのです。 

皆さまが存在しているこのパラレルワールドはもちろん、他の皆さまが存在してい

るパラレルワールドにもこの光が広がっていき、そして多くのパラレルワールドの皆

さまを癒やしていくのです。 

そしてパラレルワールドを光で活性化していくことになるのです。 

皆さまが自分自身をライトボディ化したいと考えたなら、皆さまの体の機能にこの

働きを付け加えてあげることが一番大事です。 

そうすることによって皆さまだけでなくパラレルワールドの皆さまやあるいは皆さ

まの御先祖様、あるいは皆さまと異なる次元にいる皆さま、そのような方々に光を

広げていくことができるようになります。 

 

では初めていきましょう。 

まず皆さまの心の中に素晴らしい愛のエネルギーが燃え上がっている様子を想像

しましょう。 

皆さまの体の中に美しい炎が燃え上がっている様子を想像してください。 

そしてその愛の炎が皆さまの体だけでなく、皆さまの家族や皆さまの周りに広がっ

ていくように想像してください。 

この光は皆さまがいつも持っていらっしゃる皆さま自身の愛の光です。 

その光が皆さまの家族や皆さまの周りの人たちに広がっていく様子を想像しましょ

う。 
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このときに自分に対して自己否定の気持ちや自分自身が信頼できないという気持

ち、自分自身は愛などもっていないという気持ちがあれば、この光が周りに広がっ

ていくことなく、あなたの中でくすぶっているだけの光になります。 

今の地球の方たちの多くがそのような状態かもしれません。 

しかしながらこの瞑想を行っている皆さまはもうすでにとても大きな愛の光をもた

れていますので安心して自分の愛の光を周りに広げてあげてください。 
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PART１ 地球人のアセンションと天の川銀河の平和 

 

 

それでは今日も皆さまとお話をしたいと思います。 

これから私がお話しすることは、皆さまにとってはなかなか理解しがたいことであ

るかとは思いますが、皆さまのアセンションにとって非常に重要なことですので、ど

うかしっかりと理解してくださるようにお願いいたします。 

これから皆さまはアセンションへと向かっていくのですが、皆さまがアセンションを

することはとても重要な意味があります。 

それは何度かお話が出ましたように、天の川銀河で様々な争いや問題を起こした幾

つかの種族がここに集められて、お互いの種族が仲良く暮らすことで各種族間の問

題、特にスピリチュアルなカルマ的な問題を解決していきたいという目的がござい

ました。 

そして地球の種族が、幾つかの宇宙種族と仲良くなり、ひとつの統合の種族を生み

出すことによって、天の川銀河が今以上の平和と調和をもたらすような銀河に成長

するということも、私たちにとってはとても大切な目的でした。 

また皆さまの個人的な魂のレベルにおいても同じように大切な目的があります。 

皆さまの魂はとても冒険的な魂ですので、様々なパラレルワールドに自分の意識を

生み出し、皆さまのような存在を作ってそのパラレルワールドを体験させ、それを

自分の知識としてまいりました。 

しかしながら、それらのパラレルワールドの中には、とても大きな制限や苦難を受け

て皆さま自身が非常に困難な状況にあるパラレルワールドもあります。 

そのようなパラレルワールドをたくさん放置してしまうと、それらのパラレルワール

ドがとてもネガティブな影響を天の川銀河に与えてしまうことになります。 

そのために、そのようなネガティブな状況になっているパラレルワールドを皆さま

自身が解決することで、そのパラレルワールドに関わりの有る人たちの世界をネガ

ティブな状況からポジティブな状況へと変えていきたいと皆さまを作り出した魂も
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願っているのです。 

つまり皆さまの魂は、困難な状況を生きることでたくさんの知識や経験を得たいと

思い、そのようなパラレルワールドを作ったのですが、あまりにも制限が多すぎて

今までよりも更にネガティブな状況を生み出してしまったために、魂はそのパラレ

ルワールドの皆さまとの交流をうまく続けることができなくなりました。 

皆さまの中にも、困難な状況や制限によってうまくいっていない人生も有りますの

で、それらの人生に対して魂は修復を行ってアセンションさせることで、ネガティブ

で困難な状況にある皆さまのパラレルワールドをポジティブで素晴らしいパラレル

ワールドへと変えていきたいと願っているのです。 

地球のアセンションに関して言うならば、皆さまひとりひとりのパラレルワールドを

ポジティブなものに変えていくことは、天の川銀河にとっても大きな目的のひとつ

なのです。 

皆さまや皆さまのパラレルワールドのアセンションを通して、この地球の状況のみな

らず天の川銀河の状況をより良いものに変えることができるからなのです。 

 

制限の多い非常にネガティブなエネルギーを持った地球が、ポジティブなエネルギ

ーを持った地球にアセンションをすることは、皆さまが考えている以上に大切なこ

とですが大変なことでもあります。 

今までの地球は何度かアセンションのチャンスが有りましたが、地球は今までアセン

ションをしませんでした。 

この地球に生きている多くの人たちの意識がまだアセンションをすることを望んで

いなかったからです。 

そしてそれはまた同時に皆さまの魂そのものが、まだアセンションをするのではな

く制限の多い 3次元地球を体験したいと考えていたからです。 

今回地球がアセンションをすることになったのは、皆さま方の魂の多くがアセンショ

ンを望んでいるからです。 

魂たちは、自ら作り出したパラレルワールドの存在たちがこれ以上ネガティブな地

球に留まることを望んでいません。 



140 

 

そのために皆さまのようにアセンションを目指す地球人が増えてきたのですが、魂

が思っているよりもアセンションを望む人たちはまだ少ないようです。 

それは多くのパラレルワールドの皆さま方が、この地球で暮らすことで魂との繋が

りよりも３次元世界との繋がりをより重要なものと感じているからです。 

ある意味、魂との繋がりを見えなくされ、物質世界でのみ存在するように意識をコ

ントロールされてしまいました。 

遺伝子的にも操作を加えられたと言った方が良いかもしれません。 

皆さま方の魂の多くが、この時期に皆さま方がアセンションをして、制限の多い世界

から自由な世界へと移り変わっていく過程を経験したいと考えているのです。 

しかし、天の川銀河の中には地球と同じように制限が多い物理世界を持つ星が幾つ

もありますが、今の地球と同じように、物理世界に生きる人たちがこの制限から抜

け出すことができない状態です。 

その星に住む者たちの意識がコントロールされたり、力を持った種族がその星の者

たちを押さえつけたりして、アセンションをすることを不可能にしているのです。 

そのために宇宙連合や高次元存在たちは、そのような星の制限やそこに生きている

者たちの意識コントロールを取り除いて、その種族が本来望んでいるような在り方

で生存させてあげたいと考えております。 

しかしながら、この宇宙の法則としましてはそのような種族に対して直接サポートす

ることはなかなか難しい状況です。 

そのような精神的なコントロールを受けた状況であったとしても、それはその星の

人たちが望んでそのことを行っていると宇宙は考えているからです。 

またそのような側面も確かに有りましたので、自分たちの星の問題はその星の種族

の者たちだけで解決しなければいけません。 

もし自分たちが精神的なコントロールを受けているとしたら、その精神的なコントロ

ールをどのようにして外すことができるのか、あるいはその精神的なコントロール

を外して自分たちがどのような生き方ができるのか、ということを実践していかな

ければならないのです。 

もちろん武力を行使してその星の人たちを支配することが起こるならば、そのよう
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なやり方に対してはある程度サポートすることが認められていますが、それを認め

るのか、拒否するのか、やはりその星の人たちの意志ということになってきます。 

また、その星の種族の人たちが同じ種族の者たちを支配したい、奴隷のように扱い

たい、と思うのならば、それもその種族の者たちの学びとして与えられたことにな

る、という考え方があるからです。 

しかしながらこの地球においては、多くの魂たちが自分たちの意識の一部である皆

さまをアセンションさせたいと願っておりますし、この地球の中で行われてきた

様々なコントロールや支配も、皆さまが学びを得るにはもう充分ではないのか、と

いう考えもございましたので、皆さまは地球の意志とともに、アセンションをする道

へと進んでいるのです。 

まだそのことに気付いていない方たちもいらっしゃいますので、その方たちは気付

きを得られるまでこの物理的な地球の中で過ごすことになるかと思います。 

ただ地球は自然生態系が大きく破壊され、そして地球の者たちは地球を更に破壊

するための核兵器や生命に大きな障害を与える細菌やウイルスなども研究し開発し

ておりますので、この地球が今までのような形で存続できるのか、非常に難しい問

題になってきております。 
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PART2 地球のリセットから意識を解き放つ方法 

 

 

もし地球が何らかの形で存続が難しいとなるならば、地球は先日お話しましたよう

に、大きなクリアリングを自ら行う可能性も有ります。 

地球の文明そのものを一旦滅ぼしてしまうために、地球の内部に飲み込んでしまう

ことが起こる可能も有るでしょう。 

そうなってしまいますと、皆さまの魂が作り出した多くの地球人が一瞬にしてこの

宇宙からその存在を消してしまうことになりかねないのです。 

この地球のリセットによって地球の文明が飲み込まれてしまうと、皆さまが死んで

肉体が滅びても、皆さまの意識が肉体から自由になることはできません。 

地球のリセットが起これば、皆さまの肉体もそうですが皆さまの意識も一瞬にして

飲み込んでしまいます。 

そのために肉体がなくなったから皆さまの意識が自由になるということではなく、

地球の内部に皆さまの意識ごと閉じ込められてしまう、ということも起こり得るの

です。 

そうなってしまいますと、皆さまのパラレルワールドの皆さまにとっても大きな影

響が与えられます。 

この地球のリセットが起こりますと皆さまのパラレルワールドだけでなく、他の幾つ

ものパラレルワールドも地球のリセットとともに同時に消滅する怖れもございます。 

それがどのような形で起きるのか、そしてどのような影響を及ぼすのかということ

に関しては、私たちもまだ充分に分からない状態です。 

ただ皆さまが考えている以上に大きなことが起こるのではないかと私たちは考え

ています。 

そのために私たちは、皆さまのクリアリングを徹底して行うために、皆さまのパラレ

ルワールドや皆さまの意識や感情、肉体そして物理世界での関係性などのクリアリ

ングを皆さまとともに行っているのです。 
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そして地球による大きなリセットの時期が来る前に、皆さまの意識を宇宙意識とし

っかり繋げていきたいと思っています。 

たとえ皆さまが肉体を持ってひとつのパラレルワールドに存在していたとしても、

皆さまが宇宙意識になることによって、皆さまの他のパラレルワールドに存在する

幾つもの意識が宇宙意識に近づくことは可能です。 

もし皆さまが宇宙意識を経験し、宇宙意識と繋がっているならば、この地球のリセ

ットが起こったとしても、瞬時に皆さまは宇宙意識のもとに戻ることができます。 

地球の大きなリセットの中に宇宙意識そのものが巻き込まれることはございません。 

皆さまは肉体を失った瞬間に、地球のリセットの中に閉じ込められるのではなく、皆

さまのパラレルワールドの皆さまとともに宇宙意識のもとへと戻っていくのです。 

それは皆さまの魂にとっては、地球のリセットを体験するというとても素晴らしい

経験になるかと思います。 

しかしながら自分自身の本質が宇宙意識であることを知らない人たち、そしてこの

物理的な肉体が自分の全てであると考えている人たちにとっては、地球のリセット

は自らの存在の終焉を意味するものです。 

それは自分自身の意識が、地球のリセットの中に閉じ込められてしまい、意識そのも

のを救出することが不可能になることでもあります。 

そのために地球のリセットが来る前に多くの人たちが自分の意識の本質に気付い

ていただけるよう私たちは願い行動しているのです。 

しかしながら、地球の統治者たちの中には、そのような私たちの動きを非常に警戒

している者たちもたくさんいますので、私たちも思ったようには動くことができま

せんが、それはそれで仕方がないことです。 

地球の大きなリセットを受け止めることも、その人にとっては重要な意味があるこ

となのですから。 

 

またもうひとつ皆さまにお伝えしたいことがございます。 

それはこれから私たちの関与がより具体的になるとともに、関与できる人たちが限

られてくることになります。 
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私たちはその方の魂や地球に存在する意識が、アセンションを望んでいる人たちに

対してのみ関与を行うことになっております。 

皆さまの魂の中にはこの地球によるリセットを経験しても仕方がない、また経験す

ることにとても重要な意味が有ると考えている魂もいらっしゃいます。 

同じ宇宙意識から生まれた魂といってもその考え方は非常に様々で、皆さまが同じ

考えであるわけではございません。 

ある魂はこの地球のアセンションを体験したいと思い、この時期に照準を合わせて

皆さまの意識を地球に誕生させた魂もありますし、この地球の物理世界がどこまで

深い闇の中に飲み込まれていくのか、見たいと思っている魂もございます。 

また地球が大きなリセットをして文明を飲み込むということは、この宇宙の中では

滅多にあることではございませんのでその惑星のリセットの作用を体験したいと思

っている魂もございます。 

そのような魂に関しては、私たちはその思いを妨げることはできませんので、その

ような意識を持っている皆さまに関しましては、私たちは一切関与することができ

ないことになっております。 

しかしながら皆さまの魂の中でアセンションを体験したいと考えている魂が作られ

た意識に関しては、私たちがそのアセンションを行うサポートを行っても良いことに

なっておりますので、しっかりとサポートをさせていただきたいと考えております。 
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PART3 瞑想ワーク ５次元意識の自分に繋がる 

 

今日の瞑想ワークは、皆さまが５次元世界の自分に意識を移し替え、今の皆さまの

肉体や意識を５次元世界に向かって進むことができるようにその道筋を作る瞑想

ワークです。 

 

ゆっくりと深呼吸していきましょう。 

優しい光のエネルギーが皆さまの体に満ちあふれていきます。 

今私が何度も話していますように、今この地球がフォトンベルトの中をくぐることに

よって、今までにないくらい素晴らしい高次元のエネルギーを皆さまは受け取って

います。 

今はこの地球と幾つかの星々にフォトンエネルギーが集中的に送られておりますの

で、このフォトンエネルギーを受け止めることによって地球のみならず皆さまも大き

く変容していくのです。 

皆さまの意識も皆さまの肉体もアセンションをしていくことができるような状況が

この地球の中で作られているのです。 

そして私たちもこのフォトンエネルギーを利用して皆さまに良いエネルギーを送る、

あるいはこのフォトンエネルギーを凝縮して皆さまの体や意識、皆さまの遺伝子に

おける様々な問題を修復することもできるようになっているのです。 

 

ではゆっくりと太陽の光が皆さまの体に降り注いでいる様子を想像してください。 

このフォトンエネルギーは太陽の光ととても良く似た性質を持っています。 

とても暖かく、そして愛に満ちあふれています。 

太陽の光が皆さまの体を照らしていく様子を想像しましょう。 

そして皆さまの体のひとつひとつの細胞が輝き、そしてひとつひとつの細胞がクリ

アリングされていく様子を想像します。 

太陽の光を受けることによって、皆さまの細胞ひとつひとつが光輝いていく様子を
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想像してください。 

皆さまの細胞がその暖かい光、暖かいエネルギーを受けてゆっくりとくつろいでい

く様子を想像しましょう。 

そして心も穏やかになっていきます。 

 

今皆さまの心の中にある怒りや憎しみ、不安や悲しみなども太陽の光によってとて

も心地よく和らいでいく様子を想像してください。 

まるで太陽の光の中でにこやかに笑っている幼い自分を感じてみてください。 

何の不安もなく両親の愛によって大切に育てられた自分を感じてみてください。 

そうすることによって、自分の心がとても癒やされていく様子を感じてください。 

皆さまの中から怒りや憎しみ、不安や悲しみのエネルギーが消えていきます。 

この太陽のエネルギーはフォトンエネルギーを凝縮したエネルギーと同じです。 

太陽の光を浴びることによって皆さまの肉体も皆さまの心も大きくクリアリングさ

れていきます。 

 

そして次は皆さまのチャクラや皆さまのオーラにも太陽の光が満ちあふれていきま

す。 

そうすることによって皆さまの感情のストレスを受けて様々な曇りができてしまっ

たチャクラやオーラも綺麗に磨かれていきます。 

皆さまの体と同じように、皆さまのチャクラやオーラがとても美しいエネルギーで

光に満たされていく様子を想像しましょう。 

 

それではしばらくの間、皆さまの肉体そして皆さまのチャクラやオーラ、皆さまの感

情やスピリット体が、太陽の光によってクリアリングされ、そして光の粒子となって

大きな光の輝きとなっている様子を想像してください。 

 

皆さまの体はとても美しい光の粒子で輝いています。 

とても美しいエネルギーで光り輝いてまるで光の卵のような状態です。 
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もちろん皆さまの肉体はあるのですが、その光の中では肉体も解けて光の粒子に

なっていきます。 

皆さまの体が光の粒子になっている様子を自分の中で想像してみてください。 

 

しばらく瞑想します 

 

そして次に皆さまのサードアイの少し上方に、皆さまが５次元意識の世界で生きて

いる様子を想像してみましょう。 

例えばとても柔らかい日ざしの中、皆さまは美しい野原を歩いています。 

周りには美しい花々が咲いています。 

あるいは大きな樹木が茂っています。 

皆さまは太陽の光を感じながらとても心地よい道を歩いています。 

 

皆さまがその道を歩いていくと、ところどころに美しい建物が見えます。 

少しばかり高い木々に囲まれて自然と調和したような建物が幾つも立っています。 

そのひとつの建物に近寄ってみます。 

その建物は窓ガラスがとても多く、周りの光景をゆっくりと眺めることができるカ

フェです。 

中には心地の良い椅子がたくさん置いてあります。 

多くの椅子が窓に向かい合って置いてありますので、皆さまはそこに座ってくつろ

いだ状態で外の様子を見ることができます。 

美しい花壇が作られて花々が咲いている様子や樹木の葉っぱが風に揺れている様

子を見ることができます。 

皆さまはそこでおいしいフルーツジュースを飲みながら、あるいはフルーツを少し

いただきながらゆっくりと椅子に座って窓から外の様子を眺めています。 

 

そのカフェを出てしばらく歩いていると、野原の上にマットのようなものを敷いてヨ

ガや体操をしている人たちがいます。 
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心地よい汗をかきながら、太極拳のようなものをしている人たちもいます。 

樹木の下の木陰になっているところで瞑想したり、横になっている人たちもいます。 

皆さまもしばらくの間、心地よいヨガや太極拳、瞑想などを楽しんでいます。 

 

またあなたが歩き始めると、壁のないとてもオープンになった建物が有ります。 

何本かの柱で支えられた天井はまるで布のように風を浴びてはためいています。 

そこにはその近くで育てられた野菜や樹木から取られた果物、あるいは新鮮な飲物

やお米、様々な食べ物が並んでいます。 

 

そのお米や野菜、果物を受け取るのに皆さまはお金を支払う必要はありません。 

自分が欲しいと思うものを必要なだけ持って帰ることができます。 

皆さまは、そこでおいしい果物と天然酵母で作られたパン、あるいはおいしいジュ

ースやケーキを手に取り、その場所に感謝の気持ちを捧げて自分の家に帰ることに

しました。 

 

帰る途中に小さな小川があります。 

そこでは子供たちが数名、川の中を走り回ったり、魚や蛙のようなものを追いかけ

回したりして遊んでいます。 

子供たちがとても楽しそうに弾んだ声を上げて遊んでいます。 

そこを通りかかった皆さまも自分もまるで子供のような心に戻って川の中に入り、

川の冷たい流れを楽しんだり水の中をのぞき込んだりしています。 

とても心地の良い空間です。 

 

小川を後にして歩いていくと、先ほどの市場のような場所に野菜を提供してくれた

人たちの姿が見えます。 

彼らは楽しそうに野菜を作ったり、果物を収穫したりしています。 

もしあなたに時間があるならば、あなたは彼らとともに野菜を収穫するお手伝いを

したり、あるいは果実を一緒に収穫する楽しみを味わったりすることもできます。 
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そして更に歩いて行くと、あなたは自分の家にたどり着きます。 

心地よい家族と一緒に、あなたはゆっくりとした時間を過ごすことができます。 

子供たちがあなたに寄り添って楽しそうにお話をしています。 

あなたのパートナーも、あなたと一緒に時間を過ごすことを楽しんでいます。 

心地よい音楽が流れ、おいしい料理もテーブルに準備されています。 

 

あるいはそこは小さなコミュニティになっており、仲の良い友人たちがいます。 

お互いくつろいだ姿勢で、自分たちが作り上げる世界の話をしています。 

とても心地よく、お互いが信頼し合っていることが分かります。 

友人たちとともにいることで、皆さまの心も安らいできます。 

 

あなたが想像した５次元意識の世界にこれからあなたは入っていきます。 

今想像したどの光景でも結構です。 

自分にとって一番気持ち良いと思われる光景、あるいは自分にとって一番好きだな

と思われるような場面を想像してください。 

そして皆さまが瞑想して光の意識になり、光の粒子になったあなたが、自分が想像

した一番自分らしい自分に光となってスーと入っていく様子を想像しましょう。 

 

カフェでくつろいで外を見ている自分でも結構です。 

ヨガをしている自分、川で遊んでいる自分、野菜を一緒に作っている自分、家族と

一緒にくつろいでいる自分でも結構です。 

光となった自分の意識が、５次元意識世界の自分にしっかりと繋がり、その自分と

ひとつになっていく様子を想像してください。 

どこかひとつの自分に限定して、自分の意識がその自分の中に入って行く様子を想

像してください。 

 

そして３次元世界に生きていたあなたは光の粒子となって５次元意識の世界、アセ

ンションをした世界に入って行きます。 
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その世界の自分とあなたがひとつに繋がっている様子をしっかりと感じてください。 

 

しばらく瞑想します。 

 

あなた自身がアセンションをしたとき、それは例え今の人生ではなかったとしても、

次にあなたが生まれるとき、そのような人生をあなたが創造するかもしれません。 

その時になって「この光景は以前見たことが有る」と思い出されるかもしれません。 

今自分が生きている人生の中でその世界が実現しなくても問題はありません。 

今日瞑想した世界は、皆さまが光の粒子になったことによって、皆さまの意識体が

作り出した５次元世界の映像ですので、今の皆さまの人生と次の皆さまの人生をつ

なぐことができます。 

今皆さまの意識の中にしっかりとこのイメージや映像を作り上げることによって、

光の粒子の体は、今回の人生で実現できなくても、次の人生でこの世界を実現化す

ることを考え実行するのです。 

皆さまがアセンションをするために、今皆さまは大きな基礎を作ったのです。 

そのことをしっかりと感じ、皆さまの意識の中にこの映像を埋め込んでください。 

もちろん私が話した映像でなくても「自分はこういう人生を生きるんだ」と考えられ

るような映像があれば、そちらの映像を優先してください。 

それは皆さまの魂が「こういう人生を生きたいんだ」と考えている人生だからです。 

また今回思い描いたような人生の後に、皆さまが地球以外の種族ととても仲良くな

って、この地球でともに生きるような人生もあるかもしれません。 

自分自身で自分が５次元意識になった時にどのような人生を送るのか、よく考えら

れてください。 
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第１４章 

地球人のパラレル種族ブルースカイ 

アセンションをするための生き方 
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PART1 アセンションは地球人の成人式 

 

 

皆さまこんにちはブルースカイです。 

皆さまが自分の本当の意識に目覚めるために、皆さまひとりひとりが努力してくだ

さっていることに対して私たちは喜びの気持ちを皆さまに捧げたいと思います。 

皆さまひとりひとりが自分の本質に目覚め、そして自分の生き方やあるいは自分の

意識をより適正なものとし、新しい世界を見ることができるようになると皆さまは

アセンションをなさります。 

皆さまがアセンションをされることで、私たちはとても重要な友達を私たちの宇宙

に迎え入れることになります。 

皆さま方が今回行う第１アセンションは、皆さまにとって成人式のようなものになる

のです。 

皆さまが成人式を迎えるということは、どういうことであるのか、今日は少し詳しく

お話ししたいと思います。 

皆さまの世界では「成人式を迎えるまではまだ子供だから」ということで少々その

子供が他の人に迷惑をかけたとしても大目に見られます。 

また子供だからということで、この社会にとって適切ではない判断や行動をしたと

しても「それはまだ仕方がないね、これから成長していくとちゃんとした判断ができ

るようになるよ」という形で皆さまの判断や行動は許容されます。 

しかしながら成人式を迎えた大人になりますと、自分が行った「過ち」は徹底的に責

められますし、自分が行うことは全て自分が責任を持って行わなければならないこ

とになります。 

今回地球が迎えるアセンションが、皆さま方地球人にとっての成人式であることは

今私がお話ししたことと全く同じ意味を持っています。 

今まで皆さまは地球人としてこの地球の中だけで生きてきました。 

地球はある意味学校のようなものなのです。 
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今この地球は、他の宇宙の星々と正式な交流を持っておりません。 

基本的にこの地球だけが独自に存在しているといっても良いかもしれません。 

そのために地球に住む多くの人たちが、この宇宙には人類は自分たちしかいないと

考えているのです。 

実際は、皆さまも御存じのように地球人以外の種族の者たちが地球に入り込み、

様々なことを行っておりますが、気付いていない地球人の方もたくさんいらっしゃ

います。 

地球人以外の種族の中には、地球人を愛に基づいて指導する種族の方たちもいま

すし、逆に地球人を支配してコントロールしている地球外種族の方たちもいます。 

現在、地球では地球人を支配するために意識のコントロールをしようとする種族の

者たちが優勢な状況になっております。 

なぜそのような状況になったのかと申しますと、やはり地球外種族の中でも愛を持

って皆さまを指導する種族の者たちは、皆さまに対して精神的なコントロールを行

ったり、皆さまを暴力で支配したりするようなことはいたしません。 

「愛を持って皆さまを育てる」ということは皆さまが行うことを見守ることでもあり

ます。 

そして時としてメッセージなどを与えて、皆さまが違う方向に行かないように指導

する場合もありますが、愛を持って皆さまを指導する種族は皆さまに対してなんら

強制的なことはいたしません。 

これは宇宙のルールとして決められていることなのです。 

自分たち以外の種族のものに対して強制的に何かを行ってはいけない、その種族

の者たちが大きく変化をするようなことを行ってはいけない、またそのような情報

を与えてもいけない、ということなのです。 

そのために愛を持って皆さまを指導する者たちは、皆さまと過度の接触をしないよ

うに、また姿が見えないような形で指導しております。 

そして皆さまの現実世界に深く関わることもいたしません。 

ただ皆さまの夢や瞑想を通してメッセージを届けたり、あるいは様々なビジョンを

見せたりすることはございます。 
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また地球人に対して愛を持って見守る種族は、とても高い次元にいらっしゃいます

ので、皆さま方地球人との間に次元の差ができてしまい、地球人の方たちとは自由

に関わることができないのです。 

愛を持って皆さま方を指導する者たちは、やはり地球人の中でも愛をもって生きて

いる方、愛に対してとても感度の高い方たちだけが、メッセージやビジョンを受け取

ることができるのです。 

それはこの地球の中でも本当に少数の人たちです。 

多くの人たちがそのように高次元の存在たちと繋がるような状態になっているの

ではございません。 

 

地球人の多くの方たちがこの３次元世界にフォーカスし、３次元意識で生きておら

れます。 

３次元意識は、物理的な世界の中で目に見えるものしか存在しないと考える意識で

すので「自分が豊かになるためには他の人を犠牲にしても構わない、あるいはお金

を得るためにはどのようなことをしても良い」というふうに考えられる方も出てき

ます。 

もちろんこの地球の３次元世界に生きる人たち全てがそのように考えているわけで

はありません。 

同じ３次元世界に生きる人の中でも「ともに生きる地球を大切にしよう、地球に生

きる多くの存在たちを傷つけることなく大切にして生きていこう」と考えている人

たちもたくさんいらっしゃいます。 

しかし割合的に多くの方たちが自己中心的な生き方をなさっていると考えても良

いのではないかと思います。 

地球で生きる「生き方」についてもいろいろな要素がございます。 

皆さまが地球意識、宇宙意識になられてこの地球の中で生きる場合とそうではなく

３次元意識の中で生きる場合ではその人たちの生き方は変わってきます。 

この３次元世界の中で「あの人はとてもいい人だね」とか「あの人は本当に善良な人

だ」と言われている人であったとしても、宇宙のルールからその人を見るならば、あ
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るいは宇宙意識に従ってその人を見るならば、まだまだ問題がある場合もよくあり

ます。 

私たちが皆さまに何度もお話ししたことは、幾つかのポイントがあります。 

例えば「牛肉や豚肉は食べないようにしてください」ということを私たちは時々お

伝えします。 

もちろん私たちが言っていることは強制でもなく、命令でもございませんので、そ

のことに対して同意された方がそのようにしてくだされば結構なのです。 

これはどういったことかというと、豚や牛、馬は皆さま人間と同じように感情や知

恵を持った存在なのです。 

彼らは全て個々に意識を持っております。 

中には皆さま方地球人よりも高次元の意識に近い意識を持っている者たちもおり

ます。 

そのような者たちを殺して食べることは、私たちから見るならば非常に残酷で耐え

がたい行為なのです。 

例えばこの宇宙の中には豚や牛、馬などのような存在から立派に進化されている

宇宙種族もたくさんいらっしゃいます。 

その種族の方は、先祖が豚や牛であったとしても、今はその遺伝子を持ちながらと

ても素晴らしい高次の意識を持って、この宇宙の平和のために働いていらっしゃる

方たちもたくさんいらっしゃるのです。 

また皆さまがアセンションをなさるとそのような種族の方たちにもお会いすること

になるかと思います。 

そして皆さまの生活をそのような種族の方たちがご覧になったとき、自分の先祖と

もいえる豚や牛などを皆さまが日常的に食べていらっしゃる様子やそのような豚や

牛を日常的にたくさん殺してそれを食料として加工されている姿を見られた方たち

はとても悲しい思いをされるでしょう。 

もちろんその種族の方たちはとても高い叡智を持っていらっしゃいますので、皆さ

まを憎みそのことに対して報復などを行うようなことは一切いたしません。 

ただ自分と同じ遺伝子を持っている種族の者たちが殺されて食べられているとい
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うことに対して深い悲しみを持たれることでしょう。 

ですので、皆さまの中では当たり前と思っていることもこの宇宙の中においては決

して当たり前ではないのです。 

そのようなことに皆さまが気付き、地球に生きる多くの生命たちを大切にするとい

うような感覚になることが、皆さまが子供から大人になるということのひとつでも

あるのです。 

皆さまの中には豚肉や牛肉を食べなくても立派に生きている方たちもたくさんい

らっしゃいますから、豚肉や牛肉を食べなければ生きてはいけない、栄養が充分に

取れないという考え方は少し異なっているのではないかと思います。 

それは牛肉や豚肉を食べるという習慣を皆さまが受け入れ、そのような意識で皆さ

まが生きていらっしゃるからではないかと思います。 

地球人の中には野菜や穀類だけで生きていらっしゃる方もたくさんおられます。 

アセンションをした種族の中では、食事を取られるとしても動物の肉を食べられる

種族はまずいらっしゃらないと思います。 

野菜や穀物あるいは果実などを中心として、この自然の生態系を壊さないように、

また他の種族のものたちを犠牲にすることがないように食事をとっていらっしゃい

ます。 

皆さまがアセンションをするとそのような種族にお会いするかと思います。 

これがある意味宇宙のスタンダードだといっても良いかもしれませんが、そのこと

を深く理解し実践されていくことも重要な基準となると思います。 
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PART２ 地球の環境を汚さない生き方 

 

 

またもうひとつ大切なポイントがございます。 

皆さまが使っている合成洗剤や化学的なものから作られたシャンプー、ボディソー

プあるいは科学物質から作られた製品などをたくさん生活の中で使われています。 

確かに自然のものから作られたものは高価ですし、手に入りにくいかもしれません。 

それに対して、化学物質で作られたものは、スーパーに行けば安い値段でたくさん

売られております。 

皆さまが「安く買えるから」といって、そのような化学物質で作られたものをたくさ

ん使われることで、地球の自然環境を汚されている場合もございます。 

皆さまは「自分の生活が安くて便利に送られるから良いだろう」と思って行われて

いることが、実はこの地球にとって多大な被害を与えることもあるのです。 

洗剤や化学物質などがたくさん入った水が皆さまの自宅から川に流れますと、川の

中に生きている微細な生物が死んでしまったり、川に自生している植物たちが被害

を受けたりして川の生態系が変わってしまう場合も有ります。 

またそのような微生物や植物などを食物とする魚たちにも変化が生じます。 

もちろんそれは魚や植物に責任があるわけではなく、そのような化学物質を流し続

けた地球人に問題が有るのです。 

また海洋汚染もそのことによって更に進んでいきます。 

海というのは一定の酸素や一定の物質が非常にデリケートなバランスを保ちながら

循環しておりますので、その中に化学物質が入ることによって、海の成分が変わり

海洋汚染が起こってしまうのです。 

また日本で起きました原発事故によって放射能を含んだ水が大量に海に流し出さ

れました。 

たとえそれが微量なものであったとしても、魚たちや海藻に長い間蓄積されること

で無視できないレベルの放射能となり、それを食べた魚たちや人間も放射能の被害
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を受けることになります。 

この原子力発電所は単に国が作ったものではなく、それを利用する日本人の皆さま、

地球人の皆さまがいらっしゃるからこそ作られたのです。 

皆さまが自分たちの意志を強く持って「原子力発電所は不要だ」と政府や電力会社

に対して訴えれば、原子力発電が使われることはなかったかもしれません。 

皆さまがそのようなことを全て許容していったために、このような原子力発電所や

化学物質を垂れ流すような工場が作られていったのです。 

もし皆さまが地球の環境や自然の中で生きる生命に対して、良くない影響を与える

ものを一切使用しない、一切買わないという立場を取られるならば、このような化

学物質がたくさん作られる工場もできませんし、放射能を垂れ流すような原子力発

電所も作られないかと思います。 

 

また皆さまの食卓に関しても同じことが言えます。 

皆さまが安いからと言って農薬がたくさんかけられた野菜や食品添加物が含まれ

た食品を買うことによって、農薬を作る会社や食品添加物を作る会社が儲かってし

まいその仕事を拡大させようと思うでしょう。 

そして農家も皆さまが安いお金でしか農作物を買ってくれないということが分かれ

ば、農薬を使って手間暇を抑えて少しでも安い値段で野菜を出荷しなければならな

いということになるのです。 

皆さまが農薬を使用されている安い野菜を買うことによって、この地球が農薬によ

って汚染され、それを作っている農家の人々や野菜を食べている人々も農薬によっ

て汚染されてしまうのです。 

多くの人たちが「農薬を使用した野菜を食べない、食品添加物の入った食品を買わ

ない」ということを決めて安全なものだけを買ってくだされば、そのような自然界

に対して害をなすものを作る会社も無くなり、作る人たちもいなくなりますので、地

球の自然環境は非常に良い状態に保たれていくのです。 

ですから「自分はこの社会の中で罪なことは何もしていない、悪いことは何もして

ない、ただ善良に生きてきた」と思っている人たちでさえも、３次元意識ではなく地
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球意識、宇宙意識で見るならば、この地球にとって適切ではない生き方、暮らし方

をしていると思われても良いのではないでしょうか。 

皆さま地球人がこのような状態であるということは、地球人がまだまだ子供である、

ということなのです。 

私たちは今までそのことを許容して見てまいりました。 

そしてその結果、この地球がどのような状態になっていくのか、地球人が一体どの

ような影響を受けるのかということを自ら学ぶことになるのではないかと思います。 

私たちは時として私たちと繋がっている人をとおして、そのことに対して警鐘を鳴

らしてきました。 

皆さまが地球の自然環境を大切にした生き方ができるように、農家の人たちに啓

示を与え、無農薬で野菜を作る農家を増やしてきました。 

また食品添加物や人工保存料が入ってない食品を作る方々たちを常に鼓舞して、

皆さまにとって安全なものを作り上げるお手伝いをしてきました。 

皆さまはそのことに対して少しばかり注意を向けて、現実世界で行動することがで

きるならば、皆さまは安全な食べ物を食べ、地球の環境に負担のかからない生活を

送ることが可能なのです。 

私たちとしては、そのような人たちがこの地球の中で増えてくださることを望んで

いるのです。 

皆さま方が本当に目覚めようとするならば、そのための情報はたくさんあります。 

そして目覚めている人たちも皆さまの周りにはたくさんいらっしゃいます。 

ですから皆さまが目覚めることができない、地球外種族のコントロールから抜け出

すことができなかった、というのは、皆さま自身がそのような制約から抜け出す意

志がない、またコントロールから抜け出す努力をしていないのだと私たち宇宙種族

は見なさなければならないのです。 

皆さまがアセンションをするということは、そのような地球の状況をしっかりと見定

め、自分がどのような生き方をしたら良いのか、どのような暮らし方をしたら良い

のか、そしてそれをどのような形で皆さまに伝えていけば良いのか、ということを

考え行動する必要があるのです。 
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PART３ 宇宙種族と友達になれる地球人の生き方 

 

 

先日私たちがお話ししました地球のリセットですが、地球意識、宇宙意識に目覚めて

地球の環境に負担がかからない生き方をしようとする人たちは、このリセットに巻

き込まれる可能性は少ない、と考えております。 

また皆さまが宇宙意識やそのようなことに目覚めた段階で、皆さまはリセットする

地球とは違う世界にしっかりとパラレルシフトされるからです。 

私は前回このメッセージの後に皆さまが５次元意識になって暮らす世界を皆さまに

御紹介し、皆さまがその世界にパラレルシフトしていく瞑想ワークを行いました。 

そのように目覚めている人たちは地球のリセットに巻き込まれる必要はないことを

覚えておいてください。 

ただそのような人たちがいない世界では、今言ったように自分は善良に暮らしてい

ると思っていたとしても、同じ地球の種族である豚や牛を殺して食べることに加担

したり、あるいは環境を汚すようなものを使ったり、あるいは原子力発電所から作

られた電気を何も考えずに使って、自分が知らないうちに加害者になっていること

を知らなければいけないのです。 

そのように善良に生きている意識の中でも、自分が加害者になる可能性があること

を私たち宇宙種族の者たちはしっかりと見ておりますので、皆さまがそうならない

ように、いつも多くのメッセージを皆さまに伝えさせていただいているのです。 

そのことに気付かないまま、この地球の中で生きている人たち、実際に皆さま方が

牛や豚を殺しているわけではないのですが、自分がそれを食べることによってその

ような人たちと同じように責任を持つことで皆さまがリセットしている地球の中に

飲み込まれていく可能性はあるのです。 

そのような世界に飲み込まれてしまった人たちは、一度完全な意識のリセットが必

要なのです。 

そのような人たちが他の地球にパラレルシフトしたり、他の世界で生きたとしても、
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同じようなことを繰り返していくだけなのです。 

アセンションをする世界に生きるということは、皆さまの中にも重要な気付きと目

覚めが必要なのです。 

皆さまがアセンションをされると他の宇宙種族の人たちに会うことがこれから起こ

ってきます。 

本当に速い人では３年もしくは４年の間の中で、地球外種族の人たちとお会いする

でしょう。 

そのときに地球外種族の方たちが皆さまを見て「本当に素晴らしい種族だ、私たち

はこんな種族と友達になりたい」と思われるような種族になっていただきたいので

す。 

彼らは皆さまを指導したり、皆さまを導くために来るわけではないのです。 

地球人と友人となるために、地球人と対等に生きていくために地球にやってくるの

です。 

例えば皆さまも考えてみてください。 

皆さまは御友達のところにお呼ばれしていくことがあると思います。 

皆さまを呼ばれた家庭はとても家族仲が悪くていつも喧嘩している家庭で、子供を

虐待したりあるいは自分が飼っている犬や猫などのペットを虐待したりしている、

とても殺伐とした雰囲気だとします。 

皆さまそのようなところに行ってそのような家族と御友達になりたいと思われるで

しょうか。 

それと同じです。 

地球外種族の方たちは「地球の方たちはとても素晴らしい種族だ、この地球という

素晴らしい星を守り、そして愛に満ちあふれて多くの生命を大切にされている、そ

ういう種族だ」と思われるからこそ、この地球にやってくるのです。 

皆さまも本当に愛にあふれて、そこに居るだけで自分の心が癒やされる人と御友達

になりたいと思いますよね。 

それと同じことなのです。 

地球外種族の人たちが来たときに、地球人と友達になりたいと思われるような状態
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でなければ、地球外種族とのファーストコンタクトは成立しないのです。 

そしてお互いが同じように交流し、お互いがお互いのことを尊重し、称え合い、そし

て自分が知っていることを相手に教え、相手が知っていることを教えてもらう、と

いうような本当に友達同士の平等な関係でなければならないのです。 

それが、皆さまが大人になるということなのです。 

地球外種族の方たちと対等にお話をしたり、交流したりする人でなければアセンシ

ョンは難しいのです。 

 

またいつまでも自分の状態を嘆き悲しんで、宇宙種族に「助けてください」とお願い

されても、宇宙種族から見れば、「それはまず自分がやっていること、自分が行った

ことを顧みてください、皆さまは地球で何をやっているのですか、どのような思い

で生きているのですか、どんな思いでこれから地球を作ろうとしているのですか」

というようなことを問われてきます。 

そのときに「いやもう自分たちは地球外種族から弾圧されて、騙されて、もうどうし

ようもないんです」ということしか言えなければ、それは宇宙種族にとってみれば、

「これからどうやって生きていこうとするのですか、この地球外種族のことを知って

いるとすれば、コントロールから抜ける方法を見つけることもできるのです。 

地球を今まで支配してきた地球外種族の力は大きいかもしれませんが、そのコント

ロールを受けずに生きることもできるのですよ」ということを私たちはお答えする

しかないのです。 

その上で自分がしっかりと地球外種族たちのコントロールを抜けて、地球のことを

もっと深く理解する、そして地球に生きる多くの生命たちのことを尊重して地球を

汚さないような生き方をしていくことが大事だと思います。 

このように現実的な行動を積み重ねていく中でどうしても越えられないことが起こ

った場合に、その越えられないことを越えるためのサポートを宇宙連合はしてくだ

さると思います。 

ただそのために「自分がやれることをどこまでやっているのか」ということが皆さま

地球人に対して問われることだと思います。 
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それは地球に住む地球種族として全員の地球人がやらなければならないというこ

とではありません。 

地球人の中にはまだまだ３次元の地球にいたいという存在たちもいます。 

また地球の中で他の人を支配して欲望のままに生きたい、たくさんの利益を得たい、

そしてそれが自分たちにとってどういう世界を生み出すのか、経験したいと思って

いる魂もいるのです。 

そのような人たちは当然そのような世界に集まって３次元意識の地球を作ります。 

でも皆さまが「そうではない世界にいきたい」と考えていらっしゃるのならば、その

ための現実的な行動をしていく必要があります。 

そして新しい意識を持つ人たちが集まって、自然と調和した世界の中で生きる集団

を作り、その集団が新しい地球に向かって動いていくことになるのです。 

そのためにひとりひとりの皆さまが自分の意識を変えていかなければいけないの

です。 

私たちが今行っている「皆さまの本質は宇宙意識である」ということに気付いても

らう瞑想ワークもそのために行っているのです。 

皆さまは自分の意識をまだ自分の肉体や３次元世界に置いておりますので、自分が

抑圧されている現実や自分の夢が実現していない現実にフォーカスをしてしまいま

すが、自分が宇宙意識であると分かったときには、この宇宙にいる多くの種族たち

や宇宙の大きな愛にフォーカスが向かいますので、自然と周波数が異なってくるの

です。 

皆さまが「宇宙の愛」に目を向けたとき、そしてその愛からこの地球を見たときに、

自分がすべきことがしっかりと理解されてくるのではないかと思います。 

そのような考えに立たれたとき、皆さまたちがこれからどのような生き方ができる

のか、どのようなことをしたら良いのか、しっかりと理解していけるのではないかと

私は考えております。 

決して宇宙連合や宇宙は皆さま方を見捨てているわけではございません。 

皆さま方を尊重し、皆さま方が立派な大人になることを待っているのです。 

そして皆さまが立派な大人になるために最善のことを皆さまに対して行っているの
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です。 

宇宙連合のひとりである私がこのように皆さまに直接お話すること自体が珍しく、

本当に宇宙連合にとっては皆さまと関われるギリギリのラインなのです。 

ただそのことも本当に少数の人しか理解されていません。 

多くの人たちはこの３次元世界で起こる事柄に気を取られっぱなしになっています

のが、それも地球人の選択であると考えております。 

ただ私たちの言葉を聞いている人や宇宙意識に目覚めようとしている人たちは自

分たちの世界をしっかりと作ろうとしております。 

どうかその周波数の中に皆さまがいてくださるよう私たちは心からお願いいたし

ます。 
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第１５章 

地球人のパラレル種族ブルースカイ 

争いのエネルギーを解放する 

２０２３年１０月２１日 
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PART1 争いのエネルギーを祈りでリセットする 

 

 

皆さま、お久しぶりです、ブルースカイです。 

私たちは、ウクライナ情勢やイスラエル情勢を見ますと、この地球が非常に不安定な

状態になっていることを大変心配しております。 

そしてこれらのことを火種として幾つものエネルギーがぶつかり合い、同じ地球の

中でも、異なる宗教の人たち、異なる国の人たち、異なる利益を求める人たちの間

で大きな摩擦が起こっております。 

今地球はとても大きな摩擦によってどこかしこで火花が散ったり、多くの生命たち

が混乱したりするようなことを繰り返しております。 

それは、この地球がアセンションに向かうにあたって必要なこともございます。 

必要なこととは、今までこの地球上で地球の人々が繰り返し行ってきた様々な争い

のエネルギーを解放することです。 

ただそれは新たな争いを生むというような解放の仕方ではうまく解放できません。 

今まで地球では多くの人たちが争ってきました。 

宗教的な争い、あるいは領土を求める争い、資源や物質を求める争いなど、様々な

争いがありますが、ただその多くがこの地球にとっては必要ではない争いなのです。 

地球の人々は自分たちのエゴのために争いを起こしているのです。 

そのような争いの歴史が、この地球では本当に長い間続きました。 

そして多くの人たちが傷つき苦しめられてきたのです。 

地球はまず争いのエネルギーをリセットしていきたいと考えているのです。 

しかしながら地球がこのエネルギーをリセットしている間にも、また新しい争いや新

しい混乱が起こってきているのです。 

地球がこの争いのエネルギーをリセットするためには、皆さまの祈りが必要でした。 

地球に感謝する祈り、地球が平和であるように願う祈り、様々な争いが収まるため

の祈り、そのようなものが必要でした。 
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ウクライナの争いに関しましても、イスラエルの争いに関しましても、その争いに対

して多くの人たちが平和への祈りを捧げていただきました。 

世界中の人たちが、この争いに目を向け、争いが収まるように愛の祈りを捧げてく

れたのです。 

このことは、これらの戦争がこれ以上ひどくならないように歯止めをかけることに

は役に立ちましたが、今までにため込まれた地球のネガティブなエネルギーを解放

するにはまだまだ足りません。 

祈りでエネルギーを浄化する傍らで、新たな争いが起こっては仕方がないのです。 

皆さまは、争いが起こらなかったとしても、この地球に感謝する祈りや地球の平和

を願う祈りを捧げていかなければならないのです。 

戦争も地球人が作ったたくさんのカルマの結果ですので、地球人自らが解消してい

かなければならないのです。 

地球人が自分たちの「欲望」のために起こした戦いは、地球人の愛によってそのエネ

ルギーを解放していかなければならないのです。 

一部の人々は、そのようなことをしっかりと理解されて、愛の祈り、感謝の祈り、平

和の祈りを捧げてくださっています。 

そのような方たちのおかげで地球のカルマも少しずつ解放されてきたのですが、地

球の歴史の中で培われてきた戦争や争い、差別や略奪を起こしてきたエネルギーは、

あまりにも大きいので人々の祈りの中でしっかりと解放していかないと、地球はこ

のエネルギーを放出するために、大きな地震や台風などを起こすことになるかと思

います。 

 

また地球の人々はこれまで多くの人たちへの略奪や支配だけではなく、お互いの尊

厳を傷つけ合うようなことも行ってきました。 

特にそれは宗教や自分たちが崇拝している「神」の違いによって相手を認めない、

自分たちこそが正義である、というような思いが地球の人々の中に深く根付いてし

まったのです。 

そのために宗教に関わる争いや怒り、憎しみ、そのような感情が地球の中にたくさ



168 

 

ん残っております。 

このエネルギーもまた地球は発散したいと思っております。 

これを発散できるのは、やはり皆さまの愛の祈り、感謝の祈りです。 

皆さまが宇宙意識に繋がることによって「宇宙に存在する全てのものが尊いもので

ある、この宇宙に存在しているものは分け隔てなく平等であり、また分け隔てなく

大切にされるべきものである」ということを理解した上で祈りを捧げるならば、皆

さまの祈りはこの地球の中で起こってきた様々な宗教的な争いや宗教的な確執、と

ても根深い怒りや憎しみ、そういったものを軽減することもできるでしょう。 

この宗教の違いによって培われてきた怒りや憎しみはとても根深いものです。 

そしてその根深さに根を発した争いや戦い、憎しみ合いが絶えることなく起こって

いるのです。 

私たちはそのような感情もこの地球から解放していかなければいけないと考えて

おります。 

そのためにはお互いの宗教の枠を超えることが必要です。 

これは政治、経済の枠組みよりももっと深く、その枠組みを超えることはなかなか

難しいものです。 

人間の信念はなかなか揺るがないからです。 

そしてまたもうひとつ大切なことは、宗教組織による洗脳と呼ばれるものです。 

「自分たちが崇拝している神が唯一絶対であり、この神を信じることによって自分

たちが救われる。」 

「この神以外を信じると自分たちは不幸になる」というような自分自身が崇拝して

いる神こそが正義であり唯一であるというような思い込みを皆さまに持たせること

によって、地球人は他人を尊重することができない人間になっていったのです。 

自分たちだけが正義であり、自分たち以外のものは正義ではないというふうに考え

るようになってしまい、自分たちと異なる信仰を持つ者たちを軽んじて、弾圧したり

傷つけたりすることになってしまったのです。 

私たちはこのことに関しても、地球の中に蓄えられたエネルギーを解放したいと思

っております。 
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この地球が今まで争いを起こしてきたエネルギー、それが政治的な理由であれ宗教

的な理由であれ、それらをいち早く解放していかなければいけません。 

現在様々な宗教的な問題が明るみに出て、宗教の闇が皆さまの前で明らかにされ

ています。 

それも地球が宗教的なエネルギーを解放しているひとつの過程なのです。 

しかしながら宗教や数多くの宗教を起因とした争いを解消するためにはまだまだ時

間が足りません。 

ひとりでも多くの皆さまが「この宇宙に存在しているものは全て平等である」 

「この宇宙に存在しているものは全て尊厳を大切にされなければならない」という

意識の中で祈って下さることによって、この宗教によって作り出された多くのネガ

ティブなエネルギーも解放されていくのではないかと考えております。 

これらのエネルギーを解放することなく、地球自体がアセンションをすることはなか

なか難しいかもしれません。 

今の現実世界と完全に分断された地球であれば、それはそれで良いかもしれません

が、今皆さまが生きている地球は、完全に今までの地球と分断されているわけでは

ありません。 

まずはこの地球の一部の地域がこのような争いのエネルギーから解放され、そして

地球の多くの地域へと広がっていくアセンションもございます。 
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PART２ 瞑想ワーク 争いのエネルギーを開放する

ための光 

 

 

ではゆっくりと深呼吸してください。 

まず皆さまの中からこの争いのエネルギーを解放していきます。 

地球がこれだけ多くの争いのエネルギーを持つということは、地球に生きているひ

とりひとりの人間にもこの争いのエネルギーが伝承されていることになります。 

自分がたとえ「平和を愛する人間だ」と主張したとしても、自分の心の奥深いところ

に争いのエネルギーが残っておりますし、また自分の肉体の中にもそのエネルギー

が残っているものなのです。 

では最初にこの地球の中に残された争いのエネルギーを解放していきましょう。 

政治的な理由によって多くの争いが生まれました。 

そして多くの人たちが傷つき苦しめられました。 

ではゆっくりと深呼吸して、今皆さまの目の前にとても傷ついた弱々しいエネルギ

ーを持った地球を想像してください。 

様々な場所が戦争によって傷つけられ、多くの人たちが大地に横たわっています。 

地球の歴史の中で争いが起こらなかった土地はそれほど多くはありません。 

今文明が栄えている場所、そこではとても多くの争いが起こったと考えられます。 

私たちはこれから時間を遡ります。 

幾つもの争いが起きた時間帯を巡りながら、そこに愛の光を送りたいと思います。 

 

では始めていきましょう。 

皆さまの目の前に地球を想像してください。 

そしてどこからでも構いませんが、日本やアジア、ヨーロッパ、中南米などに、皆さ

まの愛の光が広がっていくように想像してください。 
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まずは皆さまの愛の意識、地球に対する愛の意識、人々に対する愛の意識を広げて

いきましょう。 

そして地球全体をしっかりとピンク色の光で包むように想像してください。 

多くの争いによって生まれた苦しみや悲しみよ、解放されてください。 

多くの争いによって生まれた苦しみや悲しみよ、どうか光とともに消え去ってくだ

さい。 

しばらくその地球に美しい黄金色の光が満たされていく様子を想像いたしましょう。 

 

しばらく瞑想します 

 

多くの命を失った人々、傷つけられた人々、そして自分の意志からではなく他の

人々を傷つけざるをえなかった人たち、全てが被害者です。 

傷つけた人も傷つけられた人も被害者なのです。 

皆さまの目の前には、今までの地球で起こってきた幾つもの争いがまるで走馬灯

のように流れているかもしれません。 

古い時代に槍や刀などを持って争っていたとき。 

組織的に編成された大きな軍隊のようなもので他の地域を攻めているとき。 

核兵器やとても危険な兵器によって多くの人たちが一度に殺されてしまったとき。

ミサイルや軍事的な兵器によって殺される人の痛みを知ることなく、相手の国の

人々を殺してしまっているような戦争などいろんな戦争が起きました。 

その戦争に「ごめんなさい、許してください」というふうに祈りの言葉を捧げてくだ

さっても結構です。 

今地球を覆っていた戦争によるエネルギー、争いによるエネルギーが少しばかり光

とともに和らいできました。 

 

今度は宗教的なことによって生み出されたエネルギーを解放していきましょう。 

もちろん一回だけで解放できるわけではありませんが、皆さまが祈りを捧げてくだ

さることによって、この宗教的なエネルギーが解放される通路が開くのです。 
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この地球からそのエネルギーを地球の外に放出していく通路を開くために、皆さま、

一生懸命祈りを捧げてください。 

宗教的な争いや宗教的な考えの違いによって起こった様々な怒りや憎しみは、皆さ

まが宇宙意識に変わっていくことによって解放されていきます。 

この宗教の枠組みの中に閉じ込められている人たち、あるいは宗教によって自分の

心や精神をコントロールされている人たち、そういった人たちに宇宙意識のエネル

ギーが流れ込むことによって、自分が今置かれている立場や「自分の考えが自分の

ものではない」ということに気付きます。 

そして皆さまが「宇宙の愛の意識」を地球の中に満たすことによって「地球そのもの

が愛であり、地球に存在する者たちは平等であるのでひとつの神だけを敬うのはお

かしい」ということに気付き、地球人が捕らわれていた非常に狭い考え方の神から

皆さまは離れていくのです。 

「本来の神というのは宇宙そのものである」そして皆さまが神と呼んでいるものた

ちは、ある意味、地球外種族としてこの地球を支配してきたような者たちであると

いうことにも気付くのです。 

「自分を生かしている存在は誰なのか」「自分が本当に神と呼べる存在はどのような

存在なのか」ということに関して、宇宙の意識が皆さまの中に流れ込むことで気付

くようになるのです。 

 

では宇宙の意識にしっかりと皆さま繋がってください。 

そしてこの現実世界に宇宙の意識を解き放っていきましょう。 

さあ皆さまの意識をこの宇宙意識に対してつなげてください。 

皆さまの意識がスーッと伸びて、宇宙意識とひとつになるように想像してください。 

あるいはハートチャクラに宇宙意識の場所を作ってみてください 

皆さまに繋がっている宇宙意識がこの地球の中に流れ込んでくる様子を想像しま

しょう。 

皆さまを通して宇宙の意識が地球の様々な場所に広がっていきます。 

地球の大地を越え、海を越え、そして山を越えて、皆さまを通して宇宙意識が地球
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の中に流れ込んできます。 

そのことをしっかりと想像されてみてください。 

ではしばらく宇宙意識と宇宙の愛が、皆さまひとりひとりの心の中に光を灯し、周

りに広がっていく様子を想像しましょう。 

 

しばらく瞑想します 

 

今行った瞑想ワークによって地球が美しく輝いている様子を想像してください。 

まるで汚れた服を脱ぎ去って、体を洗い流したような新しい地球を感じてみてくだ

さい。 

この瞑想ワークのエネルギーによって地球がどんどんクリアリングされ、そして地球

が輝きを取り戻している様子を想像しましょう 

それは地球のみならず、皆さまの心の中にも反映されます。 

皆さまが自分のエゴや欲望によって他人と争いを起こしたとき、自分の信念と異な

る信念の人を受け入れることができなかったとき、そのような様々な過去の記憶を

皆さまはお持ちだと思います。 

そのような記憶に対しても、この瞑想ワークのエネルギーを送っていきましょう。 

 

さあそれではゆっくりと深呼吸して自分の内側にある争いのエネルギーが少しずつ

解放されていく様子を想像しましょう。 

自分の中に争いのエネルギーがたくさん残っていたままでは、愛の祈りや感謝の祈

りをしたとしてもなかなかうまくいかないのです。 

自分の中にある怒りや憎しみ、差別のエネルギーを解放していきましょう。 
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PART1地球人を支配している存在 

 

 

今日は地球人の支配者である存在について、皆さまにお話ししたいと思います。 

様々な方が地球人をコントロールしている存在について語られていますので、皆さ

まもそのような存在のことを知ることができるようになりました。 

その多くが肉体を待たない霊的存在や地球外種族として存在しています。 

そして多くの地球人が、彼らのコントロールを受け行動しているのです。 

その中の幾つかの種族は、インターネットやパソコン、スマホなどを通して皆さまの

意識をコントロールし続けております。 

それは「欲望を実現したい」という地球人の想いにリンクしています。 

地球の人々は、地球外種族に意識をコントロールされることによって、欲望という

ものをとても強く持つようになってしまいました。 

もちろんその欲望は地球人の発展には必要不可欠ではあったのですが、皆さまが

欲望ばかりに目を向けることで、皆さまの中で欲望の力が増大し、皆さまの愛の力

や理性の力を越えて皆さまをコントロールし始めたのです。 

そのためにこの地球は本来の在り方ではない形で発展してきました。 

しかし宇宙はその発展を許容してきました。 

皆さんが存在する宇宙にとっては、このような物理世界は非常に珍しいものだった

ので、この地球の物理世界を生きることによって今まで体験したこともない世界を

味わい、そして魂の学びとすることができたからです。 

そして長い間この地球は、宇宙から多くの種族の人たちを受け入れ、素晴らしい体

験をさせていく場となったのです。 

しかしながらこの地球を統治している者たちによって、地球に来た者たちの意識が

コントロールされ、地球から出ることができなくなった者たちや充分な体験を積ん

で元の世界に帰ろうと思っているのに、帰ることができなくなった者たちが現れる

ようになってきました。 
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本来であるならば皆さまは肉体を失って意識体に戻ったときに、自分本来の宇宙

意識に戻るのか、あるいはどのような肉体でどのような世界を体験するのか、とい

うことを決めることができるのですが、皆さまはこの物質世界で生きている間に意

識をコントロールされ、また同じ物質世界で生きたい、地球の人間として生きたい、

たとえどんなに苦しいことがあったとしてもこの地球の物質世界でもう一度生きて

みたいという気持ちが植え付けられてしまったのです。 

そのために皆さまの言葉で言うと、何度も何度も地球での転生を繰り返し、長い間

地球で生きていくことになったのです。 

この現象は我々から見ますと、皆さまの幾つものパラレルワールドが連続して地球

に生み出されていく、ということになります。 

そして地球はこれからアセンションを迎えますので、皆さまがコントロールを受けた

状態で生きることを、そろそろ終わりにしなければならなくなったのです。 

私たちは、皆さまがアセンションをせずに、この物理的な地球で３次元意識のまま何

度も生きる、ということは皆さまの魂の意志であり、皆さま自身の選択であると思

い、そのことを尊重してまいりました。 

しかしながら魂の中にはもう物理世界を卒業し、今度はアセンションをしていく体験

をしたい、地球での経験を新たな宇宙の創造のために役立てたい。 

あるいは５次元意識の宇宙、５次元意識の地球を、肉体を持ったまま体験して天の

川銀河の発展に役立てたい、と考えている魂たちもたくさん存在しているのですが、

この魂たちの意志が皆さまに反映することが行われておりません。 

心の片隅でアセンションを望みながらも、意識の本体としてはまだまだ３次元の物

理世界にとどまる、もしくは肉体を失ったとしても３次元意識の世界にまた生まれ

変わるというような意識の状態になっていらっしゃる方が多いのです。 

私たちはそのことを深く懸念してその原因を探っておりました。 

本当に少数の人たちですが、地球や宇宙の意識に繋がって生きている人たちは自

分の肉体が終わった段階で、自分たちの意識が自由になることを経験しておりまし

たので、地球人の意識をコントロールしている存在たちがまだ残っているのではな

いかと考えていたのです。 
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その存在のことは、皆さまにはまだ詳しくお話しすることはできませんが、ただひと

つ皆さまに言えることは、皆さまがパソコンやスマホあるいはスマホにある多くの

アプリケーションに心が奪われることによって、皆さまは地球人を支配しようとして

いる者たちに従っていくことになるのです。 

たとえ、その人が今の物理世界の支配者に対して異議を唱え、そうではない道を選

択していたとしても、やはりその人の心の深いところはこの存在たちによってしっ

かりとコントロールされ、便利な物理世界から抜け出すことができないような仕組

みを作られているということだけは覚えておいてください。 

ではどのようにしたらその仕組みから抜け出すことができるのか、これはとても大

きな課題です。 

「彼らが作った仕組みの中に皆さまがいないこと」これはとてもシンプルな言い方

ですが、これほど難しいことはありません。 

皆さまは現在電気や水道を含め、とても便利で快適な暮らしをなさっていらっしゃ

いますが、この快適な暮らしの中に皆さまの意識が閉じ込められて、皆さまは管理

されているのです。 

ただこの便利な生活を捨てて、そういったものがない世界に入ることは今の皆さま

にはとても難しい問題です。 

かつて何度もお話ししたようにアセンションは小さなコミュニティから始まっていく、

そこは電気やお水も自分たちでまかないながら、自分たちで作物を作ったり、道具

を作ったりしながら生きていく世界であるということをお伝えしました。 

それはそのようなコミュニティを作ることによって、今皆さまが生きていらっしゃる

生活の仕組みから離脱することができる、ということを私たちは伝えてきたのです。 

この便利な世界、３次元世界を彩る色鮮やかな世界に皆さまがフォーカスしたまま

では、確かに５次元意識になることは難しいでしょう。 

ただそのようなコミュニティを作り出すことも決して簡単なことではありません。 

皆さまは現在の生活から離れることで、とても大きな不自由を感じ、そしてストレス

を感じるでしょう。 

今までこの３次元意識の便利な世界で暮らしていた皆さまの意識は、そのような生
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活をすることに対して大きな恐怖を持つかもしれません。 

しかしながら大きな恐怖を持っているのは、皆さまの物理世界にフォーカスをして

きた意識なのです。 

私たちが皆さまに対して、宇宙意識に深く繋がるように、宇宙の愛とともに生きる

ように様々なワークを行ってきた理由は、実はそこにあるのです。 

たとえどんなに不自由な世界を体験したとしても、自分の生活の便利さが無くなっ

たとしても、自分自身が宇宙意識と繋がっていることによって、皆さまはその世界

をしっかりと生きることができるのです。 

物理世界の不便さというのは、皆さまが宇宙意識に繋がることによってそれを喜び

に変えてくれるのです。 

皆さまはそのような体験をすることを本来は待ち望んでいるのです。 

今までアセンションをした人たちが体験してきたのもそのようなことでした。 

今まで物理世界を持ちながらアセンションをした多くの人たちが物理世界の便利さ

を捨て、自然とともに生きていく道を選択したのです。 

地球人もこのアセンションに伴って、同じような選択が目の前に広がっています。 

皆さまの意識が何もコントロールを受けていなければ、これからアセンションをしよ

うと思っている多くの人たちが過度の科学技術を抑え、自然とともに生きる世界で

自分たちの生活を新たに作っていく道を選択されるでしょう。 

しかしながら意識のコントロールを受けている人たちは、物理世界から離れること

に大きな不安を感じられますので、この物理世界に残るという選択をされるのです。 

その選択に私たちが関与することはできません。 

それはあくまでも皆さまの意識がその選択を行うのです。 

皆さまの意識が物理世界にフォーカスする３次元意識であればやはり物理世界で生

きることを選択されるでしょう。 

しかし皆さまの意識が宇宙意識と繋がっているならば、特別な場合を除いて、新た

な世界にアセンションをすることを選択されるでしょう。 

私たちが今なすべきことは、皆さまの意識を深い部分でコントロールしている存在

たちのエネルギーを皆さまから分離することなのですが、皆さま自身がインターネ
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ット機器あるいは生活の豊かさを享受している間は、皆さまの意識をコントロール

している存在から皆さまを分離させることはできないのです。 

このコントロールというのは本当に長い間行われてきました。 

そしてまたこれからもしばらくの間は続いていくでしょう。 

地球人は更に様々な便利なシステムを生み出します。 

自分たちが苦労して生活しなくて済むように、あるいは一部の人たちが地球人を残

らず支配できるようなシステムを更に生み出していくでしょう。 

この物理世界の結末というのはきっとそのような世界になることでしょう。 

このことに対して宇宙連合も討議を重ねました。 

このまま地球人が意識をコントロールされたままで過ごすことが良いのか、どうか。 

しかしながらこれは皆さまの意志を尊重しなければならないことですので、皆さま

がそのままの状態でいたいと思えば私たちはその意志を尊重するしかありません。 

今問題なのは皆さまの意志の中でアセンションをしたい、宇宙意識とひとつになっ

て自分の本当の意識に戻りたい、そして５次元意識の世界を体験したいと考えてい

る人たちが、意識のコントロールからどうやって抜け出すかということなのです。 

そのような方たちは支配者による意識のコントロールから外れることを心の中で望

んでいらっしゃいます。 

ただしそれ以上の大きな意識の部分で皆さまの意識をコントロールしている存在た

ちに依存していますので、その存在たちとの分離をどうするのか、ということが大

きな問題なのです。 

皆さまは心の一部でアセンションをしたい、５次元意識の地球に行きたい、と考えな

がらも、３次元意識世界の生活を手放すことはできないと考えていらっしゃいます。 

つまりコントロールを受けているものから自由になりたいと思いながらも、コントロ

ールしている者たちが作った世界の中にいたいと考えていらっしゃるのです。 

この問題は私たちだけでなく、高次元世界の者たちが皆さまに関わってすぐに浮か

び上がってきた問題です。 

そしてそのことが地球のアセンションを迎えるこの時期まで解決されずに残ってい

るのです。 
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PART２ 宇宙意識になって支配から自由になる方法 

 

 

そのために地球意識は地球自身のリセットを計画している可能性もあります。 

一部のパラレルワールドの中では、そのことが起こるでしょう。 

大きな地震や津波によって地球の都市機能が破壊され、皆さまが必然的に便利な

暮らしを享受することができなくなるという状況になり、地球の人たちが自分たち

で力を合わせて新たな世界を築いていくというパラレルワールドです。 

しかしながらそのパラレルワールドにはとても大きな犠牲が伴います。 

物質世界の豊かな生活を享受していた者たちの多くが地震によって大地に飲み込

まれ、また津波によってその命を絶たれることになるかもしれません。 

高い地方に住んでいる者たち、そして地震が起こらなかった土地に住んでいる者た

ちだけが生き残るということも起こるかもしれません。 

それが地球のパラレルワールドのひとつとして存在しています。 

皆さまがそのようなパラレルワールドを体験する可能性は、私たちには分りません

が、私たちはそうでないパラレルワールドの実現も考えています。 

皆さまが自分の意志でこの世界のシステムから脱却し、新しい世界を作っていくと

いうやり方、あるいは新しい地球に皆さまが生まれ変わっていくというやり方など、

アセンションには幾つかのやり方がございます。 

それは地球のアセンションに関して、幾つものパラレルワールドがあるということな

のです。 

しかしながら地球の人たちが新しいアセンションをする地球を作り出していく、ある

いは新しいアセンションをした地球に生まれ変わる、ということを体験するために

は、今皆さま自身が自分の意識を深いところでコントロールされていることをしっ

かりと知らなければいけないのです。 

よくバシャールや多くの高次的存在たちが「自分軸で生きる」ということを言ってき

ました。 
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ただこの「自分軸で生きる」ということを、多くの地球人が自分たちにとって都合の

良いように解釈してきました。 

例えば、他の誰かの意見に従うことなく、自分のやりたいことをやる、自分の思いや

自分の欲望を実現させる生き方をする、というふうに捉えている人たちもいます。 

つまり「自分を中心としてこの世界を見る」というふうに捉えている人たちがほとん

どだと思います。 

しかしながら、本当は違う意味が有るのです。 

「自分軸で生きる」というのは、自分の高次の意識、自分自身の本体である宇宙意識

と繋がった生き方をするということが本来の「自分軸で生きる」ということなのです。 

この物理世界に生きている意識、３次元意識で皆さまが生きている以上、皆さまは

この３次元意識世界から出ることはできないのです。 

ただこの３次元世界で生きている意識とは異なる意識が皆さまには有ります。 

そしてその意識によって自分が生きている視点、自分の行動の視点はこの宇宙から

見た意識である、ということに重きをおいて、自分の考えを貫き通すということが、

本来私たちが考えている「自分軸で生きる」ということになるのです。 

私たちはそのことを皆さまに伝えるために多くのワークを行い、皆さまに宇宙意識

に繋がっていただくということを行ってきました。 

最終的に皆さまを深いところでコントロールしている者たちから自由になるために

は「宇宙意識で生きる」「宇宙意識と繋がって生きる」ということしかないのです。 

そのことを深く皆さまが理解してくださらない限り、皆さまが宇宙意識になるとい

う本当の意味を理解することはできないと思います。 

今日はそのことを皆さまにしっかりと理解していただくために、このようなお話を

してそしてこの話に基づいてワークを行いたいと思っております。 
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PART３ 自分の未来を自分で選択する 

 

 

それではワークを行う前にもう少し私から話したいことがあります。 

今回のメッセージを聞かれて多くの方たちが戸惑っていらっしゃると思います。 

この便利な生活、電気や水道やあるいは様々な便利な機械たち。 

皆さまはそのような生活に慣れ親しんでおりますので「この生活がいけないと言わ

れても、じゃあどうやって暮らしていけば良いのだろうか、自分たちはどうやって生

活していくのだろう」と思われて戸惑っていらっしゃる方も多いと思います。 

それも非常に当たり前のことです。 

皆さまは長い間そのような生活に慣れ親しんできておりますので、その生活から離

れることはできないと思われているかもしれません。 

しかしながら皆さまのおじいちゃんやおばあちゃんの家を思い出してください。 

あなたが本当に小さい頃、田舎に住んでいたおじいちゃん、おばあちゃんの家には

それほど便利な電気製品などなかったと思います。 

お風呂をまきで沸かしたり、あるいはご飯もまきで炊くような生活をなさっていた

おじいちゃん、おばあちゃんたちもいらっしゃったかと思います。 

また皆さまがキャンプをしている時のことを思い浮かべていただければよろしいか

と思います。 

もちろんそこでずっと永続的に暮らすわけではないので、例えとしては良くないか

もしれませんが、ご飯をまきで炊いたり、生活に必要なものを手作りで作ったりして

おります。 

そのような要素を少しずつ取り戻していくのではないかと思います。 

全てが一度に無くなるわけではありませんし、またそのような便利な生活が皆さま

から奪われるわけではございません。 

しかしながら例えばご飯をまきで炊いてみたらおいしかった。 

野菜を無農薬野菜にしてみたらそれほど調理しなくても美味しく食べられるように



183 

 

なった、というように、皆さまが自然とともに生きる生活を少しずつ体験されるこ

とで、今の便利な機械仕掛けの生活を少しずつそうではない生活に置き換えていく

ということができるのではないかと考えております。 

もちろんこの便利な電気機器を使って仕事をしていらっしゃる方もいるでしょう。 

あるいは学校もこのようなインターネットや様々な機器を使って教育を行っており

ますので、それは非常に難しいように見えるかもしれません。 

ただ皆さまが小さい頃、あるいはもっと前はそうではなかったということを思い出

してください。 

そのような生活をしているのは、たかだかここ７０年から１００年の間です。 

それ以前は、皆さまはもっと自然に近い形で生活をなさっていたと思います。 

その頃の日本人と今の日本人がそれほど大きく変わっているわけではございませ

んし、人間としての能力あるいは適応力もそれほど大きな差はないのです。 

ただ皆さまたちがそのような便利な生活に慣れ親しんでいるために、そこから離れ

たくないという気持ちが有るのです。 

しかしながら実際のところ１００年前の生活をしていたとしても、今の生活をしてい

たとしても、結構その生活というものを楽しめるかもしれません。 

また１００年前の生活の方がとても健康的に生きることができるかもしれませんし、

不自由な分、お互いが助け合って生きることで人々の絆が保たれていたことでしょ

う。 

この５０年６０年の間に発展した科学技術文明はそれこそ幻想かもしれないのです。 

地球人は本来この自然とともに生きてきたのです。 

そしてこの自然を利用して楽しく生きてきたのです。 

あまり便利なことばかりに気を取られてしまうと、皆さまは地球人として生きてい

る本質を見失ってしまうかもしれませんので、そのことをよく考えながら少しずつ

自分ができることを今の生活に置き換えていくというふうに考えていただければ

良いと思います。 

 

ただ大切なことは自分たちが目指す方向は、どのような方向なのかということをし
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っかりと決められてください。 

今よりも更に科学技術が発達して地球人たちが科学技術によってコントロールされ

ていく未来を選ぶのか。 

少しずつ少しずつ科学技術を排除して自然豊かな生活を実現するような未来を望

むのか。 

あるいはその真ん中あたりの未来を望むのか、というふうに自分が望んでいる未来

をしっかりと見定めていく必要が有ります。 

それは皆さまの未来だけではなく、子供たちの未来でもあるのです。 

皆さまもしかしたら後３０年、４０年しか生きていないかもしれません。 

その間に何が変わるのだろうかと思っているかもしれません。 

しかし皆さまの子供はこれからまだ６０年、７０年という時代を生きると思います。 

そうしたときに子供が体験する未来というものは、親が見つめている未来と非常に

近い関係にありますので、皆さまが子供にこういう未来を生きて欲しい、子供たち

が生きる未来はこういう未来であって欲しい、という願いを持つならば、そのよう

な未来というものが皆さまと子供たちの共通の未来として繰り広げられてくること

もあります。 

皆さまが今の現実をすぐに大きく変えるのではなくて、自分と子供たちが体験する

未来はこういう未来であって欲しい、ということをしっかりと心に決められて、そう

いう世界を実現するために、今何ができるのか、明日何ができるのか、１年後ある

いは３年後もしくは１０年後何ができるのか、ということを考えながら生きていけれ

ば、良いのではないかと考えております。 

もし皆さまがそのような視点を持たないならば、皆さまは地球人が作っている集合

意識が生み出していく未来の中に自然と組み込まれていくのです。 

自分が何も選択していない、ということは地球人の集合意識が生み出す未来を自

分が選択していることにもなるわけです。 

もし地球人の集合意識が選択している未来とあなた自身が選択している未来が違

うのであれば、皆さまはこの３次元意識の地球から離れ、別の地球へとパラレルシ

フトしていくことも充分に考えられます。 
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しかしながらこの地球の集合意識が選択している未来と皆さま自身が選択している

未来が同じであるならば、皆さまはどこにもパラレルシフトすることなく、多くの地

球人たちと同じような地球をこれからも生きていくことになるのではないかと考え

ております。 

もちろん地球人の集合意識と同じ地球を目指されている方は何の問題もありませ

ん。 

皆さまはその世界で生きていくことに大きな喜びを覚えられることでしょう。 

しかしながら自分の高次の意識、魂の意識がそうではない未来を選択しているので

あれば、高次の意識や魂の声を聞き、皆さまがどんな道を歩んでいくのか、という

ことをもう一度振り返っていただく必要があるのでは、と私たちは考えております。 

今日行うワークは、皆さまを支配しているエネルギーやコントロールしているエネル

ギーが他の種族のものであれ、他の地球人のものであれ、皆さま自身をコントロー

ルしているエネルギーをしっかりと取り除いて、高次の意識あるいは魂の意識が望

んでいる生き方をしていくためのワークです。 

 

このような気持ちでこのワークを始めましょう。 

全てが一度に変わるということはございませんが、自分たちが生きる未来をしっか

りと自分の中で想像されることによって、その未来に向かって少しずつ変わってい

くのです。 

まず皆さまが自分の未来を選択する権利を取り戻すということが必要です。 

誰かが決めたことではなく自分自身が決めた道を歩む、自分の子供のために皆さ

ま自身をコントロールしているエネルギーを今日はしっかりとクリアリングしたいと

考えております。 

それではワークに入っていきましょう 
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PART４ 瞑想ワーク 宇宙意識で新たな生活を作る 

 

 

１、愛の光で支配のエネルギーを浄化するワーク 

 

それではゆっくりと深呼吸しながら皆さまの体を光で満たしてください。 

たとえどのような状況であったとしたとしても、皆さまが意識の本質に目覚めるこ

とによって、その問題を解決していくことができます。 

皆さまの意識が３次元の物理世界の意識だけで止まっていると、皆さまは自分がた

くさんの問題を抱え自分の人生がうまくいかないように感じてしまうのです。 

ただそのようなことも全て宇宙の中で計画されてきたことです。 

この宇宙と皆さまの魂が、皆さまが様々なことを体験し、成長していくために準備

してきた道なのです。 

ただ少しばかりその道が本来の道から離れてしまっている方たちがいますので、皆

さまが歩んでいく本来の道へと、皆さま自身を修正していきたいと考えております。 

心配する必要はございません。 

それは決して難しいことではございません。 

前回皆さま方は高次元のパラレルワールドの皆さまや高次の意識と深く繋がるた

めに皆さまのハートに光の玉を作りました。 

今日もその光の玉を利用してワークを行いましょう。 

 

皆さまは今日この光の玉を通して宇宙の意識、宇宙の根源の愛と繋がります。 

どうか光の玉よ、皆さまの心の中にあるゲートよ、宇宙意識と宇宙の愛のエネルギ

ーのみを通してあげてください。 

今日参加している皆さまが宇宙意識に触れ、宇宙の愛の意識とひとつになることが

できるように光のゲートを開き、皆さまと宇宙意識を強く繋げてください。 
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では始めましょう。 

前回と同じように皆さまの胸の前に光の玉を想像します。 

まるで両手にバレーボールを持っているように想像してみてください。 

両手でバレーボールを持っているとそのバレーボールがどんどん光り輝いていき、

美しい光のゲートとなっていきます。 

そしてその光の玉から宇宙意識のエネルギーと宇宙の愛のエネルギーが皆さまの

心の中に流れ込んできます。 

皆さまの意識の中に、深く深く宇宙意識と宇宙の愛が流れ込み繋がっていきます。 

しばらくその様子を感じてください。 

宇宙意識と宇宙の愛のエネルギー以外のものは、このゲートを通ることはできませ

んので、ただ宇宙の意識と宇宙の愛のみがこのゲートを通って、皆さまのハートへ

と広がっていきます。 

 

皆さまは自分のハートがとても柔らかい愛に満たされている様子を想像しましょう。 

まるで暖かい太陽の光が皆さまの胸の中に差し込んでくるように、愛のエネルギー

が皆さまの心の深いところへと降りていきます。 

宇宙意識と宇宙の愛のエネルギーが皆さまの深いところへと降りていく様子を想

像してください。 

自分の体の中にも宇宙意識と愛のエネルギーが流れ込み、自分の体の奥深い場所、

そして心の深い場所へとその光が繋がっていく様子を想像しましょう。 

そのエネルギーが皆さまの心の深い部分、意識の深い部分に到達すると、黒いエネ

ルギーが皆さまの心の深いところにドロドロとたまっている様子が見えてきます。 

そのドロドロとしたものの奥には、きっと皆さまにとって大切なものがあるのだと

いうことが分かります。 

その大切なものをこの黒いドロドロしたものが覆い隠しているというような印象を

皆さまは受け取ります。 

きっと自分にとって一番大切な心の部分、あるいは自分の意識の一番根っことなる

部分がそこに有るのだけれど、黒いドロドロとした粘り気のあるもので覆われてい
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るのです。 

そのことによって自分が心から人を愛することができない、喜ぶことができない、

自由になることができないという感覚が伝わってきますので、その黒いネバネバを

したものを自分の体から取り除くことによって、自分は人を愛し、自由になることが

できるという確信が皆さまの心の中に生まれてきます。 

でもどうすればこの黒いものを取り去ることができるのか、皆さまには分かりませ

んので皆さまはすこしばかり途方にくれています。 

 

そのとき、光のゲートから入ってきた宇宙意識と宇宙の愛のエネルギーが光り輝き、

この黒い物質の中に浸透していきます。 

この物質の中に光が浸透し、この物質を光で覆い隠していくことによってこの黒い

ドロドロとしたエネルギーが少しずつ消えていきます。 

宇宙意識、宇宙の愛のエネルギーによってこの黒いドロドロしたものが少しずつ消

えていく様子を想像してください。 

宇宙意識と宇宙の愛がこの黒いドロドロしたものを覆い隠します。 

もともとはこの黒いドロドロとしたものも宇宙の愛から生まれたエネルギーです。 

皆さまがこの混沌としたエネルギーを自らの力で跳ね返し、今まで以上に力強い自

由と愛を勝ち取るために、この黒いエネルギーは皆さまの心を覆っていたのです。 

 

このエネルギーが今少しずつ消えていきます。 

宇宙意識と宇宙の愛がドロドロしたエネルギーを全てきれいに片付けると、その奥

には美しく光り輝く玉が残っています。 

これは皆さまが、皆さまの魂の意識と繋がるためのエネルギーです。 

この光の玉を持つことによって、皆さまは自分の魂、自分の高次の意識と繋がるこ

とができるのです。 

宇宙意識と宇宙の愛が皆さまの心の深いところで、更に広がっていく様子を想像し

てください。 

そうしますと皆さまの心の中から自分に対する否定的な感じや他人に対する怒りや
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憎しみが消えていきます。 

「自分自身は宇宙意識になることも、この愛を受け取ることも恐れない」 

「自分は宇宙意識になること、宇宙の愛とひとつになることを望んでいた」というふ

うに心の中でおっしゃってください。 

あなたは宇宙意識とひとつになり、宇宙の愛とひとつになることを、心の中で望ん

でいたのです。 

そして心の中で何度も何度もそのように思うことで、皆さまの心は更に大きな愛と

更に力強い宇宙意識に満たされていくことになります。 

そしてその意識が皆さまの体全体に広がっていくように想像しましょう。 

 

ハートから輝く光が皆さまの体全体へと広がっていきます。 

皆さまの肉体の細胞ひとつひとつに広がっていく様子を想像しましょう。 

特に皆さまの脳にこの光が広がっていきます。 

全てのコントロールや全ての支配は、皆さまの脳を通して行われます。 

皆さまの脳の中に様々なコントロールのエネルギーが入り込み、皆さまをコントロー

ルしているのです。 

では皆さまの背骨から頭の中へとても美しい光が輝いている様子を想像しましょう。 

皆さまの体全体、特に背骨と脳の部分に美しい光が輝いています。 

これは私たち宇宙連合の者たちが皆さまに送っている高次元のエネルギーです。 

皆さまの体が内側から輝くように想像しましょう。 

宇宙意識と宇宙の愛のみならず宇宙連合の者たちも皆さまに対して大きなサポー

トを送っています。 

そして皆さまの体から更に宇宙意識の光が広がっていく様子を想像しましょう。 
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2 宇宙意識で新たな生活を作り出すワーク 

 

そしてその光が更に広がると、皆さまが見ている日常生活も変わっていきます。 

皆さまが宇宙意識になったときや愛の意識になったとき、自分はこういう世界を生

きているのだろうな、こういう暮らしをして、こういう人たちとともに活動している

のだろうな、というような様子を想像してみてください。 

すぐにはそのような世界が皆さまには見えてこないかもしれませんが、自分が宇宙

意識になったら、こういう生活をしているだろうと具体的に想像してみてください。 

あるいは宇宙意識、愛の意識に満たされている感覚を感じてください。 

気持ちがいいなあ、嬉しいな、喜びに満ちているな、そういう感覚になられてもらっ

ても結構です。 

そうしたら、そのような生活はどのような生活だろうかと感じてみてください。 

生活全般を細かく想像する必要は全く有りません。 

ただ自分が食事をしているときに、素朴だけどおいしいパンが有ったり、農薬がか

かっていない野菜が有ったり、あるいは美味しい魚介類が有ったり、そのような様

子を想像してみてください。 

周りは決してきらびやかな世界ではないのですが、自分がゆっくりと落ち着く静か

な世界を想像してみてください。 

 

海の近くにあるコテージのような家だったり、山の麓にあるログハウスのような家

だったり、まずは自分がお気に入りの家で楽しく食事をしている様子を想像してく

ださい。 

そこに誰がいるかも想像してください。 

自分のパートナーや自分の子供もいることでしょう。 

あるいは仲の良い友人たちもいるかもしれません。 

そのような人たちと一緒に生活している様子を想像します。 

大切なことは自分の心が愛に満たされている感覚、自分の心が喜びに満たされて

いる感覚を得ることです。 
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皆さまの心の中にはいつも怒りや憎しみ、不安のエネルギーが有ります。 

今皆さまが生きている世界はそのような感覚や感情に満ちているので、皆さまは

常に不満が有る状態になり「何かを買いたい、何かが欲しい、でも何かに満たされ

ない」というような感覚を作っているのです。 

そのような感覚ではなくて、その場所に居ることで自分が喜びに満ちている、愛に

満ちている、自分の家族やパートナーに対しても優しい気持ちになれるというよう

な感覚をつかんでみてください。 

そして次にそのような生活を与えてくださり、ありがとうございます、そのような仲

間たちを与えてくださり、ありがとうございます、と感謝を捧げます。 

 

この大地と宇宙に感謝の気持ちを向けてください。 

大地よ、ありがとう 

宇宙よ、ありがとう 

という言葉を声に出されてください。 

この宇宙によって自分が生かされている。 

この宇宙によって自分が喜びに満ちて生きている。 

この宇宙の愛によって大切な子供たちがいる。 

この宇宙の愛によって自分のことを愛してくれるパートナーがいる。 

そのことに対しても、ありがとう、ありがとうという感謝の気持ちを捧げてください。 

今は自分の家の中で家族や親しい友人たちと一緒に食事をしながら、そのときの幸

福感を感じています。 

子供たちに対する愛を感じてください。 

友人に対する愛を感じてください。 

そして今この家の中に満ちている愛を感じてください。 

皆さまの生活、皆さまの家の中を愛で満たしましょう。 

 

次は皆さまの家の扉を開いて家の外に出てみましょう。 

家の外に出て行くとどのような世界が広がっているのか感じてみてください。 
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皆さまが愛を感じられる環境、宇宙意識のままでいられるような環境を感じてくだ

さい。 

周りはごみごみとしたビルが建っているのではなく、とても美しい野原やこういう

場所に住めたら私は愛のままで生きていける、こんなに美しい場所に住めたら私の

愛がもっと広がっていけるというような場所を想像してみてください。 

そして自分の周りで美しい世界が広がっている様子を想像しましょう。 

そこに生えている草も花々もとても愛おしく感じられます。 

樹木も風に吹かれて葉を揺らし、美しい花を咲かせています。 

そこで動いている犬や猫などの動物たちも美しく、空を見上げると空を飛んでいる

鳥たちも美しい、そして周りで働いている者たちも美しい、とても美しいエネルギー

の世界が周りに広がっている様子を想像しましょう。 

そして自分の家を取り囲んでいる美しい環境に感謝の気持ちを捧げましょう。 

 

私とともに存在してくれている植物よ、動物よ、自然よ、ありがとう、ありがとう、あ

りがとう。 

あなたから周りに向かって「ありがとう」のエネルギーを広げていきましょう。 

ありがとう、ありがとう、ありがとう、 

あなたのハートから大きな光があふれ、あなたの家の周りに広がっていきます。 

そしてあなたが見える範囲で結構です。 

その範囲にありがとうというあなたのエネルギーが満ちあふれている様子を想像し

ましょう。 

あなたはとても美しい自然の中で生きています。 

そして自然を支えているのが、まさにあなたの宇宙意識であり、愛の意識であると

想像してみてください。 

ありがとう、ありがとう、ありがとう、という言葉を周りに広げてあげてください。 

 

それではもう少しこの瞑想を続けていきましょう。 

今皆さまはとても自然豊かな場所で生活をして愛に満ちた生き方をしています。 
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今作った生活はとてもベーシックなものです。 

そしてそのような生活をしながら皆さまがどのような生き方をしているのか更に想

像していきましょう。 

例えば絵を書いている人はそこにアトリエを作って絵を描いている様子を想像しま

しょう。 

音楽が好きな方は楽器を演奏したり、友達と一緒にコーラスをしたりしている様子

を加えましょう。 

動物が好きな方は自分が好きな動物と戯れている様子も加えていきましょう。 

自分はどのような生活を楽しみたいのか、自分はどのような未来を夢見ているの

か、もう少し想像してみましょう。 

科学技術が好きな方は、その科学技術を使って地球のためにどのような貢献がで

きるのか考えてみましょう。 

今まで地球人が汚した環境を浄化するための科学技術もこれから生まれてきます。 

それはとても素晴らしい技術です。 

あるいは他の星の方ともコミュニケーションを取れるような機械も発明されるかも

しれません。 

この地球にとって地球人の進化にとってどのような科学技術が必要なのかという

ことも一緒に考えましょう。 

ではこれから皆さまが自分の理想的な未来の生活をしっかりと想像していく時間を

作りますので、皆さまの中で自分の理想の生活を思い描いてください。 
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３ 理想の自分から今の自分にメッセージを送る 

 

想像できましたでしょうか。 

今皆さまが想像している世界は実際これから皆さまが体験する世界です。 

これから歩んでいく未来というものを皆さまはしっかりと今計画することができま

した。 

そしてそこに存在しているあなたは、まさにあなたにとって理想的なあなたとも言

えるでしょう。 

自分の意識をその理想的な自分にしっかりと預けてみてください。 

理想的な世界をあなた自身が体験しているというふうに想像してみましょう。 

そして今度はその自分から今現在のあなたを見てください。 

理想の自分から見て、今現在のあなたはまるでスクリーンの中に映しだされたドラ

マの主人公のように見えています。 

ちょっと古ぼけたテレビに、今のあなた自身が映っているように想像してみてくだ

さい。 

いつもと視線が逆になります。 

あなたが理想とするあなたから、今現在のあなたを見るのです。 

どのように見えますか、感じてみてください。 

やすらぎがない生活に疲れ切ったあなたが見えるかもしれません。 

あるいは、これから頑張って楽しい人生を生きようと希望に満ちあふれているあな

たが見えるかもしれません。 

 

では理想の人生を送っているあなたから、今のあなたに対してどのようなメッセー

ジを送りたいと思いますか。 

理想の世界を生きるあなたは自分の目の前にあるテレビのような画面に映ってい

る今のあなたに向かって言葉をかけてあげてください。 

どのような言葉でも結構です。 

あるいは言葉ではなく、あなたの気持ちや今のあなたに対して送りたいと思うよう
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なエネルギーを送ってあげてください。 

高次の意識となったあなた、パラレルワールドの素晴らしいあなたが、現状を生き

ている皆さまに対してメッセージやエネルギーを送っているという風に考えてくだ

さい。 

 

いかがでしょうか。 

あなたは、今あなたが理想とする自分になっているのです。 

そのような自分から先ほどまでの自分に向かってメッセージを送ったり優しいエネ

ルギーを送ってあげたりしてください。 

それではしばらく時間を取りましょう。 
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PART1 皆さまのガイド、魂の兄弟たち 

 

 

１ ガイドについて 

 

まず今日は大切な瞑想ワークを行う予定にしておりますので、その前に皆さまの前

に現れるガイド（守護者）そしてパラレルワールドのあなた自身、魂の意識について

お話をさせていただきたいと考えております。 

まずガイドについてですが、このガイドという考え方が地球人皆さまひとりひとりに

とって異なっております。 

ガイドは皆さまを導く者、皆さまを守護する者ということになりますが、このガイド

がどのような世界に向かってあなたを導くのか、あるいはどのような守護をするの

かによって皆さまの未来が大きく変わります。 

基本的にガイドは皆さまが心で願っていること、心で考えていることを把握しなが

ら皆さまの意識に沿って皆さまを導いていくことが普通でございます。 

しかしながら、ガイドの中にはこの地球で肉体を持って存在していた者たちが、肉体

を失って霊的な世界から皆さまを導いている者たちがたくさんいます。 

その導き方に関していうならば、この世に自分の思いを残している霊、あるいは自

分の欲望を果たすことなく終わってしまった霊的存在は、皆さまの意志よりも自分

の思いや自分の欲望を優先して皆さまを導くことがございます。 

つまりその霊的存在が皆さまと一体となって、自分が生きている間に成し遂げられ

なかった想いや欲望を成し遂げるために皆さまを守護し導くという存在もいらっし

ゃるのです。 

今地球では多くの方たちが肉体を失って霊的な存在たちが住む世界である幽界に

いらっしゃいます。 

幽界というのは、まだまだ覚醒されていない霊的存在たちがいる場所です。 

その場所にいる存在たちは、自分が亡くなったことさえも知らない者たちもたくさ
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んいます。 

また亡くなったことは分かっていたとしても、今生きていらっしゃる地球人の方々

や土地、財産にとても大きな執着を残していますので、そこからなかなか離れられ

ないという霊的存在もたくさんいます。 

そのような存在たちがガイドや守護者として皆さまにつくことがあります。 

本来であればそのような存在はガイドや守護者としてふさわしくない存在でありま

すが、その霊的存在たちと皆さまたちが考えを同じにしていらっしゃるならば、その

存在と周波数があってしまい、皆さまにその霊たちが憑依し皆さまを自分たちの欲

望のままに導くということもあります。 

最近の地球ではこのことがとても多くなっています。 

多くの人たちがお金儲けに走ったり、自分の土地や御家族に執着したり、また自分

が生きている間に果たせなかった豊かさや名声を得ること、自分が多くの人たちか

ら尊敬されること、そのような欲望が有るために、肉体を失った霊的存在と今生き

ている皆さまが一緒になってその思いを果たそうとするのです。 

もちろん皆さまがお金を儲けたい、自分は名声を得たい、あるいはカリスマになっ

て多くの人たちから信頼を得たいと思っていれば、そのような霊的存在と波長が合

い、彼らを守護者やガイドとして生きていくことができます。 

もちろん彼らは肉体を持っていない霊的な存在ですから、皆さまよりも多くの事が

見えますし、他の人たちの心を読み取り行動を知ることもできます。 

これから地球の経済や社会がどのような動きになるのかということも、生きている

人たちよりも分かりますので、皆さまよりも「先見の明」と申しますか、知恵が働くの

です。 

そのためにこのような存在がガイドや守護者になっていると、皆さまもお金儲けが

できたり、多くの人たちに尊敬され、支持されるような立場になることも可能です。 

例えば、皆さまが政治家や投資家になったり、経営者になったとしたら、今までより

も更に多くの人から支持され豊かになれるように、とてもパワフルな力で皆さまを

導くことができるのです。 
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多くのガイドや守護者は、そのような形で皆さまを導いています。 

しかしながらその導きは３次元世界を対象としたものですので、この地球がアセン

ションを迎えて、皆さまがアセンションをしていくことに対しては、これらのガイドは

非常に無頓着であります。 

また皆さまがそのような生き方をなさることに対して反対されることでしょう。 

皆さまがアセンションをしよう、地球人として意識進化をしよう、と思ったときに、

皆さまの生活がうまくいかなくなったり、病気がちになったり、様々なトラブルが起

こるということは、これらのガイドや守護者たちがその道に進まないように、３次元

世界の仕組みのなかに皆さまが残るように妨害している場合もございます。 

ですから皆さまが３次元世界の仕組みの中でお金持ちになる、有名になる、という

ことを選択されればこれらのガイドたちは皆さまを応援するでしょうが、そのような

ガイドがいる状態でアセンションをしたい、意識進化したいと思っても、なかなか上

手くいきません。 

それはその守護している存在たちと皆さまの意志が食い違っているからなのです。 

もし皆さまがアセンションをしたい、自分の意識を進化させたいと考えていらっしゃ

るなら、同じ思いを持っている存在を自分のガイドや守護者として身に付けていか

なければならないのです。 

このことについてみなさまが詳しくお知りになることによって、なぜ自分を５次元

意識に導くガイドや守護者を身に付けなければならないか、ということがお分かり

になると思います。 

 

また魂や高次の意識の意志というものございます。 

その意志は、３次元世界にフォーカスしている皆さまの意志と少しばかり異なるも

のです。 

皆さまは今３次元世界に生きていらっしゃいますので、３次元世界を全くフォーカス

しないというわけにはいきません。 

ある程度３次元世界で皆さまが行っている仕事や家庭生活、特に子育てに関して、

皆さまはしっかりと意識を持って対応していかなければなりません。 
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しかしながら、皆さまがどのような未来を夢見るのか、どのような人生をこれから

送っていこうとしているのか、ということをしっかりと定めなければなりません。 

３次元世界の中で、ただ仕事をして家族を持って終わるのか、あるいはアセンション

をする道を選ぶのか、自分が本当に理想とする世界を生きるための道を選ぶのか、

このことは自分の意志の中ではっきりと決めていかなければならないのです。 

皆さまの肉体の意志と高次の意識は協調し合いながらその世界へと進んでいくの

ですが、お互いの意志が大きく食い違っている場合は、自分の人生が上手く進んで

いかない場合もございます。 

毎日の仕事や生活を大切にして、それが皆さまの未来へと続いていくような生き方

をしていくために、３次元世界を送る在り方を変える必要が有ります。 

そのために、皆さまがそのような道を歩むことを導き守護するガイドというものを、

皆さま自身で設定していただきたく思います。 

そうすることによってスムーズに皆さまがアセンションをする世界、自分が望む世界

へと進んでいけるのではないかと考えております。 

 

 

 

２ 魂の兄弟たち 

 

また次にお呼びするパラレルワールドの高次の意識についてですが、皆さまの魂は

この物理世界で様々な体験をするためにたくさんのパラレルワールドを生み出し、

その中に皆さま自身を意識として降ろしております。 

つまり魂は皆さまだけでなく、皆さまと同じような存在、皆さまと少しずつ異なる

存在、あるいは皆さまと大きく異なる存在、それらの存在をたくさん生み出してお

ります。 

魂は自分の意識を分化してひとつひとつのパラレルワールドに降ろしていくという

方法を行っているのです。 

今皆さまはこの地球の３次元世界、しかもこれからアセンションをするパラレルワー
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ルドの地球の中に、皆さまの魂が意識を降しているので、皆さまはこれからアセン

ションをしていく地球を経験することができます。 

またそのパラレルワールドはアセンションをしない地球で生きる自分とも重なって

おりますので、皆さまがアセンションをしない地球に生きていくことも可能です。 

皆さまが今と同じような現実世界をこれからも更に体験したいと考えていらっしゃ

るならば、アセンションをしない地球のパラレルワールドの中に入っていきますし、

皆さまがこれからアセンションをして新しい体験をしたいと考えるのならば、皆さま

はアセンションをする地球というパラレルワールドの中を進んでいくのです。 

「今はその分岐点である」といっても良いかもしれません。 

そして魂はこのような状況だけではなく、すでにアセンションをしている皆さまも作

り上げております。 

魂は自分から分離した意識を使用して、様々なパラレルワールドを経験することで、

たくさんの知識と経験を自分の中に蓄えようとしているのです。 

皆さまのパラレルワールドの中には、すでに肉体を持ってアセンションをした世界に

生きている存在もいますし、何回もアセンションを繰り返して半物質体となってい

る存在もいます。 

また完全な意識体として肉体を身に着けることなく生きている存在たちもいます。 

様々なバリエーションの人生を皆さまの魂は同時に体験しているのですが、ここで

皆さまがアセンションをするか、アセンションをしないかは魂にとってはとても大切

なことなのです。 

それは、これから肉体を持ってアセンションをする体験を魂は得たいと思っている

からです。 

そのために他のパラレルワールドで、すでにアセンションをした高次的存在たちが

皆さまのことをサポートすることになっています。 

そしてまた、皆さまを作りだした魂が降ろした意識体の中には、天の川銀河の平和

や宇宙の発展のために働いていらっしゃる存在もいます。 

皆さまの魂が生み出したパラレルワールドの存在は、皆さまの兄弟でありながらも、

それぞれの立場というものは大きく異なります。 
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皆さまよりも更に進化した者たちは、皆さまの進化を助けるために皆さまをサポー

トしようと考えていますので、今日はそのような存在たちが皆さまと深く繋がり、皆

さまをサポートするためにここに現れると思います。 

皆さまを守護する存在、そして皆さまのパラレルワールドの高次の意識、彼らが皆

さまと繋がることによって皆さまはそのような存在たちからサポートを受けること

ができるようになるのです。 

 

 

 

〇魂の意識について 

 

そして最後に魂の意識そのものが皆さまのもとに降りてこられます。 

魂そのものが降りてくるわけではないのですが、魂の意識の一部が皆さまのもとに

降りてこられます。 

それはどのような理由かと申しますと、皆さまは今物理世界に生きていらっしゃる

ために物理世界へのフォーカスが強く行われて、本来皆さまがしっかりと繋がって

いなければならない魂やハイヤーセルフとあまり繋がっていないようです。 

そのために皆さまは自分の魂の使命や自分の意識の役割を知ることがなく、この世

界に生きていらっしゃるのです。 

もし皆さまがこの地球に送られてきた理由、この世界で生きている理由をしっかり

と知ることができるならば、皆さまの意識も大きく変わり、魂の意志に沿った生き

方というものを皆さまはなさることでしょう。 

皆さまが本来繋がっていた魂の意識と皆さま自身の意識が今バラバラになってい

るために、魂や皆さまの高次の意識が何を考えているのか分からなくなり、また自

分の使命、自分がこの世界ではたすべき役割も分からなくなっているのです。 

もう一度ここで皆さま方の魂の意識をつなぎ直すことによって、皆さまの意識と魂

の意志がしっかりと交流し合い、皆さまがこの地球で生きている意味、この地球で

果たすべき役割について皆さまは受け取ることができるのではないかと考えてお
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ります。 

そのような状態になって初めて、皆さまはしっかりとアセンションをしていけるとも

いえるでしょう。 

そのように魂と繋がっている状態の中で、皆さまが夢見る未来、皆さまが作り上げ

る未来、というものが本当に皆さまの前に実現していく未来となっていくのです。 

そして今日はその世界へしっかりとパラレルシフトして行きたいと考えております。 

では始めていきましょう。 

皆さまよろしくお願いいたします。 
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PART2 瞑想ワーク 守護者、魂の兄弟、魂の意識と

繋がるワーク 

 

 

〇ワークの準備 

 

それでは最初に自分のハートに両手をあてて、ハートを閉ざしている状態を作りま

しょう。 

通常皆さまのクラウンチャクラやハートチャクラは閉じている方が安全でもあります。 

これが開きっぱなしになることによって、様々な不要なエネルギーや霊的存在たち

が皆さまと関わり合うことになりますので、一旦このクラウンチャクラとハートチャ

クラを閉じます。 

そしてまずこのワークを行う設定をしたいと思います。 

これから皆さまは皆さまのガイドやパラレルワールドの仲間たち、そして皆さまの魂

の意識の一部を受け入れます。 

このゲートはそのために開かれておりますので、それ以外の存在はこのゲートを通

ることができません。 

皆さまにとって愛の有る存在、皆さまを愛へと導く存在のみがこのゲートを通り、

皆さまと深く繋がることができます。 

それ以外の者たちは一切このゲートを通ることを許可されておりません。 

ガイドに関しましても、皆さまを３次元世界へ導くガイドではなく、皆さまの高次の

意識、魂の意志に基づいて皆さまをアセンションさせていくガイド、皆さまが本来望

んでいる世界へと導くガイド、皆さまを愛ある世界へと導いていくガイド、そしてそ

のための守護を行う守護者のみとさせていただきます。 

どうかよろしくお願いいたします。 

また同じように、皆さまのパラレルワールドの存在も同じ役目を持つ存在とさせて
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いただきます。 

 

では設定が終わりましたので、ガイドや守護者、パラレルワールドの仲間たちを呼び

込むとしましょう。 

ゆっくりと深呼吸しながら皆さま自身の波長を上げていきます。 

今まで皆さまは３次元世界にフォーカスして、仕事や家庭のことを行っておりました

ので一旦そのフォーカスを外させていただきます。 

そして今皆さまの目の前に美しい光が輝いています。 

５次元意識の光です。 

今皆さまを守護している宇宙連合や高次の存在たちが今皆さまの周りを光のフィ

ールドで包んでいます。 

今皆さまが光のフィールドの中にいることを想像してください。 

皆さまの周りは光で取り囲まれております。 

美しい大きな光の中に立っている自分を想像してください。 

そしてその光を浴びることによって、皆さまの体が輝き始めます。 

皆さまの細胞全てが光り輝いていきます。 

皆さまの意識もクリアリングされ不要な感情や不要な思いも全て消えていきます。 

そして皆さまがハートにあてていた手を離してください。 

ハートチャクラとクラウンチャクラでそのエネルギーをしっかりと自分の体の中に吸

収してください。 

今皆さまの中にある不要な感情がクリアリングされていきます。 

ここ最近起こった感情的な出来事や手放さなければいけない思いなどがエネルギ

ーとなって皆さまの体から抜け出していきます。 

今皆さまの体はとても心地よい状態に変わっていきます。 

しばらく深呼吸を繰り返してください。 
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〇ガイドの召喚 

 

では偉大なるガイドよ、偉大なる光の守護者よ、皆さまの前に立たれてください。 

皆さまが本来望んでいる世界、魂や高次の意識が望む世界へと導き、そして守護す

る存在よ、どうか皆さまの前に立たれてください。 

皆さまはハートチャクラを開いて、ハートチャクラでこの存在を感じてください。 

そしてこのように確認しましょう。 

「あなたは愛を持って私を導く存在ですか 

あなたは私を意識進化の道へと導く存在ですか 

そうでなければこの場を立ち去ってください 

もしそうであれば私のハートとあなたのハートをひとつに繋げてください」 

今皆さまの前に降り立たれた方がそのまま残っていらっしゃるのであれば、皆さま

のハートとそのガイドのハートをしっかりと繋いでください。 

そしてそのガイドから何かメッセージを受け取ったり、名前やビジョンを受け取った

りすることができるならば感謝を持ってそれを受け止めてください。 

ではゆっくりと深呼吸してガイドに感謝の言葉を述べます。 

 

 

〇魂の兄弟たちの召喚 

 

次に皆さまを生み出された魂が作ったパラレルワールドに生きる存在の中でも高

次の意識を持ち、皆さまをサポートしてくださる存在をお呼びしましょう。 

それではこのようにお願いしてみましょう。 

私のパラレルワールドの高次の意識よ 

私の魂が生み出した高次の意識よ 

私のことをサポートしてくださる方がいらっしゃるならば 

どうか私のもとに降り立ってください 

私の前に姿を現して、皆さま方の愛の意識を私に向けてください 
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皆さまの両側に、皆さまを生み出した魂が作り出されたパラレルワールドの兄弟た

ち、そして皆さまを支えるパラレルワールドの仲間たちがやってきます。 

左右におひとりずつ立たれますのでその存在を感じてください。 

彼らはもうすでに高い意識になっておられますので、人間の姿をしていない場合も

ございます。 

半物質体の透き通った体を持っていらっしゃる方もいらっしゃるでしょう。 

全く物質的な肉体を持たずに光り輝く存在もいらっしゃるでしょう。 

あるいは肉体を持っていたとしても地球人ではない肉体を持っている方もいらっし

ゃいます。 

そのような方たちをお迎えしてください。 

彼らは皆さまの左右に立たれますので、その方としっかりとコンタクトを取られてく

ださい。 

そして、ありがとうございます、感謝の言葉を述べられてください。 

私の魂の兄弟よ、本当にありがとうございます。 

これからもサポートして頂けることを心から嬉しく思います、と述べられてください。 

 

 

〇魂の意識の召喚 

 

最後にあなたの後ろに魂が降した意識の一部が立たれます。 

とても大きな光があなたの後ろに広がり、そしてあなただけでなく今出てこられた

パラレルワールドの皆さまやあなたの守護者も包みます。 

とても大きな光が皆さまを包んでいると想像してください。 

宇宙連合の皆さまや高次の存在たちが、あなたを守るために作った光のフィールド

が更に強く輝くように想像してください。 

魂の意識の光をしっかりと受け取っていきましょう。 

皆さまのハートチャクラだけではなくクラウンチャクラやサードアイ、そして皆さまの

脳神経が魂の意識とひとつに繋がっていくように、あるいは魂の意識の一部があな
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たの中に入って行くように想像されてみてください。 

偉大なる魂の一部よ 

皆さまの後ろに立ち、皆さまとひとつになって、 

その光で皆さまを守護し守ってください。 

ゆっくりと魂の意識を感じてください。 

ガイドやパラレルワールドの皆さま、そして魂の意識がひとつになって皆さまの意

識とつながっていきます。 

皆さまの意識がとても大きく変わっていきます。 

新たに皆さまを守護するグループというものが出来上がっていくのです。 

 

 

〇未来を想像する 

 

ではゆっくりと自分の未来を想像してみましょう。 

今のあなたは今までのあなたとは全く異なっております。 

魂の意識をしっかりと感じながら、パラレルワールドの仲間たちのサポートを受け

て、アセンションをする世界へあなたを導くガイドとともに生きています。 

そのようなあなたが想像する未来は、現実の未来となるでしょう。 

ではあなたがアセンションをした後、どのような世界を生きているのか想像してみ

てください。 

あなたが生きている間に体験する未来もあれば、あなたが一旦肉体を失って再度

肉体を持った時に体験する未来もあります。 

どちらでも結構です。 

あなたが理想とする世界、あなたがこういう人生を送りたい、こういう世界で生き

ていきたい、と思う世界を具体的に想像してみてください。 

どのような生活をして、どのような仕事をしているのか、どのような生き方をして

いるのか、具体的に想像してみましょう。 
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瞑想時間 

 

では皆さまが、これから歩むパラレルワールドをしっかりと想像できたと思います。 

その中にあなたがいて、そのパラレルワールドをどのように体験しているのか想像

してみましょう。 

あなたがそのパラレルワールドでどのような役割を持って、どのような人たちと、

どのような仕事をしているのか、またどのような家族を持ち、どのような人生を楽

しんでいるのか、ということを想像してみてください。 

 

瞑想時間 

 

〇パラレル世界にシフトする 

 

それではその世界にパラレルシフトします。 

今自分の部屋に座っているあなたの中から光の玉のようなものが出てきます。 

大きな光がゆっくりとあなたの肉体から離れていきます。 

自分の肉体と光が繋がったまま空を飛ぶ火の鳥のように、光のラインを描きながら

パラレルワールドの中に入っていく様子を想像してください。 

しばらくの間あなたはそのパラレルワールドを上空から見ています。 

こういう世界を私は創造したんだ、この世界はこのようになっているんだ、という風

に周りをよく見渡してください。 

そしてこの場所は、この場所はこういう風に作り変えたいと思うところがあれば、そ

れをパラレルワールドに存在するあなたに伝えて変えてもらってください 

そしてゆっくりとパラレルワールドの上空から降りてきて、そのパラレルワールドで

生きているあなたの中に入ります。 

そしてパラレルワールドのあなたの視点で周りを見ましょう。 

パラレルワールドのあなたとひとつに融合して、自分がその場所で何を見ているの

か、何を考えているのか、そしてどのようなことをしているのか感じてみてください。 
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そしてそのことに対して大きな喜びを感じましょう。 

ありがとう 

とても嬉しいです 

とても楽しいです 

素晴らしい毎日です 

ありがとう 

ありがとうという感謝の気持ちを宇宙に向かって伝えてみましょう。 

自分が理想のパラレルワールドで生きていくことができて、どんなに素晴らしい思

いをしているのか、どんなに豊かな思いをしているのか、楽しくて仕方がないとい

うような思いをこの宇宙に向かって伝えてみましょう。 

宇宙は感情を受け取ると、その感情を実現するために動くのです。 

皆さまが今いる世界からこのパラレルワールドに移っていくためのシンクロがこれ

から起きてきます。 

皆さまが生きている間に実現できるような世界であれば、皆さまが生きている間に

シンクロが続いて起こりますのでその未来は実現できるでしょう。 

また今の自分の人生から遠いと思われたら、新しく生まれ変わるときにそのような

世界に生まれ変わるでしょう。 

今の人生で実現するのか、次の人生で実現するのか、それは大きな問題では有りま

せん。 

そこにあまり執着することなく、ただ自分はこういう世界で生きていきたいのだ、と

いうことをしっかりと感じられてください。 

しばらく時間を取りましょう。 

そしてそのパラレルワールドに生きて喜びに満ちあふれている自分を想像しましょ

う。 
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〇新しく生まれ変わった自分に戻る 

 

では、今までの自分の世界に戻る時間がやってまいりました。 

もう一度感謝を捧げて、周りの皆さまに「また近いうちにお会いしましょう」という

風に声をかけてください。 

そしてパラレルワールドのあなたの中からすっと光が出て、そして美しい鳥になって

空を横切り、皆さまの今の体に戻って来てください。 

光のラインが、あなたのパラレルワールドとあなたを繋いでいくようにしましょう。 

あなたが間違うことなく、たとえ時間がかかったとしても、このパラレルワールドに

あなたが導かれるように、しっかりと光のラインを繋いでください。 

そして今のあなたの意識へと戻ります。 

今戻ったあなたの意識はこのワークが始まる前の意識とは全く異なる意識になっ

ています。 

自分の未来がしっかりと見えており、自分が行くべき道が整ってきたからです。 

皆さまの歩みを助けてくれる存在たちも今しっかりと繋がっています。 

では皆さまのガイド、皆さまのパラレルワールドの仲間たち、魂の意識にお礼を言っ

てください。 

「ありがとうございます、私をサポートしてくださりありがとうございます。 

私が明確な未来を見て、その未来に向かってしっかりと歩むことができるようにサ

ポートしていただいてありがとうございます」 

というふうに述べて一旦皆さまのハートを閉じて、このワークを終了いたします。 

ただ今出てきてくれた存在たちとの繋がりは消えないようにしましょう。 

これから何度もコードカットなどをする機会があるかもしれませんが、今回現れてく

れた仲間たちは皆さまにとって大切なチームです。 

皆さまをサポートするチームですので「このチームとの絆は私が意図しない限り切

れない」ということをしっかりと宣言されてみてください。 

ありがとうございます。 

ではゆっくりと自分の意識に戻ってください。 
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PART1フォトンエネルギーと「宇宙の根源の愛」 

 

 

それではブルースカイからお話をさせていただきます。 

実を言いますとこのフォトンベルトに関しましてしばらくの間お話することを宇宙連

合は控えておりました。 

その理由は、地球の統治者たちの警戒が非常に強くなったために、フォトンベルトの

お話をしようとするととても強い制限を受けることになっていたからです。 

しかしながらその制約が緩和されましたので、皆さまにフォトンエネルギーとアセン

ションの仕組みについて詳しくお話させていただきたいと思います。 

まずアセンションは簡単に言いますと「次元上昇」ということではありますが、これ

はひとつの星々やひとつの種族だけに起こっているわけではございません。 

アセンションというのは常に宇宙規模で起こっているのです。 

確かにそのとき起こるのは、幾つかの星や幾つかの限られた銀河の一部のように思

えるかもしれませんが、これは宇宙の一定の場所が順番に次元上昇の波を受けてア

センションをしていくことで、宇宙全体がアセンションをしていくことになるのです。 

以前サファイアさんから「宇宙の根源の愛」も次元上昇するというお話をさせていた

だきました。 

「宇宙の根源の愛」から生まれた生命や多くの種族たちは、この宇宙の中で「個」とし

て学び「個」として成長することによって、自分自身の意識や波長を高めることがで

きます。 

そしてその学びが終わった時点で「宇宙の根源の愛」に戻ってくるのですが、このと

き戻ってくる「宇宙の根源の愛」は、その生命体が生まれ出てきた「宇宙の根源の愛」

よりも更に次元の高い「宇宙の根源の愛」に変わっているのです。 

そして「個」として学びを得てきた存在が「宇宙の根源の愛」に入ることによって、そ

の存在が学んできた経験や知識そして以前よりも高くなった波長によって「宇宙の

根源の愛」は少しずつ成長し次元を高めていくのです。 
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そのために同じ「宇宙の根源の愛」であったとしても皆さまが出てきた「宇宙の根源

の愛」よりも皆さまが戻っていく「宇宙の根源の愛」の方がとても波長が高く次元も

高くなっているのです。 

皆さまを産んだ「宇宙の根源の愛」は、常に意識進化、次元進化をしておりますので

「宇宙の根源の愛」から生まれた宇宙そのものも常に意識進化と次元進化を行うこ

とになっております。 

それがどのような形で行われるのかと言いますと、これがフォトンベルトの秘密な

のです。 

「宇宙の根源の愛」はとても大きなエネルギーを持っています。 

そのエネルギーは生命を進化させ、そして生命の本質をより深く拡充していく働き

なのです。 

この「宇宙の根源の愛」から発せられた特別なエネルギーがフォトンエネルギーと呼

ばれております。 

皆さまは星々や銀河を包み込む大きなドーナツのような姿を見られたことがある

かと思います。 

そのドーナツのようなエネルギーがあって、そこを宇宙に存在している星々や銀河

の一部が通り過ぎることによって、星々がフォトンエネルギーを受け取り、その星に

存在する種族とともに進化していくのです。 

これは非常に高い次元のエネルギーですので、皆さまの物理世界の機器で観察で

きるものではありません。 

そのために多くの科学者や天文学者がそのようなものは無いとおっしゃっておりま

すが、それは当然のことです。 

彼らにとって観測できないものは存在しないことになっておりますので、フォトンベ

ルトの存在を伝えようとする科学者や人々に対して、それは欺瞞であると言わざる

をえないのです。 
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PART２ フォトンエネルギーと地球の物理世界 

 

 

これから５次元世界、６次元世界を体験しようとする方たちは、このフォトンベルト

の働きを実際に感じられ、またその影響を受けることになってくるでしょう。 

もちろんアセンションなどを信用されない方たちであっても、多くの方たちがこの

フォトンベルトのエネルギーを受け止めることになるでしょう。 

そしてそれなりの変化あるいは変容が起こってきますが、そのことに対して意識的

ではないために、これがアセンションを起こすためのフォトンベルトのエネルギーで

あることにまったく気付かないのです。 

そのような方は自分の３次元意識を守り続けておりますので、自分から望んでアセ

ンションをすることをいたしません。 

これからアセンションを望まれる方がこのフォトンベルトのエネルギーを受け止める

ことによって、皆さまが見ている現実世界のホログラムも大きく変わってきます。 

それはまるでこの地球が幾つかの地球に分かれるような大きなホログラムの変容

があるのです。 

このフォトンエネルギーを受け止めることによって、アセンションをしていく、あるい

は意識進化をしようとする人たちのホログラムは大きく変わってきます。 

皆さまが「アセンションをする世界に生きる」というホログラムに変わってくるので

す。 

そしてそのホログラムによって皆さまたちが生きていく次元も変わります。 

またアセンションをしないということを望んでいる人たちは、今と同じような世界の

ホログラムか少しばかり異なるホログラムの世界を見ることになると思います。 

そしてそれぞれの方が、自分が望んでいる世界（次元）を体験いたしますので、同じ

地球であったとしても次元が異なってくるのです。 

これはホログラムのとても大きな特質です。 

それはその人の意志、あるいは意識といっても良いかもしれませんが、その意識の
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進化によって皆さまが進んでいく世界が異なるのです。 

このフォトンベルトに入ることによって、皆さまの肉体の中に入っている意識体ある

いは皆さまを守っている意識体そのものも進化いたします。 

そしてその意識体を通して、その意識を作っている魂さえも進化していくのです。 

とても大きなフォトンベルトですので、単に地球だけではなく地球を取り囲んでい

るスピリチュアルなエネルギーや霊的な世界、そして地球を取り囲んでいる多くの

次元も影響を受けます。 

スピリチュアルな次元である５次元、６次元、７次元に関しましては、すでにフォトン

エネルギーの影響を受けて大きく変容しております。 

今まで皆さまが「ネガティブ」と呼んでいたエネルギー、それは皆さまの次元を成長

させるためにとても大切な役目をするエネルギーだったのですが、そのエネルギー

が全てポジティブなエネルギーに変わっていきました。 

今まではお互い違う意見を出し合うことによって、自分たちの真実を見極める働き

をネガティブなエネルギーは行っていたのですが、これからは皆さまの霊的エネル

ギー、スピリチュアルなエネルギーは全てが調和をもたらす真実のエネルギーとして

存在するということになるでしょう。 

もちろんその中にも様々な多様性は残されておりますので、その多様性を体験する

ことによって皆さまの霊的な世界は更に発展していくことになりますが、今までの

ように争いや意見の相違がこれからはあまり起こらなくなります。 

今までは多くの人たちが異なる価値観で世界を見ておりましたので、お互いの視点

の違いや見ている世界の違いによって、皆さまは様々なことを経験して成長してき

ました。 

これからフォトンベルトのエネルギーを受けることで、それぞれの世界が分かれてい

きますので、皆さまが存在する世界は同じ世界を見ている者たちばかりが集まった

世界になっていくことでしょう。 

そうすることによって皆さまは自分たちが目指している世界へより早く到達するこ

とができるようになるのです。 

地球がフォトンベルトを通過することによって、まずエネルギーが相反する者たちが
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完全に異なる次元に分かれていきますので、各自のエネルギーに基づいた世界がこ

れからはできてくることになっております。 

 

そして一番問題なのはこの物理世界を持っている３次元世界の変化ということにな

ります。 

５次元世界、６次元世界、７次元世界はさほど問題なく意識進化や次元進化をする

ことができますが、この３次元世界においては様々なエネルギーが物質を伴って存

在するために、エネルギーが非常に絡み合った状態になっていますので様々な問題

が生じることになります。 

特に地球においては、皆さまが地球外種族と呼んでいる者たちがたくさん入り込み

３次元世界と４次元世界の両方を含めた複雑な関係性を作り上げておりますし、４

次元世界から３次元世界を様々な方法で支配するということも行なわれております。 

３次元世界に生きる地球人たちは「物質的に存在しないものは存在しない、自分の

目に見えないものは存在しない」という概念の中で生きておりますので、４次元世

界から３次元世界に生きる地球人をコントロールする仕組みが全く見えず、自分た

ちは自分たちの意志で生きていると思わされておりました。 

更に地球人をコントロールする者たちにも様々な存在がいますので、地球人たちは

自分たちの意志ではなく、４次元世界の存在からコントロールされた状態で、他の

地球人と争ったり協力し合ったりしておりました。 

現在は非常に多彩なエネルギーがこの地球の中に存在していますが、地球がフォト

ンベルトを通ることによって、そのエネルギーが少しずつ解き放たれ、それぞれがそ

れぞれの世界へと分かれていくことになるのかと思います。 

次元の法則あるいは波長の法則と呼ばれるものが、この宇宙には有りまして「同じ

波長を持った者同士は同じ次元に存在できる」「異なる波長を持った者は異なる次

元に存在する」ということが言われております。 

今までの地球の物理世界は、その法則が適用されていなかった場所なのです。 

その理由は、天の川銀河で起こった様々な種族同士の争いをこの地球で調和させ、

それぞれのカルマや因縁を解消するために、異なる波長の者や異なる次元の者た
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ちも一緒に存在できるという設定を地球に行ったためでもあります。 

この地球が幾つもの異なる地球外種族を受け入れ「総合の種族」を作るためにもそ

の設定は必要でした。 

そのために、この地球の物理世界においては波長の法則、次元の法則は適用されて

おりませんでしたので、様々な波長を持った者たち、様々な次元の者たちが同時に

地球の物理世界および４次元世界に存在し、お互いが仲良くなることも有れば、争

ったり支配し合ったりすることも有る、という世界を作り上げたのです。 

本来であればそのような経験を通して、地球に存在している種族たちが成長し、愛

のもとに統合されていく予定だったのですが、残念ながら今までの地球ではそのこ

とが実現できませんでしたので今回のフォトンベルトで波長や次元の異なる種族た

ちの分離が起こることになったのです。 

同じ種族の中でも異なる波長を持っている者たちは別れていきますが、たとえ異な

る種族でも同じ波長を持つ者同士が集まり、同じ世界を創造していくことにこれか

らなるのではないかと思います。 

つまり地球はフォトンベルトをくぐることによって、地球を支配してきた種族、そし

て支配されることを望んで依存してきた種族、そういった者たちと地球を支配する

ことを望まない種族あるいは支配されることを望まない種族が分かれていくことに

なります。 

また同じ種族の中でも、どれだけ宇宙の愛に目覚めているのか、宇宙意識を自分の

中で受け入れているのか、そのような観点からも幾つかの異なる次元へと別れてい

くことになるかと思います。 

異なる考えや波長を持つ者たちが分離するということ自体が実はアセンションとい

うことなのです。 

ひとつの地球から幾つもの次元が生まれ、そしてその次元にふさわしいものたちが、

その次元に移り変わっていく。 

今の地球はまだ異なる波長を持つ者たちが接することができますが、これから５年

から１０年ぐらいかけて異なる次元は完全に分離されますので、異なる波長の者た

ちとは会うことができないようになるかと思います。 
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皆さまがよく「アセンション」ということを言われていますが、それはこのように幾つ

もの次元が分かたれ、その中でも宇宙意識や愛の意識に目覚めた者たちが、愛に基

づく世界をしっかりと作っていくことになるのです。 

また多くの星でアセンションとディセンションが同時に起こることも良くありますが、

ひとつの星の種族が統合され、愛の意識を持っている場合にはディセンションは起

こりません。 

それはその種族の意識が愛の意識、統合の意識で満ちあふれているために、その種

族が分裂することなく次元上昇していくからです。 

ただ地球のように同じ星の中で愛の意識に目覚めようとする者たちと愛の意識を

拒否するような者たちが分かれている場合には、その意志に従って地球は分離して

いくためにアセンションとディセンションが同時に起こるのです。 

このアセンションとディセンションが起こらないとお互いの間にとても多くの精神的

な摩擦や物理世界における争いが起こり、お互いが傷つくことになりますので、こ

の地球も法則に従って分離していくのです。 

今までの地球では波長の法則や次元の法則が適用されておりませんでしたので、こ

の地球の歴史の中で多くの争いや侵略、支配が行われてきたのですが、フォトンベ

ルトをくぐることによって地球も波長の法則や次元の法則が適用されるようになり

ますので、アセンションをした地球は争いや支配がない世界に変わっていくのです。 
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PART3 フォトンエネルギーが宇宙に及ぼす影響 

 

 

そしてもちろんこれは地球だけに起こっているわけではありません。 

太陽系全体にも大きな影響を及ぼしているのです。 

太陽系全体に関しましても今フォトンベルトを通過している途中といっても良いか

もしれません。 

ただ太陽系の全ての惑星が同時にフォトンベルトを通過するのではなく、ひとつひ

とつ順番にあるいは少しずつ時期をずらしながらこのフォトンベルトの中を通過し

ているといっても良いでしょう。 

そして地球がフォトンベルトを通過するだけでなく、ほかの星々もフォトンベルトを

通過することによって太陽系の次元、太陽系の波長が今までよりも更に高くなるの

です。 

実を言いますと地球だけでなく火星や金星においても、多くの種族たちが存在して

おり、地球と同じように種族同士の争いや様々な問題が有ります。 

しかしながら、幾つかの星、例えば金星や木星などの星々はフォトンベルトを通過す

ることによって種族の分離、次元の分離、波長の分離が起こりましたので、今はアセ

ンションをした金星や木星あるいはディセンションした金星や木星というふうに分

かれております。 

まるでフォトンベルトを通過することによって、幾つかの星々や太陽系が生まれてく

るようなイメージを持たれても良いかもしれません。 

今まではひとつの太陽系の中で様々な星ごとにエネルギーの摩擦や抗争が有りま

したが、フォトンベルトを通過することによって、地球だけではなく他の星々が先行

してそのような次元の分離を行っておりました。 

そして今回この地球がフォトンベルトを通過することになったのです。 

 

もう少しフォトンベルトとそのエネルギーに関してお話をいたしましょう。 
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先ほどフォトンベルトは宇宙規模でエネルギーをクリアリングし、次元を上昇させる

ために作られたシステムであるということを言いました。 

「宇宙の根源の愛」のエネルギーとフォトンベルトのエネルギーはとても深い関係を

持っているのです。 

簡単に言うならば「宇宙の根源の愛」は全ての生命を生み出しました。 

皆さまのような生命体だけではなく、銀河や宇宙そのものも「宇宙の根源の愛」から

生み出された意識体が成長して大きな惑星意識や銀河の意識、そして最終的には

大きな宇宙意識になっていったのです。 

やがてそういった意識体も自分の成長の完成を見たときに「宇宙の根源の愛」へと

戻っていくのです。 

つまり皆さまの宇宙、皆さまの銀河さえも成長し、大きな波長の上昇を迎えるため

に、フォトンベルトを通過しフォトンエネルギーを受け止めているのです。 

「宇宙の根源の愛」の世界から生み出された意識、それが「個」の意識から集合意識

になり、惑星意識になり、恒星意識になり、銀河の意識になり、宇宙の意識になる、

その重要な飛躍点（ターニングポイント）、つまり惑星や恒星がアセンションを迎えて

より大きな意識体になるときに、このフォトンエネルギーが必要なのです。 

そのような大きな惑星や恒星、銀河の意識がアセンションをするときは、とても大

きなエネルギーが必要になってきます。 

その惑星や恒星、銀河だけのエネルギーで自分自身がアセンションをするというこ

とではないのです。 

そのような大きな存在がアセンションをするためには「宇宙の根源の愛」から送られ

てくる特別なエネルギーが必要となるのです。 

 

このフォトンエネルギーには、今までその存在たちが持っていたスピリチュアルな次

元を更に上げていくような仕組みが有ります。 

言葉ではなかなか言い表しにくいのですが、そのスピリチュアルな意識体がフォトン

ベルトを通過することによって、更に大きな輝きを持ち、意識が広がり、他の意識と

の深い統合が生まれます。 
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そして意識体がこの宇宙の愛のエネルギーを更に大きく受け止めることができるよ

うな状態になっていくのです。 

実を言いますと７次元から８次元、８次元から９次元、９次元から１０次元というよう

に、高次元の世界に存在している者たちが、更にひとつ上の次元に上昇して行くた

めにも、このフォトンエネルギーが必要なのです。 

つまり８次元、９次元、１０次元、１１次元に居る存在たちにするならば、「宇宙の根源

の愛」が生み出したフォトンエネルギーを受け止めることによって、自分の次元を高

めて次の次元へと上がっていくことができるのです。 

もちろんこの８次元、９次元、１０次元というのは、地球の物理世界に生きる皆さま

に分かりやすいように作られた指標でありますので、実際の宇宙にはそのような次

元の区別があるわけではございません。 

ただ意識体の存在の仕方が、幾つかの層が重なって見えるように層ごとに異なって

おりますので、新しい存在の仕方に意識体が移り変わっていくことが「次元上昇」と

いうことになっております。 

次元上昇の大きなきっかけ、あるいは大きく移動していくためのエネルギーがこの

フォトンエネルギーということになるのです。 

そして皆さまがいらっしゃる地球は、おそらく今回初めてフォトンエネルギーを受け

ることになるかと思います。 

物質世界を持つ惑星たちの中には、今までフォトンベルトのエネルギーを受けてい

ない星たちもたくさんありますが、それは地球のように惑星意識がまだ若いせいな

のです。 

物理世界を持つ惑星は惑星意識としてはまだまだ若い惑星意識が多いのです。 

これが何回もフォトンベルトのエネルギーを受け止めることによって惑星意識が恒

星意識になったり、恒星意識が銀河意識になったりしていくのです。 

あるいは惑星の中でも非物理的なスピリチュアル的な惑星になっていくという選択

をする惑星意識もございます。 

ただ地球はまだ惑星意識から恒星意識になるほどには成長していませんので、今

回初めてフォトンエネルギーを受けることで、同じ惑星意識の中で次元上昇してい
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くことになると思われます。 

この広大な宇宙の中でフォトンエネルギーが有る場所というのはさほど大きい場所

ではありませんので、多くの恒星や多くの惑星たちがこのフォトンエネルギーを受け

止めることを非常に楽しみにしているといっても良いかもしれません。 

今まで地球はこのフォトンベルトのエネルギーを受け止めておりませんでしたので

今回初めてこのフォトンベルトのエネルギーを受け止めることになりました。 

そして地球では先ほど申し上げましたように様々な変化が起こってくるのです。 
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PART4 人間に対するフォトンエネルギーの影響 

 

 

次に皆さまに具体的にどのような変化が起きてくるのか、ということについてお話

したいと思います。 

地球がこのフォトンベルトをくぐりますと、地球の中に生きている全ての生命体や

全ての物質に変化が起きてきます。 

どのような変化が起きるかと言いますと皆さまのエネルギーの波長が一時的に高

まっていきます。 

簡単に言うならば、今までとても塞ぎ込んでいた人たちがとても嬉しい喜びの感情

に満たされるようなものです。 

今まで精神的に塞ぎ込んでいた人たちは、とても辛くて重苦しい気分の中で生きて

きましたのでエネルギーも不活性となり、皆さまが身に着けている肉体も重苦しく

波長の低いものになっておりました。 

そうしますと、そのような人たちと波長が合い、お互い気が滅入るような人たちが

集まったり、お互いが依存し合ったりするような精神状態で生きていくことになっ

てしまいます。 

これがフォトンエネルギーを受けますと精神的なエネルギーが活性化されていきま

すので、とても晴れ晴れとした気持ちになって活動的になり、自分自身を信頼し愛

に満たされていきます。 

そして世の中がとても楽しいように見えてきます。 

皆さまのスピリット体、意識体もフォトンエネルギーを受けることによって「宇宙の

根源の愛」のエネルギーが皆さまにより多く降りそそがれることになりますので、そ

のような意識の活性化が起こるのです。 

また皆さまが身に着けている肉体も皆さまの意識に合わせて活性化し、より自由で

より伸びやかでそして皆さまの高次の意識と深く繋がるような肉体になります。 

これは遺伝子の例えで言いますと、新たな高次の意識と繋がり宇宙の愛をしっかり
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と受け止めるような遺伝子が増えてきますので、皆さまの肉体も新たな進化の状態

に入っていくといっても過言ではありません。 

今の皆さまの肉体は高次元の意識が受け止められないような状態、また物理的に

存在しているものしか見えないような仕組みになっておりますが、この新しい遺伝

子が活性化することによって目に見えないものも存在していることに気付きます。 

また高次の意識や宇宙の愛の意識が実際に感じられ、自分の肉体に高次のエネル

ギーが流れていることが深く理解できるように肉体になります。 

そしてそのような高次のエネルギーによって肉体が癒やされ、肉体が更に高次のエ

ネルギーに満たされていきますので、あまり多くのものを食べなくても皆さまは自

分の肉体をより良い状態で維持することができるようになるのです。 

皆さまの脳も今までは物理的に存在しているものしか認識できなかったのですが、

物理的に存在しなくてもエネルギー体として存在しているものを認知できるように

なります。 

例えば今まで目に見えない存在は、湯気やかげろうのようにとても不確かなものと

して認知されていたのですが、これがもっと確かな姿を持ったものとして認知され

るようになってくるのです。 

もちろんすぐにそのように変わっていくわけではありませんが、皆さまの脳の構造

が少しずつ変わることによって、皆さまが使える脳の働きも増えてきます。 

「見えないものが見えるようになる」ということもそうなのですが、皆さま方が言葉

を使わずに意識の交流をすることも起こってきます。 

皆さまが同じように「宇宙の根源の愛」のエネルギーを受け止めることにより、皆さ

まの意識がとても深い愛の意識に変わっていきます。 

この愛の意識が皆さまの集合意識に大きく関わってきますと、この集合意識を使っ

て皆さまは意志の交流を行うことができるようになるのです。 

そのために言葉に頼ることなく、皆さまがテレパシーと呼んでいる方法や直感と呼

んでいる方法によって皆さまは意志の疎通を行うことができるようになります。 

また皆さまの脳の中で、地球の意識や大地の意識と深く交流している部分も活性

化してきますので自分が生きている地球に対する思いがしっかりと芽生えてきます。 



226 

 

「今この地球はどういう状態なのだろうか」 

「自分は地球のどのような部分と深く関わっているのだろうか」 

「自分は地球とどのように関わりあえば良いのだろうか」というような地球からのメ

ッセージを受止めたり、自分自身が地球と共鳴するような考え方、生き方をしたり

するようになります。 

そうなってきますとこの地球の中に生きている多くの生命体、特に動物や鳥、植物

などと皆さまは意識の交流ができるようになりますので、今皆さまが食料として用

いている牛や豚、羊、鶏などの意識とも深く交流し、彼らの存在を見直していくこと

になるのではないかと思います。 

そうすることによって皆さまの食生活も大きく変わります。 

野菜や果物を中心に食事を行うようになりますので、皆さまのエネルギー自体もク

リアリングされ、この地球の意識に同調しやすい状態になっていきます。 

そして皆さまの脳が発達することによって、皆さまの感受性がとても高くなってき

ます。 

今まで皆さまは自分の体にとって害のあるもの、適さないものも我慢して使用して

きました。 

あるいは自分にとって害となるもの、適さないものにも全く理解がなく、自分の体

を害するもの、適さないものも日常的に摂取したり用いたりしておりました。 

皆さまの脳の感受性が高まると自分の体に合わないもの、適さないものに対する

拒否反応が起こってきます。 

これから皆さまの体は、高次の意識からのコンタクトを常に受け取り、そのエネルギ

ーが肉体に流れ込んできますので、高次の意識とのコンタクトを阻害するもの、あ

るいは自分の意識と自分の肉体の繋がりを阻害するものに対して非常に敏感にな

ってきます。 

例えば科学的に作られた臭いや物質、例えて言うならば界面活性剤などの化学物

質で作られた洗剤や柔軟剤あるいはシャンプーやボディソープなどを使用すること

に対して違和感を覚えてくるようになります。 

人によっては化学物質がたくさん入ったシャンプーやボディソープを使うことによ
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って、体に吹き出物が出たり、体が痒くなったりするなどの不快感が生まれたりし

ますし、洗剤や柔軟剤も化学物質がたくさん含まれていますので、そのようなもの

で洗われた衣服を身につけることが嫌になったり苦痛に感じたりします。 

また皆さまの体に合わないような食べ物、例えば食品添加物や農薬あるいは皆さ

まが食べるべきではないようなワクチンや薬などが使われたお肉などの食材、ある

いは遺伝子変換されたような食材、そういったものを食べることによって皆さまの

体が拒否反応を起こして気持ちが悪くなったりお腹を下したりすることも起こって

きます。 

皆さまはどうしてそのようなことが起こっているのか分からないかと思いますが、

皆さまの体の感受性や意識の感受性が非常に高まってきますので、自分に合わな

いものに対して拒否反応を起こすのです。 
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PART5 人間の意識へのフォトンエネルギーの影響 

 

 

次に自分に合わないエネルギーに対しての拒否反応が起こってきます。 

最初は皆さまの体に直接入る食品や薬などの中に含まれる科学的成分に対して皆

さまの体が拒否反応を起こしてくるのですが、次にエネルギー的なものに対しても

皆さまは拒否反応を起こすようになります。 

つまり皆さまが住んでいる家や街、皆さまが働いている会社、そのようなもののエ

ネルギーが実際に見えないとしてもそれが自分に合っているものか、合わないもの

かということを皆さまの体や皆さまの意識がしっかりと感じ取るようになります。 

そのために自分に合わないと思われている仕事や会社、あるいは自分が住んでい

る場所を移ろうと考えるようになるのです。 

よく「アセンションが始まると様々なシンクロが起こる」ということを言われますが、

それは皆さまの感受性が高まることで自分に合わない仕事、自分に合わない生き

方、自分に合わない生活、そういったものを自分が選ばなくなり、自分に合った生

き方や自分に合った仕事、自分に合った生活を皆さまの意識が選ぶようになるため

にシンクロが起こってくるのです。 

皆さまはフォトンエネルギーを受け止めることによって、皆さまの高次の意識が更

に活性化し、皆さまの肉体の意識と深く繋がっていきますので、そのようなシンクロ

を皆さまが起こしやすくなります。 

そしてなぜそのようなシンクロが起きているのかということも皆さまは充分に理解

することができるようになるのです。 

フォトンエネルギーを受け止めることによって、皆さまの高次の意識、皆さまの本来

の意識、そして皆さまの肉体意識がひとつに繋がっていきますので、高次の意識や

魂の意識がストレートに皆さまの肉体意識へと入ってくるようになります。 

そうしますと皆さまは何も迷うことなく自分の望む生活をし、希望を実現すること

でアセンションをした世界へと入っていくことになるのです。 
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現在フォトンベルトのエネルギーの中を皆さまは通過している状態ですので、皆さ

まはそのような意識の統合を起こしていくのです。 

 

しかしながら、ここでとても大きな問題が起こります。 

それは皆さまの肉体の意識、特に顕在意識がこのフォトンベルトによって行われる

意識の統合を求めていない場合に大きな問題が起こってくるのです。 

今まで非常に長く３次元世界を生きてきましたので、皆さまの意識は３次元意識に

よってつくられた枠組みの中に存在しています。 

意識の統合が行われると、この枠組みが壊されることになりますので、そのことに

対して大きな恐れや不安、怒りのようなものが噴出してくることになるのです。 

今地球に生きている人の中で何も抵抗がなくスムーズに意識の統合が起きる方は

決して多くありません。 

例えばこの地球にアセンションのサポートをするために来てくれたスターシードの方

たちや地球での転生が少ない宇宙由来の意識を持っている方たちは、このフォトン

エネルギーを受け止めて意識の統合を行い、いち早くアセンションをすることも可

能です。 

しかしながら多くの地球人は非常に長い間３次元世界を生きてきましたので、３次

元世界の考え方や習慣、癖など３次元世界特有の枠組みを持っておりますので、そ

の枠組みを外すために様々なことが起こってきます。 

サファイアさんやラナさんたちが「アセンション中は非常に大変な時期になる」と言

っていたこと、あるいはバシャールさんが「針の眼を通る時期は膿出しの時期」と言

っていたことがまさにこの期間に起きてくるのです。 

この時期は非常に繊細な時期でもあります。 

それは皆さまの中から今まで３次元世界で培ってきた考え方、習慣、癖がひとつひ

とつ浮き彫りにされて、それを皆さまが望む、望まないに関わらず解消されていく

時期にもなるからです。 

ただ皆さまが３次元世界の習慣や考え方、癖に固執するならば、皆さまの顕在意識

とフォトンエネルギーの相互作用によって、３次元の癖や習慣を解消しようとすると
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きに多くの混乱や摩擦が起きてきます。 

そのために皆さまの生活の中でも様々な混乱や感情の噴出が起こってくるのです。 

皆さまが自分から望んで宇宙意識になろう、あるいは自分の高次の意識とひとつに

なろう、自分の意識を統合しよう、ということを本気で考えていらっしゃるならば、

そのような３次元世界から持ち越してきた考えや習慣、癖などの解消は速やかに行

われることと思われます。 

もちろん速やかに行われるといっても、皆さまの中にもまだまだ３次元世界に固執

する部分が有りますので、それなりの問題や混乱は起きてきますが、一般の方たち

よりかはスムーズに意識の統合が行われていくのではないかと思います。 

 

常に私たちのメッセージに耳を傾け、瞑想ワークをされている方々は、自分だけの

問題ではなく自分のパラレルワールドや自分の異なる次元のエネルギーも解消され

ようとしておりますので、他の方たちよりもいち早く次元上昇を成し遂げることが

できるのではないでしょうか。 

そして皆さまが意識の統合を図り３次元世界のエネルギーを解消することによって

皆さまが見ている日常生活のホログラムも大きく変わってきます。 

先日私が「５次元意識に基づいたホログラムの地球」を皆さまが見るためのワーク

を行わせていただいたのは、皆さまが「３次元世界のホログラムを見ている３次元

意識」から「５次元世界のホログラムを見ている５次元意識」へと自分を移し替える

ことができるからなのです。 

皆さまが今見ているのは３次元世界のホログラムであることに気付き、この３次元

世界のホログラムを変えないことには、皆さまは 5次元意識世界に向かって歩んで

いる自分を認識することができないのではないかと思います。 

この３次元世界のホログラムは皆さまのアセンションを妨げる大きな要素となって

おります。 

皆さまが３次元世界のホログラムを見続ける限り、皆さまの肉体や皆さまの高次の

意識がアセンションをした世界に入ったとしても、皆さま自身は３次元意識世界の

ホログラムの中にとどまったまま出ることができないのです。 
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もちろん最終的には大きな「ゆさぶり」のようなものが起こって、この３次元意識世

界で見るホログラムから皆さまは飛び出していくようなことが起こるかもしれませ

んが、そのような事態を皆さまがあえて体験しなくて済むように、今皆さまが見て

いる３次元世界のホログラムを５次元世界のホログラムへと速やかに移し変えたい

と考えております。 

皆さまは５次元意識世界のホログラムの中に入ることで、５次元意識の地球に入る

ことができるように仕組まれているのですが、それはフォトンベルトのエネルギーに

よって分離されていく地球においては非常に重要なことです。 

５次元意識世界の地球が分離されたとしても、そこに入る道に皆さまが気付かない

と、３次元意識の地球に残ることになるからです。 

そして皆さまの意識が高次の意識と統合されているにもかかわらず、肉体の意識が

３次元意識のままになっていますと、皆さまの中で非常にアンバランスな状態が続

くことになります。 

そのことに気付くことで、フォトンエネルギーを有効に活用し、皆さま自身を次元上

昇させていけるのではないかと考えております。 
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PART6 進化、統合、覚醒、愛の存在 

 

 

それではフォトンベルトによってどのような変化が起こるのか、ということを更に皆

さまにお話したいと思います。 

フォトンベルトの変化を幾つかのキーワードで表すならば、最初が進化、２番目が統

合、３番目が覚醒、最後が愛の存在ということになるのです。 

皆さま方地球人は地球がフォトンベルトを通過することにより、様々なレベルの高

次元のエネルギーを受け取ることになります。 

このフォトンベルトのエネルギーには、実は大切な目的が有ります。 

それはこの宇宙を「愛の宇宙」にすることです。 

フォトンベルトのエネルギーというのは「宇宙の根源の愛」のエネルギーであるとい

うことを皆さまにお話ししましたが、この宇宙に存在する全てのものは「宇宙の根源

の愛」から生まれ「宇宙の根源の愛」に戻っていくのです。 

フォトンエネルギーというのは皆さまが「宇宙の根源の愛」に戻るために、少しずつ

ステップアップさせるためのものなのです。 

そのためにフォトンエネルギーを受ける存在に合わせて、幾つもの段階がこのエネ

ルギーには存在しております。 

皆さまが一度フォトンエネルギーをくぐることによって、皆さまはひとつずつ段階を

上がって成長していきますが、ひとつのフォトンエネルギーを通過するたびに「進化、

統合、覚醒、愛の存在になる」という４つの過程が繰り返し行われていきます。 

しかしながら、最初のフォトンベルトをくぐった段階においては、たとえ皆さまが覚

醒し愛の存在になったとしても、それはまだ充分なレベルではございません。 

最初のフォトンベルトをくぐる中で一番重要視されるのは「進化」ということです。 

そして「進化」の過程で、皆さまは今までの皆さまよりも遺伝子的にも精神的にも大

きく進化しますので、皆さまのいくつもの意識が統合され、そして最初の目覚めを

迎えます。 
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皆さまの意識が今までの意識から大きく変わることによって、皆さまは自分の本質

が愛であることに気付き、皆さまは愛の存在へ移り変わっていきますが、この時点

では皆さまが「愛の存在」になったとしても、おそらく５次元もしくは６次元レベルの

愛の存在ということになりますので、とても高い次元にいらっしゃる「愛の存在」と

はまだまだ隔たりがあります。 

 

皆さまが第２回目のフォトンベルトを迎えるときには「統合」ということが大きなテ

ーマになりますので、フォトンベルトをくぐる間に、皆さまが遺伝子的にも肉体的、

精神的にも大きな進化を成し遂げ新たなレベルでの統合が行われます。 

そしてそのレベルにおいて更に覚醒し、皆さまは新たなレベルの「愛の存在」となり

ます。 

このときは皆さまの言葉で言うと、第２もしくは第３アセンションを迎えますので５

次元から６次元、７次元あるいは８次元に皆さまが移り変わるような変化を起こす

ことでしょう。 

 

更に３回目のフォトンベルトをくぐるときは「覚醒」ということがテーマになります。 

この「覚醒」の中で更にあなたの進化が行われます。 

おそらくこのときはあなたは物質的な肉体をもっていないかもしれません。 

この宇宙に生きる多くの存在たちと同じように、エネルギー体としてあるいは統合

された意識体として存在していることになるのではないかと思います。 

そしてその中で多くの宇宙存在との統合が進められていくことになるでしょう。 

多くの宇宙存在との統合を進める中で、皆さまは更に大きな覚醒を得て皆さまの

意識は本格的な宇宙意識へと変わっていくことになります。 

そうなることで皆さまは宇宙レベルの愛を持ち、非常に高次元の「愛の存在」になっ

ていくのではないかと思います。 

これは皆さまの言葉で言うと第４もしくは更に上位のアセンションということにな

るかと思います。 

そして皆さまはとても大きな高次元の愛の存在へと向かって歩まれていくのです。 
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皆さまが４回目のフォトンベルトを通過するときは「愛の存在」ということがとても

大きなテーマとなります。 

もちろんその頃には皆さまは物質的な肉体を持っておらず、この宇宙に広がる大き

な愛の意識、愛の存在になるということを目標として進化していらっしゃると思い

ますので皆さまの進化は更に広がりとても大きな愛の意識へと皆さまは向かわれ

ることでしょう。 

そして宇宙レベルでの意識の統合が起こりますと皆さまの覚醒は最高レベルの覚醒

になってきます。 

そのことによって皆さま自身が惑星の意識になったり、銀河の意識になったり、あ

るいは「宇宙の根源の愛」の意識とひとつに同化し、更に高い「宇宙の根源の愛」の

意識を作るお手伝いをすることになるかもしれません。 

この第４のフォトンベルトをくぐることによって、皆さまは星の意識や銀河の意識に

なる、もしくは「宇宙の根源の愛」の世界に戻る、そのような選択を皆さまはなさる

ことでしょう。 

皆さまは自分の意志に基づいて「自分がどのような愛の存在になりたいのか」とい

うことを決めることができるからです。 

 

このフォトンベルトは皆さまが存在している状況を大きく変えていきます。 

皆さまを進化させ、そして統合に向かわせ、覚醒を起こし、愛の存在となることを助

けていくのです。 

もちろん全ての生命がこのフォトンエネルギーを受け取りますが、全ての生命が、今

私が話したような進化や統合の道を進むとは限りません。 

自分がどのように進化していくのか、あるいは一定のレベルの進化で終わるのか、

ということは皆さまの種族の意志、あるいは皆さま自身の選択になるのです。 

今回地球の意志はフォトンエネルギーを受け取ることを決定しておりすし、宇宙の

意志も地球にフォトンエネルギーを送り、地球を進化させようということを決定して

おります。 

そのために皆さま方の地球は、このフォトンエネルギーの中を通り抜けるということ
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を数年前から行っておりますが、この地球がフォトンエネルギーの中を進んでいく

中で、幾つかの性質の異なるエネルギーを皆さまの地球に降り注いでいくことにな

ります。 

フォトンエネルギーの働きは、サファイアさんたちが「アセンションのための５つの扉」

というテーマで高次元のエネルギーの働きについて皆さまに御説明したことにとて

も深い関係がございます。 

全てが完全に一致しているわけではありませんが、５つの扉で言われたことは、地

球のみならず多くの惑星がフォトンエネルギーを受け始めたときに起こる変化に深

く関係しているのです。 

フォトンエネルギーはすでに皆さまが５次元意識になるためのエネルギーをこの地

球に降り注いでおります。 

そのために人間以外の存在たちの中には、スピリチュアルなレベルでもまた物質的

なレベルでもアセンションをするものたちがたくさん出てきております。 

彼らはアセンションをすることを選択している地球に移り、５次元意識の地球を作り

上げようとされております。 

皆さま方地球人もフォトンエネルギーを受け止めて、アセンションができる状態にあ

るのですが、なかなか３次元意識の世界から皆さまの意識が抜け出していかないた

めに、３次元世界のホログラムの中から出ることができないでいらっしゃるのです。 

皆さまの本体である高次の意識や皆さまを生み出された魂の意識は、もうすでに５

次元意識に移り変わることを決定しております。 

しかしながら皆さまの顕在意識や地球人としての意識が３次元世界で生きることを

大切にしているために、皆さまの高次の意識や魂の意識の思いを受け止めることが

できないでいるのです。 

もちろん先日もお話しましたように、全ての魂の意識がアセンションを望んでいる

わけではないのですが、私の話を耳にしている皆さまの魂の多くは皆さまがアセン

ションをして５次元意識世界へと移り変わっていく体験をしたいと思っております。 

私の話を耳にすることがない方の中には、その方の魂自身がまだまだ３次元意識世

界を体験したい、という意志を持たれている方たちもたくさんいらっしゃいます。 
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それは皆さま自身と皆さまの魂の意志ですので、たとえこのフォトンエネルギーを

受けてある程度の進化が行われたとしても、次の段階に有る「統合」や「覚醒」を皆

さま自身が今回は行わないという選択をされることになりますのでアセンションを

選択された人と同じような意識の統合や覚醒は起こりません。 

ただしそのような方たちの中にも高次元の光は降り注いでおりますので、その方の

魂が３次元意識世界を充分に体験してもうそろそろアセンションをしようと決めた

時点において、その方の意識の進化と統合が始まり、５次元意識世界に向かって歩

み始めることになります。 
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PART7 フォトンベルトを通過する期間と人間の年

齢 

 

 

フォトンベルトを通過する期間はとても長く、皆さまの世界の時間で考えるならば

大まかに１００年から１０００年と言われています。 

これはどういうことかといいますと、最初の「意識の進化」のためのエネルギーを送

り終わるのがおよそ１００年とされているのです。 

ですから最初の段階の「進化のエネルギー」を受け取っていく過程で、皆さまは大き

な変化を肉体や意識に感じることができますし、おおよそ１００年の期間でその進化

はひとつの完了した形を迎えます。 

それは皆さまが自覚した形で理解することができます。 

そしてそこからまた更に長い時間をかけて、皆さまは最初の「統合」や「覚醒」そして

「愛の存在になる」という変化を行っていくのですが、その変化というのが、おそら

く１０００年程度はかかるのではないかと考えております。 

皆さまにとって１０００年というのはとてもとても長い期間です。 

皆さま自身がこの１０００年間を一つの人生として生きることはまずありません。 

地球人の種族として何度も何度も新しく生まれ変わり、そして生まれ変わるたびに

新たな意識状態、新たな統合された状態、新たに覚醒された状態、新たに愛の存在

になった状態というように、皆さまの種族は何度も何度も生まれ変わることによっ

てフォトンベルトのエネルギーを受け取り、進化をしていくのです。 

この１０００年を通過するためには３０世代もしくは、それ以上の世代の生まれ変わ

りが必要になるかもしれませんが、皆さまがフォトンベルトの中を進んでいく中で、

皆さまの肉体も進化して寿命も延びていきますので、今までよりも更に長生きされ

ることになるでしょう。 

そのためにひとりの方が１５０歳から２００歳更には３００歳と生きるような状況が
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地球種族の中でも起きてくるでしょう。 

そうするとひとりの人が２００年あるいは３００年生きる中でも、大きな変化や大き

な統合が行われていくのです。 

そしてそのような人たちから生み出された子供は、すでに変化や統合を受け継いで

生まれてきますので、御両親よりも更に優れた意識と肉体の進化したバージョン、

あるいは統合されたバージョン、覚醒したバージョンで生まれてくることになります。 

そうなってきますと皆さまの遺伝子も更に活性化し、生命を長く保つための遺伝子

も今まで以上に働くことになりますので、皆さまの寿命は更に伸びて、皆さまが肉

体を失うまでとても健康的で幸福に満ちあふれて生きていくことができるのです。 

しかしながら、多くの地球人は自分の意識の本質に全く気付いていません。 

自分の肉体を基にした意識の中で世界を見ておりますので「この肉体は長くても１

００年で滅びるのだ」ということを皆さまの固定概念として持っていらっしゃいます。 

そして多くの人たちが様々な病気を患い、病気で亡くなっていかれますので「人間

の肉体は年を取ると様々な病気にかかり１００年も持たないうちに死んでいくのだ」

と皆さまは考えられます。 

そしてその思考の現実化のもとに皆さまは生きていらっしゃいますので、決して健

康で長生きすることはありません。 

しかしながらこのフォトンベルトを通過し、皆さまの意識が大きく進化し変わること

によって、皆さまの本質が宇宙意識であることを知り、病気で死んでいく世界は３

次元意識の地球人たちの集合意識が生み出した現実であることを知るならば、皆

さまはその集合意識から抜け出して５次元意識の集合意識へと移り変わることが可

能となるのです。 

そして皆さまが５次元意識の集合意識へと移り変わることによって、皆さまはアセ

ンションをしていく過程に入っていくのです。 

皆さまがアセンションをすることによって、皆さまは地球人以外の地球外種族とも

交流を行います。 

その交流は皆さまを支配するという目的で行われるのではなく、皆さまの統合を助

け、そして皆さまが覚醒し愛の存在になることを助けるために、すでに愛の存在で
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ある者たちが皆さまをサポートするために行われるのです。 

皆さまはそのファーストコンタクトと呼ばれるものを通して、このフォトンエネルギー

の中を更に効果的に移動していく方法、皆さまを進化させ、統合や覚醒を体験し、

愛の存在になるためのよりスムーズな方法を学び実践することになっていくでしょ

う。 

それが宇宙の愛の意志であり、またフォトンベルトの目的でもあるのです。 
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PART1 非物質体の姿を見る、声を聴く能力 

 

 

先日はフォトンベルトについて詳しいお話をさせていただきましたので、今回はこ

のフォトンベルトに入る地球はこれからどうなっていくのか、そして地球人の皆さま

はこれからどのようにしていけば良いのかという話をさせていただきます。 

大切なことはフォトンベルトを地球が通過することによって、地球人の皆さまにど

のような変化が起きるのかということをしっかりと知ることです。 

フォトンベルトをくぐることによって、最も影響を受けることについてお話しますと

第一に皆さまの感覚がとても鋭くなるということです。 

感受性が高まると言っても良いと思います。 

この感受性ということに関しては様々な意味がございます。 

ひとつには今まで皆さまが、目に見えなかったものが見えてくることです。 

本来皆さまの目は物質的な存在ではないものも見ることができる能力を持ってい

ます。 

しかしながら、皆さまの思考には「物質的に存在しないものは存在しない」という考

え方がございますので、皆さまの脳が「物質的に存在しないものは、存在しないた

めに見えない」というふうに判断して、目から送られてきたビジョンをシャットアウト

しているのです。 

つまり皆さまの脳が「物質的に存在していないものは見えない」と限定しております

ので、物質的ではないものがビジョン化されることがないのです。 

しかしながら、皆さまの目は人によって差異はありますが、目に見えない存在も実

際は見ることができるようになっております。 

その代わり、物質的に存在していないものやエネルギーの流れ、そういったものを

感じられる方もいらっしゃいますし、ハッキリと目に見えなくても感覚として捉えて

いる方もいます。 

これは皆さまの大脳が「物質的に存在していないものは見えない」という限定を行
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っているために、皆さまの大脳ではない部分で物質的に存在していないものを感じ

とっていることになります。 

また少ない人数ではありますが、半物質体の存在や肉体を持たない存在を見ること

ができる人もいます。 

このような方たちは、自分の思考の中で「物質的に存在しないものも存在している、

姿形を持っていないものも存在している」という思考が有るために、脳の限定がほ

かの人よりも弱いのです。 

そのために目に見えない存在もおぼろげながらではありますが見ることができる

のです。 

今までは、地球人の目が「物質的に存在しないものを見る能力」を持っていたとして

も、脳が物質的に存在しないものを認知しないために、その能力を使うことを減退

させてきました。 

つまり目も「どうせこの情報を送ったとしても脳が認知しないのだから、この情報を

送ることをやめよう」と考えるのです。 

しかしながら、フォトンベルトに入りますと目が送ってくる「物質的に存在しないも

の」に関する情報も、脳の制限が緩んできますので、少しずつ脳が受け取るようにな

ってきます。 

最初に風やエネルギーなど、皆さまが本来知っているもの、物質的に感じているも

のがおそらく見えてくるかと思います。 

風の流れがまるで煙が動くように見えたり、エネルギーの流れがキラキラとした光

で見えたりするようなことになるかと思います。 

皆さまがフォトンベルトをくぐることによって目の感受性が更に高まってきますと

今まで物質的に存在しなかったために見えることを認知されなかった存在たちもよ

りはっきりと見えてくるようになると思います。 

最初はかげろうのような形で見えるかもしれません。 

そのうち「物質的に存在しない存在たちもしっかり存在している」ことを、皆さまの

脳が認識して物質的に存在しないものをビジョン化する働きを活性させることで、

今まで見えなかったものたちもありのままの姿で見えることになるかと思います。 
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また脳が「脳が知覚しないものは存在しない」というふうに存在の有無を判定して

いたために、皆さまは「見えないものの声や音は聞こえない」と思われております。 

しかし、皆さまの耳というよりも、皆さまの内的な聴覚器官といいますか、目に見え

ない者たちの声を受け取る働きが脳の中にはあるのですが、そういった部分がこれ

から活性化されてくると思います。 

TAKESHIさんは目に見えない私たちの声を、普通に聞こえている声のように聞い

ているわけではなく、心や頭の中に響いている声を聞いているのです。 

姿形を持たない存在たちの声が実際耳から大きな音として聞こえてくることはござ

いませんし、目に見えない存在たちの声が録音されたりすることもありませんが、

目に見えない者たちの声が頭の中に響く、心の中に響いてその声と会話をする能

力も当然開かれてくると思います。 

これは大脳皮質以外の部分である松果体や脳下垂体などの人間が古くから持って

いる脳の中に、そのような目に見えない存在たちの声を感じる機能が有るために、

目に見えない存在たちの声が聞こえるようになるのです。 

この機能は、外国の方たちよりも日本人の方がとても発達しております。 

ほかの諸外国、特に先進諸国に住んでいる人たち、３次元世界にしっかりとフォーカ

スして生きている人たちは、このような働きがかなり退化しておりますが、日本人

の方は四季おりおりの季節を愛し、そして四季を体感している自分の感覚を大事に

していらっしゃいますので、目に見えない存在たちの声を聞く感覚もさほど減退し

ているわけではありません。 

なかにはこの能力が活性化して亡くなった御父様や御母様の声が聞こえる方もい

らっしゃいます。 

この能力に関しては、日本人は他の外国人の方よりも早く目覚めてくるのではない

かと考えております。 
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PART2 予知能力について 

 

また他の能力も当然芽生えてきますが、ひとつは予知能力と呼ばれるものです。 

この予知能力も今までの地球人には活性化されておりませんでした。 

それは、脳の中で「これから起こることの情報」「今自分に起こっていることの情報」

を受け取ってはいけないというような制限が作られていたためです。 

これはある意味、遺伝子レベルでそうされていると思われます。 

本来皆さまは宇宙意識とひとつになっておりますので、皆さまのスピリチュアルな

状態だけでなく、皆さまの幾つものパラレルワールドも潜在的に知ることができる

のです。 

そして皆さまが宇宙意識とひとつに繋がることによって、皆さまの中で今何が起こ

っているのか、これは現実世界に起こっていることだけではなく、霊的世界におい

て起こっていること、あるいはスピリチュアルな部分で皆さまに影響を与えている

存在や与えている問題、そういったことを知ることができるようになります。 

そして「これから自分にどのようなことが起きるのか」ということも皆さまは知るこ

とができるようになると思います。 

今でも予知能力を持っている方や霊的な世界を見ることができる能力を持ってい

る方たちが時々いらっしゃいます。 

そのような人たちが存在しているということは、人間の脳の中にはある程度の予知

をする能力や自分の周りに起こっている霊的な事柄を知る能力が、初めから組み込

まれているのではないかと思われます。 

ただ多くの方たちが習慣的にそういった能力を使わないために、あるいは遺伝子的

に使うことができないために、その能力が活性化していないだけなのです。 

ただ時々、このような能力が活性化している方がいらっしゃいますが、それは「未来

は知ることができない」という制限や「霊的な世界を見ることができない」という制

限を受けていないために、予知能力を持ったり、自分の周りの霊的な環境を見たり

することができるのです。 
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皆さま方にお与えしている「戸締まりワーク」は、皆さまが霊的な世界を見ることが

できないという限定を変えるものでもあります。 

そして皆さまが「自分の霊界を開く」という方法に関しましては、皆さまの遺伝子を

特別な方法で活性化することを行っておりますので、皆さまが自分の霊的な世界を

見ることができる、知ることができるということを強く認識されることによって、皆

さまの能力が活性化することになります。 

このことから考えても皆さまの思考を変容させることで、今まで活用できなかった

能力を活用することができるようになるのです。 

「自分には予知能力が有る」「自分は周りの霊的な世界を見ること、知ることができ

る」ということを自分の思考の中に置いてくださるならば、皆さまの遺伝子も活性

化し、そのような能力も発揮されてくると思います。 

この予知能力に関してもう少しお話しいたしましょう。 

皆さまの脳というのは、宇宙からの情報や宇宙からのエネルギーを受け取る受信機

なのです。 

宇宙意識は皆さまをより良い世界に向かって誘導していく働きが有ります。 

つまり皆さまの思考や皆さまが願っていることを現実化させる働きがあるので、皆

さまは「自分が思考したことが現実になる」という世界をこれから生きることになる

のです。 

そうなりますと、皆さまの思考そのものが予知能力ということになるのです。 

皆さまが宇宙の意志に従って生きるならば、あるいは宇宙の意志やハイヤーセルフ

によって生み出されるシンクロの中で生きるならば、自分が思考したことがこれか

ら現実化することが当然になりますので、自分の思考をしっかりと感じ、見張ること

によってこれから何が起きるのか分ります。 

これは自分自身の未来に関して、皆さまの思考が予知を生み出していくととらえら

れても良いかと思います。 

また皆さまがシンクロで自分の人生を生きていくときに、その妨げとなるエネルギ

ーや皆さまの生き方に相反する存在もこの３次元世界では確かに存在いたします。 

今皆さまは３次元世界の様々なエネルギーが交差する場所で生きておりますので、
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皆さまと異なるエネルギーとの摩擦も起きてきますが、そのような問題が起きてく

ることをあらかじめ察知する予知能力もございます。 

これは皆さまのハイヤーセルフや皆さまの守護者あるいはガイドが「このようなこと

が起きてくるので注意してください」というような意味合いで皆さまにお知らせす

る場合もございます。 

例えば「明日あなたの車が事故を起こす可能性が有りますよ」というような感じで、

あなたの身に起こる危険を知らせてくれる時があります。 

そのようなことを皆さまが心の内に感じたならば「じゃあ明日は事故を起こさない

ように電車で行こうか」とか「あるいは車で行ったとしてもゆっくりと安全運転をし

ていこう」というような心がけをされることで、その時に起こる事故を未然に防ぐこ

とができるようになります。 

フォトンベルトのエネルギーを受け取ることによって、皆さまは目に見えない存在た

ちの声を聞くことができるようになりますので、事前に事故を防いだりすることが

できるようになります。 

これもフォトンエネルギーの影響で生まれてくる予知能力のひとつでもあるのです。 

そして更に言うならば、皆さまの高次の意識、あるいはハイヤーセルフのメッセージ

を皆さまは聞くことができるようになりますので、皆さまは「自分が望んでいる世

界を作るためにはどうしたら良いのか」「自分の理想とする世界を歩むためにはど

うしたら良いのか」ということも皆さまの心の中で受け止め、それを現実に生かす

ことができるようになります。 

 

また地球人の思考に関しても、地球人は長い間３次元世界を生きることによって、

様々な思考の癖や制限を身に着けてきました。 

地球人がフォトンエネルギーを受けることによって、後天的に作られた思考形態を

クリアリングし、皆さま本来の思考形態や思考能力が復活してくることを促進します。 

初めから無いものは、皆さまには起こりませんが、本来皆さまが持っていながら、そ

れを使用しなかったために衰えている能力や遺伝子的な操作によって制限されて

いる能力などにフォトンエネルギーを送ることで、その能力が本来の状態に戻って
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いくのです。 

皆さまはフォトンエネルギーを受け取ることによって、今まで見えなかったものを見

る能力や見えない存在からの言葉を聞く能力、あるいは予知能力そして自分の周り

の霊界で何が起こっているのかということを知る能力など、本来持っていた能力が

目覚めてくると言っても良いでしょう。 

特に、霊的な世界を見る能力は、日本人の方は他の外国の方よりも非常に活性化し

ていると思います。 

これは日本人がこの能力を活性化することによって、地球自身がとても大きく変わ

るきっかけとなることでしょう。 

そのことに気付いた人たちがこのフォトンエネルギーを有効に活用して、その能力

を目覚めさせてくださることを私たちは願っているのです。 

ただしコロナワクチンなどを打たれることによって、地球人の大切な遺伝子、特に日

本人が持つ非常に繊細な遺伝子が変質したり、不活性化していく可能性が有ります

ので、日本人が持っている能力がこれからも目覚めてこない方たちもたくさんいら

っしゃるかもしれませんが、皆さまがフォトンエネルギーの中をくぐり抜けることに

よってこのような能力が目覚めてくる可能性も非常に高くなる、ということだけは

知っていてください。 
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PART3 霊的世界を知る能力について 

 

 

皆さまが「霊的世界を知る能力」に関しましても、同じことが言えるのではないかと

思います。 

皆さまのことを心配している御先祖様がたくさんいらっしゃいます。 

特に亡くなった御両親の方、亡くなった御家族の方ですが、そのような方々は皆さ

まのことを大変心配しておられますので皆さまの周りに起こっている問題が有ると

すれば、そのことを解決したいと考えているのです。 

しかしながら、霊的な世界において起きる出来事は、皆さまがそのことに気付くこ

とができなければ解決することはございません。 

そのために皆さまを見守っている霊界人の方々は、皆さまに対して、皆さまの周り

で何が起きているのか、例えば「皆さまの亡くなった御家族の中でこういった人た

ちがとても苦しんでいますよ」あるいは「先祖の方がとても大きな問題を抱えてい

ますよ」というようなことを皆さまにお知らせすることが有ります。 

皆さまがその人のために祈りを捧げたり、行動したりすることで問題が解決するサ

ポートをしてあげたいと霊界人の方々は考えておられますので、皆さまに様々なお

知らせをして、そのことに気付くような出来事を起こしているのです。 

また亡くなっている方だけではなく、皆さまの家族や友人、知人の中に大きな問題

を抱えている方や苦しんでいる方がいらっしゃれば、皆さまがその問題に気付くよ

うに肉体的な痛みや軽いトラブルなどを起こして、お知らせする場合も有ります。 

皆さまが例えば「戸締まりワーク」のような方法で皆さまの霊界を見ることができる

のならば、皆さまに起こっている体の痛みや出来事などがどのような原因で起こっ

ているのかということを皆さまは知ることができます。 

そしてそのことに対して行動を起こすことで、皆さまに起こっている肉体の痛みや

霊的な問題などを解決することができるのです。 

もちろん皆さまは自分とは関係がない他人の霊界について知ることはできません。 
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自分の周りに起こっていること、自分の家族に起こっていることに関して、皆さまは

先祖などの身近な霊界人と話をしたり、霊界人が送ってくるビジョンを受け取った

りすることで、その問題を知ることができるのです。 

これはこれからとても大切な能力になってきます。 

その理由は、地球はこれから大きなクリアリングの時期に入っていきますが、フォト

ンエネルギーを受けることで、地球そして地球に生きる多くの地球人たちのエネル

ギーがクリアリングされていきます。 

このクリアリングをされることによって、皆さまの心の中に有る怒りや憎しみ、ある

いは悲しみなどの問題もどんどん沸き起こってきて、それが皆さまの物質的な肉体

や物質的な生活に大きな影響を及ぼすこととなります。 

例えば、怒りでしたら肝臓に痛みを感じたり、胆嚢に問題が生じたりすることもあり

ます。 

悲しみでしたら、体の腎臓や排尿の機能に問題を生じたり、精神的な混乱を起こし

たりすることもあります。 

皆さまが持っている感情は皆さまの内臓や臓器に大変深く関係しておりますし、皆

さまの脳神経にも大きな影響を与えます。 

そういったことが起こったときに、「霊界を見る」あるいは「自分のスピリチュアルな

様子を見る」ことによって、それがどのような感情や思考によって起こっているのか、

あるいは過去に体験した経験や自分にとても近いパラレルワールドで起こった経験、

例えば過去世などで起こった経験などがこのフォトンエネルギーを受けることによ

って沸き起こってきているのか、調べることもできます。 

これは皆さまにとって不要なエネルギーがクリアリングされ、皆さまが自分本来の

能力を取り戻すためには必要なことなのです。 

皆さまがこのフォトンエネルギーのクリアリングを受けたことで起こってくる肉体的

な問題、あるいは物質世界の問題やスピリチュアルな問題に対して対処するための

能力がこれから皆さまには求められてくるからです。 

この能力が発揮されることがなければ、例えば体に問題が起きたとしても、それが

自分の感情や意識のクリアリングによって起こったことに気付くことがなく、病院に
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行かれて肝臓の薬を飲まれたり、あるいは胆嚢の摘出手術をなされた場合には、霊

的な問題を棚上げにして自分の肉体を更に不調が起こるような状態にしてしまう可

能性があるのです。 

皆さまが病院に行かれる前に、これは肉体の問題ではなく、自分の感情や意志の問

題である、あるいはスピリチュアルな問題である、自分のパラレルワールドの問題で

ある、ということに気付いたならば、病院に行って薬を飲んだり、胆嚢を摘出したり

することもなく、自分の問題を速やかに的確な方法で処理することができるのです。 

そのような自分の体の感覚に関する能力も、皆さまがフォトンエネルギーを受け取

ることによって目覚めてきます。 

この感覚を目覚めさせることなしには、皆さまが新たな地球人として育つことはで

きないのではないか、と私たちは考えております。 

皆さまにとってクリアリングする必要が有る問題をしっかりとこの時期にクリアリン

グしなければ、その問題が皆さまの成長を妨げる可能性もあります。 

例えば過去世で受けた問題の中で、皆さまが魔女裁判などにかけられて、本当に皆

さまには罪がないのに殺されたというような経験を持っているとすれば、自分の中

に常に大きな罪悪感や他人に対する訳の分からない恨みや怒りなどをずっと持ち

続けることになるのです。 

そのような怒りや罪悪感あるいは自己否定感を持ったままでは、皆さまはアセンシ

ョンをすることは困難になります。 

怒りや憎しみ、自己否定感というのは、この３次元世界特有のものですので、そのよ

うな感情を強く持っていらっしゃる方は３次元世界から出ることはできないのです。 

皆さまがいくら頭の中で「５次元意識になりたい、５次元世界に入りたい」と考えて

いらっしゃったとしても、自分の中に怒りや憎しみ、不満そういった感情が強くあれ

ば５次元意識になることは難しいでしょう。 

そしてそのような感情を押し殺したまま、自分の体の問題を西洋医学によって解決

しようとするならば、多くの薬物や西洋医学的な処置を受けるために、更に皆さま

の肉体も波動が落ちてしまい、３次元世界から出ることができないことになってい

くのです。 
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PART4 フォトンエネルギーの肉体に対する影響 

 

 

私たちは今皆さまに対して農薬が使用されていない新鮮な野菜をたくさん食べた

り、抗生物質や農薬がたくさん使用された飼料を食べている牛や豚の肉を控えたり

して健康的な食事をするようにお伝えしておりますが、フォトンエネルギーによって

皆さまの肉体にどのような影響が起こるのか、というお話をしていたしましょう。 

フォトンベルトのエネルギーを受けることによって、皆さまの肉体も大きなデトック

スが起こります。 

それは皆さまが今まで受けた医療によって施された薬やワクチンあるいは皆さま

の体にとって必要ではない物質、そういったものを皆さまの体はデトックスしよう

とします。 

農薬が使用された野菜や食品添加物、あるいは遺伝子組み換え食品、そういった食

物は皆さまの体にとっては良くない作用を起こします。 

そして皆さまの体には適しないエネルギーや成分を持っていますので、そのような

物のデトックスが始まります。 

これは皆さまの体にとってはちょっと辛い時期になるかもしれません。 

体の様々なところから痛みが出たり、お腹をこわして下痢をしたり、あるいは吐き

気や頭痛、体の痺れや痛み、皆さまがデトックスすべきものがそういったものとして

出てくることになるでしょう。 

それは皆さまの細胞の中に取り込まれている不要な化学物質やエネルギーが様々

な方法で体の外に排出されてくるからです。 

皆さまがフォトンエネルギーを浴びれば浴びるほど、そのような作用は強くなって

いきます。 

ただ皆さまが、これはフォトンエネルギーによって肉体のクリアリングが行われてい

るのだと知っていれば、それらのデトックスを進めるために無農薬の野菜を食べ、

フルボ酸やブロッコリー、あるいはデトックスを助けるような食べ物を取られること
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で、デトックスをある程度スムーズに行うことができます。 

そうような作用を理解している方に関しては、デトックスというのは決して不愉快な

現象ではありません。 

また皆さまに怒りや憎しみ、自己否定などの感情が起こりますが、これも感情のデト

ックスが起こっているのだと分かれば、そのことを否定することなく高次元の光を

使って、怒りや憎しみの感情を浄化していくことができます。 

皆さまは幸い高次元のエネルギーと強く繋がっていますし、高次元の存在たちのサ

ポートを常に受けていますので、そのような怒りや憎しみの感情が出たとしても、そ

れに惑わされることなく、その感情を解放していけるのではないでしょうか。 

しかしながらそのことを理解されていない方は、自分が持っている怒りや憎しみ、

自己否定感に振り回されてしまい、日頃の生活や家族に対して大きな影響が出てし

まうのです。 

皆さまの肉体そして精神や感情のデトックスは、これからとても重要になります。 

私たち高次元の意識体は、特にこの部分に関して皆さまに対してサポートを行おう

と思っておりますが、地球人の中でも「このことはデトックスである」「このことは高

次元のエネルギーや高次元の愛によって解決することができる」と考えている人た

ちでなければ、私たちはサポートを行うことはできません。 

そのことが自分自身のデトックスであることに気付いていない方に関しては、私た

ちはサポートすることができないのです。 

その場合はその方の守護者やガイドが、それがデトックスであるということ、それは

解放していかなければいけないということ、をその方たちにお知らせすることがあ

ります。 

そのことに気付かれた人たちは、私たち高次の意識へと目が向き、その問題を解決

することができますが、ガイドや守護者の声にも気付かない方たちは、怒りや憎しみ

を持ち続けたまま３次元世界にとどまることになります。 

この怒りや憎しみなどの感情を持つことは、自分が３次元意識の集合意識と深い繋

がりを保つことになりますので、このような感情を速やかにクリアリングすることが

アセンションをしていく道ではないかと私たちは考えているのです。 
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PART5肉体の感受性が高くなる 

 

 

また肉体に関しては、他の作用もございます。 

それは皆さまの波長が高くなることで、皆さまの感受性も非常に高くなります。 

これは前回もお話しいたしましたが、皆さまの肉体の感受性がフォトンエネルギー

の影響を受けて高くなることによって、自分の肉体に合わない物、自分の感覚に合

わない物から自分を遠ざけようといたします。 

つまり食品添加物の多い食べ物や農薬が使用されている野菜あるいは水道水、自

分の体に対して良くない作用を起こす物に関して皆さまはそのような物を取りたい

とは思わなくなるのです。 

これは皆さまが意識することなく自然とそのようになります。 

これは皆さまの意識ではなく皆さまの感受性がそれを避けようとするのです。 

そしてその感受性に素直に従えるのか、その感受性を無視して今までと同じような

食生活を行うのか、ということが皆さまに求められているのです。 

皆さまがなんとなく食品添加物の入った物を食べたくない、あるいは農薬がたくさ

ん使われている野菜を食べたくない、と思われ無農薬の野菜を食べ始められる、あ

るいは食品添加物の入っていない物を食べ始められるとするならば、その感受性は

更に生かされることになります。 

そして自分に適応しない物をどんどんと見つけ出し、それをあなたの意識領域に情

報として伝達します。 

そうすることによって皆さまは、お水や身体にとって良くない素材で作られている

洋服や生活雑貨、そういった物にひとつひとつ気付き始め、そのような物が無い生

活をすることになるのです。 

そしてそのような物が無い生活が、５次元意識の生活ということになります。 

そのような人たちの生活の中には科学的な合成物質や地球の環境にとって良くな

い物が少しずつ減ってくることになるかと思います。 
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もちろん皆さまの生活を維持するためには必要な物もあるかもしれませんが、一般

の方たちに比べかなりの部分で自然に適応した物によって皆さまは自分の生活を

組み立てられていくのではないかと思います。 

フォトンエネルギーを受けることで皆さまの感受性は更に高まりますし、また皆さま

の感受性と皆さまの意識をつなぐ回路もとても強くなっていきますので、自分自身

の感覚を皆さまはより信じられるようになってくるのではないかと思います。 

この感受性は他にも自分が行っている仕事や自分が住んでいる地域の環境にも大

きな判断を持つことになります。 

たとえば近くに工場があったり、車の往来が激しくて排気ガスなどがたくさん排出

され空気が汚染されている場所に対しても、皆さまの感受性は「自分の体に合わな

い」というシグナルを皆さまに送ってくることになると思います。 

また皆さまが住んでいる場所に自然が少なく、非常に都会的なコンクリートだらけ

の場所であれば「もっと違うところに住みたい」というようなシグナルを皆さまに送

ってくるかもしれません。 

そのように皆さまの感受性をしっかりと皆さまが受け止めるならば、皆さまはより

自然に近い状態でこれからの世界を生きていけるのではないかと私たちは考えて

いるのです。 

今までの生活の中では、皆さまは感受性を無視してきましたが、この感受性を無視

することによって感受性が皆さまの中で育たなくなり、自分に合った物、合わない

物を判断することができなくなります。 

そうなりますと、皆さまは自分の体に合わない物をこれからも取り続け、皆さまの

体が非常に劣悪化し様々な病気にかかり、肉体の異変、特に癌や脳梗塞、脳卒中な

ど、細胞の病気あるいは血管の病気、心臓の病気等に皆さまは悩まされる可能性も

あります。 

皆さまが「健やかな体でいたい、健康で長生きしたい」と思われるならば、皆さまの

感受性を大切にし、感受性に従った生活を送ることが大切なのです。 
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肉体の変化に関してもうひとつお知らせしたいと思います。 

それはフォトンエネルギーをたくさん受けることによって、肉体の細胞も肉体の臓器

も活性化してきます。 

つまりフォトンエネルギーは生命エネルギーでもあるのです。 

皆さまの肉体の細胞や臓器は、宇宙から送られてくる生命エネルギー、愛のエネル

ギーを受け止めることによって活性化することになっております。 

例えば自然の中でストレスもなく生きていらっしゃる方は、病気も無くとても若々し

く見えると思います。 

また一日中部屋の中や施設の中で暮らして太陽の日差しを受けていない方や病院

通いが多くストレスが強い人たちは宇宙の生命エネルギーを受け止めることができ

ず、年取った印象が有るかと思います。 

そのように皆さまの周りをご覧になったとしても、この生命エネルギー、愛のエネル

ギーをたくさん受けていらっしゃる方、あるいはそうでない方の差ははっきりとお

分かりになるかと思います。 

そしてこのフォトンエネルギーを浴びることによって、皆さまの細胞や臓器は今まで

以上に生命エネルギーや愛のエネルギーを受け取ることが可能になってきます。 

宇宙に対して心を開かれている方や宇宙の愛に同調されている方は、今まで以上

に生命エネルギーや愛のエネルギーを受け止められるのではないかと思います。 

もちろん、皆さまに送られてくる量は同じなのですが、そのような人たちは愛のエネ

ルギーや生命エネルギーに対して心を大きく開いているために、それらのエネルギ

ーを過不足なく受け取ることができるのです。 

そのような方は太陽や自然に対して瞑想したり、自然の中で時間を過ごすという習

慣をお持ちになっていらっしゃいますので、宇宙から降り注がれている生命エネル

ギー、愛のエネルギーをたくさん受け取ることができます。 

そして自然界に存在している樹木たちもフォトンエネルギーを受けることによって

更に活性化し、自分たちの生命エネルギーを周りにたくさん発散することになりま

すので、皆さまが樹木たちのエネルギーをしっかりと受け止めて、自分の体に取り

込むことで、皆さまの細胞や臓器を活性化することもできるのです。 
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実は「皆さまがアセンションをすると１５０才頃まで生きる」ということを私たちは何

度かお伝えしたことが有りますが、このように宇宙のエネルギー、愛のエネルギー、

自然界のエネルギーを受け止めることによって、皆さまの細胞エネルギーが活性化

し臓器の働きも非常に健康的になるために皆さまの寿命が伸びていくのです。 

そのような方たちは体のデトックスもとても早いと思います。 

皆さまの体の細胞から出てくる不要なエネルギーや老廃物も、太陽の光を浴びるこ

とによって今までよりも早くクリアリングされていきます。 

太陽の光を浴びていない方、自然界のエネルギーを浴びていない方たちは、体の中

の細胞から出てくるエネルギーをデトックスしたいと思ってもなかなかデトックスす

ることができないのです。 

そのために農薬を使用していないお野菜やお米をたくさん食べたり、新鮮な水を飲

まれたり、フルボ酸や特別な食べ物を使ってデトックスするしかないのですが、自然

の中で生きていらっしゃる方は、太陽のエネルギーや自然界のエネルギーを使って

細胞のクリアリングをすることもできますのでより早くデトックスを行うことができ

るようになるかと思います。 

それもこのフォトンエネルギーが更に大きく降り注ぐことによって可能となってくる

ことなのです。 
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PART６ 脳神経、脊髄神経、チャクラに対する影響 

 

 

今まで皆さまは西洋医学的な処置を受けることによってたくさんの薬を飲まれたり、

食品添加物が使用されている食品や遺伝子組み換え作物を食べたり、あるいは皆

さまの体や遺伝子にとって適切ではないことを繰り返し行われることによって、皆

さまの遺伝子を傷つけ、起こる必要のない病気を患い老化を早めたりしております。 

フォトンエネルギーは、そのような体の細胞や遺伝子を修正する働きもございます。 

今まで高次元のエネルギーや宇宙の愛のエネルギーを十分に自分の体に取り入れ

られている方は、すでに遺伝子の修復は始まっていますし、高次元存在によるワー

クを長く受けられている方は、幾つかの遺伝子の修復はすでに終わっているかと思

います。 

そのような高次元のエネルギーを受けることによって、皆さまの肉体だけではなく

皆さまのチャクラや皆さまのオーラ、皆さまのスピリット体もより健全なものになっ

ていくのです。 

皆さまがたくさんの化学物質を体内に取り込み、不要なエネルギーを受け入れられ

ることによって、皆さまのチャクラや皆さまのオーラの中にも不要なエネルギーが

溜まりこんでしまい、チャクラやオーラのエネルギーが活性化することが難しい状態

となっておりました。 

そして皆さまが怒りや憎しみなどの感情やネガティブな思考を持つことによって、

皆さまに適していないエネルギーがチャクラやオーラにもたくさん溜まりこんでい

ます。 

フォトンエネルギーが最も効果を発揮するのは、このチャクラやオーラに溜まりこん

だ不要なエネルギーのクリアリングとチャクラやオーラの活性化ではないかと私た

ちは考えております。 

物質体では無いけれど、皆さまのスピリチュアルな肉体（半物質体）であるオーラや

チャクラに対してこのフォトンエネルギーは、とても大きな効果を出します。 
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フォトンエネルギーを何度も何度も受けることによって皆さまのスピリット体である

オーラやチャクラがより深くクリアリングを受け、活性化することになります。 

最初はクリアリングのほうが多く行われるかもしれません。 

そのために少し変なビジョンが見えたり、体に重たさや痛み、あるいは自分が理解

できないような感情や思考などを感じるかもしれませんが、そういったものを解消

することによって、皆さまのチャクラやオーラが綺麗になっていきます。 

 

またもうひとつ大切なことは、皆さまの背骨への影響です。 

背骨は物理的な背骨の働きとスピリチュアルな背骨の働きが密に関わり合っており

ますので、高次元のエネルギーは皆さまの仙骨から脳神経に至る背骨のスピリチュ

アルナなエネルギーに大きな影響を与えます。 

例えば、ヨガでよく言われる背骨にある３つの管（スシュムナー，イダ，ピンガラ）の

中を流れるクンダリーニのエネルギーの中にフォトンエネルギーが流れ込むことが

有ります。 

もちろん、そのままフォトンエネルギーが流れ込むというよりは、高次のエネルギー

が少しずつ物理的な肉体に適応するようにエネルギーの状態を変容させて、最後に

これらの３つの管（スシュムナー，イダ，ピンガラ）を通って、クンダリーニのエネルギ

ーとして皆さまの肉体に流れ込んでいくと思われても良いかもしれません。 

またこの部分はスピリット体と皆さまの肉体をつなぐとても重要な部分になってい

ますので、イダやピンガラ管から流れ込んできた高次のエネルギーは、皆さまの体

を活性化するエネルギーとなることでしょう。 

クンダリーニのエネルギーが流れることによって、皆さまの生命力や皆さまの気力

がとても高まります。 

この生命力、気力が高まることによって、皆さまの神経機能にもより良い影響が起

きてきます。 

つまりこのスシュムナー、イダ、ピンガラ管の中を流れるエネルギーが、背骨を通し

て皆さまの神経にもよりよく働きかけますので、この活性化した神経を通して皆さ

まの内臓や細胞により多くの生命エネルギーを与えることになります。 
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皆さまの末端の神経は知覚神経と行動神経に分かれておりますが、この行動神経

は皆さまの内臓や皆さまの細胞にいき渡りいろんな情報を伝達するだけではござ

いません。 

スシュムナー、イダ、ピンガラ管などからクンダリーニのエネルギーとして送られてき

た生命エネルギーをこの神経系統がしっかりと受け取って、皆さまの内臓や細胞に

エネルギーを送る働きもございます。 

このエネルギーが十分に細胞に送られますと、皆さまの細胞が癌になったり、様々

な病気を起こしたりすることが今までよりも少なくなると思います。 

もちろん健康は皆さまが食べている物や皆さまの思考にも影響されますので、皆さ

まが本当に良質のものを食べそして皆さまがストレスのない思考をされていらっし

ゃるならば、皆さまの病気はこれから大変少なくなるのではないかと思います。 

この生命エネルギーは、皆さまが健康的な体を維持するためには大変重要な役目を

果たしていると私たちは考えているのです。 

そしてこのスシュムナー、イダ、ピンガラ管を通ってクンダリーニのエネルギーが行き

着くところは皆さまの脳です。 

特に皆さまの脳幹や松果体、脳下垂体、小脳など古くから皆さまが持っている脳に、

このクンダリーニのエネルギーが送られていきますと、皆さまのホルモン作用が非

常に良くなってきます。 

このホルモンは皆さまの生命を維持する上で無くてはならない機能です。 

皆さまが生命を維持するための様々な機能が、脳幹や松果体、脳下垂体、小脳など

にたくさん備わっていますので、ここに生命エネルギーが流れ込むことによって、皆

さまが自分の肉体を維持する機能が高まり、より健康な体になっていくのではない

かと思います。 

その結果様々な病気や体調不良が皆さまの中で起こりにくくなります。 

特に体が麻痺したり、体が動かなくなったり、脳の働きと体の繋がりが良くないこと

で起こる様々な症状が、フォトンエネルギーを含んだ生命エネルギーが流れ込むこ

とによって減少していくのではないかと思います。 

そしてまたこれらの部分には人間の感受性を司る働きや人間が見えないものを見
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る能力、あるいはテレパシーなどを受け取る能力、これから皆さまがライトボディに

なっていくために必要な働きをする機能がこの場所に非常に多く集まっていますの

で、この場所に生命エネルギーや高次のエネルギー、愛のエネルギーが流れ込むこ

とによって皆さまが本来持っている能力を思い出し活性化することができます。 

ただひとつ大切なことは、皆さまが電磁波を受けないことです。 

この生命エネルギーあるいは高次元のエネルギーに対して一番ネガティブな影響を

持っているのが電磁波です。 

電磁波はこの生命エネルギーを壊す働きを持っています。 

また人間が持つ古い脳の働きを不活性にする作用もありますので、いくら脳に生命

エネルギーや宇宙エネルギーが流れ込んできたとしても、常に電磁波にさらされて

いる場合には、この生命エネルギーが打ち消されてしまうことも有りますので、なる

べく電磁波を受けることを少なくして、生命エネルギーが皆さまの脳を活性化する

ことを助けてあげることも重要かと思います。 

また皆さまの食生活を正しくして添加物や農薬に含まれる化学物質などを取らな

いことも重要なことではないかと考えております。 

この生命エネルギーを常に皆さまの背骨から、皆さまの体全体に流すことがこれか

らアセンションを行う上でとても重要なことになってきます。 

また地球がフォトンベルトを通過することによって、皆さまの体の働きも活性化して

きますので十分にフォトンエネルギーを受け止め、皆さまの体がフォトンエネルギー

によって活性化する仕組みをしっかりと体現していただければと考えております。 
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PART1 愛と喜びの感情に満たされる 

 

 

これからフォトンエネルギーと精神についてお話をしたいと思います。 

先日はフォトンエネルギーが皆さまの肉体や感覚あるいは思考に関する影響につい

てお伝えいたしました。 

今日は更にフォトンエネルギーを受けることによって皆さまの精神やスピリットなど

に関わる変化についてお話をしたいと思います。 

まずフォトンエネルギーというのはとても高次元の光の粒子であることを皆さまは

お分かりいただけると思います。 

そしてこの光の粒子は「宇宙の根源の愛」「宇宙の創造の源」そのようなエネルギー

から生み出された「愛と創造のエネルギー」に満ちあふれているということも御存じ

かと思います。 

そのようなエネルギーですので当然皆さまの心や精神、スピリットもこの宇宙の愛

のエネルギー、創造のエネルギーに大きく影響を受けることになります。 

ただ皆さまが今まで３次元世界で培ってきた様々な感情、怒りや憎しみ、苦しみ、悲

しみなどの感情を多く持たれておりますとフォトンエネルギーの愛のエネルギー、創

造のエネルギーとそのような感情がぶつかり合って様々な問題が引き起こされるこ

ともあります。 

これはある意味、皆さまの感情のデトックスということになるかもしれませんが、皆

さまが精神的に進化をする意志がない場合には、皆さまが今まで持っておられた怒

りや憎しみ、苦しみ、悲しみなどの感情が優勢となり、フォトンエネルギーを跳ね返し

てしまいます。 

フォトンエネルギーを受けることによって、全ての方たちが持つ怒りや憎しみ、苦し

み、悲しみなどの感情はクリアリングされようとします。 

それは皆さまの感情の中に有る様々なエネルギーやそのような感情を生み出した

体験が皆さまの心の深いところに残っておりますので、フォトンエネルギーはその
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感情を生み出している体験を洗い出し、それを光に返そうとします。 

感情の頑なエネルギー、とても堅く固執したエネルギーが光によって溶け出してい

きますので、最初はその怒りや憎しみ、苦しみ、悲しみなどの感情を皆さまが知覚で

きる形で体験することになるかと思います。 

そのために「なぜ自分はこのような感情を味わっているのだろう」「なぜ自分はこの

ような体験をまた思い出しているのだろう」というふうに皆さまは思われます。 

そして「これはフォトンエネルギーの影響であり、自分たちが意識進化に向けて進ん

でいるために起こっているのだ」ということを理解している人たちは、浮かび上が

ってきた感情や体験に対して感謝をもってクリアリングを行うことができるのです。 

その感情に対して感謝を持ってクリアリングを行うことができれば、その感情も皆

さまの内側からスムーズに流れだし消えていきます。 

そしてそのような体験を思い出したとしても、今度はニュートラルな感覚で「その時

は本当に悪いことしたな、申し訳なかったな」というように自分の内側から感謝と

謝罪の気持ちを持ってその出来事を終わらせることができるのです。 

しかしながら、これがフォトンエネルギーの影響であることを知らない人は、そのよ

うな感情や出来事を再度抑圧して自分の心の奥深いところに押し込めようとします。 

あるいはそのような出来事が思い出されたことによって、自分の心が更に大きな怒

りや憎しみ、苦しみ、悲しみを持ち、自分に対して自己否定や不信感が生まれること

で自分自身のネガティブな感情を更に大きくしてしまうこともございます。 

そのような感情の噴出が続くとその人は混乱して非常に不安定な状態になり、この

フォトンエネルギーを活かすことができない状況になってしまいますので、皆さまが

フォトンエネルギーを受けて意識進化をしていくのか、あるいは更に自分の感情を

抑圧して３次元世界にとどまるのか、という選択が皆さまに起こってくるのです。 

私の話を聞いている皆さまはおそらく意識進化を望んでいらっしゃると思いますの

で、今までの感情や過去に起こった出来事を抑圧することなく、丁寧に向き合いし

っかりと解放されていかれてください。 

そしてフォトンエネルギーなどの高次元のエネルギーや私たちのサポートを利用し

て、自分の感情や過去に起こった出来事をクリアリングされた方は、新しい感覚、新
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しい感情に満ちあふれてくると思います。 

その感情こそがまさに愛と喜びあるいは慈しみという感情なのです。 

皆さまの中に怒りや憎しみ、苦しみ、悲しみがたくさん満ちあふれておりますと、こ

の愛や喜びという感覚がそこに宿ることはできません。 

愛と喜びの感覚、そして怒りや憎しみの感覚は正反対のものですので、それが同時

に存在することはなかなか難しいのです。 

怒りや憎しみを持ったまま愛を感じようとするとその愛は独占欲を生み、喜びを得

るために他人を犠牲にしようという気持ちさえも生まれてしまうのです。 

「純粋な愛、純粋な喜び」を皆さまが体験するためには、皆さまの中に有る怒りや憎

しみ、苦しみ、悲しみの気持ちをクリアリングしていかなければいけないのです。 

そしてクリアリングされた後に感じるこの「純粋な愛、純粋な喜び」の感覚は皆さま

の心をとても豊かな感情で満たします。 

そうなりますと、家族の方、知人の方そして直接関係のない人に対しても、皆さまは

今までに感じたことのない深い愛を感じることでしょう。 

そして更に進んでいくと、人々だけではなく地球に生きる動物や植物そして地球に

対してもとても深い愛や慈しみを感じることになります。 

どのような方と会っても楽しく過ごされ、とても大きな喜びを受け取りますので、こ

の地球に生きることが素晴らしい恩恵であり、喜びであるというふうに感じられる

のです。 

たとえ何も起こらなくても、自分自身の心が愛と喜びに満たされていれば、この世

界はとても素晴らしいものになります。 

それがまさに５次元意識の世界ということになってくるのです。 

 

皆さまの中に自分と他人を分け隔てものは無くなります。 

たとえその人が自分に対して危害を加えた人であったとしても、あるいは自分に対

して様々な迷惑をかけた人であったとしても「起こった出来事は自分自身を成長さ

せるためのものだったんだ」というふうに理解するようになると、本来悪や闇はなく、

ただ自分自身がたくさんのことを体験するために、そのようなお膳立てが行われた
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のだというふうに理解できるようになるのです。 

そう考えるようになりますとこの世界は全て愛と喜びで満たされていることが分り

ます。 

「苦しいこと悲しいことが有ったからこそ、愛を知りそして喜びを知ることができる

のだ、それもひとつの大きな体験の流れなのだ」ということを皆さまは理解するこ

とによって、皆さまは５次元意識に目覚めていくのです。 

皆さまが自分に対して不都合な出来事があったときに、それに対する怒りや憎しみ、

苦しみ、悲しみでとどまってしまうとそれはあくまでも３次元意識ということになり

ますので、皆さまは５次元意識になることが難しくなります。 

ただそのような自分にとって都合の悪い出来事があったとしても「それを乗り越え

ることが素晴らしい体験だった」と考えることによって、皆さまはそのことを乗り越

え、高次元意識になることができるのです。 

そして皆さまの愛と喜びの感覚が広がっていきますと、皆さまの家族や皆さまの周

りも愛や喜びの波長に満たされていきます。 

たとえ家族の方であったとしても、皆さまの愛や喜びの波長を受けて自分自身も愛

と喜びの感覚になっていくのか、あるいは皆さまの愛と喜びの波長に反発してあな

たの元を離れていくのか、それはそれぞれの方の選択です。 

それはあなたの選択でもなく、またあなたに対する判断でもございません。 

あなたの周りにはあなたと同じように、愛と喜びに満ちあふれた人たちが集まって

きます。 

そうでない人たちは少しずつあなたの元を去っていくということだけなのです。 

それに対してあなたが様々な思いを持つ必要はありません。 

「何か自分に悪いところが有ったのだろうか、自分は相手に対して何か嫌なことし

たのだろうか」ということを考える必要は全くありません。 

あなたが愛と喜びに満たされてくると、あなたは宇宙の法則によって動くようにな

ります。 

この宇宙の法則は同じ波長、同じ波動を持つ者たちが共に集まり、共に行動する、

という法則です。 
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そのために皆さまと波長の違う人たちは、皆さまの周りに集まってくることはあり

ませんので、皆さまのもとを離れていった人たちのことを「自分のせいだ」というふ

うに思う必要はありません。 

そのような人たちはそのような人たちが集まって作る世界が有りますので、皆さま

はただ前を向いて自分と波長の合う人たちとこれから出会っていくことを信頼して

ください。 

 

皆さまがフォトンエネルギーを受けますと、皆さまの中で様々な感情がクリアリング

され、愛と喜びの感覚に満ちあふれてきます。 

そうなったとき、皆さまの中で精神的な進化やスピリチュアル的な能力の発現が起

こってきますのでこのことについて皆さまにお話したいと思います。 

第一に皆さまが愛と喜びの感情に満たされると、高次の意識、宇宙の意識と波長が

合ってきますので、皆さまは高次の意識や高次元の存在たちとの繋がりが更に強く

なってきます。 

しかし怒りや憎しみを持っている人たちは、高次元の自分あるいは高次元の存在た

ちとの繋がりをあえて否定していますので「自分はそのような者と繋がるはずがな

い、そのような者と繋がってはいけない」というふうに考えてしまうのです。 

また高次元の存在とは完全に波長が異なりますので、いくら繋がろうと思ったとし

ても波長のずれによって繋がることはできないのです。 

もし皆さまが愛と喜びの波長に身を任せると、まるでパズルがカチッと揃うかのよ

うに、高次の意識や高次元の存在の波長に繋がることができるようになります。 

まるで大きな光のトンネルが生まれたかのごとく、皆さまの中に高次元の意識や高

次元存在のエネルギーとメッセージが流れ込んでくるのです。 

最初は皆さまの御先祖様の中でも非常に高次の意識になられた方たちの声を聞け

るようになるかもしれませんし、皆さま方を守護している天使たちのメッセージを

受け取ることができるようになるかもしれません。 

また地球人を導いているスターピープルたちの声も皆さまの心に届いてくるかもし

れません。 
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PART２ 地球外種族を迎える愛に満ちた地球 

 

 

皆さま方はこれから地球外種族との間にファーストコンタクトを控えていらっしゃい

ます。 

皆さまが愛と喜びの感覚になりますと、これから地球を訪れようとする肉体を持っ

た地球外種族の方々とも波長が合ってきますので、そのような地球外種族とのコン

タクトも始まることになるのです。 

地球外種族の方たちとは、皆さまが５次元意識にならないとお会いすることができ

ません。 

場合によっては３次元意識の人たちもファーストコンタクトを迎えますが、それは５

次元意識の地球外種族ではなく、すでに皆さまの地球を統治している４次元世界に

存在している地球外種族ということになりますので、そのような存在に対して皆さ

まは関わるべきではありません。 

あくまで皆さまがファーストコンタクトを迎えるのは５次元存在である地球外種族

です。 

この４次元意識の地球外種族と５次元意識の地球外種族の違いについてお話ししま

すと、４次元意識の地球外種族は地球人を支配し利用しようとします。 

あくまでも自分たちの利益や自分たちの欲望のために地球人とコンタクトを行い、

地球人を自分たちの優越した能力や技術でコントロールしようとするのです。 

ただ、そのことはすでに地球の中で行われております。 

今までは彼らの支配は、皆さまの目に見えないところで行われていたのですが、こ

れからは皆さまにとって目に見える場所で支配が行われますので、今までの支配よ

りももっと徹底した支配が行われてくる可能性がございます。 

５次元意識の地球外種族は皆さま以上に愛の意識、喜びの意識が高い種族ですの

で、皆さまを愛によって導き、喜びによって皆さまと共に生きることになってくるか

と思います。 



268 

 

彼らはとても穏やかで、皆さまを友人のように見守り大切にしてくれます。 

そして皆さまのことを心から思い、皆さま自身が自分の力で進歩していくことをサ

ポートします。 

彼らは決して皆さま方に「このようにしたら良いんだよ、こういう世界に行くべきな

のだよ」というふうに誘導することは無いでしょう。 

それは、愛ではありません。 

ただ皆さまが「こうしたい」「こういう世界に行きたい」ということをはっきりと思っ

ていらっしゃる場合に「こういうことをしたら良いのではないでしょうか」「こういう

世界に進むためにはこういう考え方やこういう生き方をされると良いのではない

でしょうか」というふうに、控え目に皆さまにアドバイスをしていくことになるかと

思います。 

ただし皆さまが、地球外種族の方とファーストコンタクトを行って、肉体を持ってお

会いする、あるいは実際に地球上で共に生きていく場合には、皆さまの波長も大切

ですし、この地球全体の波長もある程度上昇していかなければなりません。 

皆さまの周りだけが５次元意識という状態ではなかなか地球外種族の方もいらっし

ゃることができませんので、皆さまが住んでいる地球そのものが５次元意識になっ

ていかなければいけないのです。 

フォトンベルトのエネルギーの働きというのは、実はここにひとつの大きな特徴があ

ります。 

つまり皆さま方の中でも３次元意識で生きている人たちの地球と５次元意識になら

れた人たちが生きていく地球を分けていくということです。 

どのような方法で地球が分けられるのかということに関しては、私たちもあまり詳

しいお話をすることはできません。 

それは地球人の皆さまが御自分でこれから体験していくことになりますので、皆さ

まの体験を先に御説明するようなことは私たちも控えさせていただいております。 

「何らかの形で３次元意識の地球と５次元意識の地球が分かれていく」ということだ

けは、皆さまも御理解していただきたいと思います。 

そして５次元意識の地球に入られた方は、愛と喜びの意識になられた方たちですの
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で、その方たちが作る地球というのはとても穏やかな地球です。 

その地球は、全ての面において愛と喜び、そして慈しみに満ちあふれておりますの

で、お互いが争うことなく、お互いが助け合い、お互いが信頼し合い、お互いが愛し

合う世界となります。 

今からいらっしゃる地球外種族の方たちはもうすでにそのような世界を実現なさっ

ている方たちですので、皆さまがその世界に入ってくることを心からお待ちしてい

るのです。 

そして皆さまがそのような世界に入り、そのような地球ができてきたときに、皆さ

ま方の前に彼らは姿を現し、共に生きていくということが実現します。 

彼らが現れるときは、いきなり皆さまの前に姿を現すのではなく、皆さまの心の中

に彼らの声が聞こえてくることになります。 

皆さまにはすでに「テレパシーの原理は愛である」ということをお伝えしました。 

お互いが愛に満ちあふれていると「愛による共鳴作用」が起こり、お互いの意志が

言葉を使用しなくても伝わるという現象が起きるのです。 

そのために皆さまの愛が一定以上の波長になっていないとテレパシーは使えませ

ん。 

皆さまの愛の波長が一定のレベルを超えますと、皆さまの心は皆さまが望む方と自

由に交流をすることや皆さまが望む方と言葉ではない意思疎通を行うことが可能

になってきます。 

このレベルの愛の波長に達している方はまだまだ地球人でも多くありませんので、

私たちが行っているワークや様々な愛の体験をされた方々の中から愛の波長を高

めた方たちがこれから出てこられるのではないかと思います。 

そしてある一定以上の愛の波長になった方々に対して、地球外種族の方たちがテレ

パシーを使ってコンタクトをしてきたり、夢の中で現れるというようなことが起こっ

てくると思います。 

つまり皆さまがその波長の域に入ってこないと、ファーストコンタクトは現実的には

起こり得ないということなのです。 

サファイアさんから個人的なファーストコンタクトは、２０２５年ごろから始まるとお
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知らせされておりますが、それまでに皆さま自身が一定の愛の波長に達していただ

きたいと私たちは考えているのです。 

そのためにTAKESHIさんは一生懸命高次元存在たちのメッセージをお伝えし、瞑

想ワークをなさることで、皆さまの愛の波長を高めることをサポートするお仕事を

なさっていらっしゃるのです。 

皆さまが一定の愛の波長になったときに、地球外種族の方との交流が始まりますが、

このフォトンエネルギーを受けて大きく変化するのはまずこの部分だと思います。 

皆さまが一定の愛の波長になることによって、地球外種族や宇宙種族そして皆さま

のことを守護している御先祖様や皆さま自身の高次の意識と今までよりも自由に

そして深く交流ができるのです。 

皆さまが地球外種族の方たちとお会いすることにより、皆さま方は地球外種族の方

たちがどのような考えで生きているのか、あるいはどのような考えで生活している

のか、ということも学ぶことができます。 

それは皆さまにとってとても驚くべきことになるかもしれません。 

もちろん皆さまのようにあらかじめ高次元存在のメッセージを聞かれている方、そ

のような地球外種族の方たちの生き方を理解していらっしゃる方にとっては驚くべ

きことではないかもしれませんが、今までに高次元存在からの話を全く聞いたこと

がなかった方たちや地球外種族のことをよく理解されていない方たちにすれば非

常に驚くべきような経験となることでしょう。 
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PART3 ５次元意識から宇宙意識へ 

 

 

皆さまはそのような経験を通して、今まで自分が持っていた常識や３次元世界の制

限を超えていくことになるのです。 

おそらく一番驚かれることは結婚制度に関してではないでしょうか。 

皆さまは結婚制度に今まで強く縛られており、家族あるいはパートナーを非常に限

定した形で考えておられました。 

しかしながら地球外種族の方たちと出会うことによって、まずその制限が大きく取

り払われてきます。 

つまり結婚制度によって自分の家族をとても大きな制限の中で見ていた方、あるい

は自分の家族やパートナーをまるで自分の所有物であるかのように見ていた方た

ちは、この新しい考え方を聞いたときにとても驚かれると思います。 

そしてそのことに対して受け入れられる方と拒否反応を示す方がいらっしゃるかと

思いますが、皆さまの心が愛と喜びで満ちあふれていると、地球外種族の方たちの

考え方を聞かれたとしても、さほど否定的な感覚にはならないと思います。 

彼らは決して皆さまのことを責めたりすることはありませんし、皆さまが今まで生

きてきた生き方を否定することもございません。 

ただこれから新しい５次元意識の地球を作るためには、地球人の全てが家族であり、

仲間でありそしてパートナーであるというふうに意識を変換しなければいけないの

です。 

「自分の家族だけが良ければそれで良い」とか「自分の家族だけを大切にする」とい

う考えを持っていては５次元意識の地球をまず作ることができません。 

５次元意識の地球で、地球に生きている人たちが全て家族であり、全てがパートナ

ーであるということを皆さまが認識されたときに、皆さまの意識は更に大きく広が

っていくのです。 

そして自分と他人を分け隔てている壁が少しずつ無くなってきます。 
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相手を信頼することによって、今皆さまが使っていた貨幣も必要でなくなります。 

仕事も自分が得意とすることや自分がやりたいこと、そして皆さまのお役に立てる

ことを自分の中から考え出して、それを行うようになってくるでしょう。 

皆さまが、５次元意識になって、皆さま全てが家族であり、兄弟であるということを

理解したならば、皆さまは自分の生活のためにアクセスして働く必要も無い、という

ことが分かります。 

お互い持っている物を分かち合い、食べ物を分かち合い、そして多くの人たちが過

不足なく食べる物や生活に必要な物を受け取ることができるのです。 

また皆さまが５次元意識になりますと、自分たちの生活に必要な物しか皆さまは作

らなくなります。 

食べる物や生活に必要な必需品だけを作るようになり、この地球にダメージを与え

るような物は作らなくなります。 

またブランド品や自分たちにとって必要でない価値観を持っている物も作らなくな

ります。 

ましてや地球に悪い影響を与えるものなどは一切作らなくなるのです。 

なぜなら地球も地球に生きる存在たちも全て自分の仲間だと理解することで、地球

に生きる者たちに悪い影響を与える物、地球自身に良くない影響を与える物は作

ることができない、そういった物は存在する必要が無いということが分かるからで

す。 

そうすることによって、この地球に有る物をお互いが分かち合い、大切に育ててい

くことができるようになります。 

これは今の地球人にとってとても大きな変化です。 

今まで家族単位で考えていたこと、会社単位あるいは国単位で考えていた考えが

全く無くなりますので、会社や社会という制限も無くなり、やがて国という制限も無

くなっていくのです。 

また全ての人が良心を基に生きていきますので、法律や様々な規則も全く不要に

なります。 

皆さまが愛で分かち合っていくために、何かルールを作るということも必要でなく
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なるのです。 

５次元意識世界のルールは愛です。 

そしてお互いが喜び合うことをするということがルールになるのです。 

５次元世界に住む皆さまの意識が高まっていますので、法律や制限あるいは罰則な

どが無くても良い世界に変わっていくのです。 

 

そして次の状態としては、皆さまの意識が広く繋がり「愛と喜びに満ちた集合意識」

を生み出します。 

今までの３次元意識は怒りや憎しみ、制限、自己中心的ということが集合意識の中

心的な要素でしたので、皆さまが生きている世界はそのような世界になってしまっ

たのです。 

しかし５次元意識になりますと、皆さま全体が愛と喜び、慈しみという感覚を持ちま

すので、皆さまが作る集合意識も愛と喜び、慈しみによって作られた集合意識にな

っていきます。 

ただ５次元意識の集合意識は３次元意識の集合意識ほどに皆さまの思考や行動を

方向づけるわけではありません。 

なぜなら皆さま自身が持っている愛と喜び、慈しみの気持ちと集合意識が全く同じ

であるために集合意識が皆さまを制限したり、方向づけをしたりすることは全く必

要無いのです。 

そして皆さまが同じことを考え、同じことを望み、同じことをしたいと思っている意

識によって皆さまはひとつの大きな次元を共有し合っていくことになるのです。 

そして次のステップに入りますと、今度は皆さまの集合意識と皆さまの顕在意識が

ひとつになっていきますので皆さまの意識が統合されていきます。 

そして、同じ世界に生きているひとりひとりの意識の壁が崩れ、皆さまの全ての意

識がひとつに繋がりあって５次元世界の共通意識の中で生きることになります。 

もちろん皆さまが共通の意識、集合意識に繋がっていたとしても、皆さまひとりひ

とりは自分の意志や自分の意識を持っています。 

つまり愛と喜び、慈しみを基盤として、自分は野菜を作りたい、あるいは自分は人を
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癒やしたい、自分は服を作りたい、また自分は海の近くに住みたい、自分は山に住

みたい、自分はこういう人たちと一緒に住みたい、自分はこういうグループと一緒

に活動したい、というふうに自分の個性が生まれてくるのです。 

そしてその個性が更に進むと、自分はこの地球の中に存在していたい、あるいは自

分は地球を出てどこか他の星に行きたい、というふうに考える方も出てくることで

しょう。 

それも全て自由になってきます。 

そして地球に残っている人もあるいは地球から出て行った人も同じ地球の愛と喜

びという共通意識を持っていますので、その人が他の星に行ったとしても、お互い

がコミュニケーションを取れるのです。 

更に皆さまの愛の意識、喜びの意識が高まっていきますと、今度はこの地球だけで

なく他の星の種族の方たち、皆さまがスターピープルと呼んでいる方々、例えば７

次元、８次元にいらっしゃるササニ文明の方たちやレムリア時代にアセンションをし

た地球のマスターたち、あるいは私たちブルースカイの種族たちとも自由に共通意

識で結ばれていきます。 

つまり皆さまは地球にいながら、他の星で生きている方たちや宇宙存在とも深く繋

がっていくことができるようになります。 

ただそのときには皆さまは物理的な肉体をもう持っていないかもしれません。 

半物質的な肉体、今の私たちと同じような状態になられることでしょう。 

皆さまは半物質的な肉体もしくはエネルギー体となって自分のもっと純粋な愛や喜

びという世界を表現するために生きていらっしゃるかと思います。 

そうなりますと皆さまの意識はこの地球人の意識だけに留まらず、多くの宇宙の星

の人たち、宇宙種族の人たちの意識と深く繋がってきます。 

つまり皆さまが望んでいらっしゃる宇宙意識に入っていくことになります。 

ただ、そのためにはフォトンエネルギーを今回だけでなくもう一回受ける必要があ

るかもしれません。 

おそらく、皆さまが物理的な肉体から半物質的な肉体になるときに、再度フォトンエ

ネルギーを受け取るためにフォトンベルトをくぐり抜けるという体験を皆さまはな
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さることでしょう。 

そうなったときに皆さまの意識はこの宇宙意識とひとつになることができますので、

多くの宇宙種族や姿形を持たないエネルギー体ともひとつに繋がっていく体験を

なさるでしょう。 

今回は簡単に皆さまが物理的な地球から５次元意識の地球に変わり、そして皆さま

の意識が個々の意識から愛と喜び慈しみを中心とした共通意識になるということ、

そしてそれが更に進むと宇宙種族とひとつになって宇宙意識になることをお話させ

ていただきました。 
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PART４ 高次のエネルギーを肉体に適応させるチャ

クラ 

 

 

では次に他の変化についても述べさせていただきます。 

フォトンエネルギーを受け取りますと皆さまのチャクラやオーラが非常に活性化して

きますが、このチャクラやオーラというのはフォトンエネルギーをダイレクトに受けと

める場所です。 

チャクラやオーラというのは皆さまにとっては同じ肉体でも半物質体の肉体という

ことになるかもしれませんが、このチャクラやオーラはフォトンエネルギーを受ける

ことによってたくさんのクリアリングを行うことになります。 

そして今まで皆さまが持っていた様々な感情のエネルギーやチャクラ、オーラなど

に留まっていたネガティブなエネルギーもクリアリングされていきます。 

これは皆さまの意志とは少し異なるレベルのものですので、チャクラやオーラのクリ

アリングは皆さまの肉体や感情のクリアリングよりも更に早く進むと思います。 

チャクラやオーラに滞っているエネルギーがまるで車を洗車するかのごとく洗い流

されていくのです。 

そうすることによって皆さまのチャクラやオーラが活性化して、皆さまのスピリチュ

アル的な能力が今まで以上に現れてくることもございます。 

ただこのチャクラやオーラの活性化は、皆さまの意識の活性化と同調しますので、

いくらチャクラやオーラがクリアリングされたとしても、皆さまの意識や感情の中に

怒りや憎しみ、悲しみなどのエネルギーが残っていれば、チャクラもそれらの感情の

影響を受けますので、チャクラやオーラの働きが活性化することはありません。 

ただ皆さまが感情をクリアリングして、皆さまの意識を愛と喜びの方向に向けるこ

とでチャクラやオーラが持っている能力も活性化されていくことになるのです。 

特に皆さまにとってみぞおちのチャクラや下腹部のチャクラは感情から大きな影響
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を受けますので、皆さまの意識の中にネガティブな感情や思いが残っていますと、

この２つのチャクラに蓋がされたかのような感覚になってくると思います。 

そうしますと皆さまは地球のエネルギーをダイレクトに受け取ることができません。 

そして高次元存在のエネルギーやフォトンエネルギーをハートチャクラやクラウンチ

ャクラが受け入れたとしても、みぞおちのチャクラでブロックされてしまいますので、

そのエネルギーが皆さまの肉体や皆さまの意識に大きな変化をもたらすことがで

きないのです。 

皆さまの潜在意識や皆さまの心から憎しみや苦しみ、悲しみなどの感情がクリアリ

ングされると、このみぞおちのチャクラと下腹部のチャクラが活性化していきます。 

この２つのチャクラが活性化すると全てのチャクラの波動が上がってくるのです。 

そうしますとどのようなことが起きるのか説明しましょう。 

まず皆さまのハートチャクラとクラウンチャクラが高次の意識のエネルギーやフォト

ンエネルギーを受け止めると、そのチャクラが光によって大きく活性化してきます。 

そしてこの２つのチャクラによって、フォトンエネルギーや高次のエネルギーが皆さ

まの肉体にも適応できるようなエネルギーに変わってくるのです。 

前回このフォトンエネルギーが背骨にあるイダ、ピンガラ、スシャムナ管を通って、皆

さまの体の中に入り、皆さまの神経や内臓の働きを活性化するというお話をしまし

たが、このサードアイやハートチャクラから入ってきたエネルギーが、みぞおちのチ

ャクラや下腹部のチャクラで皆さまの肉体に適応するようなエネルギーに変換され

ていくのです。 

簡単に言うならば、皆さまが食べたものが胃で消化され、小腸や大腸によってエネ

ルギーとして吸収されるのと同じことなのです。 

ちょうどみぞおちと下腹部のチャクラは皆さまにとって胃や小腸、大腸のあたりに

あたりますので、このチャクラによって、まるで宇宙エネルギーが消化され、皆さま

の体が吸収しやすいようなエネルギーに変換されていくと言ってもよいのではない

かと思います。 

このハートチャクラやクラウンチャクラ、サードアイのチャクラから入ってきたエネル

ギーがみぞおちのチャクラと下腹部のチャクラでしっかりと変容され、そして仙骨か
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ら背骨を巡っているイダ、ピンガラ、スシャムナ管の中を通って人間の体に取り込ま

れていくというふうに考えられてください。 

このみぞおちのチャクラ、下腹部のチャクラが非常に良い状態で活性化している方

たちは、高次のエネルギーや宇宙エネルギーを生命エネルギーに変換し取り入れる

ことをスムーズに行っておりますので、非常に若々しく元気で病気をしないような

体になってくるのです。 

常にお腹に問題を抱えていらっしゃる方、あるいは消化吸収が悪いという方は、こ

の宇宙のエネルギーや生命エネルギーの消化吸収もうまくいってない場合がありま

すので、自分の体を大切に考えられてください。 

自分の体を大切にキープするためにどのようなことをしたら良いのか、ということ

は前回お話ししましたのでそのことを実現されると良いのではないかと思います。 

そしてこの２つのチャクラがしっかりと働くようになりますと、今度は皆さまのベー

スチャクラからこの地球のエネルギーや自然界のエネルギーをしっかりと取り込む

ことができるようになります。 

特に地球の未来種族であるライラさんは地球のエネルギーや自然界のエネルギーを

取り込むことで皆さまが住んでいる地球と深く繋がることができるということを皆

さまに教えてくださっていますが、皆さま自身が地球と繋がり、地球と同調すると

いうことはとても重要な意味があります。 

地球意識と同調するということは、地球に生きている多くの動物、植物そして姿の

ない存在たちとひとつに繋がるということなのです。 

地球意識の中には動物たちの意識や植物たちの意識も含まれますし、地球を守って

いる精霊たちの意識も含まれます。 

皆さまに姿は見えないかもしれませんが、地球にとって重要な役割をしている精霊

や多くのエネルギー存在たちとも皆さまの意識が深く繋がるようになります。 

そうすることによって皆さまは地球に生きる動物や植物たちの声を聞き、彼らの気

持ちや彼らの意志を理解することができるようになります。 

これは皆さまが５次元意識になるためにはとても重要なプロセスです。 

皆さまが地球と繋がり、地球がどのようになりたいのか、地球がどのような思いを
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持っているのか、あるいは５次元意識の地球と繋がるということはどういったこと

なのか、ということを皆さまが理解して皆さまの肉体で感じ取るためには、このベ

ースチャクラと下腹部のチャクラ、みぞおちのチャクラが活性化する必要が有ります。 

皆さまのチャクラが地球の意識と繋がり、地球のエネルギーを受け取ることによっ

て、皆さまはグラウディングされた非常にバランスの取れた人間になっていきます。 

この地球のエネルギーと繋がることなく、宇宙エネルギーや高次のエネルギーばか

りを受けてしまうと、人間は物理的な存在として非常に不安定な状態になってしま

いますので、時として物理世界を大切にしない、夢見がちな存在となってしまう恐

れもあります。 

そうなってしまうとまるで風船のように地球の物理世界から遊離してしまいますの

で、しっかりと皆さまを物理世界にとどめ、５次元意識の地球の中で生きていくこと

を地球のエネルギーによって行っているのです。 

みぞおちのチャクラ、下腹部のチャクラ、ベースチャクラが活性することによって、皆

さまは５次元意識になりながらも、地球にしっかりとグラウディングして生きていく

ことができるのです。 
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PART５ チャクラの新たな能力について 

 

 

そして同時に皆さまのハートチャクラ、喉のチャクラ、サードアイのチャクラ、クラウ

ンチャクラは高次元のエネルギーを皆さまの体につなぎとめる役目をしています。 

特にサードアイのチャクラとクラウンチャクラは、宇宙意識や高次元存在の意志やエ

ネルギーを受け止める場所ですので、これらのチャクラが活性化することによって

皆さまと宇宙意識、高次元存在との間に素晴らしい光の通路が生まれ、宇宙意識と

常に同調した生き方ができるようにしていきます。 

皆さまがよくシンクロと言われている出来事も、高次の意識と皆さまが深く繋がる

ことで、物理世界の意識と高次世界の意識のバランスが非常に良くとれた状態にな

り、シンクロが起こってくるのです。 

ただクラウンチャクラやサードアイのチャクラばかりを活性化いたしますと、皆さま

にとってはバランスが悪い状態になり、精神的な不安定が起こりやすくなりますの

で、みぞおちのチャクラや下腹部のチャクラ、ベースチャクラもともに活性化してい

く必要があります。 

そしてハートチャクラ、喉のチャクラは皆さまとともに生きている地球人の方たちの

愛のエネルギー、あるいは地球に生きている多くの存在たちの愛のエネルギーを受

け止めるための場所でもあります。 

このハートチャクラが活性化されることによって、皆さま方は「お互いが愛で繋がっ

ている、お互いが愛によって信頼関係を築き上げている」ということを理解して皆

さま方の意識をつなぐ共通意識を生み出します。 

そして、お互いが同じ５次元意識の地球で生きて行くことを可能にするのです。 

喉のチャクラの役割を、皆さまは「自分のことを表現する」というふうに捉えられて

います。 

つまり自分が言いたいことを話す、自分が思っていることを表現する、ということ

が喉のチャクラの働きですが、皆さまが共通意識になりますと地球人の言語を使っ
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てしゃべる行為は少しずつ少なくなります。 

つまり今地球には多くの言語を使っていらっしゃる方たちがいますので、言葉に頼

りすぎると自分と異なる言語を使っている方たちとの意志がとれなくなります。 

そのことを解消するために地球人はこれから言語によらないコミュニケーションを

使い始めます。 

それが何度も言っているようにテレパシーということなのですが、喉のチャクラは、

これからはこのテレパシー能力に大きく関わっていきます。 

皆さまがテレパシー能力を使って心を通わせるということを喉のチャクラとハート

チャクラと連動して行うことになります。 

そして自分が思っていること、考えていること、それをこの喉のチャクラがエネルギ

ー化してハートチャクラを経由して他の方たちに送り出すということも起こります。 

もちろん愛の意識に基づいてハートチャクラは動きますので、ハートチャクラだけで

もお互いのコミュニケーションが出来るようになりますが、自分が共通意識であり

ながらも個性を持つということは、喉のチャクラにとても大きな役割がありますの

で、自分の個性あるいは自分の「個」の存在としての意義をこの喉のチャクラが作り

出していくのではないかと考えております。 

今まで３次元世界で言われていたチャクラの働きとは少し異なっていますが、５次

元意識になりますとチャクラの目的は人間の意識を地球意識や宇宙意識などとひ

とつに繋げていき、バランスをとって、皆さまを新しい意識状態へと進めていくこと

が新たなチャクラの目的になっていくのです。 

 

そしてまた皆さまが新しい意識状態になってきますと、皆さまの中でも目覚めを呼

び覚ましていくチャクラの働きがございますので、これからのことについてお話し

たいと思います 

まず特殊な働きをするのは、クラウンチャクラとサードアイのチャクラです。 

これも先ほどお話しましたように、皆さまが高次元の意識や宇宙意識と繋がること

によって、たくさんのメッセージやエネルギーを受け取ることになります。 

高次元意識のエネルギーを受け止めることによって、皆さまはこれから自由にこの
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宇宙を旅することができるようになります。 

もちろん実際に旅をするのはかなり先の話ですが、まず自分のビジョンを使って、

この宇宙の様々な世界を見ることができるようになります。 

クラウンチャクラをとおして皆さまの意識が高次の意識に繋がっていきますので、

高次の意識を使って自分が今存在していない場所の映像を見る、あるいは自分が

行ったことのない世界のビジョンを見ることもある程度可能になってきます。 

クラウンチャクラやサードアイのチャクラを使って自分が存在していない世界を見る

ことは今の地球人にとっては考え難いかもしれませんが、そういったことも可能に

なってくるのです。 

そうすることによって自分の友人や家族がたとえ地球の他の場所にいたとしても、

あるいは地球以外の場所にいたとしても、高次の意識と繋がることによって、その

方たちの様子を見たり、あるいはまるでテレビ電話をしているかのように話をした

りすることができるようになります。 

皆さまの脳というのはこの宇宙の様々な情報を受信する機能もありますので、この

クラウンチャクラとサードアイのチャクラが活性化することによって高次元の情報や

皆さまが必要としている情報を受け止めることができるようになります。 

そしてその機能を使ってテレビ電話のように、皆さまが話をしたい方とお話をする

とこともできるのです。 

あるいは皆さまがテレビを見るように、自分が見たい世界の映像を見ることもでき

るようになるかと思います。 

 

そして更に皆さまにとって予知能力が活性化してくる可能性もあります。 

つまりサードアイのチャクラ、クラウンチャクラが高次の意識とひとつに繋がること

によって、皆さまのパラレルワールドを見ることができるようになるのです。 

パラレルワールドの中には非常に皆さまに近いパラレルワールドも有ります。 

まったく同じようなことをしているパラレルワールドや少しばかり異なることをして

いるパラレルワールドが有ります。 

そういったパラレルワールドを見ることによって、皆さまにどのような未来が存在
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しているのか、これから皆さまにどのようなことが起こるのか、ということを知るこ

とができると思います。 

これは、皆さまのサードアイにそのようなパラレルワールドの姿が浮かび上がってく

るというふうに考えられても結構です。 

皆さまが「これから自分にどのようなことが起きるのだろうか、自分はどのような

道を歩んでいるのだろうか」ということを考えられたときに、サードアイを使って皆

さまのパラレルワールドのエネルギー、パラレルワールドの世界を見ることができ

るかと思います。 

もちろんそれは皆さまの高次の意識を経由して見る場合もございますし、本当に近

いパラレルワールドであれば、そのパラレルワールドに生きている皆さまの意識と

あなた自身の意識がリンクし共通のものになっていくこともありますので、高次の

意識を通さずともそのパラレルワールドの自分と意識をリンクさせながら見るとい

うことも可能になってくるのではないかと思います。 

 

そして皆さまのハートチャクラが活性化してきますと、皆さまの愛のエネルギーがと

ても強くなってきます。 

この愛のエネルギーというのはたくさんの働きを持っています。 

人々を癒やすという働きを行うことも有るでしょう。 

今皆さまの中で人々を癒やす仕事をなさっている方の中には、すでにハートチャク

ラが活性化している方もいらっしゃると思いますが、ハートチャクラの愛を広げるこ

とによって、多くの人たちを癒やすことができるのです。 

ただ５次元意識の地球になりますと、癒やされる必要がある方というのはあまりい

なくなりますので、同じ５次元意識の人たちに対して癒やすということは無くなる

かもしれません。 

しかしながら皆さまがこの地球を出て他の星に行かれたりするときに、今の地球人

と同じような状態の方たちの星に行かれることもあるかと思います。 

そのような時にはこれから５次元意識になろうとする人たちを愛で導いたり、その

ような人たちの感情や心の傷を癒やしたりすることも起こり得るかと思います。 
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ちょうど今レムリア時代にアセンションをした地球のマスターたちが愛のエネルギー

を使って、皆さまや皆さまのパラレルワールドを癒やしてくださっていると思いま

すが、そのようなことが皆さまにもできるようになります。 

皆さまの意識がどんどん高まってきますと、そのような「慈しみの愛」あるいは「高

次の愛」の意識が皆さまの中に生まれてきますので、多くの人の助けとなるような

ことをすることが皆さまにとって喜びとなるのです。 

それはまた見返りを求めない無償の愛といってもよいかもしれません。 

皆さまがただ見返りもなく愛を送るということを、これから皆さまは行われていく

のではないかと思います。 

他にもチャクラの能力が活性化することによって皆さまに起こってくる様々な変化

もございますが、それもまた必要な時に皆さまにお話したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



285 

 

 

 

第 F-4章 

地球人のパラレル種族ブルースカイ 

フォトンエネルギーと地球の変化

２０２３年８月３日 

 
 

第 F-4章目次 

PART１ レムリア時代にアセンションをした地球・・・・・・・・・・・・・２８４ 

PART2 地球の人たちが愛によって繋がっていく・・・・・・・・・・・・２８８ 

PART3 半物質体への道を歩み始める・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９２ 

PART４ 地球の物理世界と非物理世界の融合・・・・・・・・・・・・・・・２９６ 

PART５ 現在の地球では意識や肉体の修復が先に行われる・・・・・３００ 

 

 

 

 

 

 



286 

 

PART1 レムリア時代にアセンションをした地球 

 

 

今日はフォトンベルトをくぐることによって、地球や日本がどのように変化をしてい

くかということについてお話したいと思います。 

まずフォトンベルト並びにフォトンエネルギーの性格を考えてみてください。 

このフォトンベルトそしてフォトンエネルギーは「宇宙の根源の愛」から生み出された

エネルギーです。 

そして「宇宙の創造の源」のエネルギーも同じように含んでおります。 

フォトンベルトはこの宇宙全体を愛で満たすこと、そして創造的でとてもパワフルな

宇宙を作り上げるということを目的にして作られているエネルギーです。 

これは宇宙を創造する者たちの意志であり目的と言っても良いかもしれません。 

この宇宙全体が少しずつではありますが、フォトンベルトをくぐることによって、愛

と創造性に満ちあふれた星、愛と創造性に満ちあふれた宇宙に生まれ変わっていく

のです。 

もちろん一度に全ての星々がフォトンベルトをくぐることはできませんし、フォトン

エネルギーを受けることはできませんが、宇宙のそれぞれの場所ごとにひとつひと

つの星が順番にフォトンベルトをくぐり、フォトンエネルギーの恩恵を受けることで

自分自身を変容させていくのです。 

皆さまが住んでいる惑星や恒星そして銀河全体も大きな宇宙意識によって生み出

されたと言うことを皆さまにお話ししたことがあるかと思います。 

惑星や恒星はそれぞれ「個」としての存在ではありますが、その全てが宇宙意識に繋

がっており、自ら宇宙意識を体現することを目的としてこの物理世界に生み出され

ているのです。 

ひとつひとつの惑星や恒星そして銀河全体も自分自身がより良い宇宙意識になる

ために自ら進化し努力しているのです。 

その進化と努力を助けるのがまさにこのフォトンエネルギーでありフォトンベルトな
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のです。 

星々はこのフォトンベルトをくぐることによって、自分自身が大きく生まれ変わると

いうことを知っています。 

かつて地球もこのフォトンエネルギーを過去にくぐったことがあります。 

皆さまが御存知のようにレムリア時代にアセンションをした地球が、その時期にフォ

トンベルトを一度くぐっているのです。 

ただそのときは完全にフォトンエネルギーを受け取って地球全体がアセンションを

したのではなく、地球の一部、地球のパラレルワールドのひとつが、そのときアセン

ションをしたのです。 

それが、皆さまがよく御存じのレムリア時代にアセンションをした地球です。 

その地球に生きておられた皆さま方は、フォトンエネルギーを受け取ってとても大

きな成長をなされました。 

そしてそのとき、地球にやってきて共に暮らすようになった私たちの祖先も、地球

に住んでいたレムリアのマスターたちと同じようにフォトンエネルギーを受け取って

進化しております。 

そのときフォトンエネルギーを受けてアセンションをした地球はとても大きな宇宙意

識に目覚めることになりました。 

地球に生きていた人々、そして地球に来ていた私たちの先祖たちもフォトンエネル

ギーをそのとき受けて進化が始まりました。 

そして、そこから約１０００年かけてさらなる進化を起こしていったのです。 

現在、アセンションをした地球で生きていたレムリアの人たちはとても優秀な愛のマ

スターとして存在していらっしゃいますが、それもこのフォトンエネルギーを受け取

ることによって、自分たちの愛を目覚めさせ、大きく開花させていくことができた

からです。 

私たちブルースカイ種族の元となった者たちもこのアセンションをした地球に住ん

でおりましたので、地球の人たちと同じようにフォトンエネルギーを受け、私たちも

大きな精神的な進化を起こしました。 

私たちは地球の方たちとは少し遺伝子が異なっておりましたので、地球の人たちと



288 

 

は異なる能力や意識の進化を行いました。 

私たちはどちらかというと、なるべく物理的な肉体を維持しながら、物理的な肉体

を持っている星々のアセンションをサポートすることを行っておりました。 

今私たちがこの地球で行っているように、多くの星々のアセンションをサポートした

り、あるいは困っている星々の人たちを助けたりするというような能力をより強く

していったのです。 

そして私たちはやがてこの地球の人たちと別れて、自分たちの星を作るということ

になりました。 

それぞれ少しばかり周波数が異なってきたために、やはり宇宙の法則では、長い間

一緒にいるということは少し難しかったようです。 

私たちはこの地球と地球に生きる人々をとても愛しておりました。 

しかしながら、私たちが行うべきことと地球の人たちが行うべき事が少しばかり異

なっていたために、私たちは独立し自分たちの星を作るという選択をしたのです。 

 

フォトンエネルギーを受けることによって、その時代、皆さまのパラレルワールドの 

ひとつである地球がどのように変化していったのかということについてもう少し詳

しくお話ししたいと思います。 

この話をすることによって、皆さまの地球がどのような変化をしていくのかという

ことがよく理解できるのではないかと思います。 
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PART2地球の人たちが愛によって繋がっていく 

 

 

その当時の地球に起きたことについてこれからお話ししましょう。 

以前レムリア時代にアセンションをした地球はフォトンベルトのエネルギーを受け始

めることで幾つもの種族の人たちが少しずつ意識をひとつにして統合されていき

ました。 

フォトンベルトのエネルギーを受け始めることによって、その当時の地球に住んでい

たレムリアの人たちやアトランティスの人たち、シャンバラの人たち、そういった各

種族の人たちの意識に大きな変化が生まれてきたのです。 

その変化というのがお互いのことを理解する、そして自分たちの愛に自分たちが注

目し、愛の意識を伸ばしていこう、そして愛の意識によって他の種族の方たちと交

流しよう、ということでした。 

それまでの地球では、他の種族の人たちを見下すような態度が有ったり、あるいは

他の文明の方たちを恐れたりする気持ちが有りましたので、各種族の間に時として

いざこざが起こり、それぞれの種族の方たちが仲良く交流することはあまり有りま

せんでした。 

もちろん物と物を交換するような交易は行われていましたので、個人的に仲の良い

人たちは存在しておりましたが、種族間で見るならばとても仲の良い状態であった

とは言えないかと思います。 

それはまさに今の地球の状況とよく似ております。 

それぞれの国が外交を行っておりますので、ある程度仲の良い関係を作っておりま

すが、ひとつの国が他の国を完全に信頼し愛するということは、この地球において

は実現しておりません。 

また個人相互の関係性においては、とても良好な関係を築く人たちもいますので、

異なる国の方同士で結婚する人たちもいますし、他の国の方々を自分の家族のよ

うに受け入れる方たちもいらっしゃいます。 
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しかしながら国として考えるなら、そのような状態にまでは至っておりません。 

その当時の地球もまさにそのような状態であったと思います。 

お互いが戦争をするわけではありませんが、お互いが愛によって結びつくというこ

ともなかったようです。 

しかしながら、フォトンエネルギーを受け始めてから少しずつ人々の意識が変わって

きたのです。 

他の文明や種族の方々に対して興味を持ち、そして好意を持って積極的に交流しよ

うという気持ちが芽生えてきたのです。 

お互いが他の種族が住む場所に旅行に行き、しばらくの間その場所にとどまること

で相手の方たちと触れ合って仲良くなり、お互いが結婚する、というようなことも

急速に増えてまいりました。 

そのことに対して、各種族の指導者たちは、最初は戸惑っていたのですが、自分た

ちもフォトンエネルギーを受けることによって、他の種族の方たちが自分たちと何

も異なる存在ではないということ、相手の文明を恐れたり、警戒したりする必要は

無い、ということに気付かれたのです。 

そして指導者同士が交流し、指導者の家族が他の種族の指導者の家族と結婚したり、

とても仲良くなったりすることが起きてきたのです。 

そして彼らは異なる文明や種族であったとしても、本来は境界のない同じ地球人だ

ということに目覚めてきたのです。 

この最初のステップが起こるまでに１００年近くかかりました。 

そしてさらに１００年を経て、それぞれの文明の人たちがお互い自由に行き来し、そ

して融合しあい、お互いが愛の意識によって結ばれていったのです。 

そしてそこから、その当時の地球の人たちは更に進化し、お互いを尊び、お互いが

自由に行き来するためにそれぞれの文明という制度を外していったのです。 

もちろんその土地独自の習慣や風習、考え方そして歴史、そういったものはお互い

とても大切に扱い尊重しあいました。 

そしてお互いが融合して作られていく新しい生活の形や文明、そして自分たちの生

き方、そういったものも尊重するようになったのです。 
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そうすることによって、その当時の地球は、ひとつの大きな地球意識、地球文明を

生み出して行ったのです。 

フォトンベルトを抜けている最中に、その当時の地球はアセンションをしたのですが、

このときにアセンションをする地球とアセンションをしない地球が分かれていきまし

た。 

多くの方がその当時アセンションをしない地球に残り、そしてその地球の延長線上

が今の皆さまの地球になっているのです。 

地球が二つに分かれたことによって、フォトンエネルギーは最大限、アセンションを

した地球に降り注ぎ、地球意識の変容を行うことになったのです。 

 

フォトンエネルギーを受けてアセンションをした地球がそれからどうなってきたかと

いうことについてお話しいたしましょう。 

まず幾つもの文明や種族に分かれていた人たちがひとつに融合し、地球意識に繋

がるようになるとそれぞれの文明もひとつに繋がって地球文明になってきました。 

そしてその当時、私たちの先祖もファーストコンタクトを行うためにこの地球にやっ

てきたのですが、もうすでにその当時の地球はとても美しく、地球人の多くがこの

自然と融合した世界を作りあげていました。 

アセンションをした地球の人たちにとって初めて迎え入れる地球外種族が私たちブ

ルースカイ種族の元となったシリウス星系の人たちでした。 

その当時、地球の人たちはとても大きな愛に満ちあふれていましたので、私たちシ

リウス星系の者たちをとても大きな喜びと愛の意識を持って受け入れてくれました。 

また私たちもこの地球がフォトンベルトを通過している途中だということを知って

とてもワクワクした気持ちでこの地球にやってきたのです。 

私たちの先祖はこの地球に降り立って、地球人と共にフォトンエネルギーを受け取

ることで共に成長ができるのだということをとても嬉しく思っていました。 

その当時の地球は、地球環境に負担のかかるような技術や生活スタイルを持ってお

らず、地球の自然環境を大切にする一方で、自分たちの技術がこの地球の環境を破

壊しないように配慮していたために、自然界と科学技術のバランスがとても調和さ
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れた状態でした。 

そのために当時の地球は自然界の素晴らしいエネルギーを保ち続け、全ての動植物

たちが健全に育っていました。 

そしてもちろんフォトンベルトをくぐり抜けることで、この地球の自然は更に輝くこ

とになりました。 

ひとつひとつの樹木や花々が美しく輝いていましたが、フォトンエネルギーを受ける

ことによって、その当時の地球の人たちは植物や動物たちのオーラが見えるように

なっていたようです。 

地球の人たちはその植物の物質的な美しさもそうですが、その植物が放つオーラや

エネルギーの美しさも充分に味わっていました。 

地球の人たちは植物や動物たちのオーラを見ることによって、更に深くその植物や

動物たちを愛し、そして彼らと意志の交流を始めるようになったのです。 

そして植物や動物たちを更に大切にし、植物や動物たちも地球の人々の気持ちに応

えるかのようにどんどん進化して更に美しい花を咲かせ、地球人にとっても有用な

植物として自らを進化させてきました。 

その当時の地球の人たちはすでに動物のお肉を食べることをしておりませんでした。 

自分たちが育てた野菜や果物そして自然のままになっている植物たちをあまり調

理することなく食べていたようです。 

そして地球の人たちは動物とも深い交流をしておりましたので、動物たちを使って

移動したり自分たちと一緒に野菜を作ったり、あるいはその場所を整備するような

ことを動物たちに協力してもらい行っておりました。 

地球の環境はとても穏やかな状態でした。 

今までは火山の噴火や津波なども時折起こっていたようですが、地球に住む人々の

意識がとても穏やかで愛の意識となりましたので、人々の意識が地球の意識と同調

して火山の噴火や津波が起こらなくなったようです。 
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PART3 半物質体への道を歩み始める 

 

 

地球人の意識と地球の意識が同調することによって、地球は更に高いレベルの調和

の意識を育てていったようです。 

そこに生きている地球人たちの意識が高くなることによって地球意識も大きな影

響を受けますので、フォトンベルトをくぐる前の地球に比べて、フォトンエネルギー

を受けてアセンションをした地球というのは更に高い惑星意識へと自分自身をアセ

ンションさせていったのです。 

そうすることによって地球人の肉体、あるいは地球に存在している者たちの肉体に

も少しずつ変化が起きてきました。 

それは物質的な制限から少しずつ自由になっていくという判断をする人たち、ある

いは植物や動物たちも出てきたということです。 

全ての人たちがそうなったわけではありませんが、その時点において地球の人たち

は目に見えない存在たち、物理的な肉体を持たずに半物質体として存在している者

たちやエネルギー体として存在している者たちと意識の交流を行うことができるよ

うになりました。 

もともと地球に住んでいた人たちはとてもスピリチュアルな生き方をしておりまし

たので、初めから物質的な肉体を持たない存在たちやエネルギー体、意識体として

存在している者たちがいる、ということを充分に知っておりました。 

また一部の者たちは、そのような者たちのメッセージを受け取ったり、そのような者

たちのエネルギーを使って傷ついた人々を癒やすということも行っておりましたの

で、地球の人たちはフォトンエネルギーを受けることで、今まで以上に目に見えない

者たちの存在が分かるようになったり、より深く交流することができるようになっ

たのです。 

フォトンエネルギーを受ける前は、それは一部の人に限られていたのですが、フォト

ンエネルギーを受けることによって多くの人たちがそのようなことができるように
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なっていきました。 

私は前回フォトンエネルギーを受けることによって、皆さまの肉体に起こる変化に

ついてこのことは詳しくお話しいたしましたが、アセンションをした地球に生きるほ

とんどの方たちが、目に見えない存在や意識体、エネルギー体の存在を実際に見る

ことができるようになりましたし、彼らと言葉を交わして交流することができるよう

になってきたのです。 

そうすることによって、この地球は更に大きな高次のエネルギーを受け取ることが

できるようになりました。 

アセンションをした地球に住んでいた人たちは、高次元存在との交流を通して自分

たちの体により高次のエネルギーを受け取ることができるようになったのです。 

そして地球の人たちの選択が起こりました。 

それは物質的な肉体を持ったままこの地球で生きていくという人たちと物質的な

肉体から半物質的な肉体になった状態で生きていくという選択をする人たちに別

れたのです。 

その選択はこのフォトンエネルギーを受け続ける中で起こってきました。 

もちろんその間に地球の人たちも何度も生まれ変わってフォトンエネルギーの中で

誕生を迎えるという人たちもたくさん増えてきました。 

この時期になると当然フォトンエネルギーを受ける前から生きていた人たちは誰も

いらっしゃいません。 

全ての人たちがフォトンベルトを通過している途中でフォトンエネルギーをたくさん

受けて、アセンションをした地球に生まれてきた人たちなのです。 

そしてそのような人たちの中には、他の星から地球に転生してきた人たちもたくさ

んいらっしゃいました。 

つまりフォトンエネルギーを受け取っている地球に転生することによって、自分もフ

ォトンエネルギーをしっかりと受け止めていきたい、フォトンエネルギーによって自

分の資質や能力、自分の愛を更に進化させたいという人たちがたくさん地球に転

生してきたのです。 

そのような方たちの多くが、本来は物質的な肉体を持たない半物質的な存在ある
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いは意識体、エネルギー体だったのです。 

彼らはもう生まれたときからすでに半物質体の存在がどのような存在であるのか、

意識体、エネルギー体がどのような存在であるのかということを充分に理解してい

たために、この地球に生まれるときは、物理的な肉体を経験するという人たちもい

らっしゃいましたし、初めから半物質的な肉体として存在することを望まれる方も

いたのです。 

そのためにその当時の出産は非常に新しいやり方を行っていたとも言えるでしょう。 

つまり今までのように肉体を持って生まれるという方々は女性の体に宿り、今の皆

さまと同じように女性の体の中で肉体を成長させてから、肉体を持って生まれると

いうプロセスを取りましたが、最初から半物質体としてこの地球に生まれるという

方々は、女性の中に宿って長い年月をかけて肉体を成長させるというプロセスを取

らずして生まれてくるということも起こりました。 

フォトンエネルギーを受け取る以前、地球に生きていた人たちは、自分の肉体の中

から子供たちを出産するということを行っておりました。 

地球の人たちはそのプロセスをとても愛しておりましたし、とても大切にしておりま

したので他の星のように科学技術に頼ることなく自分の体で出産をしておりました。 

物質的な肉体を持った子供たちが欲しいと思われている家族に関しましては、アセ

ンション後も同じようなプロセスで物質的な肉体を持った子供たちを生み出してき

ました。 

また逆に、物質的な肉体から少しずつ半物質的な肉体に移り変わりたいと考えてい

る人たち、肉体という制限を取り外して半物質的な存在になりたいというふうに考

えていた人たちは、今までの肉体の中で子供たちを成長させて出産するというプロ

セスではなく、自分たちの肉体もある程度使う必要があるのですが、新しい出産の

方法に切り替えていきました。 

つまり半物質的な存在と言っても、この地球のエネルギーに適応するためには、い

ったん人間の肉体の中に宿って、人間の肉体の遺伝子もある程度受け取る必要が

ありますので一旦女性の体の中にはいりました。 

そして地球人としての遺伝子の一部を受け取った後は、そこで肉体を成長させると



296 

 

いうプロセスは取らずに出産するということを行ったのです。 

その出産の方法に関して今はまだ詳しくはお話しすることはできないのですが、自

分が宿った女性の肉体意識から分離するという方法を使って半物質的な地球人が

生まれていったのです。 

最初はそのような出産方法に対して地球人はとても驚きました。 

もちろん私たちもそのような方法で子供を生んでいたわけではなかったので、私た

ちの先祖の方も大変驚いたようですが、そのような出産方法で半物質的な存在を

生み出すことができるのだということに気付いてからは、その方法をとられる方た

ちも増えてきたようです。 

そしてその当時の地球は物質的な肉体を持って存在する方とこのように半物質的

な存在として地球に生まれてくるという方が両方存在していたようです。 

ただ物質的な肉体を持って生み出された方は、その生存している途中で半物質体

の肉体に変わるということはやはり難しかったようです。 

物質的な肉体を持って存在した方たちは、最後まで物質的な肉体を持って存在する

ことになります。 

しかしながら一旦その方たちが亡くなった後に、自分は半物質的な肉体となってこ

の地球で生きたいと考えている意識体は、今度は同じ地球人であっても半物質体

の肉体を生み出すようなシステムの中で生まれたいと願い、半物質体の肉体として

この地球に再び生きるということになったのです。 

一度は物質的な肉体として生まれたにも関わらず、次の人生においては半物質的

な肉体として地球に生まれるという方も増えてまいりました。 

フォトンベルトを通り抜ける頃には、おそらく半分半分の割合だったかと思います。 

ただ、この物質的な肉体を持って地球に存在し続ける方たちはとても大切な方たち

です。 

その方たちがいることによって地球意識は更に高次の意識をこの地球の中に導く

ことができるからです。 

また、素晴らしい経験をした地球人が、他の物理世界を持っている星々を訪ね、そ

の星に生きている人たちをサポートする役目を担うこともできます。 
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PART４ 地球の物理世界と非物理世界の融合 

 

 

地球の意識は、この物理的な地球をまだまだ保持したいと考えております。 

この物理的な地球が無くなってしまうと物理的な肉体を持って存在する方々も存在

できなくなりますし、また半物質的な肉体を持って存在する方たちは、ある一定の

周波数帯にのみ存在することは可能ですが、様々な周波数帯に半物質体の地球人

が存在することはできませんので、物理的な地球は維持しなければなりません。 

肉体を持つ人たちも自分たちの役目について詳しく知っておりましたので、やはり

一定数の方たちが常に肉体を持ってこの地球に生きることを選択され、この地球を

維持してより良い状態に保ち、地球の次元を更に高めていく努力をされていたよう

です。 

そしてまた半物質体の地球人たちがとても増えることによって、この地球はとても

多彩な種族の人たちを受け入れ、新たな文明を発展させることになったのです。 

もちろん私たちの先祖のシリウス星系の者たちだけでなく、多くの星の人たちや宇

宙種族の方たちが肉体を持って生きたいと願っておられましたので、地球もそのよ

うな人たちを受け入れることになりました。 

ただ地球人の肉体は特殊ですので、多くの種族の人たちが地球人と融合するとい

うことはなかったようです。 

ただそれであったとしても 3種族もしくは 4種族の方たちが、地球人と肉体を持っ

て融合し、そして新たな種族をこの地球の中で生み出されてきたというふうに私た

ちは考えております。 

そしてそのように融合された種族の方たちが、今皆さまと交流しているレムリアの

愛のマスターになられたということのようです。 

彼らは純粋な地球人の遺伝子だけを持っているわけではございません。 

地球人の遺伝子を強く持っておりますが、他の星の方々の遺伝子も持っております

ので、ダイレクトに地球人と交流をすることが少しばかり困難になっているようです。 
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もちろん遺伝子の問題だけでなく、皆さまがレムリアのマスターと呼ばれている

方々はかなりの高次元にいらっしゃるために、レムリアン・クリスタルや他のツール

を使って皆さまと交流するという方法をとっております。 

もちろん皆さま自身の波長が高くなり、高次の意識となった場合には、彼らもダイレ

クトに交流することが可能となるでしょう。 

 

更に話を続けていきましょう。 

地球がおよそ１０００年かけてフォトンベルトを通り抜ける頃に、地球は更に大きな

アセンションを迎えていったようです。 

そのアセンションとはどのようなアセンションだったのか、皆さまにお話したいと思

います。 

地球が物理的肉体を持っている人と半物質的な肉体を持っている人たちが同時に

存在する星になってきたということについて私は今皆さまにお話ししました。 

そしてその後に、大きな次元の融合ということが行われてきたのです。 

つまり今までの地球というのは物理次元がしっかりと確立しておりました。 

３次元世界が基礎として有り、その上で４次元、５次元が有ったのです。 

それは今の地球の皆さまとあまり変わりがありません。 

地球の物理次元がしっかりと存在しており、そしてそこから少し次元を上げるよう

に４次元、５次元、６次元が存在していました。 

物理世界に存在している地球人たちは、自分自身が５次元意識、６次元意識になる

ことによってその世界を見ことができていたのですが、地球人たちはそれらの次元

の制限をかなり受けていたようです。 

地球がアセンションを行い、フォトンエネルギーを更に受けることによって、その制

限が小さくなり、次元の境目がどんどん無くなってきました。 

皆さまはこの地球の物理次元に存在しながらも、同時に半物質的な存在としても存

在できるし、エネルギー体、意識体としても存在できるようになってきたのです。 

大きな次元の融合が起こったために、地球ではとても多彩な存在たちが同時に同じ

次元に存在することができることになったのです。 



299 

 

先日次元の管理者様が「同じ次元を生きるためには共通意識が必要だ」ということ

をおっしゃいましたが、この地球に生きる物理的な肉体を持った地球人、半物質体

の地球人、そして意識体、エネルギー体としての地球人たちが、地球の同じ次元に生

きるという共通意識を持ち始めたために、この地球がとても大きな共通意識の場と

して存在するようになったのです。 

そこでは今までは異なる次元に存在していた多くの存在たちが、同じ次元に存在し

ている人として見ることができ、自由に交流することができるようになってきたの

です。 

物理的肉体を持っている方たちの横に半物質体の地球人が存在しているというこ

とです。 

なぜこのようなことが起こったのかと言いますと、物理的な肉体を持っている地球

人から半物質的な肉体を持っている地球人たちがたくさん生まれ初めて、物質的な

肉体を持っている地球人と半物質体の肉体となった地球人がひとつの家族として

生きることが多くなったためなのです。 

彼らは物質的な肉体があったとしても、物質的な肉体を持っていなかったとしても、

同じ家族という深い絆の中で結ばれていました。 

もちろんその頃の地球人は、地球に生きる存在をつなぐ共通意識を持っていました

ので、たとえその子が生まれたとしても、その子は「地球の子」として認識されてお

りましたので、その家族の中だけにとどまるものではありませんが、やはりまだ家

族の持つ特別な愛は、この地球独特のものとして存在していたようです。 

やがてそのような家族独特の愛も、地球人全体に共有されるようになりましたので、

その時点でこの大きな次元の壁が無くなっていったというふうに考えられても良い

かもしれません。 

この次元の大きな壁が無くなることによって「全ての存在が同じ家族である、また

兄弟であり、ひとつの意識に繋がっている」というふうになっていったのです。 

このことが起こりますと地球人の全ての存在たちが同じ集合意識に繋がることにな

ったのです。 

私たちが先日皆さまに、最終的には地球に住んでいる人たちが同じ集合意識の中
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で「個」として存在するということをお伝えしましたが、このフォトンベルトを抜ける

最後の段階で、アセンションをした地球はそのようになっていったのです。 

そのために物質的な肉体を持っている地球人だけではなく、そうではない地球人た

ち、意識体、エネルギー体の地球人たちもひとつの共通意識になるために次元の壁

が全て無くなっていったということのようです。 

そして地球はこのフォトンベルトをくぐる前と全く異なる地球となってこのフォトン

ベルトを抜けていったのです。 

もちろん地球の意識はこのフォトンベルトをくぐる前に比べて、とても高い意識にな

っていました。 

そしてこの物理的な地球を保ちながら、非常に豊かなスピリチュアルな意識を持っ

た地球へと変わっていったのです。 
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PART５ 現在の地球では意識や肉体の修復が先に

行われる 

 

これから皆さま方の地球にも、このようなことが同じように起こるのではないかと

私たちは考えております。 

ただその当時の地球に比べますと、今の地球の皆さまは科学技術を大変発展させ

ており、その科学技術によって地球も非常に大きな影響を受けております。 

その当時の地球に比べますと自然界も大きなダメージを受け、環境にも深刻な影響

が残されております。 

そのためにしばらくの間はこの地球を修復することに皆さま方は重点を置かれるか

もしれません。 

そして傷跡を残しているのは、この地球の自然界だけではありません。 

皆さまひとりひとりの遺伝子や意識、あるいは皆さまのエネルギーとスピリット体、

この地球の環境が汚染されているのと同じように、皆さま自身も大きな汚染を受け

ています。 

例えば皆さまが小さい頃から受けてきた予防接種や様々な医学的な処置、あるい

は食品添加物を含んだ食べ物、工場や車の排気ガスを含んだ大気、そのようなもの

を長い間体の中に取り入れることによって、皆さまの肉体も以前に比べると大きく

変わってきております。 

ある意味そのような汚染物質に強い体になってきているといっても良いかもしれま

せんが、そのような物質をたくさん取り入れることによって皆さまの寿命も短くな

っておりますし、また様々な病気を生み出すことになっております。 

この肉体は地球の意識によって生み出されたものですが、この肉体が傷つけられる

ことによって、また劣悪な環境の中で生きることによって、地球の意識に対しても

大きなダメージを与えることになっておりますので、しばらくの間はこの地球の環
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境そして皆さま人間の肉体環境、意識環境、遺伝子環境の修復が行われてくるので

はないかと思います。 

そのためにレムリア時代にアセンションをした地球よりは、少しばかり進化のスピー

ドが遅れるのではないかと思います。 

この地球人の肉体の修復、意識体の修復そして地球環境の修復には恐らく１００年

から 200年ぐらいの時間が必要ではないかと私たちは考えております。 

アセンションを行って１００年から２００年の間はそのようなことを中心として地球は

フォトンエネルギーを活用するかと思います。 

その間、地球人の皆さまは物質的な肉体を持って存在するということを選択される

と思います。 

今のこの地球のエネルギー状態では、アセンションをした地球人が半物質的な状態

で存在するというような意識レベルにまでは至っておりません。 

もちろん今の地球にも非物質的な存在たちはたくさん存在しておりますが、その多

くの存在たちが怒りや憎しみ、苦しみなどを持っておりますので非物質的な存在と

して高次元の存在たちがこの地球の霊的なエネルギーの中で存在するということ

はまだ難しいようです。 

この地球の物質的な環境、自然環境そして皆さまの肉体や意識の環境がクリアリン

グされ、そしてこの地球も完全にクリアリングされた後に、この地球に半物質的な肉

体を持った地球人が生み出されるということになるのではないかと思います。 

そうしなければ今の地球に半物質的なエネルギー体が存在しようと思っても、今の

地球人の肉体環境は非常に汚染されておりますので、そのような高次の意識を持っ

た半物質的な存在がその肉体に宿る、そして地球人の遺伝子を受け継ぐことはなか

なか難しいことです。 

現在実験的にハイブリッド・チルドレンとして地球人の遺伝子と他の星の遺伝子を

組み合わせた存在が作り出されておりますが、それは実は地球人の傷ついた遺伝

子を他の星の遺伝子で補うという目的もあるのです。 

そしてハイブリッド・チルドレンを作ることによって、本来の地球人の持つ遺伝子が

どのような遺伝子であったのか、あるいは本来の地球人が持っていた遺伝子を修
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復するためにはどのようにしたら良いのか、ということを宇宙連合の方たちは考え

ているのです。 

皆さまがフォトンエネルギーを受け続け、あるいは多くの瞑想ワークや高次元のエネ

ルギーを意図的に受けることによって、皆さまの遺伝子の修復も更に進んでいくの

ではないかと思います。 

そして皆さまの遺伝子の中でも、肉体の遺伝子の修復を行うことによって、皆さま

の遺伝子を受け継いだ次の子供たち、そしてその遺伝子を受け継いだ次の子供た

ち、というふうに世代が生まれ変わるごとに地球人の遺伝子の修復も少しずつ進ん

でいきます。 

また地球人の肉体の修復も少しずつ進んでいきますので、約２００年から３００年か

けて本来持っていた地球人の遺伝子、そして地球人の肉体に生まれ変わってくるの

ではないかと私たちは考えております。 

もちろん今この地球に生きて、フォトンエネルギーをたくさん受けて意識進化をして

いる皆さまは、新しい意識、新しい愛に目覚めてきますので、次回皆さまがこの地

球に生まれてくるときは、その時に培った意識や愛の状態を保ちながら、新しい地

球に生まれ変わってきます。 

今の皆さまの到達点が新しい子供たちの出発点になると思います。 

そうすることによって、皆さまが新しく生まれ変わると、飛躍的に皆さまの意識ある

いは皆さまの肉体も修復が進んでいくことになります。 

その繰り返しを行いながら、この地球も本来の地球に生まれ変わることになるので

はないかと考えております。 
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joy@k-suai.com 

 

ISBM 978-4-910470-0８-５   

 

mailto:joy@k-suai.com
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宇宙の光 2021 活動のご案内 

 

〇「アセンション 光の世界へ」アメーバーブログ 

「宇宙の光」の活動を紹介するブログです。 

スターピープルからのメッセージ、アセンションの状況、意識進

化のための Zoomワークなどもご案内しています。 

宇宙の光の活動はこちらをご覧ください。 

〇「宇宙の光 2021」公式 HP 

２０２１年から「宇宙の光」は、Zoom を使用して高次元存在の

チャネリングライブ、グループセッションなど、地球人のアセン

ションに向けてスターピープルと共に多彩な活動を行ってい

ます。  

 

〇「宇宙の光 2021」Vimeo チャンネル 

スターピープルからのメッセージやアセンションに向けての瞑想

ワーク、高次元存在のチャネリングライブ、 

ファーストコンタクトなどに関する動画を御紹介しています。  

https://vimeo.com/hikarilove 

〇宇宙の光 予約サイト 

宇宙の光が開催しているチャネリングライブやコズミックワー

クはこちらからご予約できます。 

Zoomをお持ちの方はご自宅から参加できます。 
 

 

〇他の本のダウンロード版はこちらからお求めください。 

著者や「宇宙の光」に関するご連絡はこちらのメールにお

願いします。 

joy@k-suai.com 

mailto:joy@k-suai.com
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２１年３月出版 

 

アセンションの真実 

宇宙からの贈り物 PART２   

瀬戸 武志 著 

 

アセンションとは何か、アセンションをするために私たちは何をしたらよいのか、そ

してスターピープルやダーク・ピープルは地球で何をしてきたのか、地球人は今、ア

センションを前にどのような状況を迎えているのか、アセンションを成し遂げるため

にスターピープルたちとともに働いてきた著者ならではの情報が満載。 

これから起こるスターピープルとのファーストコンタクトの詳細や地球人がアセンシ

ョンをするためにスターピープルや大天使からのサポートメッセージも掲載。 

 

 

 

宇宙の光 出版のご案内   ２０２１年４月出版 

 

スターピープルからの 

アセンション・メッセージ 
宇宙からの贈り物 PART１ 

瀬戸 武志 著 

 

この本は、地球人が目覚めてアセンションを行うために、スターピープルたちが私た

ちに与えてくれたメッセージとスターピープルがアセンションのために行ってきた

活動をご紹介しています。 

これからアセンションをする地球を歩んでいく人にとっては大切なガイドとなる本

です。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２１年６月出版 
 

はくちょうの六芒星物語 

天の川銀河の物語１ 

瀬戸 武志 著 

 

天の川銀河を舞台に地球人の未来をかけて繰り広げられる物語。 

こと座のベガ星のマスターの訪問をきっかけに、宇宙に旅立つことになった地球人

の活躍を描くファンタジー。 

宇宙の光の TAKESHIが描くアセンション・ストーリー。 

 

私たちが、宇宙を旅するきっかけを作ってくれた織姫星(こと座のベガ星)からいら

した方は、私には、まるで日本の神様のような姿に見えました。 

私たちは、宇宙の星々を巡るための準備を行い、こと座のベガ星を訪れることがで

きました。 

私たちは更に幾つもの星々を巡る旅をしました。 

それは、私たちにとても重要なミッションが与えられたからなのです。 

そのミッションを果たすために、私たちは自由に星々を巡り、星々に住む様々な種

族たちを仲間にしていきました。 

そして、闇に閉ざされた 一つの星を助けるために、多くの者たちがともに働くこと

になったのです。 

「はくちょうの６芒星」という物語は、これから私たちが、天の川銀河全域にかけて

繰り広げる壮大な物語の第 1歩にしかすぎません。 

これは、私たちの実体験を基にしたファンタジー小説です。 

皆さまの常識をはるかに超えた内容も出てくるかもしれませんが、どうか、楽しん

でお読みになってください。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２3年５月出版 

 

アセンションの扉を開く 前・後巻 

ササニ文明サファイアさんのメッセージ集 

瀬戸 武志  TAKESHI＆Ellie 著 

 

ササニ文明から日本人のアセンションをサポートするために来た高次元存在サファ

イアさんのチャネリングメッセージ集 

アセンション、パラレルシフト、ファーストコンタクト、５次元意識、思考の現実化を宇

宙存在の生の声で詳しく解説。 

日本人の質問に丁寧に答えておりますので分かりやすいアセンション入門書。 

 

サファイアさんは、私たちのアセンションに伴って起こる意識の拡張やパラレルシフ

ト、ファーストコンタクトのこと、そして地球外種族の方たちや高次的存在の方たち

との交流についても、私たちをサポートしてくれました。 

また私たちが５次元意識となってアセンションをするための方法や５次元意識の世

界の様子なども教えていただきました。 

皆さまがこの本を読まれることで、皆さまが望む形でアセンションをするためのサ

ポートとなればうれしく思います。 

私はこの本を通して、皆さまが５次元意識になって、アセンションの扉を開かれ、ア

センションを成し遂げられることを祈っております。 

 

前巻は高次元存在のチャネリングライブで話されたメッセージを収録。 

後巻はサロンメンバ限定のメンバーズトークと TAKESHIが受け取った最新のメッ

セージが収録してあります。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２3年１１月出版 

 

宇宙意識に戻る旅 

地球の未来種族ライラさんメッセージ集 

瀬戸 武志  TAKESHI＆Ellie 著 

 

今回ご紹介する「地球の未来種族ライラ」さんは、今私たちが生きている地球の未来

に存在する地球人の一部が、地球から他の星に移られて、その星の種族と融合した

結果生み出された種族のひとりです。 

ライラさんの種族は、新たな星で進化して独自の生き方をするようになりました。 

その生き方とは過度な科学技術に頼ることなく、自然を尊重して生きるという生き

方です。 

この本は、私たち地球人が宇宙意識に再び戻り、新たな体験をすることができるよ

うに願って作られました。 

ライラさんの言葉と瞑想ワークは、その「道しるべ」となることでしょう。 

 

主な内容について 

地球人の意識変化から未来種族が誕生 

アセンション後の発電や科学技術について、地球人の生き方について 

日本人の特質について、言霊について、遺伝子について 

エレメントや精霊・妖精について、彼らと仲良くなる方法 

3次元、4次元、5次元についての詳細なお話し 

宇宙意識、アセンション、パラレルシフトの詳細について 

地球は人口の星、地球の原動力について 

４次元意識で生まれてくる子供たち、これからの地球人について 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２4年 3月出版 

 

アセンションへの道 

地球のパラレル種族ブルースカイメッセージ集 

瀬戸 武志  TAKESHI 著 

 

地球人の遺伝子を持つ宇宙種族が語るアセンションとフォトンベルトの真相。 

高次存在からもたらされるアセンションを目指す方へのガイドブック 

この本で御紹介しているブルースカイさんは、かつてレムリア時代にアセンションを

した地球の人々とファーストコンタクトを行ったシリウス星系の種族が、地球の種族

と共に進化してきた末に生まれた種族です。 

ブルースカイさんたちの種族は現在の地球のように、天の川銀河の中でアセンショ

ンをしようとしている種族たちをサポートすることを主な仕事としているようです。 

彼らは地球人の遺伝子を持っておりますので、地球人の考え方や生活習慣あるい

はこの地球の特質などについてとても詳しく知っております。 

そしてそのことを理解した上で私たち地球人がどのようにしたらアセンションでき

るのか、あるいは５次元意識になって自分が望む世界を実現することができるの

か、ということを詳しくお話してくださっています。 

この本ではフォトンベルトについて科学的な実証を行うということはできませんで

したが「フォトンベルト」をくぐり抜けることによって、私たちにどのような変化が起

きてくるのかということを非常に詳しく教えてくれました。 

これからアセンションを目指す者たちにとっては、この本はなくてはならないガイド

ブックとなると私は考えております。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２4年７月出版 

 

古代地球と宇宙人 

ファーストコンタクト最新情報 

瀬戸 武志  TAKESHI 著 

 

古代地球に訪れた宇宙人たちが地球人を生み出し古代文明を作り上げた。 

その隠された秘密を、宇宙種族自らのチャネリングメッセージで解説。 

ササニ文明のサファイアさんによるアセンションやファーストコンタクトの最新情報

も掲載。 

 

今回出版された「古代地球と宇宙人」という本は２部構成となっております。 

第１部は古代の地球で地球人を生み出すために、どのような星の種族がどのような

ことを行ってきたのか、また地球人が様々な文明を作るにあたって宇宙種族がどの

ような働きをしたのか、という地球人の誕生秘話と古代から地球に関わってきた地

球外種族たちがどのように地球人を支配しコントロールしてきたのかという話をし

ております。 

これらの話は、実際に古代から地球に関わってきた種族の者から直接伝えられた内

容を TAKESHIがチャネリングして皆さまにお伝えしたものです。 

この本の第２部は前回出版致しましたササニ文明のサファイアさんが 2023年 11

月と 12月にチャネリングライブで話された内容や宇宙連合のマスターからのメッ

セージが収めておりますので、アセンションやファーストコンタクトの最新情報とし

てお読みください。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２4年１１月出版 

 

地球に生きる一つの命 

自然界の精霊瞑想ワーク集 

瀬戸 武志  TAKESHI 著 

 

私たちを生み育ててくれた精霊たちからの衝撃のメッセージと瞑想ワーク。 

そして精霊の基となったエレメントが語る宇宙の成り立ちと地球人の秘密。 

アセンションを目指し宇宙の真理を知りたい人には必読のチャンネリング本。 

「地球に生きる一つの命」という本の前半は地球に生きる多くの生命たちを生み育

ててきた精霊たちからのメッセージが中心となっています。 

精霊たちはこの地球を大切にすること、そして私たちが地球人として愛に目覚めて

いくことを常に訴え続けてきました。 

そしてそのことを実現するために私たちのエネルギーやチャクラをクリアリングして

高次元の意識と繋がるためにたくさんの瞑想ワークを行ってくれました。 

 

本の後半は私たちがコズミック・ツインライトの伝授をうけている時に「光の意識」と

いう存在を助けたことから、この「光の意識」が我々の宇宙を生み出した親となる

「光の宇宙」から来ている存在であるということが分かりました。 

我々が「光の宇宙」のことを学ぶにつれて、その宇宙からエレメントという存在がい

くつもの宇宙の星々に派遣され、星々の環境を整えて多くの生命たちを生み育てる

精霊になっていったということを知ったのです。 

そのことを私たちが理解すると多くのエレメントたちが私たちと関わり、この宇宙

がどのようにして成り立っているのか、この宇宙に生きる生命たちの役割や生命た

ちが生み出されていくシステム、また時間や空間のことについても詳しく話をして

くれました。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２５年３月出版 

 

愛に目覚めるための 

クリスタルワーク 

レムリアンマスターのチャネリングメッセージ 

瀬戸 武志  TAKESHI 著 

この本は 2023年に私たちの前に現れたレムリアンマスターたちのクリスタルを使

った瞑想ワークとメッセージで構成されています。 

レムリアンマスターはレムリア時代にレムリアの崩壊を予測して山奥に移り、宇宙種

族の助けを借りてアセンションしていったのです。 

彼らは更なる進歩を遂げ、他の種族と融合しブルースカイ種族を生み出しました。 

彼らは現在高次元存在となり肉体を失って意識体となって存在しています。 

そして２０２０年代の地球に戻り、私たちのアセンションをサポートしているのです。 

私たちは毎週土曜日に開催されるチャネリングライブでレムリアンマスターたちのメ

ッセージを伝えてきました。 

彼らのメッセージはとてもシンプルです。 

私たちは再び愛を取り戻し、愛と共に生きることによって地球人は一つの集合意識

で繋がっていきます。 

そして意識を高めることによってアセンションしていくことが可能になるのです。 

また彼らの瞑想ワークも私たちの心の中にある愛は、我々を生み出してくれた「宇

宙の愛」と一つであることを理解し、宇宙の愛や創造性と一つになるための瞑想ワ

ークを行っていただきました。 

これはすべて動画に収録されておりますので皆様も動画を繰り返しご覧になり一緒

に瞑想ワークを行っていただけることで私達が体験したように「愛に目覚めるとい

う体験」ができるのではないかと考えております。 
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宇宙の光 出版のご案内   ２０２4年７月出版 

 

神さまと友達になった男の子 

瀬戸 武志  瀬戸美輝 著 

 

この本は TAKESHIとその娘である美輝（当時７歳）によってつくられたファン

タジー絵本です。 

ひとりぼっちで寂しがり屋の男の子が、神さまの言葉を聞いて、神さまと友達

になるために３つのクリスタルを探すための冒険に出ます。 

そして大切な仲間たちと出会いながらクリスタルを探す冒険は進んでいくので

す。 

小学２年生の娘が考えた内容ですので大人はもちろん小学生のお子様にも楽し

んで読んでもらえると思います。 

全てのページに AIで作成されたイラストがはいっており、物語を視覚的にも楽

しめると思います。 

これからアセンションする地球を支える子供たちへの大切なギフトです。 
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